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This is SKF

あるスウェーデンの工場の摩擦の問題を解決したシ

ンプルでありながら新発想のソリューションから、そ

して1907年に15人の従業員から始まったSKFは、工

業ナレッジのグローバルリーダーとなるまでに成長

しました。そしてこの年月の間、軸受の専門知識を蓄

積するばかりでなく、シール、メカトロニクス、サービ

ス、および潤滑システムなどの分野も拡充してきまし

た。現在、我々のナレッジネットワークは46 000人の

従業員、15 000社の代理店パートナー、および130 

ヶ国以上にオフィスを擁し、さらに SKF Solution 

 Factory も世界各地に増えつつあります。 

研究・開発

我々は40業種以上の産業分野において、自社従業員

が実際に現場で得た知識に基づいた実務経験を有し

ています。また、トライボロジー、状態監視、アセット

マネジメント、軸受寿命理論などの分野では、世界ト

ップレベルの自社専門家や提携大学などが高度な理

論的研究・開発の先鋒を担っています。我々の研究・

開発により、お客様が常に業界の第一線に立ってい

ただくことが我々の願いです。 

SKF Solution Factory は

SKFナレッジや製造に関

する専門知識が世界各

地で利用でき、お客様に

SKFならではのソリュー

ションやサービスを提供

しています。

SKFのITや物流システ

ム、アプリケーション技
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最も過酷な課題に対応

知識と経験のネットワークおよび我々のコア技術を

どのように組み合わせることが出来るかの理解が、最

も過酷な課題に対応する革新的ソリューションを生

み出します。資産ライフサイクルを通してお客様と密

接に取り組むことで、お客様に利益と責任の伴った

事業成長をしていただけるようお手伝いします。

持続可能な未来のために

2005年以来、SKF は自社およびサプライヤーの事業

活動による環境への負の影響を削減する取り組みを

行ってきました。我々の継続的な技術開発により、

「SKF BeyondZero」と銘打った効率性を向上させエ

ネルギー損失を低減する一連の製品やサービス、風

力・太陽光・海洋発電などに生かされる新しい技術を

開発してきました。これらを組み合わせた取り組みに

より、我々だけでなくお客様の事業活動においても、

環境への影響を低減させることに貢献しています。

術者を活用すること

で、SKF正規代理店は製

品やアプリケーションに

関する付加価値の高い

総合的ナレッジを世界

中のお客様にお届けし

ています。
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SKFナレッジ–お客様
の事業発展
SKFライフサイクル・マネジメント
は我々の技術プラットフォームと
高度なサービスを統括し、それを
資産ライフサイクルの各局面に適
用して、より収益性の高い持続可
能な事業発展となるよう、お客様
のお手伝いをします。

いつも身近に

我々の目標は、お客様の生産性を向上させ、保守を最

低限に抑え、より優れたエネルギー・資源効率性を達

成し、長いサービス寿命と信頼性を持つ設計の最適

化を図る、などのお手伝いをすることです。 

革新的なソリューション

アプリケーションが直線運動であろうが回転運動で

あろうが、もしくはその組み合わせであろうが、SKF技

術者はお客様の資産ライフサイクルのあらゆる局面

において、アプリケーション全体を見ることにより機

械の性能向上を図ります。この取り組みは、軸受やシ

ールなど個々の部品だけに着目するものではありま

せん。アプリケーション全体の中で、個々の部品が隣

接する部品とどのように作用し合うのかを見ていま

す。

設計の最適化・検証

SKFは特許の3Dモデリングソフトを使用し、お客様の

既存・新規設計の最適化を承ります。また、このソフト

は仮想試験装置としても使用できるため、設計の整

合性検証も行えます。 

SKF － ナレッジ・エンジニア
リング・カンパニー

仕
様

設計・開発

製
造・試

験

組
立

て・
試

運
転

稼動・監視

保
守・修

理

SKFライフサイク
ル・マネジメント
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軸受
SKFは高性能の転がり軸受、すべり軸受、軸受ユニッ
ト、ハウジングなどの設計・開発・製造において、世界
をリードしています。

機械保守
SKF状態監視技術や保守サービスは、計画外のダウ
ンタイムを最小限に抑え、稼動効率を向上させ、保守
費用を削減するお手伝いをします。

シールソリューション
SKFが提供する標準シールおよびカスタムエンジニア
リング･シールなどのソリューションは、稼働時間を
増やし、機械の信頼性を高め、摩擦や動力損失を低
減し、潤滑剤の寿命を伸ばします。

メカトロニクス
SKFの航空機用フライ・バイ・ワイヤシステムおよびオ
フロード、農業、フォークリフトなどのアプリケーショ
ン用ドライブ・バイ・ワイヤシステムにより、グリース
や油を多量に消費する機械システムや油圧システム
が不要になります。

潤滑ソリューション
特殊な潤滑剤から最先端の潤滑システムや潤滑管理
サービスにいたるまで、SKF潤滑ソリューションは潤
滑に起因するダウンタイムや潤滑剤消費量の低減に
貢献します。

アクチュエータ・モーションコントロール
アクチュエータやボールねじからプロファイルレール
ガイドなどの幅広い製品群で、切実な直動システム
の課題も、SKFはお客様とともに解決します。
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単位換算

単位換算

特性 単位 換算

長さ インチ 1mm 0 .03937in 1インチ 25,40mm
フィート 1m 3 .281フィート 1フィート 0,3048m
ヤード 1m 1 .094ヤード 1ヤード 0,9144m
マイル 1km 0 .6214マイル 1マイル 1,609km

面積 平方インチ 1mm2 0 .00155平方インチ 1平方インチ 645,16mm2

平方フィート 1m2 10 .76平方フィート 1平方フィート 0,0929m2

体積 立方インチ 1cm3 0 .061立方インチ 1立方インチ 16,387cm3

立方フィート 1m3 35立方フィート 1立方フィート 0,02832m3

英国ガロン 1l 0 .22ガロン 1ガロン 4,5461l
米国ガロン 1l 0 .2642USガロン 1USガロン 3,7854l

速度 フィート毎秒 1m/s 3 .28フィート毎秒 1フィート毎秒 0,30480m/s
マイル毎時 1km/h 0 .6214mph 1mph 1,609km/h

質量 オンス 1g 0 .03527オンス 1オンス 28,350g
ポンド 1kg 2 .205ポンド 1ポンド 0,45359kg
米トン 1トン 1 .1023米トン 1米トン 0,90719トン
英トン 1トン 0 .9842英トン 1英トン 1,0161トン

密度 ポンド/立方インチ 1g/cm3 0 .0361ポンド/立方インチ 1ポンド/立方インチ 27,680g/cm3

力 重量ポンド 1N 0 .225重量ポンド 1重量ポンド 4,4482N

圧力、応力 ポンド/平方インチ 1MPa 145psi 1psi 6,8948 x 103 Pa
1N/mm2 145psi
1bar 14 .5psi 1psi 0,068948bar

モーメント 重量ポンドインチ 1Nm 8 .85重量ポンドインチ 1重量ポンドインチ 0,113Nm

仕事率 フィートポンド毎秒 1W 0 .7376フィートポンド毎秒 1フィートポンド毎秒 1,3558W
馬力 1kW 1 .36hp 1hp 0,736kW

温度 °C 摂氏 tC=0 .555(tF–32) 華氏 tF=1,8tC+32
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まえがき

このカタログには、工作機械向けアプリケー
ションで一般に使用されるSKF超精密軸受の
標準的な製品が記載されています。SKFでは
最高レベルの品質とサービスをご利用いただ
けるよう、上記の製品群をSKFの販売チャン
ネルを通じて世界中へ供給しています。リー
ドタイムおよび納品に関する詳細について
は、各地のSKFまたはSKF正規代理店までお
問い合わせください。
このカタログのデータは、2013年の時点に
おけるSKFの最新の技術力および生産能力に
基づいています。旧版のカタログとはデータ
が異なる場合もありますが、それは設計の見
直し、技術開発、あるいは計算方法の改定が
行われたことによるものです。SKFは、SKF製
品に対して材料、設計、製造方法の継続的な
改善や、技術開発により必要となった変更を
行う場合があります。

はじめに

このカタログは、9つの主な章に分けられ、右
側余白に番号付きの青色のタブが記されてい
ます。

• 第1章ではアプリケーションと軸受選定の
基本、
• 第2~6章では各種軸受を説明しています。
各章には、製品の説明のほかに、軸受の選
定、アプリケーションの設計に必要な情報
を軸受寸法表に記載しています。
• 第7章では精密ロックナットについて説明
しています。
• 第8章では各種の専用ゲージを説明してい
ます。
• 第9章には索引があり、個別の製品またはト
ピックに関する情報を素早く検索すること
ができます。

最新の技術開発

旧版のカタログに比べ、ほぼすべての軸受が
多種多様なアプリケーションの要件を満たす
ように再設計されています。多くのタイプおよ
びサイズが品揃えに追加されました。主な変
更内容は以下のとおりです。

アンギュラ玉軸受のサイズ拡大

寸法系列18シリーズアンギュラ玉軸受を掲載
しました。他の寸法系列では、サイズ範囲の
最大と最小とも、いくつかのサイズを追加し
ています。シール付き軸受の数は以前のカタ
ログの約3倍になっており、ハイブリッド軸受
の数も増加しました。

寸法系列18シリーズ新型
超精密アンギュラ玉軸受
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まえがき

アンギュラ玉軸受バリエーションの増加

アンギュラ玉軸受選択の幅が広がりました。

• 直接オイルエアー潤滑用軸受のラインアッ
プが充実
• 予圧等級の種類増加
 • NitroMax製リングとセラミック製ボールを
使用した軸受

新シリーズ複式スラストアンギュラ玉軸受

2344(00)軸受シリーズは、新しいBTWシリー
ズに設計変更されました。BTWシリーズ軸受
は低摩擦で高速回転に対応しており、軽量化
により取り付けも容易になっています。

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受がカタログ
に掲載されました。この軸受はマシニングセ
ンタのロータリーテーブル、割出ヘッド、およ
び5軸スピンドルヘッドを支持するために使用
されます。

PEEK保持器軸受

強化型PEEK製の保持器により、軸受の高速
回転性能、静粛性が向上しました。PEEK製保
持器を使用したアンギュラ玉軸受と円筒ころ
軸受の種類が大幅に増えました。

セラミック製ボール/NitroMax
製リング軸受

BTWシリーズ軸受/2344(00)
シリーズ互換

高速性、静粛性に優れたPEEK
製保持器

アキシアル-ラジアル円筒
ころ軸受
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このカタログの使用方法

このカタログは、個別の情報を素早く検索で
きるようにデザインされています。カタログの
最初には総合目次があります。巻末には製品
索引とキーワードによる索引があります。各
章は章番号が印刷されたタブでわかりやすく
マークされています。

製品の特定

SKF超精密軸受の製品型番は、通常、基本的
な軸受型番とそれに付加される仕様に関する
情報を含んでいます。SKF軸受を特定する、ま
たはそれに関する詳細な情報を検索するに
は、以下の3つの方法があります。

• 製品索引
カタログ巻末にある製品索引にはシリーズ
型番の一覧と、型番と軸受タイプとの関連
付けが記載され、関連製品の章および軸受
寸法表を容易に見つけられるようになって
います。

• 型番構成表
各製品の型番構成表は各章の軸受寸法表
の前のページにあります。この型番構成表
は、共通に使用されている型番の接頭記号
や接尾記号を識別するために使用します。

• テキスト索引
カタログ巻末にあるテキスト索引には、接
尾記号がアルファベット順に記載されてい
ます。それらは素早く目を通せるように太
字で印刷されています。

単位

このカタログは世界中で使用されます。その
ため、このカタログで使用する単位はISO
80000-1に準拠しています。単位換算は換算
表(†10ページ)を使用してください。簡単に
使用することができるよう、温度は°Cと°Fの
両方で記載されています。温度は通常小数点
以下が四捨五入されます。そのため、換算式
を使用した場合2つの値は常に正確に一致す
るとは限りません。

 
Designation

Product

Pr

 

 

Product index

70..

Angular contact ball bearings . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

70../..H

Angular contact ball bearings for direct oil-air lubrication . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

70../..H1

Angular contact ball bearings for direct oil-air lubrication

70../..L

Angular contact ball bearings for direct oil-air lubr

70../..L1

Angular contact ball bearings for direct oil-

70../HC

Hybrid angular contact ball bearings

70../HC..H

Hybrid angular contact ball b

70../HC..H1

Hybrid angular contac

70../HC..L

Hybrid angular c

70../HC..L1

Hybrid a

718..

A

718../HC719..719

製品索引によって、軸受の型番から情報を簡単に検索すること
ができます。

Angular contact ball bearingsDesignation system
Prefix

– 

Open bearing (no designation prefix)

S 

Sealed bearing

V 

Bearing with NitroMax steel rings and beari

balls (hybrid bearing)

Bearing series718

An
719

70

Examples:
Single bearing – 71922 CDGBTNHA/PA9AL

7

Matched bearing set –  S7010 ACD/HCP4AQBCC

S
70

型番構成表

Text index

A

A  
angular contact ball bearings  197

axial-radial cylindrical roller bearings  333

double direction angular contact thrust ball bearings  303, 311

thrust bearings for screw drives  342, 364–365

AC  130, 196 
ACB  196 accuracy  of bearings  24–25

of seats and abutments  75–77

of seats and abutments (

tolerance symbol

ACD  196 ACE  19

markings  145, 194

matched sets  141–144

mounted with spacer rings  16

mounting  123, 136, 14

oil nozzle positio
ordering ppr

テキスト索引にリストアップされた接尾記号によって検索時間
が削減されます。
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その他のSKF製品およびサービス

このカタログには記載されていませんが、
SKFでは、SKF超精密軸受の使用時に必要と
なる広範囲な製品、サービスおよびソリュー
ションを提供しています。それらの製品に関
する情報については、SKFまたはskf .comへお
問い合わせください。提供内容は、以下のと
おりです。

潤滑システム

SKFはさまざまな自動潤滑技術を提供し、生
産性の向上やトータルコストの削減、あるい
は生産工場内の環境向上等々、広範囲なソ
リューションを提供しています。SKFはほぼす
べての回転速度範囲に適合するスピンドル潤
滑システムを供給しています。その他にも、
リニアガイド、送りねじ、軸受および補助装
置用の専用設計されたマルチポイント潤滑
システムや、機械加工プロセス向けに、環境
への影響を減らし、より健康な作業環境を形
成する自動最小量潤滑システムも提供してい
ます。

クーラントポンプ

SKFは、それぞれ特定の工作機械用途に、信
頼性が高く、効率的な、クーラント供給専用
の省スペース型遠心ポンプおよびスクリュー
スピンドルポンプを取り揃えています。大部
分のポンプは、クーラント中に浸漬設置され
るためシールなしで作動し、整備費を削減で
き、トータルコストの削減が可能です。これら
のポンプは、各種の媒体、流量および作動圧
に対して適合する設計が可能であり、様々な
標準駆動オプションと電源仕様のものを提供
できます。

まえがき

潤滑システム

クーラントポンプ
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リニアモーションテクノロジー

SKFは、直動機器、軸受、シール、潤滑等の技
術を融合し、プロファイルレールガイド、精密
レールガイド、ダブテールスライド、標準リニ
アスライドおよびリニアボールベアリングな
ど、リニアモーションのための各種ソリュー
ションを提供します。全ての製品は、良好な
メンテナンス性と高い信頼性を満たすべく設
計されています。
多くの工作機械送り軸の直動部分にはボー
ルねじまたはローラーねじが装着されていま
す。SKFのボールねじとローラーねじによっ
て、高荷重でも、高速で精密な直動運動が実
現されます。
機械送り軸に搭載されたローラーねじが高
いアキシアル剛性を保持し、素早い加速、高
いリニアスピード、および高い荷重支持能力
を提供します。差動ローラーねじには再循環
システムがなく、転動体間での摩擦を生じな
いため、工作機械軸が反転する場合により高
い精度を実現します。ローラーねじは、軸端
あらかじめサポートベアリングを装着したも
のもあり、ボルトですぐに固定できるため組
立てと位置決め手順のスピードアップ、単純
化を実現します。

カスタムメイドシール

SKFは、数十年にわたるシール製造経験と材
料に関する高度な専門的知識を合わせ持ち、
標準シールおよびカスタムメイドシールの
リーディングサプライヤーです。シールソ
リューションには、シールと先進の工学的プ
ラスチック部品で構成される統合ソリュー
ション、大量発注用成形シール、圧縮シリン
ダー・バルブ・クランプデバイス等の油圧およ
び空気圧用、さらには回転分配器、ジョイン
ト、割出テーブルといった回転用途の高性能
機械加工シールなどもあります。
フレキシブルな製造工程により、お客様に
は標準およびカスタムメイドのシールを、短
納期かつジャストインタイムで納品すること
が可能です。耐加水分解性および/または自己
潤滑性を持つポリウレタン、フルオロカーボ
ンラバーおよび様々なPTFE化合物などの多
種多様な高性能シーリング材料が、高い耐摩
耗性、長期耐用年数と、多様な工作機械用フ
ルードに対する化学的適合性を実現します。
さらに、SKFは、現場でのソリューション分析
とアプリケーションエンジニアリングサポー
トによってお客様をサポートします。

シール

リニアモーションテクノロジー
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まえがき

スピンドル状態監視

スピンドルの健全性の監視は、機械加工プロ
セスの乱れや予定外の製造停止を防止するた
めに重要です。SKFは、ハンドヘルドデータコ
レクターおよびアナライザーから、軸受、アン
バランスおよび潤滑の不具合を含め、機械の
状態を高い信頼性で観察できるオンライン監
視および保護システムに至るまで、一貫した
状態監視ツールと技術を提供します。
上記のシステムにより、予定外の停止時間
がなくなり、タイムスケジュールではなく機械
の状態に基づいて、機械オペレーターが保守
スケジュールを立てることができるようなる
ため、設備の運用効率が向上し、費用を削減
できます。データ記録システムを機械の制御
システムと統合することで、必要な時に適切
な措置が行えます。例えば、SKFスピンドルア
セスメントキットは、信頼性が高く単純化さ
れた、オンボード状態監視用の完結したソ
リューションです。キットは、SKFマイクロロ
グアドバイザープロ、加速度センサー、レー
ザータコメーター、スタンド付きダイヤルゲー
ジ、ベルトテンションゲージおよびソフトウェ
アパッケージで構成されています。SKFは、お
客様の工作機械スピンドル上での測定ポイン
トのセットアップを支援し、サービス契約の
一部としてコンサルティングサービスも提供
します。

先進の計算ツール

SKFスピンドルシミュレーターは、スピンドル
アプリケーション解析用の先進的なシミュ
レーションソフトウェアプログラムです。SKF
シミュレータプラットホームに基づいた高度
な技術を使用可能ですが、極めて使いやすく
設計されています。
ソフトウェアによって、ユーザーが指定し
た、回転数、はめあい、予圧、軸方向の温度分
布等を使用し、軸受およびスピンドルの状態
をシミュレートすることができます。さらに、
設定された運転条件に基づき、外部荷重の影
響や、各軸受の転動体の挙動に至るまで、詳
細な情報を提供します。
このプログラムでは、常に最新のSKF超精
密軸受のデーターを使用して、スピンドルの
解析を行うことが可能です。

スピンドル状態監視

SKFスピンドルシミュレーター
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アプリケーションと軸受選定の基本

超精密軸受の選定

主軸システムには、軸受以外にも様々な部品
が使用されています。シャフトやハウジングな
どの関連部品は、主軸システムを構成する重
要な要素です。また、潤滑剤やシールなどの
要素も重要な役割を果たします。軸受の性能
を最大限に活かすには、用途に適した潤滑剤
を適量充填し、軸受の摩擦を低減するととも
に軸受の腐食を防ぐ必要があります。シール
は、潤滑剤を保持し、外部の汚染物質の侵入
を防止します。潤滑剤の清浄度は、軸受の寿
命に大きく影響をおよぼす重要なファクター
です。SKFでは、幅広い工業用シールと潤滑シ
ステムを製造、販売しています。
軸受の選定を行うには、以下のような条件
を考慮する必要があります。

• 利用可能なスペース
• 荷重(大きさと方向)
• 精度と剛性
• 回転数
• 運転温度
• 振動レベル
• 汚染レベル
• 潤滑のタイプと方法

適切な軸受を選定した後に、さらに以下のよ
うな項目について検討する必要があります。

• システムを構成する他の部品との適合性
• 適切なはめあいおよび軸受内部のすきま
や予圧
• 固定部品
• 適切なシール
• 取付けおよび取外し方法

主軸システムの設計では、あらゆる選定が主
軸システムの性能、信頼性、経済性に影響し
ます。

SKFは世界をリードする軸受サプライヤー
として、数多くの型式、シリーズ、デザイン、モ
デル、寸法の超精密軸受を製造しています。
軸受のタイプとデザインでは、これらのうち
最も一般的な製品を紹介しています。
アプリケーションと軸受選定の基本では、
軸受システムの設計に必要な基本情報を、一
般的に必要とされる順番に説明しています。
しかしながら、想定されるあらゆるアプリ
ケーションに対して必要となるすべての情報
を網羅することは不可能です。そのため、多く
の箇所でSKFアプリケーションエンジニアリ
ングサービスのご利用を推奨しています。こ
のテクニカルサービスは、複雑な計算、診断、
軸受性能の問題等を解決し、軸受選定プロセ
スをサポートします。SKFは、主軸システムの
性能向上に取り組むすべてのお客様にこの
サービスの利用を推奨しています。
アプリケーションと軸受選定の基本に記載
されている情報は、多くの超精密軸受に適用
される一般的なものです。個別の軸受情報に
ついては、関連する製品の章に記載されてい
ます。
なお、軸受寸法表に記載されている数値の
多くは概算値となっていますので注意してく
ださい。
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超精密軸受の選定

軸受のタイプとデザイン

SKF超精密軸受の製品群は、工作機械用スピ
ンドルなどの、高速~超高速回転時にも高精
度が求められる用途向けに設計されていま
す。各軸受タイプは、特定の運転条件に適し
たユニークな特長を備えています。各軸受タ
イプの詳細については、関連製品の章を参照
してください。

アンギュラ玉軸受(†127ページ)

高負荷容量(Dデザイン) (1)
高速(Eデザイン) (2)
高速(Bデザイン) (3)
各デザインの共通仕様:
– 単独使用またはマッチング済み組合せ
軸受用
– ユニバーサルマッチング用
– スチール製ボールまたはハイブリッド
軸受
– 開放型軸受またはシール付き軸受(3)

円筒ころ軸受(†263ページ)

単列(Nデザイン)
– 標準デザイン(4)
– 高速デザイン(5)
– ハイブリッド軸受

複列(NNデザイン) (6)
– スチール製ころ
– ハイブリッド軸受

複列(NNUデザイン) (7)

複式スラストアンギュラ玉軸受(†301ページ)

標準デザイン(BTWシリーズ) (8)
– スチール製ボール
– ハイブリッド軸受

高速デザイン(BTMシリーズ) (9)
– スチール製ボール
– ハイブリッド軸受

1  

4  5  

6  7  

8  9  

3  2  
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アプリケーションと軸受選定の基本

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受(†319ページ)

標準デザイン(NRTシリーズ) (10)

送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受(†337 

ページ)

一方向荷重(BSA/BSDシリーズ) (11)、組合せ
用ユニバーサルマッチ軸受(12)
– シール付き軸受(13)

複式シール付き軸受(BEASシリーズ) (14)
– ボルト取付け用(BEAMシリーズ) (15)

フランジ付きカートリッジユニット(FBSAシ
リーズ) (16)

10

11 12

13 14

15 16
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超精密軸受の選定

保持器

このカタログに記載されている超精密軸受は
すべて、保持器を使用しています。ただし、一
部の特殊な用途向けに保持器のない軸受(総
転動体)も提供可能です。保持器の主な役割
は以下のとおりです。

• 転動体を分離させ、軸受内の摩擦モーメン
トと摩擦熱を低減する。
• 転動体間の間隔を均等に保ち、荷重配分を
最適化して、一定した静粛な運転を実現す
る。
• 無負荷領域で転動体をガイドし、回転条件
を向上、滑り運動による損傷を防止する。
• 分離型軸受の取付け時または取外し時に
軸受が分解した場合に、転動体を保持す
る。

保持器には、摩擦、応力、慣性力等の機械的
な負荷が加わります。また、高温や化学物質
(特定の潤滑剤/潤滑添加剤、保持器自体の経
年劣化、有機溶剤、冷却液など)によって劣化
する場合があります。そのため、保持器の形
状と材料は、特定用途に対する軸受の適合性
に大きな影響を与えます。SKFは、それぞれの
軸受のタイプや、多種多様な運転条件に対応
するため、材料の異なる様々な保持器を開発
しています。
各製品の章には、標準の保持器とその他の

選択肢に関する情報が記載されています。標
準の保持器は、大部分の用途で最も適切であ
ると考えられる保持器です。標準以外の保持
器を使用した軸受が必要な場合は、ご注文の
前にSKFへお問い合わせください。

基本的な軸受選定方法

工作機械用スピンドルなどの、精密かつ高速
回転が求められる用途では、適切な軸受の選
択が最優先事項となります。SKF超精密軸受
の製品群には、それぞれに特定の用途・アプ
リケーションに最適となるようにデザインさ
れた軸受が準備されています。
超精密軸受を選定する際には様々な条件

を検討・評価しなければならないため、一律
の選定ルールを定めることはできません。以
下に挙げる項目は、超精密軸受の選定におい
て最も重要であると考えられる条件です。

• 精度(†20ページ)
• 剛性(†26ページ)
• 利用可能なスペース(†27ページ)
• 回転数(†28ページ)
• 荷重(†30ページ)
• アキシアル方向変位(†31ページ)
• シール機構(†32ページ)

軸受選定時に、主軸システムの総コストや軸
受の在庫状況が考慮される場合もあります。
このカタログの別の章では、軸受配列を設
計する際に検討しなければならない、最も重
要な条件をいくつか取り上げて詳細に説明し
ています。各軸受タイプの特性やデザインの
選択肢を含む詳細情報は、各製品の章に記
載されています。
精度と生産性の要求が非常に高い場合に
は、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスへお問い合わせください。SKFでは、
このようなアプリケーション向けに特別なソ
リューションを用意しています。

• ハイブリッド軸受(†54ページ)
 • NitroMax製軸受(†52ページ)
• 表面処理軸受
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アプリケーションと軸受選定の基本

精度

転がり軸受の精度は、回転精度と寸法精度の
等級で示されます。表1は、SKFと様々な標準
機構が使用する精度等級の比較です。
ほとんどのSKF超精密軸受は、精度等級

P4A、P4CまたはSPで製造されています。SKF
超精密軸受の標準精度等級およびオプショ
ン精度等級については、表2を参照してくださ
い。
各製品の章には、軸受の精度等級に関する
情報が記載されています。

表1

精度等級の比較

SKFの精度等級 各規格による標準的な精度等級
回転精度 寸法精度

 ISO1) ANSI/ABMA2) DIN3) ISO1) ANSI/ABMA2) DIN3)

P4A 24) ABEC94) P24) 4 ABEC7 P4
P4 4 ABEC7 P4 4 ABEC7 P4

P5 5 ABEC5 P5 5 ABEC5 P5
P2 2 ABEC9 P2 2 ABEC9 P2

PA9A 2 ABEC9 P2 2 ABEC9 P2
P4C 4 ABEC7 P4 4 ABEC7 P4

SP 4 ABEC7 P4 5 ABEC5 P5
UP5) 2 ABEC9 P2 4 ABEC7 P4

1)ISO492またはISO199
2)ANSI/ABMAStd .20
3)DIN620-2またはDIN620-3
4)d>120mm†ISO4以上、ABEC7以上、DINP4以上
5)軸受のサイズにより、回転精度はさらに高まります。

表2

SKF超精密軸受の標準およびオプションの精度等級

軸受タイプ 標準の精度等級 オプションの精度
等級

アンギュラ玉軸受 P4AまたはP41) PA9AまたはP21)

円筒ころ軸受 SP UP

BTWシリーズ複式スラストアンギュラ玉軸受 SP UP

BTMシリーズ複式スラストアンギュラ玉軸受 P4C –

送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受 P4A –

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受2) – –

1)718Dシリーズのみ
2)ラジアル振れはP4以上、アキシアル振れはP4と同等です。アキシアルおよびラジアル振れを低減した軸受もご要望に応じて製
作可能です。
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超精密軸受の選定

回転精度

主軸システムの回転精度は、システム内のす
べての部品の精度によって決まります。軸受
の回転精度は主に、内外輪の軌道(溝)の形状
および位置精度に影響されます。
軸受の精度等級を選択する際には、ほとん
どの用途で、内輪のラジアルまたはアキシア
ル振れ量の最大値(軸受のタイプによって異
なります)が決定要因となるのが一般的で
す。
グラフ1は、各精度等級の内輪の最大ラジ
アル振れ量相対値の比較です。

グラフ1

各制度等級の相対ラジアル振れ許容値

N P6 P5 P4, P4C, SP P4A, P2, PA9A UP
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寸法精度

適切なはめあいを実現するには、軸受とその
取付け部品の両方の主要寸法精度が非常に
重要です。軸受内輪とシャフトまたは外輪と
ハウジングのはめあいは、軸受組込み後の軸
受内部すきまや予圧に影響します。
内径テーパー穴円筒ころ軸受の許容寸法
公差は、他のタイプの超精密軸受よりもわず
かに大きくなっています。これは、軸受組込み
時に内輪をテーパー軸に押し上げることで、
すきまや予圧が調整可能なためです。

内輪のラジアル振れ[%]
(基準内径 = 70 mm)

精度等級
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アプリケーションと軸受選定の基本

剛性

工作機械において、スピンドルの剛性は非常
に重要です。これは、荷重を受けた際の弾性
変形の大きさが、その機械の生産性と加工精
度に大きく影響を与えるためです。主軸のシ
ステム剛性は主に軸受の剛性によって決まり
ますが、ツールのオーバーハングや軸受の数
と位置など、色々な要素の影響も受けます。
軸受の剛性を決める要素には次のようなも
のがあります。

• 転動体のタイプ
ころ軸受は、玉軸受よりも剛性が高くなり
ます。セラミック製転動体では、スチール
製転動体よりも高い剛性が得られます。

• 転動体の数とサイズ
直径の小さい転動体を多数使用すると、高
い剛性が得られます。

• 接触角度
接触角度が荷重角度に近いと、高い剛性が
得られます。

• 内部設計
アンギュラ玉軸受では、ボールと軌道溝の
曲率差を小さくすることで高い剛性が得ら
れます。

高いラジアル剛性が必要な用途では、一般的
に円筒ころ軸受が最良の選択肢になります。
また、接触角度を最小限に抑えたアンギュラ
玉軸受を使用することもできます。
高いアキシアル剛性が必要なアプリケー
ションでは、接触角度の大きいスラストアン
ギュラ玉軸受を推奨します。予圧を加えること
で剛性を高めることができますが、許容回転
数が制限される場合があります。
システム剛性と軸受剛性の詳細について
は、システム剛性(†66ページ)を参照してく
ださい。
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超精密軸受の選定

利用可能なスペース

精密軸受が使用されるアプリケーションで
は、軸受の取付けスペースが限定されている
場合が多く、剛性と回転精度の要求も高いた
め、取付けスペースの小さい軸受が求められ
ます。軸受の断面の高さを小さくすることで、
シャフト径を最大限に大きくし、少ないスペー
スの中で必要な剛性を実現することが可能で
す。
工作機械の主軸システムでは、主にISO 
系列9および0シリーズのアンギュラ玉軸受、
円筒ころ軸受、スラストアンギュラ玉軸受が
使用されます(†図1)。
寸法系列2シリーズのアンギュラ玉軸受は、
高速回転の主軸システムに使用されることは
まれですが、比較的に低速回転で高剛性が必
要なアプリケーションでは一般的に使用され
ています。最小の取付けスペースが要求され
る場合は、寸法系列8シリーズのアンギュラ玉
軸受を推奨します。
寸法系列9または0シリーズでは、軸受タイ
プ、デザイン等の選択肢が多いため、取付け
スペースの変更なしに、軸受配列を最適化し
て主軸システムに必要な剛性と負荷容量を実
現することも可能です。
送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
では、断面の高さが比較的大きくなります。
これらの軸受では一般的に、寸法系列2およ
び3シリーズが選択されています。取付けス
ペースの制約はあまり厳しくありませんが、負
荷容量は非常に重要な条件となります。

98 0 2 9 0 0 0 0

図1
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アプリケーションと軸受選定の基本

回転数

超精密軸受の到達可能回転数はおもに、軸受
タイプ、デザイン、材質、荷重のタイプと大き
さ、さらに潤滑剤と潤滑方法によって決まり
ます。許容回転数については、運転温度が制
限要因に加わります。
高速回転で使用する超精密軸受の配列で
は、摩擦と摩擦熱を最小限に抑えた軸受が
必要です。これらの用途には、超精密アン
ギュラ玉軸受と円筒ころ軸受が最適です。超
高速回転のアプリケーションでは、ハイブ
リッド軸受(セラミック製転動体を使用した軸
受)が必要になる場合があります。
アンギュラ玉軸受では、他の超精密軸受の

タイプと比較して最も高い回転数を達成でき
ます。グラフ2は、SKFのアンギュラ玉軸受の
各シリーズの相対速度性能の比較です。軸受
シリーズの詳細については、型番システム
(196ページ)を参照してください。
スラスト軸受の回転速度性能は、ラジアル

軸受よりも劣ります。
一般的に、回転速度性能が向上すると剛性

が低下します。
到達可能回転数の詳細については、回転数

(†38ページ)を参照してください。
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超精密軸受の選定

グラフ2

アンギュラ玉軸受の相対速度性能

719 CE/HCP4A

719 CB/HCP4A

70 CE/HCP4A

719 ACE/HCP4A

719 ACB/HCP4A

70 CB/HCP4A

70 ACE/HCP4A

719 CE/P4A

719 CB/P4A

70 ACB/HCP4A

70 CE/P4A

719 ACE/P4A

718 CD/HCP4

70 CB/P4A

719 CD/HCP4A

719 ACB/P4A

718 ACD/HCP4

70 ACE/P4A

70 ACB/P4A

719 ACD/HCP4A

718 CD/P4

70 CD/HCP4A

72 CD/HCP4A

719 CD/P4A

70 ACD/HCP4A

72 ACD/HCP4A

718 ACD/P4
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72 CD/P4A

719 ACD/P4A

70 ACD/P4A

72 ACD/P4A
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軸受シリーズ

相対速度性能[%]

AC 接触角度25°
C 接触角度15°
B 高速Bデザイン
E 高速Eデザイン
D 高負荷容量Dデザイン
HC セラミック製ボール
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アプリケーションと軸受選定の基本

荷重

高速回転のアプリケーションでSKF超精密軸
受を選択する際に、定格寿命の計算値(すな
わち基本定格荷重)が制限要因となることは
通常ありません。それ以外の、剛性、シャフト
径サイズ、加工速度あるいは加工精度などが
決定要因となるのが一般的です。
軸受のタイプを選択する際は、荷重の大き

さと方向が重要なファクターとなります。

ラジアル荷重

超精密円筒ころ軸受は、同サイズの玉軸受と
比較して大きなラジアル荷重を支持できま
す。逆に、アキシアル荷重を支持することは
できませんが、内輪と外輪のアキシアル方向
変位にはある程度許容できます。これは内輪
または外輪の一方にフランジがない設計のた
めです。

アキシアル荷重

BTWおよびBTMシリーズの複式スラストアン
ギュラ玉軸受は、アキシアル荷重のみを支持
するように設計されています。組合せアン
ギュラ玉軸受も高速回転のアプリケーション
では有効なソリューションです。
サイズの大きい軸受配列または非常に大き
な荷重を受ける軸受配列では、特殊な単式ス
ラスト玉軸受やスラスト円筒ころ軸受が推奨
されます。これらの特殊な軸受の詳細につい
ては、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスまでお問い合わせください。
アキシアル軸受がアキシアル荷重のみを受
けるようにするには、外輪側にラジアル方向
のすきまを設けて取付ける必要があります。

複合荷重

複合荷重は、同時に作用するラジアル荷重と
アキシアル荷重で構成されています
(†図2)。複合荷重が付加される場合は、ラ
ジアルとアキシアル両方の荷重を支持できる
軸受タイプを使用するのが非常に効果的で
す。
これらの特性を備えた超精密軸受は、次の
ようなものです。

 • 718、719、70、72シリーズアンギュラ玉
軸受

 • BSA/BSDシリーズ送りねじ支持用スラスト
アンギュラ玉軸受

 • BEAS/BEAMシリーズ送りねじ支持用複式
スラストアンギュラ玉軸受

 • NRTシリーズアキシアル-ラジアル円筒ころ
軸受

軸受のアキシアルまたはラジアル荷重を支持
する能力は、接触角度a (†図2)によって決ま
ります。接触角度0°の軸受は、純ラジアル荷
重のみを支持します。アキシアル負荷容量
は、接触角度の大きさに比例します。接触角
度が90°の軸受は完全なスラスト軸受となり、
アキシアル荷重のみを支持します。ただし回
転速度性能は、接触角度に反比例します。つ
まり、接触角度が大きくなると、回転速度性
能は低下します。
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、純ラ
ジアルおよび純スラスト荷重用の直行する2
列のころを配置し、複合荷重を支持します。
アキシアル成分が非常に大きい複合荷重が
負荷される用途では、それぞれの荷重を支持
する複数個の軸受を配置することが有効です。

a

図2
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超精密軸受の選定

図3

アキシアル方向変位

シャフトの熱膨張や収縮により組み込まれた
軸受にアキシアル方向の荷重変化を与えない
ためには、固定側/自由側軸受システムを使用
するのが一般的です。
固定側軸受では、両方向からの軸方向荷重
に対し、シャフト軸方向位置を保持しなけれ
ばなりません。工作機械用スピンドルでは、
組合せアンギュラ玉軸受やスラストアンギュラ
玉軸受が使用できます。
自由側軸受では、シャフトの熱膨張/収縮に
よる軸方向位置変化に対応する必要がありま
す。このため、軸受内で外輪に対するシャフト
の軸方向変位を吸収できる円筒ころ軸受が
適しています(†図3)。円筒ころ軸受では、ラ
ジアル方向にすきまを持たせる必要がないの
で、高いラジアル剛性が維持できます。
自由側に組合せアンギュラ玉軸受を使用す

る場合、軸受外輪とハウジング(外輪回転の
場合は軸受内輪とシャフト)をすきまばめにし
て、軸方向の自由度を確保する必要がありま
す。ただし、すきまばめはシステム剛性に悪影
響をおよぼします。
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アプリケーションと軸受選定の基本

シール付き軸受

軸受内部に潤滑剤を保持し、軸受外部の汚
染物質から保護するために、SKFではシール
付き超精密軸受を準備しています。

• 非接触シール(†図4)
• 接触シール(†図5)

シール付き軸受を使用すると、多くの用途で
コスト効率に優れたコンパクトなソリューショ
ンを実現できます。下記のシール付き軸受を
準備しています。

• 非接触シール付きアンギュラ玉軸受
• 非接触シール付き送りねじ支持用スラスト
アンギュラ玉軸受
• 接触または非接触シール付き送りねじ支持
用複式スラストアンギュラ玉軸受

両側シール付き軸受は一般的に再給脂は不
要です。また、洗浄することができません。こ
れらの軸受は、清浄な環境下において適切な
量の高品質グリースが充填されています。再
給脂機能を備えた送りねじ支持用軸受以外
は、再給脂できません。

図4 図5
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軸受寿命と定格荷重

軸受寿命と定格荷重

産業機械の軸受サイズは、荷重に対する負荷
容量、必要な寿命、必要な信頼性によって決
まるのが一般的です。工作機械用スピンドル
の軸受サイズは、ほとんどの場合、システム剛
性、スピンドルサイズ、回転数および送り速
度などの条件によって決まります。
超精密軸受を使用するアプリケーションで
は、様々な影響因子が存在するため、実荷重
の計算は非常に複雑になります。SKFスピンド
ルシミュレーターは、運転状態のスピンドル
軸受システムを解析する最新のコンピュータ
プログラムです。このプログラムでは、作成し
たスピンドルモデルを解析し、超精密軸受の
状態を細部に至るまで確認することができま
す。詳細については、SKFアプリケーションエ
ンジニアリングサービスまでお問い合わせい
ただくか、SKFエンジニアリングコンサルタン
トサービス(skf .com)にアクセスしてください。

軸受動荷重と寿命

SKFカタログ転がり軸受の軸受サイズの選択
またはskf .comに記載されている軸受寿命と
基本定格荷重に関する一般情報は、超精密
軸受でも有効です。ISO281に基づく寿命の
計算値は、すべて常用回転速度に適用される
点に注意する必要があります。速度係数A ≥
500 000 mm/minが必要な用途については、
SKFアプリケーションエンジニアリングサー
ビスまでお問い合わせください。

A=ndm

ここで
A =速度係数[mm/min]
dm=軸受の平均径[mm]

=0,5 (d+D)
n =回転数[r/min]

疲労条件下の軸受定格寿命は、統計的仮定
に基づいて計算できます。詳細については、
SKFカタログ転がり軸受の基本定格寿命を参
照するか、skf .comにアクセスしてください。

基本動定格荷重

基本動定格荷重Cは、荷重を受けながら回転
する軸受など、動的な応力を受ける軸受の寿
命計算に使用されます。この値は、ISO281の
基本定格寿命L10  (1 000 000回転)が得られ
る軸受荷重を表します。ここでいう荷重とは、
大きさと方向が一定で、ラジアル軸受ではラ
ジアル方向に、スラスト軸受ではアキシアル
方向の中心に作用するものと仮定されます。
基本動定格荷重Cの値は、軸受寸法表に記
載されています。

動等価軸受荷重

基本動定格荷重を使用して軸受の基本定格
寿命を計算するには、実際の動荷重を動等価
軸受荷重に変換する必要があります。動等価
軸受荷重Pは、大きさと方向が一定で、ラジア
ル軸受ではラジアル方向に、スラスト軸受で
はアキシアル方向の中心に作用する仮想荷重
と定義されます。この仮想荷重が軸受に作用
した場合には、軸受が受ける実際の荷重と同
様の影響を軸受寿命に対して与えると考えら
れます。
動等価軸受荷重の計算に必要な情報と

データは、各製品の章に記載されています。
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アプリケーションと軸受選定の基本

基本定格寿命

ISO281による基本定格寿命は次のとおりで
す。

 
qCw
p

L10=—
  <Pz

速度が一定の場合は一般的に、次の式を使っ
て運転時間で表される寿命を計算することが
推奨されます。

  106
L10h=——L10  60n

ここで
L10 =基本定格寿命(信頼性90%)[100万回転]
L10h=基本定格寿命(信頼性90%)[運転時間]
C =基本動定格荷重[kN]
P =動等価軸受荷重[kN]
n =回転数[r/min]
p =寿命方程式の指数

=玉軸受については3
=ころ軸受については10/3

ハイブリッド軸受の定格寿命

ハイブリッド軸受の定格寿命の計算では、ス
チール製転動体を使用する軸受と同じ寿命
値を使用することができます。ハイブリッド
軸受のセラミック製転動体は、スチール製転
動体よりも大幅に高い硬度と剛性を備えてい
ます。硬度と剛性が高いことによって、セラ
ミック製転動体とスチール製軌道面の間には
高い接触応力が生じますが、フィールドでの
経験と試験によって、両方の軸受タイプで同
じ定格寿命を使用できることが証明されてい
ます。
さらに標準的な工作機械アプリケーション
での豊富な経験と試験により、ハイブリッド
軸受の寿命はスチール製転動体を使用した
軸受よりも大幅に優れていることが証明され
ています。ハイブリッド軸受の優れた寿命
は、転動体の硬度、重量、表面仕上げに起因
しています。低密度で軽量な転動体は、遠心
力および慣性力による内部荷重を最小化し、
高い硬度は耐摩耗性を向上します。セラミッ
ク製転動体の良好な表面仕上げは、軸受内で
の潤滑剤の効果を最適化します。

必要最小荷重

軸受を高速回転させる場合、あるいは急加速
や荷重方向の急激な変化を受ける場合には、
転動体の慣性力と潤滑剤の摩擦が、転動体
の回転条件に悪影響を与え、軌道面との間に
滑り運動による損傷を生じさせることがあり
ます。安定的に不都合のない回転を実現する
には、転がり軸受が常に指定最小荷重以上の
荷重を受けている必要があります。一般的な
「経験則」では、玉軸受では0,01 C、ころ軸受
では0,02 Cの最小荷重が指定されています。

34



軸受寿命と定格荷重

可変運転条件下の寿命計算

一部のアプリケーションでは、荷重の大きさ
や方向、速度、温度、潤滑条件などの運転条
件が絶えず変化します。このようなアプリ
ケーションでは、荷重スペクトルや運転条件
を整理し、単純化したロードサイクルにしなけ
れば、軸受寿命を計算することはできません。
継続的に変動する荷重の場合は、各荷重値

を累計し、荷重スペクトルを一定荷重ブロック
として計算することができます(†グラフ3)。
各ブロックは、運転中の比率や時間比を示す
ものでなければなりません。重荷重や中程度
の荷重がかかる軸受では、軽荷重の軸受より
も軸受寿命が急速に短くなる点に留意してく
ださい。したがって、荷重グラフに衝撃荷重や
ピーク荷重を充分に反映することが重要です。
各負荷サイクル内では、軸受荷重や運転条
件を、ある一定の値に平均化することができ
ます。各負荷サイクルから予測される運転時
間数または回転回数は、その特定の荷重条件
で要求される部分寿命を示します。たとえ
ば、荷重条件P1で要求される回転数をN1、そ
のアプリケーションの総寿命サイクルをNとし
た時、部分寿命サイクル比U1 = N1/Nは、荷重
条件P1で消費され、その計算寿命はL10 1とな
ります。変動する運転条件のもとでは、次の
式によって軸受寿命を予測できます。

     1
L10=————————————
   U1  U2  U3

  
—— +——+——+ . . .

   L101  L102  L103

ここで
L10 =基本定格寿命(信頼性90%)

[100万回転]
L101,L102, . . .=一定条件1、2、 . . .における基

本定格寿命(信頼性90%)[100
万回転]

U1,U2, . . . =条件1、2、 . . .における部分寿
命サイクル比率注:U1+U2+
 . . .+Un
=1

この計算方法が可能か否かは、そのアプリ
ケーションの代表的な荷重線図(グラフ)の把
握に大きく依存します。そのような荷重履歴
は、代表的な運転条件から、あるいは同種の
アプリケーションから得ることもできます。

グラフ3

一定荷重ブロックのヒストグラム

P1

P2

P3

P4

P

U1 U2 U3 U4

100%

N1

N2

N

N3

U1 U2 U3 U4

100%

N4

負荷条件
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アプリケーションと軸受選定の基本

許容静荷重

極端な重荷重または衝撃荷重は、軌道面また
は転動体に永久歪みを生じさせる可能性があ
ります。超精密軸受では、永久歪みを確実に
防止する必要があります。静荷重によって永
久歪みが生じないようにするため、軸受の基
本静定格荷重と静等価軸受荷重を比較し、軸
受に永久歪みのリスクが存在するかどうかを
判断することができます。極端な重荷重を受
ける超精密アンギュラ玉軸受では、軌道面と
転動体の接触部分が軌道面からはみ出して
いないかを確認し、エッジロードを防止する
必要があります。エッジロードは、永久歪み
の原因にもなります。詳細については、SKFア
プリケーションエンジニアリングサービスま
でお問い合わせください。

基本静定格荷重

ISO76による基本静定格荷重C0は、最も大き
な荷重を受ける転動体/軌道面の接触部の中
心に作用する応力の計算値に対応していま
す。この応力は転動体および軌道面で、転動
体直径の約0,0001の永久歪みを引き起こし
ます。この荷重は、ラジアル軸受では純ラジ
アル方向に、スラスト軸受では純アキシアル
方向の中心に作用します。
基本静定格荷重C0の値は、軸受寸法表に
記載されています。

静等価軸受荷重

軸受に作用する実際の荷重を基本静定格荷
重と比較するには、実際の荷重を等価荷重に
変換する必要があります。静等価軸受荷重P0
は、ラジアル軸受ではラジアル方向に、スラス
ト軸受ではアキシアル方向に作用する仮想荷
重と定義されます。この仮想荷重が、軸受に
作用した場合には、軸受が受ける実際の荷重
と同様の最大転動体荷重を生じると考えら
れます。
静等価軸受荷重の計算に必要な情報と
データは、各製品の章に記載されています。

必要基本静定格荷重

軸受の永久歪みを防止するために必要な基
本静定格荷重C0は次の式で求めることがで
きます。

C0≥s0P0

ここで
C0=基本静定格荷重[kN]
P0=静等価軸受荷重[kN]
s0=静安全係数

静安全係数の最小値:
– スチール製ボールを使用した超精密ア
ンギュラ玉軸受(スラスト玉軸受を含
む):s0=2
– スチール製ころを使用した超精密円筒
ころ軸受:s0=3
– 超精密アキシアル-ラジアル円筒ころ
軸受:s0=4

ハイブリッド軸受では、静安全係数は10%増
加させる必要があります。
送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
では、全係数をs0 = 1に下げて使用できま
す。
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摩擦

摩擦

軸受の摩擦は、回転に対する全ての抵抗の和
であるとされています。摩擦の要因として以
下のような項目が挙げられますが、これ以外
にも種々の要因が考えられます。

• 荷重による転動体および軌道面の弾性変
形
• 回転数
• 潤滑剤および潤滑方法
• 転動体と保持器、フランジとガイド輪、
シールとシール接触面等の滑り摩擦

これらはそれぞれ軸受で生じる摩擦熱の要因
となります。軸受の運転温度は、摩擦熱と放
熱が調和することで達成されます。
超精密軸受の摩擦の詳細については、SKF
アプリケーションエンジニアリングサービス
までお問い合わせください。

すきまと予圧の摩擦への影響

運転温度の上昇または回転数の上昇により、
軸受の内部すきまが減少したり予圧が上昇す
ることがあります。いずれの場合も、摩擦が
増加する原因となります。この問題は超精密
軸受では特に重要です。一般的に超精密軸受
は予圧が付加された状態で使用されるため、
予圧の変化に対し非常に敏感です。
すきままたは予圧に対して注意が必要な使
用方法については、SKFアプリケーションエン
ジニアリングサービスまでお問い合わせくだ
さい。

グリース充填の摩擦に対する影響

グリース潤滑軸受においてグリース封入後の
初回始動時または再給脂後、最初の数時間ま
たは数日間は、軸受の摩擦モーメントが例外
的に高くなる場合があります。この初期摩擦
モーメントの上昇は、軸受内の空間にグリー
スが不均等に分布することが原因で起こり、
一時的な温度上昇として現れます。
上昇した摩擦モーメントと軸受の運転温度
は、一定期間の慣らし運転後、オイル潤滑軸
受と同程度の値に落ち着くのが一般的です。
規定量よりも多いグリースが充填された軸受
は、通常よりも高い摩擦値を示す場合があり
ます。

ハイブリッド軸受の摩擦挙動

セラミック製転動体は、スチール製転動体と
比較して密度が低く、遠心力の影響を低減し
ます。さらに、摩擦係数が低いこともあり、高
速運転時の軸受の温度を大幅に低下させま
す。軸受運転温度が下がることにより、軸受
と潤滑剤両方の寿命が延長されます。
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アプリケーションと軸受選定の基本

回転数

転がり軸受の最大回転数は、許容運転温度
に大きく左右されます。軸受の運転温度は、
軸受で生じる摩擦熱、外部から加えられる
熱、軸受からの放熱量によって決まります。
超精密軸受は、発生する摩擦レベルが低く
運転温度が低いため、高速回転のアプリケー
ションに最適です。玉軸受は、類似サイズの
ころ軸受と比較した場合、負荷容量は小さい
ものの、回転接触面積が狭いため、より高速
回転での運転が可能です。ハイブリッド軸受
では、全ての軸受タイプでさらなる利点が得
られます。グラフ4は、各軸受タイプでのグ
リース潤滑スピンドルの温度上昇比較です。
各軸受の温度曲線は、その軸受シリーズを代
表するものと考えられます。

グラフ4

グリース潤滑スピンドル軸受の温度上昇
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各軸受シリーズの到達可能回転数の指針値
は、オイルエア潤滑についてはグラフ5 († 40 
ページ)に、グリース潤滑についてはグラフ6 
(†42ページ)に記載されています。どちらの
グラフも速度係数Aを指標としています。軸受
シリーズの詳細については、以下の型番シス
テムを参照してください。

• アンギュラ玉軸受(†196ページ)
• 円筒ころ軸受(†286ページ)
• 複式スラストアンギュラ玉軸受
(†311ページ)
• 送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
(†364ページ)

一般的に、断面の高さが小さい軸受では、平
均直径dmが小さいため、到達可能回転数が
大きくなります。

温度上昇[°C]

アンギュラ玉軸受
▬▬ 7008 CE/HC (高速、ハイブリッド、ばね予圧)

アンギュラ玉軸受、背面組合せ
▬▬ S71912 ACB/HCDBA (シール付き、高速、ハイブリッド)
▬▬ 7205 CD/DBA (高負荷容量)
▬▬ 71912 CD/DBA (高負荷容量、長間座)
▬▬ 7005 CD/HCDBA (高負荷容量、ハイブリッド)

速度係数A [106 mm/min]

円筒ころ軸受
▬▬ NN 3014 KTN

アンギュラスラスト玉軸受
▬▬ BTW 100
▬▬ BTM 100 B
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回転数

許容回転数

軸受の許容温度は、軸受で生じる摩擦熱、外
部から加えられる熱、軸受からの放熱量に
よって決まります。設計上の制約や、周辺環境
温度が高く、軸受の放熱が十分に確保できな
い場合には、軸受の温度を許容範囲内で維
持するために、追加の冷却手段が必要になる
場合があります。
軸受の冷却は、潤滑方法の変更によって達
成することも可能です。たとえば、オイル
ジェット潤滑とオイル循環システムでは、フィ
ルターでろ過された潤滑油を必要に応じて冷
却し、軸受に供給します。
軸受寸法表には、到達可能回転数は記載
されていますが、許容回転数は記載されてい
ません。これは、許容回転数が軸受以外の要
因の影響を受けるためです。
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アプリケーションと軸受選定の基本

グラフ5

到達可能回転速度–オイルエア潤滑

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

719 CE/HC, 70 CE/HC

719 CE, 70 CE

719 ACE/HC, 70 ACE/HC

719 ACE, 70 ACE

718 CD/HC, 719 CD/HC, 70 CD/HC, 72 CD/HC

718 CD, 719 CD, 70 CD, 72 CD

718 ACD/HC, 719 ACD/HC, 70 ACD/HC, 72 ACD/HC

718 ACD, 719 ACD, 70 ACD, 72 ACD

719 CB/HC, 70 CB/HC

719 CB, 70 CB

719 ACB/HC, 70 ACB/HC

719 ACB, 70 ACB

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

N 10 KPHA/HC5

N 10 KPHA

N 10 KTNHA/HC5

N 10 KTNHA

N 10 KTN/HC5

N 10 KTN

NN 30

NNU 49

速度係数A [106 mm/min]

アンギュラ玉軸受
軸受シリーズ

AC 接触角度25°
C 接触角度15°
B 高速Bデザイン
E 高速Eデザイン
D 高負荷容量Dデザイン
HC セラミック製ボール

速度係数A [106 mm/min]PHA 炭素繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
TN PA66保持器、転動体案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
HC5 セラミック製ころ

円筒ころ軸受
軸受シリーズ
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回転数

グラフ5 (続き)

到達可能回転速度–オイルエア潤滑

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

BTM ATN9/HCDB, BTM AM/HCDB

BTM ATN9/DB, BTM AM/DB

BTM BTN9/HCDB, BTM BM/HCDB

BTM BTN9/DB, BTM BM/DB

BTW

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

BSA 2

BSA 3

BSD

速度係数A [106 mm/min]A 接触角度30°
B 接触角度40°
M 黄銅製もみぬき保持器、転動体案内
TN9 ガラス繊維強化PA66製保持器、転動体案内
HC セラミック製ボール
DB 背面組合せ

複式アンギュラスラスト玉軸受
軸受シリーズ

速度係数A [106 mm/min]

送りねじ用支持用スラストアンギュラ玉軸受
軸受シリーズ
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アプリケーションと軸受選定の基本

グラフ6

到達可能回転速度–グリース潤滑

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

719 CE/HC, 70 CE/HC

719 CE, 70 CE

719 ACE/HC, 70 ACE/HC

719 ACE, 70 ACE

718 CD/HC, 719 CD/HC, 70 CD/HC, 72 CD/HC

718 CD, 719 CD, 70 CD, 72 CD

718 ACD/HC, 719 ACD/HC, 70 ACD/HC, 72 ACD/HC

718 ACD, 719 ACD, 70 ACD, 72 ACD

719 CB/HC, 70 CB/HC

719 CB, 70 CB

719 ACB/HC, 70 ACB/HC

719 ACB, 70 ACB

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

N 10 KPHA/HC5

N 10 KPHA

N 10 KTNHA/HC5

N 10 KTNHA

N 10 KTN/HC5

N 10 KTN

NN 30

NNU 49

速度係数A [106 mm/min]

アンギュラ玉軸受
軸受シリーズ

AC 接触角度25°
C 接触角度15°
B 高速Bデザイン
E 高速Eデザイン
D 高負荷容量Dデザイン
HC セラミック製ボール

速度係数A [106 mm/min]

円筒ころ軸受
軸受シリーズ

PHA 炭素繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
TN PA66保持器、転動体案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
HC5 セラミック製ころ
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回転数

グラフ6 (続き)

到達可能回転速度–グリース潤滑

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

BTM ATN9/HCDB, BTM AM/HCDB

BTM ATN9/DB, BTM AM/DB

BTM BTN9/HCDB, BTM BM/HCDB

BTM BTN9/DB, BTM BM/DB

BTW

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

BSA 2

BSA 3

BSD

BEAS 2RZ

BEAS 2RS

BEAM 2RZ

BEAM 2RS

FBSA 2../D..

FBSA 2../Q..

速度係数A[106 mm/min]A 接触角度30°
B 接触角度40°
M 黄銅製もみぬき保持器、転動体案内
TN9 ガラス繊維強化PA66製保持器、転動体案内
HC セラミック製ボール
DB 背面組合せ

複式アンギュラスラスト玉軸受
軸受シリーズ

速度係数A[106 mm/min]

送りねじ用支持用スラストアンギュラ玉軸受
軸受シリーズ

2RS 両側がシール付き
2RZ 両側が非接触シール付き
/D 軸受2つのユニット
/Q 軸受4つのユニット
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アプリケーションと軸受選定の基本

到達可能回転数

軸受寸法表に記載された到達可能回転数
は、次の条件に基づいた指針値です。

• シャフトの軸受取付け面およびハウジング
穴が、推奨直径および幾何公差に加工され
ている(†推奨されるシャフトとハウジング
のはめあい、70ページ)に機械加工されて
いる
• 軽荷重(P ≤ 0,05 C)
• 軸受からの放熱が十分である
• 潤滑剤および潤滑方法が適切
• アンギュラ玉軸受では軽いばね予圧が付加
されている

軸受寸法表に記載されたグリース潤滑での値
は、適切に選択された、ちょう度の低い高品
質グリースを使用することで得られます。
軸受寸法表に記載されたオイルエア潤滑で
の値に対し、それ以外のオイル潤滑方法を使
用する場合は、以下の低減係数を用いてくだ
さい。

• 油浴潤滑:0,3~0,4
• オイルミスト潤滑:0,95

オイルジェット循環給油システムでオイル冷却
装置を使用すると、軸受寸法表に記載された
到達可能回転数を超える速度が達成できま
す。
詳細については、SKFアプリケーションエン
ジニアリングサービスまでお問い合わせくだ
さい。

標準的なスピンドル軸受システムの到達
可能回転数

標準的なスピンドル軸受システムでは、様々
な軸受が使用されますが、通常、ツール側の
軸受配列と反ツール側の軸受配列は異なる配
列で構成されています。通常は、ツール側の
配列が重要な役割を果たします。一般的に
は、大きな軸受ほど速度係数Aが大きくなる
ため、条件が厳しくなります。グラフ7は、実
現可能な軸受システムとその相対速度性能の
比較です。比較は、ツール側内径80 mm、反
ツール側内径70 mmの軸受に基づいていま
す。軸受シリーズの詳細については、以下の型
番システムを参照してください。

• アンギュラ玉軸受(†196ページ)
• 円筒ころ軸受(†286ページ)
• 複式スラストアンギュラ玉軸受
(†311ページ)
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回転数

グラフ7

標準的なスピンドル軸受システムの相対速度性能

NN 3016 KTN + BTW 80 CTN9 NN 3014 KTN

NN 3016 KTN + BTM 80 BTN9 NN 3014 KTN

NN 3016 KTN + BTM 80 ATN9 NN 3014 KTN

NN 3016 KTN + BTM 80 ATN9 N 1014 KTNHA

71916 CE/QBCB N 1014 KTNHA

71916 ACD/TBTB N 1014 KTN

71916 ACD/TBTB 71914 CD/DBA

71916 ACE/TBTA 71914 CE/DBA

71916 ACE/DBA N 1014 KTNHA

71916 ACE/DBA 71914 CE/DBA

71916 ACE/HCTBTA 71914 CE/HCDBA

7016 CD/TBTB NN 3014 KTN

7016 CD/TBTB 7014 CD/DBA

7016 CD/QBCB N 1014 KTNHA

7016 CE/DBB N 1014 KTNHA

7016 CE/QBCB N 1014 KTNHA

7016 CE/HCDT 7014 CE/HCDT

7016 ACD/DBB 7014 CD/DBA

7016 ACD/TBTB 7014 CD/DBA

7016 ACE/HCDBA 7014 CD/HCDBA

7016 ACE/DBA N 1014 KPHA

7016 ACE/HCDBA N 1014 KTNHA/HC5

7016 ACE/HCDBA N 1014 KPHA/HC5

7016 ACE/TBTA 7014 CE/DBA

7016 ACE/DBA 7014 CE/DBA

7016 ACE/DBA N 1014 KTNHA

0 20 40 60 80 100     
オイル潤滑

グリース潤滑

ツール(固定)側 反ツール(自由)側

相対速度性能[%]

アンギュラ玉軸受
AC 接触角度25°
C 接触角度15°
E 高速Eデザイン
D 高負荷容量Dデザイン
HC セラミック製ボール
DB 軸受2個、背面組合せ <>
DT  軸受2個、並列組合せ <<
TBT 軸受3個、2-1背面組合せ <>>
QBC 軸受4個、2-2背面組合せ <<>>、
A 軽予圧
B 中予圧

円筒ころ軸受
PHA 炭素繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
K テーパー穴
TN PA66保持器、転動体案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
HC5 セラミック製ころ

複式アンギュラスラスト玉軸受
A 接触角度30°
B 接触角度40°
C 接触角度60°
TN9 ガラス繊維強化PA66製保持器、転動体案内
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アプリケーションと軸受選定の基本

軸受の仕様

SKF超精密軸受は、いくつかの一般的な仕様
に従って製造されています。寸法、公差、予圧/
すきま、材料に関するこれらの仕様は以下の
とおりです。詳細は、各製品の章に記載され
ています。

主要寸法

SKF超精密軸受の主要寸法は、ラジアル転が
り軸受向けのISO15一般計画に準拠していま
す。また特定寸法については、軸受業界で承
認された主要寸法に従っています。

ISO15一般計画

ラジアル転がり軸受の主要寸法を定めたISO
15一般計画では、標準的な内径寸法ごとに、
外径寸法を段階的な直径系列で規格化して
います。各直径系列ごとに、幅系列も設定さ
れています。
軸受の寸法系列は、幅系列の数字と直径系
列の数字で構成されています。
超精密軸受で使用される寸法系列は限ら
れています(†表3)。
寸法規格への準拠に関する情報は、各製品
の章に記載されています。

面取り寸法

ラジアル方向(r1、r3)およびアキシアル方向
(r2、r4)の面取り寸法(†図6)の最小値は、軸
受寸法表に記載されています。これらの値
は、ISO15、ISO12043およびISO12044に準
拠しています。

ISO582に準拠した最大面取り寸法の適正
値は、面取り寸法制限に記載されています。

表3

SKF超精密軸受の直径系列および幅系列

ISO15寸法シリーズ SKF軸受シリーズ 軸受タイプ
直径系列 幅系列 

8 1 718 アンギュラ玉軸受

9 1 719 アンギュラ玉軸受

4 NNU49 複列溝円筒ころ軸受

0 1 70 アンギュラ玉軸受

1 N10 単列円筒ころ軸受
3 NN30 複列円筒ころ軸受

– BTW 複式スラストアンギュラ玉軸受
– BTM 複式スラストアンギュラ玉軸受

2 0 72 アンギュラ玉軸受
0 BSA2 送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

3 0 BSA3 スクリュー駆動用スラストアンギュラ玉軸受
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軸受の仕様

精度

SKF超精密軸受は、国際規格と同等の精度等
級で製造されています。転がり軸受の精度規
格は以下のとおりです。

 • ISO492 (ラジアル転がり軸受)
 • ISO199 (スラスト転がり軸受)

利用可能な軸受タイプと精度等級について
は、精度(†24ページ)を参照してください。
実際の精度値は、各製品の章の精度に記載さ
れています。

精度記号

精度記号とその定義は表4 (†48ページ)に
記載されています。

面取り寸法

最小面取り寸法(†軸受寸法表)に対する最大
面取り寸法(†図7)は表5 (†50ページ)に記
載されています。これらの値はISO582に準拠
しています。

BTM/BTWシリーズ複式スラストアンギュラ
玉軸受とBSAシリーズ送りねじ支持用スラス
トアンギュラ玉軸受は、ラジアル軸受と同じ
最大面取り寸法を備えています。

r1, r3 

r2, r4 

図6

r2 min

r4 min
r2 max

r4 max

r 1
 m

in

r 3
 m

in

r 1
 m

a
x

r 3
 m

a
x

図7
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アプリケーションと軸受選定の基本

表4

精度記号

精度記号 定義

 内径

d 呼び内径

d1 テーパー穴の理論上の大端における基準直径

ds 単一内径

dmp 1 平面内平均内径(同一平面における最大/最小内径の算術平均)
2 テーパー穴の小端における平面内平均内径(単一平面内の最大/最小内径の算術平均)

Δds 単一内径の呼び内径との寸法差(Δds = ds – d)

Δdmp 平面内平均内径と呼び内径の寸法差(Δdmp = dmp – d)

Δd1mp テーパー穴の理論上の大端における平均内径と基準内径との寸法差(Δd1mp=d1mp–d1)

Vdp 平面内内径不同(同一平面の最大/最小内径の差)

Vdmp 平面内平均内径不同(最大/最小平均内径の差)

 外径

D 呼び外径

Ds 単一外径

Dmp 平面内平均外径(同一平面の最大/最小外径の算術平均)

ΔDs 単一外径と呼び外径の寸法差(ΔDs = Ds – D)

ΔDmp 平面内平均外径と呼び外径の寸法差(ΔDmp = Dmp – D)

VDp 平面内外径不同(同一平面の最大/最小外径の差)

VDmp 平面内平均外径不同(最大/最小平均外径の差)

 面取り寸法の許容限界値

rs 面取り寸法

rs min rs、r1、r2、r3、r4  . . .の最小実測面取り寸法

r1、r3 ラジアル方向の面取り寸法

r2、r4 アキシアル方向の面取り寸法
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軸受の仕様

表4(続き)

精度記号

精度記号 定義

 幅または高さ

B、C 内輪の呼び幅、外輪の呼び幅

Bs、Cs 単一内輪幅、単一外輪幅

B1s、C1s 組合せ専用軸受1)の単一内輪幅、単一外輪幅

ΔBs、ΔCs 単一内輪幅と単一外輪幅の呼び幅との寸法差
(ΔBs=Bs–B;ΔCs=Cs–C)

ΔB1s、ΔC1s 組合せ専用軸受1)の単一内輪幅、単一外輪幅と呼び幅との寸法差(ΔB1s=B1s–B1;ΔC1s=C1s–C1)

VBs、VCs 内外輪幅不同(それぞれ内輪および外輪の最大/最小幅の差)

T スラスト軸受の呼び高さH

2C スラスト軸受の外輪の呼び高さ合計

Ts 単一高さ

ΔTs 単式スラスト軸受の高さと呼び高さの寸法差

ΔT2s 複式スラスト軸受の高さと呼び高さの寸法差

Hs 単一軸受高さ

H1s 単一断面高さ

ΔHs 単一軸受高さ不同

ΔH1s 単一断面高さ不同

 回転精度

Kia、Kea 組立て済軸受の内輪ラジアル振れ、外輪ラジアル振れ

Sd (内輪の)振れ量

SD 外径の倒れ(外側円筒面の外輪側面に対する傾斜角の偏差)

Sia、Sea 組立て済軸受の内輪アキシアル振れ、外輪アキシアル振れ

Si 軌道中央から内輪側面までの厚さ不同(アキシアル振れ量)

Se 軌道中央から外輪側面までの厚さ不同(アキシアル振れ量)

1)ユニバーサルマッチのアンギュラ玉軸受には適用されません。
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アプリケーションと軸受選定の基本

表5

面取り寸法の限界値

最少面取り
寸法

呼び軸受内径 最大面取り寸法

ラジアル軸受
rsmin d r1,3 r2,4

超 以下 最大 最大

mm mm mm

0,15 – – 0,3 0,6
0,2 – – 0,5 0,8
0,3 – 40 0,6 1

40 – 0,8 1

0,6 – 40 1 2
40 – 1,3 2

1 – 50 1,5 3
50 – 1,9 3

1,1 – 120 2 3,5
120 – 2,5 4

1,5 – 120 2,3 4
120 – 3 5

2 – 80 3 4,5
80 220 3,5 5
220 – 3,5 6

2,1 – 280 4 6,5
280 – 4,5 7

2,5 – 100 3,8 6
100 280 4,5 6
280 – 5 7

3 – 280 5 8
280 – 5,5 8

4 – – 6,5 9
5 – – 8 10
6 – – 10 13
7,5 – – 12,5 17

予圧および内部すきま

アンギュラ玉軸受およびスラスト玉軸受

SKFの超精密ユニバーサルマッチアンギュラ
玉軸受、組合せアンギュラ玉軸受、組合せス
ラストアンギュラ玉軸受は、互いに直接隣接
するように取付けられた場合に既定の予圧が
得られるように調整されています。関連製品
の章に記載された予圧の値は、主軸システム
に組み込む前の状態で、予圧が設定された軸
受の軌道輪またはワッシャーを密着させるの
に必要なアキシアル応力を示しています。
主軸システムへの取付け後、さらに運転中

に、予圧は変化します。その理由は以下のとお
りです。

• ハウジング内の締まりばめが外輪の軌道面
を縮小する一方で、シャフト上の締まりばめ
が内輪の軌道面を拡大する。
• 軸受または軸受セットの内輪またはシャフ
トワッシャーを相互に押し付けることによ
る、軌道輪またはワッシャーが変形する。
特に、頑丈なシャフトに取付けられた場合
は、はめあいによるシャフト径の縮小がほ
とんどないので、内輪の拡大量だけが増え
予圧が上昇する。
• 一般的に軸受軌道輪と軸受取付け部品の
熱膨張差により、運転中に予圧が上昇す
る。

取付け前の軸受予圧と、運転中の軸受予圧を
推定する方法については、関連製品の章を参
照してください。

円筒ころ軸受

SKF超精密円筒ころ軸受は、ラジアル内部す
きまを残して製造されています。ラジアル内
部すきまは、軌道輪がもう一方の軌道輪に対
してラジアル方向に移動できる総距離と定義
されます。
取付け前の軸受初期内部すきまと運転中
内部すきまは区別する必要があります。後者
は運転温度が一定になった軸受に適用され
ます。
ほぼすべてのアプリケーションで、軸受初
期内部すきまは運転中内部すきまより大きく
なります。この差は、シャフト(ハウジング)と
軸受の締まりばめ、さらに軸受および軸受周
辺部品の熱膨張が組み合わさることで生じま
す。場合によっては、これらの要因によりすき
まが低下することで、軸受に対しラジアル予
圧が生じることもあります。
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軸受の仕様

取付け前の軸受の内部すきまの詳細と運
転中のすきままたは予圧の推奨値について
は、ラジアル内部すきま(†273ページ)を参
照してください。

材料

軸受の性能と信頼性は、軸受各部品に使用さ
れている材料に大きく左右されます。軌道輪
および転動体の材料で典型的に問題となる
のは硬度です。清浄または汚染された潤滑条
件下で転がり接触面の転がり疲れ耐性を発
揮できる硬度が必要です。また、寸法の安定
性も典型的な問題のひとつです。保持器につ
いては、摩擦、ひずみ、慣性力、また場合に
よっては特定の潤滑剤や溶剤、冷却液、冷媒
の化学作用などが考慮されるべきポイントで
す。
転がり軸受に組み込まれたシールも軸受の
性能や信頼性に大きな影響を与えます。シー
ル材料には、耐摩耗性、耐酸化性、耐熱性、
耐薬品性が求められます。

SKFは多様な材料、加工、皮膜処理を行う
技能や設備を所持しています。SKFのアプリ
ケーションエンジニアは、お客様のニーズに
最適な軸受、保持器、シールの材料を選択す
るためのサポートを提供します。

軌道輪および転動体の材料

標準的な軸受鋼

SKFの標準的な超精密軸受に使用される鋼材
は、ずぶ焼入れされた高清浄度炭素クロム鋼
(100Cr6)で、ISO683-17に準拠しており、1%
の炭素と1,5%のクロムを含みます。この軸受
鋼は、軸受製造と軸受性能の最適なバランス
を実現する組成となっています。この鋼材は
通常、マルテンサイト系またはベイナイト系の
熱処理を行い硬度58~65 HRCの範囲に硬化
されます。

SKF超精密軸受は、最大150 °C (300 °F)の
熱安定性を備えています。ただし、保持器材
料、シール材料または潤滑剤などの他の要因
により、許容運転温度が制限される場合があ
ります。
材料特性の詳細については、表6 (†54 
ページ)を参照してください。
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アプリケーションと軸受選定の基本

NitroMax (高窒素ステンレス鋼)

NitroMaxは新世代の超清浄高窒素ステンレス
鋼です。標準的な炭素クロム軸受鋼(100Cr6)
と比べ、NitroMaxは次のような特長を備えて
います。

• 不十分な潤滑条件下(k < 1)での高い耐疲労
性/耐摩耗性
• 高い破壊靱性
• 優れた耐腐食性

これらの特長は、回転速度がA = 1~1,15  
× 106 mm/minを超える場合に効果を発揮し
ます。
耐疲労性/耐摩耗性が高い軸受は、あらゆ
る潤滑条件下で長時間稼働できるようになり
ます。この傾向は、特に超高速回転時に潤滑
油が不足し、油膜形成が不十分となった場合
に顕著にみられます。
高い破壊靱性は、超高速回転時の遠心力
によって生じる引張フープ応力で内輪が破壊
されるリスクを低下します。

炭素クロム鋼製の軸受と比べ、この超清浄
高窒素ステンレス鋼は、完全油膜潤滑条件下
(k ≥ 1)での軸受寿命が大幅に優れています。
この軸受寿命の優位性は、油膜形成が不十
分な条件下ではさらに高まります(†
グラフ8)。

NitroMaxの性能は、従来の炭素クロム軸受
鋼だけでなく、他の高窒素ステンレス鋼も上
回っています。その理由を明らかにするには、
窒素が鋼のマイクロ構造に与える影響と、こ
の影響が熱処理によって最適化される仕組み
を理解する必要があります。
炭素クロム鋼を熱処理すると、熱処理によ
って生成される大型で不安定なクロムとクロ
ムモリブデン炭化物が周囲のクロムおよびモ
リブデンの鋼マトリックスを枯渇させるため、
耐孔食性が低下します。一方、NitroMaxを熱
処理すると、微細な窒化クロムが生成されま
す(†図8)。これは、窒素の一部が合金鋼の
炭素を置換し、はるかに高い容量のクロムが
鋼マトリックス中に分解されるためです。結果
として、クロムの枯渇する領域が縮小される

グラフ8

NitroMax製軌道輪を使用したハイブリット軸受の相対寿命
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9

8

7

6

5
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0
100Cr6 100Cr6

相対軸受寿命

完全油膜潤滑条件 薄膜潤滑条件

NitroMax NitroMax

 
NitroMax製軸受リングを使用したハイブリッド軸受のL10試験寿命相対軸受寿命 = JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ J

 
100Cr6軸受リングを使用したハイブリッド軸受のL10基準寿命

試験条件:

k = 2,72 : 完全油膜潤滑条件

k = 0,1 : 薄膜潤滑条件
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軸受の仕様

ため、NtroMaxは非常に優れた耐腐食性を備
えます(†図9)。

NtroMaxの高い疲労強度は、その整合マイ
クロ構造と窒化クロムの微細分布に関連しま
す。窒化クロムが存在する場合は、ごくわず
かな非溶解二次炭化物とともにマイクロ構造
中に沈殿します。NitroMaxの構造は、標準の
軸受鋼100Cr6よりも細かく、NitroMaxの優れ
た性能の理由の1つになっています。高い衝
撃靱性、寸法安定性、硬度(> 58 HRC)は、熱処
理の最終段階に行われる焼き入れと焼き戻し
によって得られています。

NitroMaxのその他の利点には、100Cr6より
少ない熱膨張率があります。この利点は、
NitroMax製軌道輪を使用するSKF軸受で標準
的に使用されているセラミック製転動体の低
い熱膨張率と組み合わさることで、軸受内の
内輪と外輪の温度差への耐性が強い2つの材
料の組み合わせを実現できます。温度差への
耐性により、予圧レベルは極端な運転条件下
でも安定し、摩擦損失の低減、運転温度の低
下、グリース寿命の延長が得られます。

40 micron40 micron

100Cr6

図8 図9

100Cr6 NitroMax

クロムの欠乏

クロム欠乏領域

組織中のクロム含有量

NitroMax

炭化物 窒化物
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アプリケーションと軸受選定の基本

セラミック

SKFの超精密軸受の転動体に使用されている
セラミック材料は、ISO26602に準拠した軸
受グレードの窒化ケイ素で、ガラス相マトリッ
クス中のβ窒化ケイ素の微細伸長結晶粒で構
成されています。この材料は、以下のように、
特に高速軸受で有利な特性を複数備えてい
ます。

• 高硬度
• 高弾性率
• 低密度
• 低熱膨張率
• 高電気抵抗率
• 低誘電率
• 磁場に反応しない

材料特性の詳細については、表6を参照してく
ださい。
スチール製軌道輪とセラミック製転動体を
使用する軸受は、ハイブリッド軸受と呼ばれ
ます。

表6

軸受グレード窒化ケイ素と軸受鋼100Cr6の材料特性の比較

材料特性 軸受グレード窒化ケイ素 軸受鋼

機械的特性
密度[g/cm3] 3,2 7,9
硬度 1600HV10 700HV10
弾性率[kN/mm2] 310 210
熱膨張率[10–6/K] 3 12

電気的特性(1 MHzで測定)
電気抵抗[Wm] 1012 0,4¥10–6

(不導体) (導体)
絶縁耐力[kV/mm] 15 –
相対誘電率 8 –
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軸受の仕様

保持器の材料

フェノール樹脂

綿繊維強化フェノール樹脂は軽量の材料で
す。この材料で作られた保持器は、比較的大
きな慣性力に耐えることができ、最高運転温
度は120 °C (250 °F)です。油を吸収する傾向
がある材料を使用することで、万一潤滑剤の
供給が停止した場合にも、転動体と保持器間
の潤滑を保つ効果が期待できます。
綿繊維強化フェノール樹脂は、超精密アン
ギュラ玉軸受の標準の保持器材料です。

ポリアミド66

ポリアミド66 (PA66)、ガラス繊維入りと、ガ
ラス繊維なしのものがあり、強度と弾性率の
優れたバランスを特徴としています。PA66製
保持器は、潤滑されたスチール表面上での良
好な摺動特性と部品接触表面の面性状が優
れているため、摩擦、摩擦熱、摩耗が低減さ
れます。PA66の最高運転温度は120 °C (250 °F) 
です。ただし、一部の合成オイルや、合成オイ
ルを基油としEP添加剤を含むグリースは、高
温運転時にPA66保持器に悪影響をおよぼす
場合があります。保持器適合性の詳細につい
ては、SKFカタログ転がり軸受の保持器およ
び保持器の材料を参照するか、skf .comにアク
セスしてください。

PA66は、超精密円筒ころ軸受とスラストア
ンギュラ玉軸受の保持器の材料として標準的
に使用されています。

PEEK樹脂

ガラス繊維または炭素繊維で強化したPEEK
樹脂は、高速、高温、耐薬品性などが求めら
れる用途で一般的に使用されています。高速
運転での最大運転温度は、樹脂の軟化温度
である、150 °C (300 °F)です。温度または油
脂添加剤による劣化の兆候は、200 °C (390 °F) 
まで見られません。

PEEK樹脂は、一部の超精密アンギュラ玉軸
受と高速設計円筒ころ軸受の保持器の材料
として標準的に使用されています。

黄銅

黄銅は、合成オイルやグリースなどの一般的
な軸受用潤滑剤の影響を受けることがなく、
通常の有機溶剤で洗浄することができます。
黄銅の最大運転温度は250 °C (480 °F)です。
黄銅製もみ抜き保持器は、多くの超精密複
列円筒ころ軸受および複式スラストアンギュ
ラ玉軸受で使用されており、大型の超精密ア
ンギュラ玉軸受(d ≥ 300 mm)の標準保持器に
なっています。

その他の保持器材料

上述の材料に加えて、特殊な用途のSKF超精
密軸受では、他のエンジニアリング樹脂、軽
合金、または銀めっき鋼製の保持器もご用意
できます。選択可能な保持器の材料について
は、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスまでお問い合わせください。
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アプリケーションと軸受選定の基本

シール材料

SKF超精密軸受に装着されたシールは、主に
鋼板で強化されたエラストマー材料で作られ
ています。

アクリロニトリル-ブタジエンゴム

アクリロニトリル-ブタジエンゴム(NBR)は、
「万能」のシール材料です。アクリロニトリル
とブタジエンゴムでできたこの共重合体は、
以下の媒体に対して優れた耐性を持っていま
す。

• 大部分の鉱油と鉱油系グリース
• ガソリン、ディーゼル油、軽灯油などの
一般的な燃料
• 動物性および植物性油脂
• 温水

許容運転温度は、–40~+100 °C (–40~+210 °F)
す。シールリップは、短時間であれば、この温
度範囲で無潤滑運転に耐えることができま
す。また短時間であれば、最大120 °C (250 °F) 
の運転温度に耐えることができます。この材
料は、これより温度が高くなると硬化しま
す。

フッ素ゴム

フッ素ゴム(FKM)は、高い耐熱性と耐薬品性
を特徴としています。経年劣化やオゾンに対
する耐性にも優れており、ガス透過性が非常
に低いレベルです。また、厳しい環境条件下
であっても、非常に優れた耐摩耗特性を持ち
ます。許容運転温度は、–30~+230 °C (–20~ 
+445 °F)です。シールリップは、短時間であれ
ば、この温度範囲で乾燥運転に耐えることが
できます。
フッ素ゴムは、各種オイル、作動油、燃料、
潤滑剤、鉱酸、脂肪族化合物のほか、他の材
料で作られたシールを損傷させる芳香族炭化
水素への耐性もあります。フッ素ゴムは、エス
テル、エーテル、ケトン、特定のアミン、高温の
無水フッ化水素の存在下では使用できませ
ん。
フッ素ゴムを直火または300 °C (570 °F)を
超える高温に曝すと、健康および環境上の危
険が生じます。一度高温にさらされたフッ素
ゴムは、冷却後も危険性を有しています。安
全措置(†警告)を読んでその内容に従ってく
ださい。

警告：有害ガス

フッ素ゴムに関する安全措置
フッ素ゴム(FKM)は安定性に優れ、通常
の運転温度200 °C (390 °F)では無害で
す。しかし、直火や切断トーチの炎など、
300 °C (570 °F)を超える温度に曝される
と、FKM製シールは有害ガスを発生させ
ます。これらのガスは、吸引すると健康に
害をおよぼすだけでなく、目に触れても
有害です。さらに、一度この高温に曝さ
れたシールは、冷却後も手で触ることが
できない危険な状態を維持します。その
ため、絶対に皮膚に触れないように注意
する必要があります。
取外し作業などで高温に曝されたシー

ル付き軸受に触れる必要がある場合は、
以下の安全措置を順守する必要がありま
す。

• 必ず防護眼鏡、手袋、さらに適切な呼
吸装置を身に付ける。
• シールの残骸をすべて気密性のあるプ
ラスチック容器に入れ、「腐食性材料」
を表す記号でマークする。
• 製品安全データシート(MSDS)の安全
注意事項に従う。

シールに触れた場合は、石けんと大量の
水で手を洗います。目に触れた場合は、
大量の水で洗い流し、直ちに医師の診察
を受けてください。ガスを吸引した場合
は、直ちに医師の診察を受けてくださ
い。
ユーザーは、製品を正しく取り扱い、

適切な方法で廃棄する責任を負います。
SKFは、FKMシールの不適切な取り扱い
またはFKMシールの使用によるあらゆる
被害について、一切の責任を負いません。
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設計時の留意事項

超精密軸受の大部分は、工作機械用スピンド
ルで使用されます。軸受性能を最大とするた
めの軸受配列設計に必要な情報は以下のセ
クションに網羅されています。

軸受配列

回転軸を支持する目的で使用される軸受シス
テムでは、一般的に2つの軸受配列が必要で
す。剛性や荷重方向などの条件に応じて、軸
受配列には1つ以上の軸受(または組合せ軸
受)が使用されます。

重荷重用軸受配列

旋盤スピンドルは主に、比較的低速の金属切
削で使用されます。切り込み深さと送り速度
は、必要な表面仕上げに応じて、限界まで高
められるのが一般的です。旋盤では一般的
に、プーリーやギアによって動力がスピンドル
に伝達されるため、反ツール側に大きなラジ
アル荷重が生じます。大きな複合荷重が生じ
るスピンドルのツール側では、高剛性と高負
荷容量が重視されます。
旋盤スピンドルでは、ツール側で複列円筒
ころ軸受と複式スラストアンギュラ玉軸受を
組み合わせ、非ツール側で複列円筒ころ軸受
を使用するのが一般的です(†図10)。

スラスト軸受のハウジングワッシャー(外輪)
の外径は、特殊な公差で製造されています。
この特殊公差により、隣接する複列円筒ころ
軸受の外輪を適切なはめあいで取付けられる
ハウジングに、スラスト軸受を取付けた場合
に、この軸受はラジアル方向に自由度を保持
できます。すなわち、このすきまにより、スラ
スト軸受は、大きなラジアル荷重を受けずに
済みます。この軸受配列は、計算寿命が長
く、高品質のワークピースの製造に必要な剛
性と安定性の両方を実現します。
経験則では、ツール側と反ツール側の軸受
中心の間に、ツール側軸受内径の3~3,5倍の
距離を設ける場合が多いようです。この経験
則は、特に重荷重が生じる場合に有効です。
詳細については、システム剛性(†66 
ページ)を参照してください。

NN 3020 KTN9/SP + 
BTW 100 CTN9/SP

NN 3018 KTN9/SP

図10

大口径バー材加工用ベルト駆動CNC旋盤スピンドル
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アプリケーションと軸受選定の基本

7016 ACD/P4ATBTA NN 3014 KTN/SP

図11

ベルト駆動CNC旋盤スピンドル

その他の配列として、CNC旋盤と従来型フ
ライス盤の配列(†図11および図12)、回転
センタの配列が(†図13)があります。
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N 1014 KTN/SP +
BTM 70 ATN9/HCP4CDBA

N 1013 KTN/SP

図12

フライス盤スピンドル

7209 ACD/P4AQBTBNN 3013 KTN/SP

図13

回転センタースピンドル
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アプリケーションと軸受選定の基本

71802 ACD/P4QBTA 71802 ACD/P4DBA

図14

多軸ボール盤スピンドル

利用可能なスペースが限定されているアプ
リケーションでは、718または719シリーズの
超精密アンギュラ玉軸受がより適している場
合があります(†図14および図15)。
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S71906 CD/P4ADBA

図15

シリコンウェハーチップの不良検出用ユニット
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アプリケーションと軸受選定の基本

7014 CE/P4AQBCA N 1011 KPHA/SP

図16

横型マシニングセンター用モーター内蔵スピンドル

剛性と速度に優れた軸受配列

高速マシニングセンタ(A >1 200 000 mm/min)
など、高速運転が必要な場合は、剛性や負荷
容量よりも高速性能を優先することが一般的
です。これらのアプリケーションでは、スピン
ドルはモーターによって(モーター内蔵スピン
ドルまたは電動スピンドル)またはカップリン
グを介して直結駆動されます。そのため、ベ
ルト駆動スピンドルのような、反ツール側の
ラジアル荷重は生じません。そのため、組合
せアンギュラ玉軸受と単列円筒ころ軸受がよ
く使用されます(†図16)。この軸受システム
では、ツール側の組合せ軸受がアキシアル方
向を規制し、反ツール側の円筒ころ軸受が、
スピンドルシャフトの熱膨張によるアキシアル
方向変位を吸収します。
高速マシニングセンタおよびフライス盤の
その他の配列例は、図17、図18に記載されて
います。
より高い性能が求められる場合、SKFはセ

ラミック製転動体を備えたハイブリッド軸受
の使用を推奨しています。
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71922 CE/P4AQBCA 7015 CD/P4ADBB

図17

横型マシニングセンタースピンドル

7020 ACB/P4ALDT 7016 ACB/P4AL

図18

高速金属切断機用モーター内蔵スピンドル
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最高回転数のための軸受配列

アンギュラ玉軸受を定位置予圧で組み込んだ
場合、熱膨張率の差が原因で運転中に予圧が
上昇する傾向があります。この傾向は、回転
数が上昇するほど高まります。
特に回転数の高いアプリケーション(A >

2 000 000 mm/min)では、過剰予圧による悪
影響を防止するため、アンギュラ玉軸受は、
ばね予圧とすることが一般的です(†図19)。
ばねでコントロールされた予圧は、相対熱膨
張の影響を受けず、軸受内で発生する摩擦熱
を最小限に抑えます。
アンギュラ玉軸受で油圧システムを使用す
ると、ばねよりも効果的に予圧を加えること
ができます。油圧システムでは、スピンドルの
速度に応じて予圧荷重を調節し、剛性、摩擦
熱、軸受寿命の最適なバランスを実現します。

71912 CE/P4ADT 71908 CE/P4ADT

図19

内面研削盤用モーター内蔵スピンドル
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アプリケーションと軸受選定の基本

システム剛性

工作機械用スピンドルでは、荷重下の変形が
加工精度に影響するため、スピンドルのシス
テム剛性が非常に重視されます。軸受の剛性
は、スピンドルのシステム剛性に影響する要
因の1つに過ぎません。その他の要因には以
下のものが含まれます。

• シャフト剛性
• ツールのオーバーハング
• ハウジングの剛性
• 軸受の数と位置および、はめあいの影響

高い回転数と精度が求められるアプリケー
ションの設計ガイドラインには以下が含まれ
ます。

• 可能な限り大きいシャフト直径を選択する。
• ツール側の軸受位置とスピンドルノーズの
距離をできる限り短くする。

 • 2つの軸受セット間の距離を短くする(†
図20)。最も一般的な軸受間の距離は経験
則から、

l≈3 . . .3,5d

ここで
l =ツール側最前端軸受と反ツール側最後
端軸受間の距離

d=ツール側の軸受内径

グラフ9は、各軸受システムの相対剛性の概
要です。軸受シリーズの詳細については、関
連製品の章の型番システムを参照してくださ
い。剛性の比較は、ツール側内径100 mm、反
ツール側内径90 mmで予圧を付加した軸受を
基準としています。ここに示された値は概念
的なもので、システム剛性の正確な計算値に
代えることはできません。詳細なシステム分
析については、SKFアプリケーションエンジニ
アリングサービスまでお問い合わせください。

d

l

図20
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NN 3020 KTN + BTW 100 CTN9 NN 3018 KTN

NN 3020 KTN + BTM 100 BTN9/DBB  NN 3018 KTN

NN 3020 KTN + BTM 100 ATN9/DBB  NN 3018 KTN

NN 3020 KTN + BTM 100 ATN9/DBB N 1018 KTN

7020 CD/QBCB N 1018 KTN

71920 CE/QBCB N 1018 KTNHA

71920 ACD/TBTB NN 3018 KTN

71920 ACD/TBTB 71918 CD/DBA

7020 CD/TBTB NN 3018 KTN

7020 CD/TBTB 7018 CD/DBA

7020 ACD/TBTB 7018 CD/DBA

7020 CE/QBCB N 1018 KTNHA

7020 CE/HCDT 7018 CE/HCDT

7020 ACD/DBB 7018 CD/DBA

71920 ACE/HCTBTA 71918 CE/HCDBA

7020 CD/DT 7018 CE/DT

7020 CE/DBB N 1018 KTNHA

71920 ACE/TBTA 71918 CE/DBA

7020 ACE/HCDBA 7018 CD/HCDBA

7020 ACE/HCDBA N 1018 KTNHA/HC5

7020 ACE/TBTA 7018 CE/DBA

71920 ACE/DBA N 1018 KTNHA

71920 ACE/DBA 71918 CE/DBA

7020 ACE/DBA 7018 CE/DBA

7020 ACE/DBA N 1018 KTNHA

0 20 40 60 80 100     

グラフ9

一般的なスピンドル用軸受システムの剛性比較

ツール(固定)側 反ツール(自由)側

ラジアル剛性

アキシアル剛性 相対剛性［%］

アンギュラ玉軸受
AC 接触角度25°
C 接触角度15°
D 高負荷容量Dデザイン
E 高速Eデザイン
HC セラミック製ボール
DB 軸受2個、背面組合せ <>
DT 軸受2個、並列組合せ <<
TBT 軸受3個、2-1背面組合せ <>>
QBC 軸受4個、2-2背面組合せ <<>>
A 超軽/軽予圧
B 軽/中予圧

円筒ころ軸受
K テーパー穴
TN PA66保持器、転動体案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
HC5    セラミック製ころ

複式アンギュラスラスト玉軸受
A 接触角度30°
B 接触角度40°
C 接触角度60°
TN9 ガラス繊維強化PA66製保持器、転動体案内
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アプリケーションと軸受選定の基本

軸受の剛性

転がり軸受の剛性は、荷重を付加した時の、
軸受の弾性変位(たわみ)の大きさであるとみ
なされます。この剛性は、荷重対変位の比率
で表され、軸受のタイプ、デザイン、サイズに
左右されます。最も重要なパラメーターは、
以下のとおりです。

• 転動体のタイプ:ころ軸受の剛性は、転動
体と軌道面の接触条件により、玉軸受より
も優れています。
• 転動体の材料(†グラフ10)
• 転動体の数とサイズ
• 接触角度(†グラフ11)
• 予圧等級(†グラフ12)

軸受の剛性は、予圧を付加することでさらに
強化することができます(†軸受の予圧、90 
ページ)。軸受への予圧の付加は、工作機械向
けアプリケーションでは標準的な技法です。
軸受とのはめあい部品がすきまばめになっ
ていると、軸受配列の剛性に悪影響を与える
可能性があります。ただし、自由側でアンギュ
ラ玉軸受を使用する軸受配列では、ハウジン
グのすきまばめが必要な場合があります。通

230

210

190

170

150

130

110

90

0 0,5 1,0 1,5 2,0 2,5 3,0

グラフ10

ばね予圧を付加した軸受のラジアル剛性

常、自由側の軸受位置は、スピンドルシャフト
の反ツール側になります。そのため、ツール側
のシステム剛性への影響は限定されます。反
ツール側でも高い剛性が必要な場合は、テー
パー穴付円筒ころ軸受を使用する必要があり
ます。この配列では、径方向に締りばめを実
現しながら、ハウジングに対するシャフトのア
キシアル方向変位に軸受内部で対応できま
す。

ラジアル剛性[N/um]

7007 CE/HC (セラミック製ボール)

7007 CE/HC (鋼製ボール)

速度係数A [106 mm/min]
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7007 CE/DBA (a =
 15°)

7007 FE/DBA (a =
 18°)

7007 ACE/DBA (a = 25°)

グラフ11

接触角度が異なる背面組合せ軸受のアキシアル方向変位
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グラフ12

予圧が異なる背面組合せ軸受のアキシアル方向変位

アキシアル方向変位[um]

アキシアル荷重[kN]

アキシアル方向変位[um]

7010 CD/DBA(超軽予圧)

7010 CD/DBB(軽予圧)

7010 CD/DBC(中予圧)

7010 CD/DBD(重予圧)

アキシアル荷重[kN]
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アプリケーションと軸受選定の基本

軸受のラジアル方向の固定

軸受負荷容量を最大限に活用するには、軸受
軌道輪は円周方向、幅方向ともに、全面で支
持されている必要があります。軌道輪の支持
は安定していて均等でなければなりません。
ラジアル軸受では円筒軸またはテーパー軸を
使用することで得ることができます。また、ス
ラスト軸受のワッシャー(軌道輪)では、平坦な
取付け面により得ることができます。このた
め軸受取付け面は、オイルインジェクション
法用に特別に準備されたもの以外では、適切
な精度で製造されていて、軸受取付け面が、
溝、穴などにより、分断されていないことが
必要です。比較的肉厚の薄い軌道輪を使用し
ていて、シャフトやハウジングの軸受取付け面
形状に影響されやすい超精密軸受では特に
重要です。さらに、荷重を受けた際に軌道輪
がシャフトやハウジングの軸受側面支持面に
乗り上げたりしないことが、確実に保証され
ている必要があります。
一般的に、適切なラジアル方向の固定と支

持は、軌道輪を適切な締めしろで取付けた場
合にのみ得られます。軌道輪の固定が不十分
または不適切な場合、軸受およびはめあい部
品に損傷が生じる可能性があります。ただし、
アキシアルフリー(自由側の軸受)または、取付
け/取外しの作業性が求められる場合は、締
まりばめを使用できないこともあります。締
まりばめが必要な状況ですきまばめとなる場
合は、クリープ(軌道輪と周辺部品の回転方向
位置ずれ)によって必然的に生じるフレッティ
ング摩耗を最小限に抑えるように特別な注意
を払う必要があります。フレッティング摩耗を
抑制するには、軸受周辺部品の表面硬度を上
げるなどの方法があります。

シャフトとハウジングの推奨はめあい

シャフトの直径公差

超精密アンギュラ玉軸受、円筒ころ軸受、複
式スラストアンギュラ玉軸受のシャフトおよび
ハウジングは、以下で推奨される直径公差で
製造されている必要があります。

• 表7–シャフト外径公差
• 表8 (†72ページ)–ハウジング内径公
差

その他の超精密軸受に関する推奨値につい
ては、以下の関連セクションを参照してくだ
さい。

• 送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
(†関連部品、349ページ)
• アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受(†設計
時の留意事項、324ページ)

超精密軸受の適切なISO公差の値は、以下に
記載されています。

• 表9 (†73ページ)–シャフトの公差
• 表10 (†73ページ)–ハウジングの公差

図21は、一般的に使用されている、軸受の内
径および外径に対するシャフト外径、ハウジ
ング内径の公差位置を示しています。
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設計時の留意事項

表7

鋼製シャフトの外径公差

軸受タイプ 軸径 軸の公差1) 寸法偏差
軸受の精度等級

超 以下 P4、P4A、P4C、SP P2、PA9A、UP 高 低

– mm – µm

アンギュラ玉軸受
外輪回転荷重 – 400 h4 h3 – –

内輪回転荷重 – 30 – – +1 –3
30 80 – – +2 –3
80 120 – – +3 –3

120 180 – – +4 –4
180 250 – – +5 –5
250 315 – – +6 –6
315 400 – – +6,5 –6,5

円筒ころ軸受
円筒穴 – 40 js4 – – –

40 280 k4 – – –
280 500 k42) – – –
500 – SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせく

ださい。

複式スラストアンギュラ玉軸受
– 200 h4 h3 – –

A > 1 000 000 mm/minの中空シャフトについては、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせくださ
い。
1)すべてのISO公差は、ISO14405–1に準拠した包絡条件(h4VE  など)で有効です。
2)一般的なガイドラインのみ。SKFは、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスへのお問い合わせを推奨しています。

+

–
0

+

–
0

h4

K4
K5

M4
M5

h3
js4

k4

図21

中間ばめ

絞まりばめ

すきまばめ

中間ばめ

すきまばめ

絞まりばめ

71

1



アプリケーションと軸受選定の基本

表8

鋳鉄および鋼製ハウジングの内径公差

軸受タイプ 条件 ハウジング内径 内径の寸法公差1) 偏差
軸受の精度等級
P4、P4A、
P4C、SP

P2、PA9A、
UP

高 低
超 以下

– – mm – µm

アンギュラ玉軸受 固定側軸受、外輪のアキ
シアル方向移動が不要

– 18 – – +4 –1
18 30 – – +5 –1
30 50 – – +6 –1
50 80 – – +7 –1

80 120 – – +7 –3
120 180 – – +9 –3
180 250 – – +10 –4

250 315 – – +12 –4
315 400 – – +13 –5
400 500 – – +14 –6

自由側軸受、外輪のアキ
シアル方向移動が必要

– 18 – – +7 +2
18 30 – – +8 +2
30 50 – – +9 +2
50 80 – – +10 +2

80 120 – – +13 +3
120 180 – – +16 +4
180 250 – – +19 +5

250 315 – – +21 +5
315 400 – – +24 +6
400 500 – – +27 +7

外輪回転荷重 – 500 M5 M4 – –

円筒ころ軸受 軽~標準荷重 – 900 K5 K4 – –
(P ≤ 0,1 C)
重荷重
(0,1 C < P ≤ 0,15 C)、
外輪回転荷重

– 900 M5 M4 – –

複式スラストアンギュラ
玉軸受

– 315 K5 K4 – –

1)すべてのISO公差は、ISO14405–1に準拠した包絡条件(M4VE  など)で有効です。
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表9

シャフトのISO公差等級と寸法値

軸径 公差
d h3VE h4VE js4VE k4VE
呼び径 偏差 偏差 偏差 偏差
超 以下 高 低 高 低 高 低 高 低

mm µm

– 3 0 –2 0 –3 +1,5 –1,5 +3 0
3 6 0 –2,5 0 –4 +2 –2 +5 +1
6 10 0 –2,5 0 –4 +2 –2 +5 +1
10 18 0 –3 0 –5 +2,5 –2,5 +6 +1

18 30 0 –4 0 –6 +3 –3 +8 +2
30 50 0 –4 0 –7 +3,5 –3,5 +9 +2
50 80 0 –5 0 –8 +4 –4 +10 +2

80 120 0 –6 0 –10 +5 –5 +13 +3
120 180 0 –8 0 –12 +6 –6 +15 +3
180 250 0 –10 0 –14 +7 –7 +18 +4

250 315 0 –12 0 –16 +8 –8 +20 +4
315 400 0 –13 0 –18 +9 –9 +22 +4
400 500 – – – – – – +25 +5

表10

ハウジングのISO公差と寸法値

ハウジング内径 公差
D K4VE K5VE M4VE M5VE
呼び径 偏差 偏差 偏差 偏差
超 以下 高 低 高 低 高 低 高 低

mm µm

10 18 +1 –4 +2 –6 –5 –10 –4 –12
18 30 0 –6 +1 –8 –6 –12 –5 –14
30 50 +1 –6 +2 –9 –6 –13 –5 –16
50 80 +1 –7 +3 –10 –8 –16 –6 –19

80 120 +1 –9 +2 –13 –9 –19 –8 –23
120 180 +1 –11 +3 –15 –11 –23 –9 –27
180 250 0 –14 +2 –18 –13 –27 –11 –31

250 315 0 –16 +3 –20 –16 –32 –13 –36
315 400 +1 –17 +3 –22 –16 –34 –14 –39
400 500 0 –20 +2 –25 –18 –38 –16 –43

500 630 0 –22 0 –32 –26 –48 –26 –58
630 800 0 –25 0 –36 –30 –55 –30 –66
800 1 000 0 –28 0 –40 –34 –62 –34 –74
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目的のはめあいを実現する軸受の選定

標準荷重および通常速度で運転されるアン
ギュラ玉軸受および円筒ころ軸受は、以下に
記載されている絞めしろ/すきまが得られる
ように選定します。

• 表11–シャフトのはめあい
• 表12–ハウジングのはめあい

超精密アンギュラ玉軸受の径寸法偏差は、意
匠箱に記載されています。
超高速や重荷重など、運転条件が極端な
場合は、SKFアプリケーションエンジニアリン
グサービスまでお問い合わせください。
複式スラストアンギュラ玉軸受(BTM/BTW

シリーズ)では、ハウジングワッシャー(外輪)
の外径は、ハウジング内径に対し十分なラジ
アルすきまが得られる公差で製造されていま
す。ラジアル方向のすきまを確保するため、
BTW/BTMシリーズの軸受を、円筒ころ軸受と
隣接して、同一寸法公差のハウジングに取付
ける場合は、表8 (†72ページ)の公差より締
まりばめ側を使用することはできません。詳
細については、複式スラストアンギュラ玉軸受
(†301ページ)を参照してください。

表11

推奨シャフトはめあい

軸受タイプ 軸受呼び内径 しめしろ
超 以下

– mm µm

アンギュラ玉軸受 – 50 0~2
50 80 1~3
80 120 1~4
120 180 2~5

180 250 2~6
250 315 2~7
315 400 3~8

表12

推奨ハウジングはめあい

軸受タイプ 軸受呼び外径 すきま しめしろ

超 以下 固定側 自由側

– mm µm µm

アンギュラ玉軸受 – 50 2~6 6~10 –
50 80 2~6 6~11 –
80 120 2~7 8~13 –
120 180 2~9 10~16 –

180 250 4~10 12~19 –
250 315 4~10 14~22 –
315 500 5~12 16~25 –

円筒ころ軸受 – 460 – – 0~2
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シャフト外径/ハウジング内径と軸受取付け
端面の精度

寸法精度と振れ精度

回転精度、運転速度、運転温度等の性能を最
大に引き出すには、たとえ超精密軸受であっ
ても、軸受取付け部品やその他関連部品が軸
受と同等の精度で製造されていなければ困
難です。そのため、軸受と直接接触する部品
の加工時には、径寸法公差や形状誤差からの
逸脱を最小限に抑える必要があります。
ISO1101に準拠した形状と精度の推奨値は、
表13 (†76ページ)に記載されています。
薄肉の軸受軌道輪は、取付け面の形状に倣
います。そのため、シャフト外径またはハウジ
ング内径が狙い通りにできていないと、軸受
軌道面と軸受性能に影響がおよびます。たと
えば、軌道輪の取付けに芯違いがある場合、
回転精度の低下、荷重集中、特に高速運転時
の運転温度の上昇が生じます。

ISO286-1に準拠したIT公差等級は、表14  
(†77ページ)に記載されています。

表面粗さ

軸受取付け面の表面粗さは、取付け面の寸法
精度および振れ精度ほどには軸受の性能に
影響しません。しかし、締まりばめで必要な
強度が得られるかどうかは、はめあい表面の
粗さに影響されます。さらに、はめあい表面
の粗さは、はめあい精度に正比例します。軸
受の精度等級に対する軸受取付け面の平均
粗さRaの指針値は、表15 (†77ページ)に記
載されています。これらの推奨値は、アキシア
ル方向位置決めを行う軸受セットの取付け面
に適用されます。
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表13

シャフトとハウジングの精度

面精度 許容偏差
特性 シンボル 公差位置 軸受の精度等級
  P4、P4A、P4C、SP P2、PA9A、UP

外径
総ラジアル振れ t3 IT2/2 IT1/2

肩部
総アキシアル振れ t4 IT1 IT0

傾斜 t2 IT3/2 IT2/2

A B

DA DB

A-Bt4

t3 A-B

t3 A-B

A-Bt4 Bt2

A

B

dA dB2 a

a = 2° 23' 9,4"
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表14

ISO精度等級の値

呼び寸法 精度等級
IT0 IT1 IT2 IT3 IT4 IT5

超 以下 最大

mm µm

– 3 0,5 0,8 1,2 2 3 4
3 6 0,6 1 1,5 2,5 4 5
6 10 0,6 1 1,5 2,5 4 6

10 18 0,8 1,2 2 3 5 8
18 30 1 1,5 2,5 4 6 9
30 50 1 1,5 2,5 4 7 11

50 80 1,2 2 3 5 8 13
80 120 1,5 2,5 4 6 10 15
120 180 2 3,5 5 8 12 18

180 250 3 4,5 7 10 14 20
250 315 4 6 8 12 16 23
315 400 5 7 9 13 18 25

400 500 6 8 10 15 20 27
500 630 – 9 11 16 22 32
630 800 – 10 13 18 25 36
800 1 000 – 11 15 21 28 40

表15

軸受取付け面の粗さ

径寸法 粗さRaの推奨値
シャフト ハウジング穴
軸受の精度等級 軸受の精度等級
P4、P4A、P4C、SP P2、PA9A、UP P4、P4A、P4C、SP P2、PA9A、UP

超 以下 最大 最大

mm µm µm

– 80 0,2 0,1 0,4 0,4
80 250 0,4 0,2 0,4 0,4
250 500 0,8 0,4 0,8 0,8

500 800 0,8 0,8 0,8 0,8
800 1 000 0,8 0,8 1,6 1,6
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軸受のアキシアル方向の固定

一般的に、締まりばめだけでは、軸受軌道輪
を円筒面に固定するのに不十分です。軌道輪
は荷重付加時に取付け面と位置ずれを起こす
ことがあります。適切な方法で軸受のアキシ
アル方向位置を固定する必要があります。
固定側の軸受では、内輪および外輪をアキ

シアル方向の両側で固定する必要があります。
自由側で非分離型軸受を使用する場合
は、締まりばめにする軌道輪(通常は内輪)を
アキシアル方向の両側で固定する必要があり
ます。もう一方の軌道輪は、軸受取付け面上
をアキシアル方向に自由に移動でき、アキシ
アル方向の変位に対応できなければなりませ
ん。
自由側の円筒ころ軸受には、これらの原則

は適用されません。円筒ころ軸受の内輪およ
び外輪は、アキシアル方向の両側で固定され
る必要があります。
工作機械用スピンドルでは、ツール側の軸

受は、シャフトからハウジングへアキシアル荷
重を伝達し、シャフトのアキシアル方向位置
を制御します。一般的にツール側の軸受がア
キシアル方向の位置決めを行い、反ツール側
の軸受はアキシアル方向に自由に動くことが
できます。

固定方法

ロックナット

通常、締まりばめで取付けられた軸受の内輪
は、片側がシャフト肩部に接しています。反対
側は、精密ロックナットで固定されるのが一
般的です(†図22)。
一般的に、テーパー軸に直接取付けられた
テーパー穴軸受は、大径穴側のシャフト肩部
にはめ込まれたスペーサーと、小径穴側の精
密ロックナットによってシャフト上に固定され
ます。スペーサーの幅は、テーパー軸上の軸
受押込み距離が制限されるように調整しま
す。
精密ロックナットの詳細については、精密
ロックナット(†375ページ)を参照してくださ
い。

スペーサースリーブ

一体型シャフトまたはハウジングの肩部(軸受
側面当たり面)の代わりに、軌道輪の間または
軌道輪と隣接する部品の間にスペーサース
リーブまたはカラーを使用することもできま
す(†図23)。この場合は、肩部の寸法および
形状公差が適用されます。

図22 図23
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ステップドスリーブ

軸受のアキシアル方向位置を固定するもう1
つの方法として、ステップドスリーブ(†図24)
を締まりばめでシャフトに使用することがで
きます。このスリーブは、振れ量が非常に小さ
く、ねじ式ロックナットと比較して精度が優
れているため、超精密軸受の固定に非常に適
しています。そのため、ステップドスリーブは、
従来型の固定装置では十分な精度が得られ
ない超高速スピンドルで一般的に使用されて
います。
ステップドスリーブの詳細については、ス
テップドスリーブ(†80ページ)を参照して
ください。

図24

D

図25

外輪押えぶた

通常、締まりばめで取付けられた軸受の外輪
は、片側がハウジングの肩部に接しています。
反対側は、押えぶたによって固定されるのが
一般的です。
押えぶたとその固定ねじは、場合によって
は、軸受の形状と性能に悪影響をおよぼすこ
とがあります。ハウジング内径とボルト穴の
間の肉厚が不十分で、ボルトが過剰に締め付
けられている場合、外輪の軌道面が変形する
ことがあります。ISO寸法系列18および19の
軸受は、ISO寸法系列10以上の軸受よりも、こ
の影響を受けやすくなっています。
径の小さいボルトを多く使用することを推

奨します。3~4本のボルトで押えぶたを締め付
けることはできません。締め付け箇所が少な
いと、ハウジング穴を変形させる可能性があ
ります。ハウジング穴の変形は、騒音、振動、
予圧の変動、または荷重集中による早期故障
の原因になります。スペースが限定された複
雑なスピンドル設計では、薄肉軸受と限定さ
れた本数のボルトしか使用できな場合があり
ます。このような場合は、FEM(有限要素法)解
析による正確な変形予測を推奨します。
外輪押えぶたインロー部側面と軸受外輪
側面の間で、適切なクランプ力を得るために、
ボルトを締める前に押えぶたインロー部の長
さを調整し、押えぶたとハウジング側面のす
きまを、ハウジング内径100 mmに対し15~ 
20 µmの間にする必要があります(†図25)。

アキシアルすきま
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アプリケーションと軸受選定の基本

ステップドスリーブ

ステップドスリーブは、段付きシャフトに嵌合
する、わずかに異なる2つの内径を持った圧
力継手です。締まりばめによってスリーブのア
キシアル方向位置が維持され、アキシアル負
荷容量が決まります。はめあい表面が段付き
になっているため、取付け時のアライメント調
整が容易であるだけでなく、オイルインジェク
ション法を使用した取外しも簡単に行えま
す。
ステップドスリーブは、シャフト回転精度を
低下させる応力を生じさせることがなく、シャ
フト剛性を強化します。一般的には、衝撃荷
重がほとんどない軽荷重の超高速アプリケー
ションで使用されます。適切な精度で製造さ
れたスリーブとシャフトを正しく取付けた場
合、ステップドスリーブではねじ式ロックナッ
トよりも優れた取付け精度が得られます。

SKFではステップドスリーブの製造、供給を
行っていませんが、設計に必要な形状、寸法
等の情報を以下のページに記載しています。

形状

ステップドスリーブ(†図26)には、標準スリー
ブ型(a)とリング型(b)があります。リング型ス
テップドスリーブは、スリーブがラビリンス
シールの構成要素としても使用できます(†
特殊なステップドスリーブの形状、84ペー
ジ)。
アキシアル荷重が比較的小さい用途では、
スリーブの小径部をすきまばめでシャフトに
固定することができます。ただし、オイルイン
ジェクション法でスリーブを取り外す場合、す
きまばめにしたスリーブの端部はOリングで
シールする必要があります(c)。

a

b

c

図26
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推奨寸法

推奨寸法は以下に記載されています。

• 表16 (†82ページ)ステップドスリーブ
(Oリングなし)と取付け面(軸受配列の
例†図27)
• 表17(†83ページ)Oリング付きステップ
ドスリーブと取付け面(軸受配列の例†
図28)

ステップドスリーブの内径とシャフト外径の加
工時には、径違いの2つの取付け面の締まり
ばめ度合いになるべく差がないようにするこ
とが非常に重要です。それぞれの取付け面の
締めしろに差があると、取外しが困難になる
ことがあります。

図28

図27

薄肉の中空シャフトでは、高い接触面圧に
より変形する場合があります。そのため、軸
受取付面の変形を防止する目的で、薄肉中空
シャフト用のスリーブは軸受に最も近い部分
に逃がしを備えている必要があります。逃が
しの長さは、シャフト直径の15~20%が必要で
す。
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アプリケーションと軸受選定の基本

表16

ステップドスリーブと取付け面の推奨寸法

寸法 温度差1)

シャフト ステップドスリーブ

d1 d2 d3 d4 d5 D B1 B2 B3 L1 L2
h4VE h4VE H4VE H4VE +0,5 ±0,1 ±0,1

mm °C °F

17 16,968 16,95 16,977 19 27 26 31 13 15 8,5 150 270
20 19,964 19,94 19,971 22 30 28 33 14 16 9 150 270
25 24,956 24,92 24,954 27 35 30 35 15 17 9,5 150 270

30 29,946 29,91 29,954 32 40 32 38 16 18 10 140 252
35 34,937 34,9 34,943 37 47 34 40 17 19 10,5 140 252
40 39,937 39,9 39,943 42 52 36 42 18 20 11 130 234

45 44,927 44,88 44,933 47 58 38 46 19 21 11,5 130 234
50 49,917 49,86 49,923 52 63 40 48 20 22 12 130 234
55 54,908 54,85 54,922 57 70 42 50 21 23 12,5 120 216

60 59,908 59,85 59,922 62 75 44 54 22 24 13 120 216
65 64,898 64,83 64,912 67 80 46 56 23 25 13,5 120 216
70 69,898 69,83 69,912 72 86 48 58 24 26 14 110 198

75 74,898 74,83 74,912 77 91 50 60 25 27 14,5 100 180
80 79,888 79,82 79,912 82 97 52 62 26 28 15 100 180
85 84,88 84,81 84,9 87 102 54 64 27 29 15,5 100 180

90 89,88 89,8 89,9 92 110 56 68 28 30 16 100 180
95 94,87 94,79 94,9 97 114 58 70 29 31 16,5 90 162
100 99,87 99,79 99,9 102 120 60 72 30 32 17 90 162

105 104,87 104,78 104,89 107 125 62 74 31 33 17,5 90 162
110 109,86 109,77 109,89 112 132 64 76 32 34 18 90 162
120 119,86 119,77 119,89 122 142 68 80 34 36 19 80 144

130 129,852 129,75 129,868 132 156 72 84 36 38 20 90 162
140 139,852 139,74 139,858 142 166 76 88 38 40 21 90 162
150 149,842 149,73 149,858 152 180 80 95 40 42 22 80 144

160 159,842 159,73 159,858 162 190 84 99 42 44 23 80 144
170 169,842 169,72 169,848 172 205 88 103 44 46 24 80 144
180 179,832 179,71 179,848 182 220 92 110 46 48 25 80 144

190 189,834 189,7 189,836 192 230 96 114 48 50 26 80 144
200 199,834 199,7 199,836 202 245 100 118 50 52 27 70 126

1)取付け時のシャフトとスリーブまたはリングの温度差
2)L3=ステップドスリーブの直径d1部の長さ=L1+B2–B1–4[mm]
3)L4=ステップドリングの直径d1部の長さ=L2–4+逃げd4部[mm[

L23)

L1L32)

d2d1

L4

d5 d4

B2

B1

L1

d3D

4

M 4×0,5

2
4

0,5
M 4×0,5

d4

L2

d3

B3

8

0,5

5

D 4

 2
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表17

Oリング付きステップドスリーブと取付け面の推奨寸法

寸法 適応Oリング 温度差1)

シャフト ステップドスリーブ

d1 d2 d3 d4 d5 D B1 B2 L1 L2 L3 L4
h4VE f7VE H4VE +0,5 H9 ±0,1 ±0,1 +0,2

mm – °C °F

17 16,95 16,977 19 20,6 27 26 31 17 22,9 6,5 3,1 16,3x2,4 150 270
20 19,95 19,971 22 23,6 30 28 33 19 24,9 6,5 3,1 19,3x2,4 150 270
25 24,9 24,954 27 29,5 35 30 35 21 26,1 7 3,9 24,2x3 150 270


30 29,9 29,954 32 34,5 40 32 38 24 28,1 7 3,9 29,2x3 140 252
35 34,9 34,943 37 39,5 47 34 40 26 30,1 7 3,9 34,2x3 140 252
40 39,9 39,943 42 44,5 52 36 42 28 32,1 7 3,9 39,2x3 130 234


45 44,9 44,933 47 49,5 58 38 46 32 34,1 7 3,9 44,2x3 130 234
50 49,9 49,923 52 54,5 63 40 48 34 36,1 7 3,9 49,2x3 130 234
55 54,9 54,922 57 59,5 70 42 50 36 38,1 7 3,9 54,2x3 120 216


60 59,9 59,922 62 64,5 75 44 54 40 40,1 7 3,9 60x3 120 216
65 64,85 64,912 67 69,5 80 46 56 42 42,1 7 3,9 65x3 120 216
70 69,85 69,912 72 74,5 86 48 58 42 44,1 8 3,9 69,5x3 110 198


75 74,85 74,912 77 79,5 91 50 60 44 46,1 8 3,9 74,5x3 100 180
80 79,85 79,912 82 84,5 97 52 62 46 48,1 8 3,9 79,5x3 100 180
85 84,85 84,9 87 89,5 102 54 64 48 50,1 8 3,9 85x3 100 180


90 89,85 89,9 92 94,5 110 56 68 52 52,1 8 3,9 90x3 100 180
95 94,85 94,9 97 99,5 114 58 70 54 54,1 8 3,9 94,5x3 90 162
100 99,85 99,9 102 104,5 120 60 72 54 56,1 9 3,9 100x3 90 162


105 104,85 104,89 107 109,5 125 62 74 56 58,1 9 3,9 105x3 90 162
110 109,85 109,89 112 114,5 132 64 76 58 60,1 9 3,9 110x3 90 162
120 119,85 119,89 122 124,5 142 68 80 62 64,1 9 3,9 120x3 80 144


130 129,8 129,868 132 134,4 156 72 84 66 68,1 9 3,9 130x3 90 162
140 139,8 139,858 142 144,4 166 76 88 70 72,1 9 3,9 140x3 90 162
150 149,8 149,858 152 159 180 80 95 73 72,6 13 7,4 149,2x5,7 80 144


160 159,8 159,858 162 169 190 84 99 77 76,6 13 7,4 159,2x5,7 80 144
170 169,8 169,848 172 179 205 88 103 81 80,6 13 7,4 169,2x5,7 80 144
180 179,8 179,848 182 189 220 92 110 88 84,6 13 7,4 179,2x5,7 80 144


190 189,8 189,836 192 199 230 96 114 92 88,6 13 7,4 189,2x5,7 80 144
200 199,8 199,836 202 209 245 100 118 96 92,6 13 7,4 199,2x5,7 70 126

1)取付け時のシャフトとスリーブの温度差
2)L5=ステップドスリーブの直径d1部の長さ=L1+B2–B1–4[mm]

B2

B1

2

4

d3
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アプリケーションと軸受選定の基本

材料

SKFは、降伏点550 N/mm2以上の熱処理鋼の
使用を推奨しています。スリーブとシャフトの
はめ合い表面には、硬化処理と研磨が必要で
す。

アキシアル負荷容量

ステップドスリーブのアキシアル負荷容量は、
実際の締まりばめ度合いによって決まります。
ステップドスリーブが表16、表17 (†82、83
ページ)に記載された推奨寸法で製造されて
いる場合、表18に記載された概算値を使用し
て、中実シャフトまたは厚肉な中空シャフトと
スリーブの間の表面圧力と締め付け幅1mm
あたりのアキシアル保持力の推定値を求める
ことができます。小径端部がすきまばめのス
テップドスリーブで得られるアキシアル保持
力は、両側が締まりばめのステップドスリーブ
の半分となります。
ステップドスリーブを設計する際は、スリー
ブが受けるアキシアル衝撃荷重も考慮する必
要があります。取付け時には、必要に応じて、

軽く締めたねじ式ナットを補助的に使って固
定することができます。

特殊なステップドスリーブの形状

ステップドスリーブは、他の部品を固定およ
び結合するのに使用されます。ステップドス
リーブは、環状部品の取付け/取外しを容易に
し、さらに様々なタイプの動力伝達部品、ドッ
グなどに代わることができます。図29に表示
されているVベルトプーリーは、一体型ラビリ
ンスシール付きのステップドスリーブとして設
計されています。この場合、スリーブは軸受の
アキシアル位置を固定するだけでなく、トル
クを伝達する手段としても使用されています。

図29
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設計時の留意事項

表18

ステップドスリーブの表面圧力とアキシアル保持力の概算
値1)

軸径 表面圧力の概算値 締め付け幅
1mmあたりの
アキシアル保持
力の概算値d

mm N/mm2 N/mm

30 40 300
100 35 550
200 22 1000

1)表16、表17(†82、83ページ)に記載されている推奨
寸法で製造されている場合
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図30

取付け

ステップドスリーブの取付けは以下の手順で
行います。グリースが塗布された軸受に対し
てステップドスリーブを取付ける場合は、注
入オイルがグリースと混ざり合って、潤滑性能
が損なわれないように注意する必要がありま
す。

1 表16、表17(†82、83ページ)に記載され
た温度差になるまでスリーブを加熱しま
す。

2 スリーブをシャフトのはめあい部に押し込
みます。

3 スリーブの温度が下がった後、適切な油圧
ポンプを使用してスリーブとシャフトの間
にオイルまたはSKF取付け油を注入します
(†図30、油圧ポンプおよび押し治具)。局
部的に圧力がかからないよう、静かにオイ
ルを注入して、油圧を調整します。

4 油圧ナットと適切な取り付けスリーブを使
用し、スリーブを最終位置に移動します
(†図30)。油圧ナットを使用すると、油圧
によって軸受配列に対するナットの押し力
を制御できます。スリーブは油膜上に「浮
く」ため、スリーブの収縮応力(スリーブの冷
却時に生じます)はすべて開放され、各部品
はそれぞれ適切な位置に納まります。必要
なアキシアル応力が得られていれば、最終
位置に達しています。

5 押し込み治具の位置を維持したまま、はめ
あい面の油圧を開放し、オイルを流出させ
ます。スリーブが最大負荷を支持できるよ
うになるには、通常約24時間かかります。
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設計時の留意事項

取外し

ステップドスリーブを取外すには、適切な油
圧ポンプを使用してスリーブとシャフトの間
にオイルまたはSKF取付け油を注入します(†
油圧ポンプおよび押し治具)。はめあい表面を
分離させるのに十分な油圧が得られると、内
径の段差によってアキシアル方向推力が生
じ、スリーブに力を加えることなしにはめあい
面からスライドします。

油圧ポンプおよび押し治具

SKFでは、スリーブの取付けおよび取外し用
の油圧ポンプを準備しています。詳細につい
ては、skf .com/maproにアクセスしてください。
ポンプを選択する際は、表面圧力の計算値

を大幅に上回る最大許容圧力が必要である
ことに注意してください。
スリーブの取付けにSKF取付け油LHMF 300 

を使用することを推奨しています。この取付
け油は、20 °C (70 °F)で300 mm2/s 
の粘性を備えています。この取付け油には、
スリーブの取付けが完了すると接合部から素
早く、かつ完全に排出されるため、金属同士
の接触が比較的に早く復元されるという利点
があります。
スリーブの取外しにSKF取外し油LHDF 900 

を使用することを推奨しています。20 °C (70 °F) 
で900 mm2/sの粘度を持つこの取外し油は、
スリーブまたはシャフトのはめあい表面に傷
がある場合でも、十分な油膜を形成します。
取外し油の流速が遅いので、油圧ポンプの許
容圧力に注意してください。

警告
深刻な災害を避けるため、シャフト端部
にロックナットなど、スリーブの飛び出し
を防止する部品を取付けてください。油
膜の形成とアキシアル方向推力により、
スリーブが急激に飛び出す場合がありま
す。
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取付けおよび取外しの準備

設計段階から、軸受の取付けと取外しを容易
にするための準備が必要になることがありま
す。たとえば、シャフトまたはハウジング、あ
るいはその両方の肩部に切欠きや逃げを加工
することで、取外しツールの使用が可能にな
ります(†図31)。ハウジング肩部にねじ穴を
開ければ、ボルトで軸受をハウジング穴から
押し出せるようになります(†図32)。
オイルインジェクション法を使用してテー
パー軸に軸受を取付け/取外す場合、または円
筒軸から軸受を取り外す場合は、シャフトに
油圧経路と円周溝を設置する必要があります
(†図33)。オイル供給用の円周溝、油圧経
路、接続穴の推奨寸法は、表19、表20に記載
されています。

図31

図32

図33
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設計時の留意事項

表19

取付け/取外し油供給穴と円周溝の推奨寸法

軸径 寸法
ba ha ra N

超 以下

mm mm

–  50 2,5 0,5 2 2
50 100 3 0,5 2,5 2,5
100 150 4 0,8 3 3

150 200 4 0,8 3 3
200 250 5 1 4 4
250 300 5 1 4 4

300 400 6 1,25 4,5 5
400 500 7 1,5 5 5
500 650 8 1,5 6 6

650 800 10 2 7 7

L

3

L

N

ha

ra

ba

L=軸受取付け面の幅

表20

取付け/取外し油供給ねじ穴の形状と推奨寸法

ねじサイズ 形状 寸法
Ga Gb Gc

1) Na
最大

– – mm

M 4x0,5 A 5 4 2

M 6 A 10 8 3

G 1/8 A 12 10 3

G 1/4 A 15 12 5

G 3/8 B 15 12 8

G 1/2 B 18 14 8

G 3/4 B 20 16 8

Na Ga

Gc

Gb

Na Ga

Gc

Gb

60°

1)有効ねじ長さ

形状A 形状B
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アプリケーションと軸受選定の基本

軸受の予圧

予圧は、転動体と軌道輪の間に作用する、外
部荷重によらない応力です。予圧は、マイナス
の内部すきまであるとみなすことができま
す。予圧を付加する理由には以下のものがあ
ります。

• 剛性の強化
• 騒音レベルの低減
• シャフト支持の向上
• 軸受寿命の延長
• 回転精度の向上
• 荷重が非常に軽いまたは存在しない条件
下で、起動と停止が素早く繰り返される高
速アプリケーションでの滑りの防止

ほぼすべての超精密軸受を使用するアプリ
ケーションでは、システム剛性を強化するた
めに予圧が必要です。

アンギュラ玉軸受

アンギュラ玉軸受は、主に背面組合せ(†
図34、図35)または正面組合せ(†図36)の
セットで取付けられ、アキシアル予圧を付加
されるのが一般的です。予圧を付加するに
は、一方の軌道輪の位置を、もう一方の軌道
輪に対して、必要な予圧荷重によって決まっ
た量だけ、アキシアル方向に移動させる(†
図34、図36)か、ばね(†図35)を使用します。
組合せ軸受およびユニバーサルマッチ軸受
はアキシアルすきま/差幅が高精度に調整さ
れていますので、2個の軸受を互いに直接隣
接するように取付けるだけで、追加の調整な
しに指定の予圧が得られます。この予圧は締
まりばめおよび運転条件の影響を受けるので
注意してください。詳細については、組込み
後の組合せ軸受の予圧(†162ページ)を参照
してください。
予圧の変更が必要な場合には、軸受間に間
座を使用することで、調整が可能です。詳細
については、予圧の調整(†166ページ)を参
照してください。

図34

図35

図36
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予圧を付加された組合せ軸受への外部荷重の影響

グラフ13は、予圧を付加された組合せ軸受に
外部アキシアル荷重が作用した時の影響を説
明しています。グラフの曲線は、背面組合せ
軸受のばね特性を表しています。青い曲線
は、外部アキシアル応力Kaを受ける軸受Aを
表しています。赤い曲線は、アキシアル応力に
よって負荷荷重が減少する軸受Bを表してい
ます。
アキシアル応力Kaが作用しない時、2個の
軸受は、それぞれ内外輪のアキシアル方向変
位d0によって予圧を付加され、どちらの軸受
も予圧荷重F0を受けています。軸受Aに外部
アキシアル応力Kaが作用すると、軸受Aが受け
る荷重はFaAに上昇し、同時に軸受Bが受ける
荷重はFaBに減少します。内輪のアキシアル方
向変位は、ばねの曲線に従います。dKaは軸受
セットの位置変位、dKbは軸受Bで維持される
予圧段差[µm]です。
スピンドルへのアキシアル応力が予圧抜け
荷重Ka1に達すると、軸受Bは完全に無荷重状
態になります。この状態では、無荷重のボー
ルは自転を停止し、軌道輪との間で滑り接触
を起こします。滑り接触はたとえわずかな時
間であっても軸受の早期損傷の原因となりま
す。

グラフ13

予圧を付加された組合せ軸受への外部荷重の影響

dKa dKb

Ka

Ka

A B

Ka1

d0

FaA

F0

FaB

予圧抜け荷重は、予圧と軸受配列によって
変化します(†表21、92ページ)。予圧抜けに
よる異常を防止するには、予圧を高めるか、
接触角度の異なる軸受を使用する方法があり
ます。詳細については、SKFアプリケーション
エンジニアリングサービスまでお問い合わせ
ください。

アキシアル荷重Fa、
予圧力F0

アキシアル方向変位

軸受B 軸受A
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アプリケーションと軸受選定の基本

表21

組合せアンギュラ玉軸受の予圧抜け荷重

配列 予圧向け荷重
 Ka1 Kb1

2,83F0 2,83F0

4,16F0 2,08F0

2,83F0 2,83F0

5,4F0 1,8F0

5,9F0 1,75F0

9,85F0 1,45F0

5,9F0 1,75F0

13,66F0 1,33F0

F0=予圧荷重

A B

Ka1 Kb1

A A B

Ka1 Kb1

A A B B

Ka1 Kb1

A A A B

Ka1 Kb1

A B

Ka1 Kb1

A A B

Ka1 Kb1

A A B B

Ka1 Kb1

A A A B

Ka1 Kb1

同じ接触角度(aA = aB)

異なる接触角度(aA = 25°、aB = 15°)
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ばね予圧

アンギュラ玉軸受に対しばねを使用した予圧
の付加方法は、高速研削スピンドルで一般的
に行われています。ばねは2個の軸受(あるい
は軸受セット)のうち、一方の外輪に作用しま
す。ばねが作用する外輪は、アキシアル方向
に移動できなければなりません。予圧荷重
は、シャフトの熱膨張によって軸受のアキシア
ル方向位置が変化した場合であっても、実質
的に一定に維持されます。ばね予圧と予圧荷
重の詳細については、定圧予圧(†165ペー
ジ)を参照してください。
ばね予圧は、高い剛性が求められる用途、
荷重方向が変化する用途、不確定な衝撃荷
重が生じる用途には適しません。
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円筒ころ軸受

円筒ころ軸受では、ラジアル方向にのみ予圧
を付加できます(†図37)。内径テーパー穴の
軸受では、軸受の内輪をテーパー軸に圧入す
ることで予圧を付加できます。内輪をアキシ
アル方向に押し上げると、締まりばめによって
内輪が拡大し、必要な予圧が得られます。予
圧を正確に設定するには、内部すきまゲージ
を使用する必要があります。詳細については、
軸受の組み付け(†280ページ)またはすきま/
予圧の調整(†278ページ)を参照してくださ
い。

スラストアンギュラ玉軸受

スラストアンギュラ玉軸受では、アキシアル方
向にのみ予圧を付加できます(†図38)。スラ
ストアンギュラ玉軸受は予圧段差が組合せ軸
受内で調整されているので、軸受を組み立て
た時点で、追加の調整なしに指定の予圧が得
られます。この予圧は締まりばめおよび運転
条件の影響を受けるので注意してください。
スラストアンギュラ玉軸受は、荷重負荷時

には、アンギュラ玉軸受と同様の特徴を示し
ます。したがって、アンギュラ玉軸受について
提供されている情報は、スラストアンギュラ玉
軸受にも適用できます。BSA/BSDシリーズ送
りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受の予
圧抜け荷重係数は、アンギュラ玉軸受と同じ
です(†表21、92ページ)。

BTW/BTMシリーズ複式スラストアンギュラ
玉軸受については、次の式で予圧抜け荷重の
推定値を求めることができます。

Ka1=2,85F0

ここで
Ka1=予圧抜け荷重
F0 =外部アキシアル荷重を受ける前の軸受

の予圧

図37

図38
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シール付き軸受

汚染物質や湿気は、軸受の寿命や性能に悪
影響をおよぼすおそれがあります。この問題
は、クーラントの使用や切粉の発生が運転時
に避けられない条件となっている工作機械向
けアプリケーションでは特に重要です。その
ため、スピンドルの信頼性を向上するには、
効果的なシールの設置が不可欠です。軸受を
保護するため、SKFでは多種多様な外部シー
ル、および軸受一体型シールを用意していま
す。

外部シール

特定の運転条件下でのシール効果が、設計上
のスペースやコストよりも重視される場合に
は、非接触シール(†図39)と接触シール

(†図41、98ページ)の2種類のシールが使
用できます。

SKF製品以外のシールを使用する場合は、
次のセクションの情報は参考として使用して
ください。スピンドルにシールを組み込む前
に、必ずシールの性能基準を理解しておいて
ください。SKFは、SKF以外の製品の性能につ
いていかなる責任も負いません。

図39
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アプリケーションと軸受選定の基本

非接触シール

非接触シールは、回転数と精度が求められる
アプリケーションでは、ほぼ必ず使用されて
います。非接触シールの効果は原則的に、
シャフトとハウジング間の狭いすきまのシー
ル作用によって決まります。接触していないの
で、摩擦がほとんどなく、回転速度への影響
が実質的に存在しません。そのため、これら
のシールは工作機械スピンドルに最適なソ
リューションとなっています。
シールのバリエーションは、シンプルな
ギャップタイプシールから多段式のラビリン
スシールまで多岐に渡ります(†図39、95 
ページ)。多段式のラビリンスシールでは、
ギャップタイプシールよりもはるかに高い効
果が得られます。これはアキシアルおよびラ
ジアル方向に交差する部品によって、汚染物
質やクーラントが軸受側へ侵入することを効
果的に防止するためです。
厳しい汚染環境では、多くの場合、複雑な
ラビリンスシール設計が必要になります。ラ
ビリンスシールは3つ以上の段階を備え、潤
滑剤を軸受配列内に保持し、汚染物質を遮断
します。図40で説明されているように、効果
の高いラビリンスシールは、原則的に以下の3
つの段階を備えています。

• 初期段階
• 第二段階
• 最終段階

排水チャンバと回収装置を備えたこの設計
は、シュトゥットガルト工業大学(ドイツ)の研
究から生まれたものです。
初期段階は、スプラッシュガード(1)、ハウ

ジングカバー(2)、ラビリンスを形成する
フォームで構成されています。スプラッシュ
ガードは遠心力を利用して汚染物質をカバー
外に導き、ハウジングカバーは汚染物質がラ
ビリンスに進入するのを直接遮断します。ハ
ウジングカバーとシャフトの間のラジアルす
きま(3)は、0,1~0,2 mmでなければなりませ
ん。
第二段階は、何らかの手段で初期段階の
ガードを通過した液体をすべて回収して排出
するように設計されています。この段階の設
計上の特徴は、シャフトの環状溝(4)の他に、
排水チャンバ(5)とドレーン穴(6)を含みます。
環状溝は、液体が無回転状態のシャフトを伝
わるのを阻止し、代わりに排水チャンバに流
入するように導きます。シャフトが回転してい
る場合は、液体は周囲に飛ばされ、排水チャ
ンバに回収されてドレーン穴から排水されま

す。回収エリアの大型のドレーン穴(最大
250 mm2)により、チャンバ内にたまる液体の
量は制限されます。
第二段階の設計上の特徴は、最終段階にも
組み込まれています。このセクションは、0,2~ 
0,3 mmのラジアルすきまを備えたラビリンス
リング(7)、液体阻止チャンバ(8)、液体を廃水
エリアに導くコレクタ(9)、最大150 mm2の排
水エリアを備えたドレーン穴(10)で構成され
ています。スペースに余裕がある場合は、チャ
ンバ、コレクタ、最大50 mm2のドレーン穴
(11)を追加することができます。最後の最大
1 mmのラジアルラビリンスすきま(12)により、
毛細管現象が防止されます。
これらのタイプのシール配列を設計する際
は、以下の項目を考慮する必要があります。

• ポンプ効果により内側へ向かう気流を防止
するため、ラビリンス部品の直径は外側か
ら内側へ、少しずつ小さくする必要があり
ます。
• 回転部品のらせん溝は、溝のらせん方向と
回転方向に応じて、液体をいずれかのアキ
シアル方向に非常に効率的に移動させるこ
とができます。一方向回転のスピンドルで
は、この機能を慎重に設計に組み込んで活
用すると、すきまやラビリンスシールの効
果を強化できます。すきまおよびラビリン
スシール回転部品のらせん溝は、両方向に
回転するスピンドル、または溝によってシー
ル効果が阻害される一方向回転のスピンド
ルでは、避ける必要があります。
• 運転条件が厳しい場合は、ラビリンスすき
まの間またはスピンドル内部に圧縮空気を
送り込むことで、エアバリアを設けることが
できます。ただし、気流が常に外側に向か
うように圧力バランスを調整する必要があ
ります。
• シールシステムは、ある程度のアキシアル
方向スペースを占有することが好ましいと
されています。これは、スペースによって広
い排水エリアと大型のコレクタをシステム
に組み込めるようにするためです。ただし
この場合、前面の軸受(および切削力作用
位置)からのオーバーハングが長くなり、ス
ピンドル剛性は低下します。
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アプリケーションと軸受選定の基本

接触シール

接触シール(†図41)は一般的に非常に信頼
性の高いシールです。ただし、このシールの効
果は、以下のような要因によって左右されま
す。

• シール設計
• シール材料
• 接触圧力
• シール接触面の表面仕上げ
• シールリップの状態
• シールリップと接触面の間の潤滑剤

シールリップと接触面の間の摩擦により、高
速運転時に大量の熱が発生することがありま
す(A ≥200 000 mm/min)。その結果、これら
のシールは低速スピンドル、あるいは発熱が
スピンドルの性能に大きな影響を与えないア
プリケーションで使用されます。

図41

軸受一体型シール

シール軸受は一般的に、コストやスペース上
の理由で十分に効果的な外部シールソリュー
ションを採用できない場合に使用されます。

SKFは、両側をシールした超精密軸受を多
数用意しています。詳細については、関連製
品の章のシール付き軸受を参照してくださ
い。
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潤滑

潤滑

超精密軸受の潤滑剤と潤滑方法の選択は、
主に必要な回転数や許容運転温度などの運
転条件に基づいて行う必要があります。ただ
し、振動、荷重、ギアなどの隣接部品の潤滑
等、他の要因も選択プロセスに影響します。
転動体と軌道面の間に適切な流体潤滑膜
を形成するのに必要な潤滑剤はごく少量で
す。そのため、スピンドル軸受の潤滑剤とし
て、グリースが幅広く使用されています。適切
に設計されたグリース潤滑システムを用いる
ことで、流体力学的摩擦損失を低下させ、運
転温度を最小限に抑えることができます。し
かし、高速回転のアプリケーションでは、グ
リース潤滑では寿命が短過ぎるためにオイル
潤滑が必要になることがあります。オイル潤
滑は、追加的な機能として冷却効果を持ち合
わせている、オイルエアシステムまたはオイル
循環システムで行うのが一般的です。

グリース潤滑

グリース潤滑の軸受は、幅広い回転数のアプ
リケーションに適しています。適量の高品質
グリースで超精密軸受の潤滑を行うと、過度
な温度上昇なしに比較的高速回転で運転す
ることが可能になります。
グリースを使用することで、軸受配列の設
計は比較的にシンプルになるという利点もあ
ります。これはシャフトを傾斜させたり垂直
にした場合に、軸受配列内で、オイルに比べ
るとグリースの保持が容易なためです。さら
にグリースは、固体および液体汚染物質や湿
気を防ぐシール構造でも効果的に機能しま
す。

グリースの選択

超精密軸受を使用するほとんどのスピンドル
では、鉱物油やリチウム石けんを使用したグ
リースが適合します。これらのグリースは軸
受表面にしっかりと付着し、運転温度–30~ 
+110 °C (–20~+230 °F)のアプリケーションで
の使用に耐えます。高速回転および高温のア
プリケーション、または長寿命が求められる
アプリケーションでは、SKFジエステルオイル
系グリースLGLT 2などの合成オイルを使用し
たグリースが効果的です。
送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

では、ほとんどの運転条件下で、エステルま
たは鉱物油およびカルシウム系増ちょう剤を
使用したグリースが使用できます。

以下の条件下では、その他のグリースが必
要になる場合があります。

• 運転温度< 10 °C (50 °F)または> 100 °C  
(210 °F)
• 軸受回転数が極端に高いまたは低い
• 非常に低い回転頻度や搖動運動
• 軸受が振動に曝される
• 軸受が重荷重または衝撃荷重を受ける
• 耐水性が重視される
• 重荷重を受けるまたは振動に曝される低
速回転の送りねじ支持用軸受(鉱物油およ
びSKFLGEP 2などのEP添加剤を使用した
リチウム石けんグリースで潤滑を施す必要
があります)

適切なグリースを選択するプロセスは4つの
手順で構成されています。

1.ちょう度クラスを選択する

グリースは、米国潤滑グリース協会(NLGI)の
規定に従って、様々なちょう度クラスに分類で
きます。ちょう度の高いグリース(硬いグリー
ス)には高いNLGIクラスが割り当てられ、ちょ
う度の低い(柔らかいグリース)には低いNLGI
クラスが割り当てられます。転がり軸受に
は、3つのちょう度クラスが推奨されます。

• 通常の軸受で最も一般的に使用されている
グリースは、NLGIクラス2のグリースです。
• 周囲温度が低く振動の多い用途では、
NLGI 1に分類されるちょう度の低い転がり
軸受用グリースが好まれます。
• 大型軸受、垂直配置のシャフト、周囲温度
が高いまたは振動があるなどのアプリケー
ションには、NLGI 3グリースを推奨します。

2.必要な基油粘度を決める

必要な基油粘度の計算の詳細については、
SKF転がり軸受総合カタログの潤滑条件–粘
度比kを参照するか、skf .comにアクセスして
ください。このカタログのグラフは、完全油
膜条件下での弾性流体潤滑(EHL)に基づいて
います。
しかし、粘度が非常に高い/低い基油を含
むグリースを使用すると、油膜がEHLの理論
値よりも薄くなることがわかっています。その
ため、グラフを使用して超精密軸受のグリー
ス潤滑に必要な基油粘度を決定する場合は、
補正が必要になることがあります。実地での
経験から、基準温度40 °C (150 °F)で必要な粘
度nを決定した後、以下の要領で補正すること
を推奨します。
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• n ≤ 20 mm2/s†粘度に係数1~2をかけま
す。
この低粘度域では、潤滑油粘度が低すぎ
て、十分な厚さの油膜が形成されません。
• 20 mm2/s < n ≤ 250 mm2/s†補正係数は
使用しません。
• n > 250 mm2/s †SKFアプリケーションエ
ンジニアリングサービスまでお問い合わせ
ください。

必要粘度の計算は、SKFのプログラム、
Viscosityを使用して行うこともできます。詳細
については、skf .com/bearingcalculatorにアク
セスしてください。
高粘度のグリースは、軸受で生じる摩擦や

熱を増加させますが、送りねじ支持用軸受の
低速回転アプリケーションや疑似圧痕のリス
クがあるアプリケーションなどで必要になる
場合があります。

3.EP添加剤の要否を確認する

以下のいずれかの条件に曝される超精密軸
受では、EP添加剤を使用したグリースが適合
する場合があります。

• 極端な重荷重(P > 0,15 C)
• 衝撃荷重
• 低速回転
• 一定時間の静荷重
• 起動と停止が高速で繰り返される運転サイ
クル

EP添加剤入りグリースは必要な場合にのみ
限定して使用し、常にそのグリースの運転温
度範囲内で使用しなければなりません。EP添
加剤の種類によっては、特に高温時に軸受材
料に適合しないことがあります。詳細につい
ては、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスまでお問い合わせください。

4.その他の要求項目を確認する

一部のアプリケーションでは、運転の条件と
して、グリースに対し独自の特性が求められ
る場合があります。参考として、以下のような
推奨が挙げられます。

• 水による洗い流しへの対応として、リチウム
増ちょう剤よりもカルシウム増ちょう剤を
使用したグリースを検討します。
• 防錆性能が必要な場合は、適切な添加剤
を選択します。
• 振動レベルが高い場合は、機械的安定性の
高いグリースを選択します。

特定の軸受タイプおよび用途に適したグリー
スの選択は、グリース選択プログラム、SKF
LubeSelectを使用して行うこともできます。詳
細についてはskf .com/lubricationにアクセスし
てください。
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初期グリース充填量

高速アプリケーション用超精密軸受のグリー
ス充填量は、軸受内空間容積の30%未満でな
ければなりません。
送りねじ支持用開放型スラストアンギュラ
玉軸受は、軸受内空間容積の最大25~35%の
グリースで潤滑する必要があります。
新たにグリースを充填した軸受は、慣らし

運転の間、低速回転で運転する必要がありま
す(†グリース潤滑軸受の慣らし運転、111 
ページ)。この慣らし運転により、余分なグ
リースが排除され、残ったグリースが軸受内
で均等に分配されます。慣らし運転を行わな
かった場合、温度上昇によって軸受が早期故
障を起こすおそれがあります。
初期グリース充填量は、軸受のタイプ、シ
リーズ、サイズ、さらに回転速度係数Aによっ
て決まります。

A=ndm

ここで
A =回転速度係数[mm/min]
dm=軸受の内径平均[mm]

=0,5(d+D)
n =回転数[r/min]

開放型軸受の初期グリース充填量は次の式
で求めることができます。

G=KGref

ここで
G =初期グリース充填量[cm3]
Gref=基準グリース量[cm3]

– アンギュラ玉軸受
†表22、102ページ
– 円筒ころ軸受†表23、103ページ
– 複式スラストアンギュラ玉軸受
†表24、104ページ
– 送りねじ支持用スラストアンギュラ玉
軸受†表25、104ページ

K =軸受タイプおよび回転速度係数Aに応
じた計算係数
(†グラフ14、105ページ)

シール付き軸受は、高品質の低粘度グリース
が、軸受内空間容積の最大15%が充填されて
います。シール付き軸受は、通常の運転条件
下では、再給油の必要はないと考えられてい
ます。グリースは次の特性を備えています。

• 高速性
• 優れた耐劣化性
• 非常に優れた防錆性能

シール付き軸受に充填されているグリースの
仕様は、表26 (104ページ)に記載されていま
す。
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表22

アンギュラ玉軸受の基準グリース量

内径 サイズ 各シリーズの基準グリース量Gref
718CD 719CD 719CE 719CB 70CD 70CE 70CB 72CD

d 718ACD 719ACD 719ACE 719ACB 70ACD 70ACE 70ACB 72ACD

mm – cm3

6 6 – – – – 0,09 0,09 – –
7 7 – – – – 0,12 0,11 – 0,16
8 8 – – 0,09 – 0,15 0,17 – 0,23

9 9 – – 0,09 – 0,18 0,19 – 0,26
10 00 0,06 0,12 0,1 – 0,24 0,28 – 0,36
12 01 0,07 0,12 0,1 – 0,27 0,31 – 0,51

15 02 0,08 0,21 0,2 – 0,39 0,5 – 0,73
17 03 0,09 0,24 0,2 – 0,54 0,68 – 1
20 04 0,18 0,45 0,5 – 0,9 1,1 – 1,5

25 05 0,21 0,54 0,6 – 1 1,3 – 1,9
30 06 0,24 0,63 0,6 0,72 1,6 1,7 1,4 2,8
35 07 0,28 0,93 0,8 0,96 2 2,4 1,8 3,9

40 08 0,31 1,4 1,4 1,4 2,4 2,8 2,2 4,7
45 09 0,36 1,6 1,5 1,8 3,3 3,4 2,9 5,9
50 10 0,5 1,7 1,7 1,9 3,6 4,1 3,1 6,7

55 11 0,88 2,5 2,3 2,6 5,1 5 4,7 8,6
60 12 1,2 2,7 2,5 2,8 5,4 5,3 5 10
65 13 1,3 2,9 2,6 3 5,7 6,2 5,5 12

70 14 1,4 4,5 4,3 4,5 8,1 8,2 7,3 14
75 15 1,5 5,1 4,5 4,8 8,4 8,6 7,7 15
80 16 1,6 5,1 4,8 5,3 11 12 10 18

85 17 2,7 7,2 7 6,5 12 12 11 22
90 18 2,9 7,5 7 7,4 15 14 14 28
95 19 3,1 7,8 7,3 7,5 16 17 15 34

100 20 3,2 11 10 10 16 17 15 41
105 21 4 11 – – 20 – – 48
110 22 5,1 11 11 11 26 23 22 54

120 24 5,5 15 15 14 27 28 24 69
130 26 9,3 20 – – 42 – – 72
140 28 9,9 22 – – 45 – – 84

150 30 13 33 – – 54 – – –
160 32 14 33 – – 66 – – –
170 34 – 36 – – 84 – – –

180 36 – 54 – – 111 – – –
190 38 – 57 – – 114 – – –
200 40 – 81 – – 153 – – –

220 44 – 84 – – 201 – – –
240 48 – 93 – – 216 – – –
260 52 – 150 – – 324 – – –

280 56 – 159 – – – – – –
300 60 – 265 – – – – – –
320 64 – 282 – – – – – –

340 68 – 294 – – – – – –
360 72 – 313 – – – – – –

充填量30%を基準とした値です。
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表23

円筒ころ軸受の基準グリース量

内径 サイズ 各シリーズの基準グリース量Gref

d N10TN N10TNHA N10PHA NN301) NNU491)

mm – cm3

25 05 – – – 0,9 –
30 06 – – – 1 –
35 07 – – – 1,9 –

40 08 2,3 2,5 3,1 1,8 –
45 09 2,9 3,2 4,1 2,4 –
50 10 3,2 3,5 4,4 2,7 –

55 11 4,4 4,9 6,1 3,6 –
60 12 4,7 5,2 6,5 3,8 –
65 13 5 5,5 6,9 4,1 –

70 14 6,7 7,2 9,2 5,9 –
75 15 7,1 7,7 9,6 6,3 –
80 16 9 9,8 13 8,3 –

85 17 9,2 10 – 8,4 –
90 18 12 14 – 11 –
95 19 13 14 – 12 –

100 20 13 14 – 12 13
105 21 18 18 – 17 15
110 22 21 21 – 20 17

120 24 22 34 – 23 27
130 26 – – – 34 31
140 28 – – – 52 45


150 30 – – – 63 57
160 32 – – – 78 63
170 34 – – – 105 72


180 36 – – – 138 81
190 38 – – – 144 85
200 40 – – – 191 117


220 44 – – – 260 150
240 48 – – – 288 171
260 52 – – – 392 366


280 56 – – – 420 384

充填量30%を基準とした値です。
1)d > 280 mmのNN 30およびNNU 49シリーズの軸受については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合
わせください。
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表24

複式スラストアンギュラ玉軸受の基準グリース量

内径 サイズ 各シリーズの基準グリース量
Gref

d BTW BTM

mm – cm3

35 07 1,9 –
40 08 2,5 –
45 09 3,1 –

50 10 3,3 –
55 11 4,8 –
60 12 5,2 7,8

65 13 5,6 8,4
70 14 7,4 11
75 15 7,8 11,8

80 16 11 16
85 17 11 16,8
90 18 14 22

95 19 15 22
100 20 16 22
105 21 – –

110 22 27 38
120 24 28 40
130 26 40 58

140 28 45 62
150 30 56 80
160 32 67 94

170 34 90 126
180 36 117 160
190 38 122 –

200 40 157 –

充填量30%を基準とした値です。

表25

送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受の基準グリース
量

型番 基準グリース量Gref

– cm3

BSA 201 C 0,4
BSA 202 C 0,5
BSA 203 C 0,7

BSA 204 C 1,2
BSA 205 C 1,5
BSA 206 C 2,2

BSA 207 C 3
BSA 208 C 3,7
BSA 209 C 4,5

BSA 210 C 5,2
BSA 212 C 8,5
BSA 215 C 11,1

BSA 305 C 2,4
BSA 306 C 2,1
BSA 307 C 4,2
BSA 308 C 6,4

BSD 2047 C 1,4
BSD 2562 C 2
BSD 3062 C 2

BSD 3572 C 2,5
BSD 4072 C 2,5
BSD 4090 C 5,2

BSD 45100 C 5,9
BSD 4575 C 2,7
BSD 50100 C 6,5

BSD 55100 C 6,5
BSD 55120 C 7,5
BSD 60120 C 7,5

充填量35%を基準とした値です。

表26

シール付き軸受充填グリース仕様

特性 グリース仕様

増ちょう剤 特殊リチウム石けん

基油タイプ エステル/PAO

NLGIちょう度クラス 2

温度範囲
[°C] –40~+120
[°F] –40~+250

基油動粘度[mm2/s]
40°C(105 °F) 25
100°C(210 °F) 6
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図14

初期グリース充填量計算係数K

1,1

1,0

0,9

0,8

0,7

0,6

0,5

0,4

0,3

0,2

0,1

0

0 0,2 0,4 0,6 0,8 1,0 1,2 1,4 1,6 1,8 2,0

▬▬ アンギュラ玉軸受、円筒ころ軸受、複式アンギュラスラスト玉軸受
▬▬ 送りねじ用支持用スラストアンギュラ玉軸受

速度係数A [106 mm/min]

速度係数の上限は、軸受のタイプとシリーズによって決まります。

係数K
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グリースの塗布

軸受にグリースを塗布する際は、転動体と軌
道輪の間の空間にグリースを均等に分配しな
ければなりません。軸受を手動で回転させ、
グリースをすべての内部表面に行き渡らせる
必要があります。
送りねじ支持用の小型スラストアンギュラ
玉軸受では、必要なグリース量がごくわずか
であることが一般的です。ごく少量のグリー
スを塗布しなければならない場合は、最初に
軸受をグリース溶液(溶液中のグリース濃度
3~5%)に浸漬します。グリースの塗布は、溶液
が排出され蒸散した後に行います。軸受をグ
リース溶液に浸漬することで、確実にすべて
の表面が薄い潤滑膜で覆われた状態になり
ます。

グリース寿命と再給脂間隔

グリース寿命を計算するうえで、その計算に
影響を与える多くの要因が存在するため、特
定のアプリケーションに対してグリース寿命
を計算することは非常に複雑です。そのた
め、グリース寿命については、経験的データ
に基づいた推測値を使用するのが一般的な
慣行となっています。
グリース潤滑軸受の再給脂間隔の推測値
は、グリース寿命の推測値に基づいていま
す。グリース寿命を推測する方法には様々な
ものがありますが、SKFは超精密軸受に対し
最良の推定値を得る方法として、以下を推奨
しています。
グラフ15は、様々なアプリケーションの超
精密軸受に対する再給脂間隔tfを示していま
す。グラフの値は、以下の条件下において有
効です。

• スチール製転動体を使用した軸受
• 水平軸
• 運転温度≤ 70 °C (160 °F)
• リチウム増ちょう剤を使用した高品質グ
リース
• 軸受の90%が確実に潤滑された状態を維持
する再給脂間隔(寿命L10)

グラフ15から得られた再給脂間隔は、必要に
応じて、軸受タイプ、用途、運転条件に応じた
補正係数で調節します。
再給脂間隔の推定値は次の式で求めるこ
とができます。

Trelub=tfC1C2 . . .C8

アンギュラ玉軸受およびスラスト玉軸受の曲
線は、単列軸受にのみ適用されます。組合せ
軸受では、再給脂間隔に係数C1 (†表27、
108ページ)をかけて、配列、セット内の軸受
の数、予圧に応じた補正を行う必要がありま
す。5個以上の軸受で構成される配列につい
ては、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスまでお問い合わせください。
ハイブリッド軸受では、スチール製転動体
を使用した軸受のグリース寿命計算値に補正
係数C2 (†表28、108ページ)をかけて、補
正を行うことができます。
再給脂間隔には、運転条件に応じた関連
補正係数C3~C8 (†表29、109ページ)をかけ
る必要があります。
水分、クーラント、振動の有無など、ここで
説明されていない条件もグリース寿命に影響
する可能性があります。
工作機械のスピンドルでは多くの場合、運
転中に速度、荷重、運転温度の変化が伴いま
す。速度/荷重スペクトルが明らかで繰返し性
が高い場合は、上記の方法で各速度/荷重サ
イクルの再給脂間隔の推測値を求めることが
できます。その後、次の式で全体的な運転サ
イクルの再給脂間隔を求めることができま
す。

  100
tftot=———–
  ∑(ai/tfi)

ここで
tftot=再給脂間隔の合計[時間]
ai =合計サイクル時間中に占める速度ni 

の割合[%]
tfi =速度niの再給脂間隔の合計[時間]
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図15

グリース再給脂間隔参考値

100 000

10 000

1 000

100

0,1 0,15 0,2 0,3 0,5 0,7 1,0 1,5

再給脂間隔tf [時間]
アンギュラ玉軸受15°、18°

アンギュラ玉軸受25°

送りねじ用支持用スラストアンギュ
ラ玉軸受

複式アンギュラスラスト玉軸受

円筒ころ軸受N 10

円筒ころ軸受NN 30

速度係数A [106 mm/min]

107

1



アプリケーションと軸受選定の基本

表27

軸受タイプ、組合せ配列、予圧等級による補正係数

軸受タイプ 配列 補正係数C1
軸受シリーズ 組合せ

記号
予圧等級

  A L B M C F D

アンギュラ玉軸受
719D、70D、72D 2列背面組合せ DB 0,81 – 0,75 – 0,65 – 0,4

2列正面組合せ DF 0,77 – 0,72 – 0,61 – 0,36
2-1背面組合せ TBT 0,7 – 0,63 – 0,49 – 0,25
2-1正面組合せ TFT 0,63 – 0,56 – 0,42 – 0,17
2-2背面組合せ QBC 0,64 – 0,6 – 0,53 – 0,32
2-2正面組合せ QFC 0,62 – 0,58 – 0,48 – 0,27

718D、719E、70E 2列背面組合せ DB 0,8 – 0,65 – 0,4 – –
2列正面組合せ DF 0,77 – 0,61 – 0,36 – –
2-1背面組合せ TBT 0,69 0,72 0,49 0,58 0,25 0,36 –
2-1正面組合せ TFT 0,63 0,66 0,42 0,49 0,17 0,24 –
2-2背面組合せ QBC 0,64 – 0,53 – 0,32 – –
2-2正面組合せ QFC 0,62 – 0,48 – 0,27 – –

719B、70B 2列背面組合せ DB 0,83 – 0,78 – 0,58 – –
2列正面組合せ DF 0,8 – 0,74 – 0,54 – –
2-1背面組合せ TBT 0,72 – 0,66 – 0,4 – –
2-1正面組合せ TFT 0,64 – 0,56 – 0,3 – –
2-2背面組合せ QBC 0,67 – 0,64 – 0,48 – –
2-2正面組合せ QFC 0,64 – 0,6 – 0,41 – –

複式スラストアンギュラ玉軸受
BTW – – 1 – – – – – –
BTM – – 1 – 0,5 – – – –

送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
BSA、BSD 2列組合せ – 0,8 – 0,4 – – – –

3列組合せ – 0,65 – 0,3 – – – –
4列組合せ – 0,5 – 0,25 – – – –

表28

ハイブリッド軸受の補正係数

軸受タイプ 補正係数C2
速度係数A[106mm/min]

 0,5 0,7 1 1,5

アンギュラ玉軸受 3 3,5 3 2,8

複式スラストアンギュラ
玉軸受

3 – – –

円筒ころ軸受 3 3 3 2,5
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表29

運転条件による補正係数

運転条件 補正係数

シャフト方向
垂直 C3 0,5
水平 1

軸受荷重
P<0,05C C4 1
P<0,1C 0,7
P<0,125C 0,5
P<0,2C 0,3
P<0,5C 0,2
P<C 0,1

信頼性
L1 C5 0,37
L10 1
L50 2

軸受を通る空気流
弱 C6 1
中 0,3
強 0,1

湿気および粉塵
少ない C7 1
普通 0,5
多い 0,3
非常に多い 0,1

運転温度
40 °C (105 °F) C8 2
55 °C (130 °F) 2
70 °C (125 °F) 1
85 °C (185 °F) 0,5
100 °C (210 °F) 0,25

表30

基油タイプの互換性

 鉱物油 エステル油 ポリグリコール シリコン-メチル シリコン-フェニル ポリフェニルエーテル

鉱物油 + + – – + o

エステル油 + + + – + o

ポリグリコール – + + – – –

シリコン-メチル – – – + + –

シリコン-フェニル + + – + + +

ポリフェニルエーテル o o – – + +

+互換性あり
–互換性なし
o個別検査が必要

混和性

既存のアプリケーションでグリースの変更を
検討する際は、新しいグリースと既存のグ
リースの基油に関する互換性(†表30)と増
ちょう剤に関する互換性(†表31、110ペー
ジ)を確認する必要があります。互換性はグ
リースの組成に基づいています。あくまでも
ガイドラインとしてのみ使用してください。
SKFは、グリースの専門家により混和性を確
認した後、実用条件下で新しいグリースをテ
ストすることを推奨しています。
新しいタイプのグリースを塗布する前に、
軸受から可能な限り古いグリースを取り除き
ます。新しいグリースと古いグリースに互換
性がない場合、あるいは、古いグリースに
PTFE増ちょう剤が含まれる場合や、古いグ
リースがシリコン系である場合には、適切な
溶剤を使用して軸受を十分に洗浄する必要
があります。新しいグリースを塗布した後は、
軸受を注意深く監視し、新しいグリースが適
切に機能していることを確認します。
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表31

増ちょう剤タイプの互換性






リチウム
石けん



カルシウ
ム石けん



ナトリウ
ム石けん



リチウム
コンプ
レックス
石けん

カルシウ
ムコンプ
レックス
石けん

ナトリウ
ムコンプ
レックス
石けん

バリウム
コンプ
レックス
石けん

アルミニ
ウムコン
プレック
ス石けん

クレイ




ポリウレ
ア



リチウム石
けん

+ o – + – o o – o o

カルシウム
石けん

o + o + – o o – o o

ナトリウム
石けん

– o + o o + + – o o

リチウムコ
ンプレック
ス石けん

+ + o + + o o + – –

カルシウム
コンプレッ
クス石けん

– – o + + o – o o +

ナトリウム
コンプレッ
クス石けん

o o + o o + + – – o

バリウムコ
ンプレック
ス石けん

o o + o – + + + o o

アルミニウ
ムコンプ
レックス石
けん

– – – + o – + + – o

クレイ o o o – o – o – + o

ポリウレア o o o – + o o o o +

+互換性あり
–互換性なし
o個別検査が必要
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グリース潤滑軸受の慣らし運転

グリース潤滑された超精密軸受は、初期の運
転時に比較的高い摩擦モーメントを示しま
す。慣らし運転なしに高速回転で運転する
と、温度が大幅に上昇するおそれがありま
す。摩擦モーメントの上昇は、余分なグリース
の撹拌によって生じています。余分なグリース
は接触領域からある程度の時間をかけて排
除されます。開放型軸受では、組立中に必要
量のグリースを軸受の両側に均等に分配する
ことで慣らし運転の時間を最短にすることが
できます。隣接する軸受の間に間座を設置す
ることでも、慣らし運転時間を短縮できま
す。
運転温度が安定するまでに必要な時間は、
以下の要因によって決まります。

• グリースのタイプ
• 初期グリース充填量
• 軸受へのグリース塗布方法
• セット内の軸受の数と配列
• 余分なグリースを排除するための軸受両側
の空間
• 慣らし運転の手順

超精密軸受は一般的に、適切な慣らし運転を
行うことで、摩擦モーメントと運転温度が最
小限に抑えられ、最低限の量の潤滑剤で運
転できるようになります。軸受の両側に堆積
するグリースは、予備として機能し、オイルを
軌道面に流出させて、効果的な潤滑を長期間
実現します。
慣らし運転にはいくつかの方法がありま

す。選択された慣らし運転手順にかかわらず、
慣らし運転では可能な限り軸受を正/逆両方
向で回転させる必要があります。

標準的な慣らし運転手順

最も一般的な慣らし運転手順の概要は以下
のとおりです。

1 低い起動回転数と、比較的小さい速度増
加値を選択します。

2 絶対温度上限値を決定します(通常60~ 
65 °C (140~150 °F)。SKFは、温度が制限値
を超えた場合にスピンドルを停止するリ
ミットスイッチを機械に設定することを推
奨しています。

3 選択した起動回転数で運転を開始します。
4 軸受外輪近傍の位置の温度を測定して温
度上昇を監視し、温度が安定するのを待ち
ます。温度が制限値に達した場合は、スピ
ンドルを停止して軸受を冷まします。同じ
回転数でプロセスを繰り返し、温度が制限
値を下回る値で安定するまでスピンドルの
起動/停止を繰り返します。

5 軸受の温度が安定したら、さらに10~15分
間スピンドルを運転し続けます。その後、
回転数を1段階上げて、ステップ4を繰り返
します。

6 回転数を段階的に上げて、スピンドルの回
転数がシステムの要求回転数を1段分上回
るまで、各段階で温度を安定させます。使
用回転数よりも高い回転数で回転させるこ
とにより、通常運転での温度上昇が小さく
なります。これで軸受は適切に慣らし運転
が行われた状態になります。

この標準的な慣らし運転手順には、ある程度
の時間が必要です。中~高速スピンドルでは、
各段階で温度が安定するまで30分~2時間か
かります。慣らし運転の合計時間は8~10時間
におよぶことがあります(†グラフ16、112 
ページ)。
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短時間での慣らし運転手順

標準の慣らし運転手順の代わりに、段階の数
を減らして慣らし運転の合計時間を短縮した
手順を使用できます。主な手順の概要は以下
のとおりです。

1 グリース潤滑の到達可能回転数(†軸受
寸法表)の約20~25%の起動回転数を選択
し、段階的な増速回転数も比較的大きく
設定します。

2 絶対温度上限値を決定します(通常60~ 
65 °C (140~150 °F)。温度が制限値を超え
た場合にスピンドルを停止するリミットス
イッチを機械に設定することを推奨しま
す。

3 選択した起動回転数で運転を開始します。
4 軸受外輪近傍の位置で温度を測定し、温
度が制限に達するまで温度上昇を監視し
ます。温度は急上昇する場合があるため、
注意する必要があります。

5 運転を停止して軸受外輪の温度を5~10 °C  
(10 ~20 °F)冷まします。

6 同じ回転数で運転を再開し、温度が再び
制限に達するまで監視します。

7 温度が制限値を下回る値で10~15分間安
定するまで、ステップ5および6を繰り返し
ます。この回転数での軸受の慣らし運転
が行われます。

8 回転数を1段階上げてステップ4~7を繰り
返します。

9 スピンドルの運転回転数がシステムの要
求回転数を1段階分上回るまで、ステップ
を繰り返します。使用回転数よりも高い回
転数で回転させることにより、通常運転で
の温度上昇が小さくなります。これで軸受
は適切に慣らし運転が行われた状態にな
ります。

各ステージが数回繰り返される可能性はあり
ますが、各ステージは短時間で完了します。こ
の慣らし運転手順の合計時間は、標準の手順
よりも大幅に短くなります。

図16

慣らし運転手順の概念図

60 (140)

20 (70) 0

温度[°C (°F)] 回転数[r/min]

対温度上限

温度が安定するまで10~15分

システムの
要求回転数

 † 段階1 † 段階2 † 段階3 † 段階4 † 段階5
時間[h]

運転温度

回転数
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オイル潤滑

オイル潤滑は、多くのアプリケーションで推奨
されます。これは、運転条件や機械の設計に
応じて様々な供給方法を適用できるためで
す。軸受に最適なオイル潤滑方法を選択する
際は、以下の項目を考慮する必要があります。

• 必要なオイルの量と粘度
• 回転数と流体力学的摩擦損失
• 軸受の許容温度

グラフ17は、オイル量/オイル流速、摩擦損
失、軸受温度の関係を概念的に示していま
す。グラフは各領域ごとの状態を図示してい
ます。

• 領域A
オイル量が不足しているため、転動体と軌
道面の間に流体潤滑膜を形成できていま
せん。金属同士の接触によって摩擦が上昇
し、軸受温度、摩耗、表面疲労が高まって
います。
• 領域B
オイル量の増加により、粘性と負荷容量の
ある十分な厚みを備えた油膜が形成され、
転動体と軌道面が分離されています。この
領域では、摩擦と温度が最小限に抑えられ
る条件に達しています。

• 領域C
オイル量がさらに増加し、撹拌が原因で摩
擦熱が上昇し、軸受温度が高まっています。
• 領域D
オイル流量の増加により、軸受で発生する
摩擦熱とオイルの流動によって除去される
熱の均衡が取れています。軸受温度は最高
点に達しています。
• 領域E
オイル流量の上昇により、軸受で発生する
摩擦熱を上回る熱が除去されています。軸
受温度は低下しています。

非常に回転数が高いアプリケーションで運転
温度を低く維持するには、冷却機能を備えた
オイルエア潤滑システム、またはオイル循環
給油システムのいずれかが必要になります。
これらのシステムでは、領域B(オイルエア)ま
たは領域E(オイル循環)の運転条件を維持で
きます。

図17

オイル量と軸受温度および摩擦損失の関係

EDCBA

軸受温度、摩耗損失

軸受温度

オイル量、油流速

摩耗損失
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オイル潤滑の方法

オイルバス(油浴)潤滑

オイルバス潤滑は、最も簡単なオイル潤滑の
方法です。軸受の回転部品に拾い上げられた
オイルは軸受内に分配された後、ハウジング
内のオイル溜りに還流します。オイル上面位置
は通常、軸受が固定されている場合に一番低
い転動体の中央付近に設定します。オイルバ
ス潤滑は、特に低速回転に適しています。高
速回転では、軸受に過剰なオイルが供給され
るため、摩擦が増加して運転温度が上昇しま
す。

オイル循環潤滑

一般的に、高速回転では摩擦熱の上昇によっ
て運転温度が上昇するため、オイルの劣化が
加速します。運転温度を下げ、頻繁なオイル
交換を避ける方法として、オイル循環潤滑方
法が広く使用されています(†図42)。オイル
の循環は通常、ポンプで制御されます。軸受
を通過したオイルはタンクに留まり、ろ過と冷
却を経て軸受に戻るのが一般的です。適切な

ろ過を行うことで、汚染レベルを下げ、軸受
のサービス寿命を延長できます。複数のサイ
ズの軸受を使用した大型のシステムでは、ポ
ンプからの本流は複数の支流に分岐される
場合があります。SKFの流量監視装置を使用
すると、各支流ごとの流量を確認できます。
オイル流量の参考値は、表32に記載されて

います。さらに正確な分析については、SKFア
プリケーションエンジニアリングサービスま
でお問い合わせください。

SKFCircOilシステムとSKF流量監視装置の
詳細については、オンライン
(skf .com/lubrication)で入手可能な製品情報を
参照してください。

図42

表32

オイル流量の参考値
(軸受1個あたり)

内径 オイル流速
d Q
超 以下 低 高

mm l/min

– 50 0,3 1
50 120 0,8 3,6
120 400 1,8 6
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オイルジェット潤滑

オイルジェット潤滑方法(†図43)は、オイル
循環システムを発展させたものです。高圧の
オイルジェットが軸受の側面に噴射されま
す。オイルジェットは、回転する軸受周囲の乱
流を貫通するのに十分な速度で噴射されま
す(≥ 15 m/s)。オイルジェット潤滑は、超高速
回転のアプリケーションで使用され、運転温
度を低く抑え、適量のオイルを軸受に供給し
ます。

オイル滴下潤滑

オイル滴下潤滑法では、正確に計量されたオ
イルが指定の間隔で軸受に供給されます。供
給されるオイルの量は比較的少なく、高速運
転での摩耗損失は最小限に抑えられます。た
だし、オイルが高速の軸受に進入できるかど
うかを確認することは困難なため、常に潤滑
状況を確認することが必要です。可能な限
り、オイル滴下潤滑よりもオイルエア潤滑方
法を使用することを推奨します。

オイルミスト潤滑

SKFが提供するシステムなど、現代のオイルミ
スト潤滑システムでは、環境や健康問題に対
処するために、浮遊ミストが最小限に抑えら
れるように調整され、毒性および発がん性も
ないオイルや適切なシールシステムと組み合
わせて使用されます。これらのシステムは、
適切に管理された場合、コスト効率に優れ、
環境への負担がない方法で、継続的かつ効果
的にオイルを噴霧し、必要最低限の量のオイ
ルを軸受に供給します。現代のオイルミスト
潤滑システムでは、1~5 µmの油滴が乾燥した
空気中に霧状に存在します。オイル対エアの
比率は通常1:200 000で、希薄ではあるもの
の、効果の高い混合物が、圧力0,35 MPaで噴
霧されます。

図43
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オイルエア潤滑

オイルエア潤滑システムは、精密かつ超高速
回転が必要なアプリケーションで、運転温度
を低く抑えなければならない場合に適してい
ます。SKFオイルエア潤滑システムの詳細につ
いては、オンライン(skf .com/lubrication)で入
手可能な製品情報を参照してください。
オイルエア潤滑(†図44)は、オイル-スポッ
ト潤滑とも呼ばれ、正確に計量されたごく少
量のオイルを圧縮空気によって、供給ライン
の内壁に沿って、小さい油滴の状態でノズル
に送り込み、軸受に供給します(†図45)。こ
の方法では必要最低限の量のオイルで潤滑が
行われるため、軸受は比較的低い運転温度で
超高速回転できるようになります。圧縮空気
には軸受を冷却する効果と同時に、軸受ハウ
ジング内の圧力を高め、外部からの汚染物質
の侵入を防ぐ効果が期待できます。圧縮空気
はオイルの運搬にのみ使用され、オイルと混
合されないため、オイルはハウジング内に残
留します。オイルエア潤滑システムは、残った
使用済みオイルを適切に処理することを前提

に、環境への負担が少ないシステムと考えら
れています。
組合せで使用されている複数の軸受では、
各軸受の潤滑を個別のインジェクターで行う
必要があります。ほとんどの設計で、オイルノ
ズルを組み込んだ特殊なスペーサーが使用さ
れます。
高速回転のアンギュラ玉軸受で必要なオイ
ル量の参考値は、次の式で求めることができ
ます。

Q=1,3dm

円筒ころ軸受または複式スラストアンギュラ
玉軸受で必要なオイル量の参考値は、次の式
で求めることができます。

  qdB
Q=——–
  100

ここで
Q =オイル量[mm3/h]
B =軸受幅[mm]
d =軸受内径[mm]
dm=軸受の内径平均[mm]

=0,5(d+D)
q =係数

=円筒ころ軸受については1~2
=複式スラストアンギュラ玉軸受につい
ては2~5

ただし、潤滑条件を最適化する目的で個別に
テストを行うことを推奨します。

図44

図45

計量ユニット

オイルエア供給チューブ

ノズル

0,5~10 m らせん状配管
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オイル量に対する感受性は軸受のタイプ・
デザインによって異なります。たとえば、ころ
軸受ではオイル量の変化による影響が顕著に
表れますが、玉軸受では、軸受温度を大きく
変化させることなく、オイル量を大幅に増減
することができます。
オイルエア潤滑での軸受温度上昇と信頼性
は、給油間隔すなわちオイルエア潤滑装置の
オイル吐出間隔に影響を受けます。一般的
に、給油間隔は各インジェクションの吐出量
と1時間あたりに供給されるオイル量によって
決まります。給脂間隔は1分から1時間程度ま
で幅がありますが、15~20分程度の間隔が一
般的です。
潤滑装置からの供給ラインの長さは、給油
間隔に応じて、1~5 m程度とします。> 5 µmの
粒子が軸受へ進入するのを防ぐため、フィル
ターを取付ける必要があります。必要な空気
圧は0,2~0,3 MPaですが、供給ラインが長い
場合には、圧力を高めてパイプの長さに起因
する圧力低下を補う必要があります。
運転温度の上昇を最小限に抑えるため、排
油経路は余分なオイルを軸受から排出できる
ものでなければなりません。水平シャフトで
は、軸受の両側に排油経路を比較的簡単に
配置することができます。垂直シャフトでは、
上側の軸受を通過したオイルが下側の軸受に
浸入するのを防止する必要があります。これ
は下側の軸受にオイルが過剰に供給されない
ようにするためです。排油経路はシール機構
とともに、各軸受の下方に設置する必要があ
ります。さらにスピンドルノーズにも効果的な
シール機構を配置し、潤滑オイルが加工対象
物に到達するのを防ぐ必要があります。
オイルノズルは、オイルが保持器の干渉を
受けることなく転動体と軌道面の間の接触領
域に送り込めるように配置する必要がありま
す。オイルノズルの位置については、表33、
表34 (†118、119ページ)を参照してくださ
い。表に記載されていない保持器を使用した
軸受については、SKFアプリケーションエンジ
ニアリングサービスまでお問い合わせくださ
い。
軸受寸法表に記載されているオイル潤滑で
の到達可能回転数は、オイルエア潤滑を基準
にしています。
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表33

アンギュラ玉軸受のオイルノズル位置

内径 サイズ 各シリーズ軸受のオイルノズル位置dn
718CD 719CD 719CE 719CB 70CD 70CE 70CB 72CD

d 718ACD 719ACD 719ACE 719ACB 70ACD 70ACE 70ACB 72ACD

mm – mm

6 6 – – – – 10,3 10,1 – –
7 7 – – – – 11,7 11,4 – 13,6
8 8 – – 12,2 – 13,6 13,3 – 14,3
9 9 – – 13,3 – 15,1 14,8 – 16,3

10 00 13,4 14,8 14,8 – 16 16,5 – 18,3
12 01 15,4 16,8 16,8 – 18 18,5 – 20
15 02 18,4 20,1 20 – 21,5 21,9 – 23
17 03 20,4 22,1 22 – 23,7 24,1 – 25,9

20 04 24,5 26,8 26,7 – 28,4 28,1 – 31,1
25 05 29,5 31,8 31,8 – 33,4 33,1 – 36,1
30 06 34,5 36,8 36,8 36,6 39,3 39,9 40 42,7
35 07 39,5 43 43 43 45,3 45,6 46,1 49,7

40 08 44,5 48,7 48 49,1 50,8 51,6 51,6 56,2
45 09 50 54,2 54,2 54,2 56,2 57,6 57,2 60,6
50 10 55,6 58,7 58,4 58,7 61,2 62,3 61,8 65,6
55 11 61,3 64,7 64,6 64,8 68,1 69,6 69,2 72,6

60 12 66,4 69,7 69,6 69,8 73,1 74,6 74,2 80,1
65 13 72,4 74,7 74,5 74,8 78,1 79,3 79 86,6
70 14 77,4 81,7 81,5 81,9 85 86,5 86,1 91,6
75 15 82,4 86,7 86,5 86,9 90 91,5 91,1 96,6

80 16 87,4 91,7 91,5 91,7 96,9 98,5 98 103,4
85 17 94,1 98,6 98,6 99,2 101,9 103,5 103 111,5
90 18 99,1 103,3 103,5 103,9 108,7 111 110 117,5
95 19 104,1 108,6 108,5 109 113,7 115,4 115 124,4

100 20 109,1 115,6 115,4 116,1 118,7 120,4 120 131,4
105 21 114,6 120,6 – – 125,6 – – 138,4
110 22 120,9 125,6 125,4 125,7 132,6 135,4 134,6 145,9
120 24 130,9 137,6 137,4 138,2 142,6 144,9 144,7 158,2

130 26 144 149,5 – – 156,4 – – 170,7
140 28 153,2 159,5 – – 166,3 – – 184,8
150 30 165,6 173,5 – – 178,2 – – –
160 32 175,6 183,5 – – 191,4 – – –

170 34 – 193,5 – – 205,8 – – –
180 36 – 207,4 – – 219,7 – – –
190 38 – 217,4 – – 229,7 – – –
200 40 – 231,4 – – 243,2 – – –

220 44 – 251,4 – – 267,1 – – –
240 48 – 271,4 – – 287 – – –
260 52 – 299,7 – – 315 – – –
280 56 – 319,7 – – – – – –

300 60 – 347 – – – – – –
320 64 – 367 – – – – – –
340 68 – 387 – – – – – –
360 72 – 407 – – – – – –

dnd
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潤滑

表34

円筒ころ軸受および複式スラストアンギュラ玉軸受のオイルノズル位置

内径 サイズ 各シリーズのオイルノズル位置dn
1)

N10 N10PHA NNU49 BTM
d NN30

mm – mm

25 05 40,5 – – –
30 06 47,6 – – –
35 07 54 – – –

40 08 60 52,1 – –
45 09 66,4 57,9 – –
50 10 71,4 63 – –

55 11 79,8 70,1 – –
60 12 85 75,2 – 73,8
65 13 89,7 80,1 – 78,8

70 14 98,5 87,7 – 86,1
75 15 103,5 92,7 – 91,1
80 16 111,4 99,3 – 97,9

85 17 116,5 – – 102,9
90 18 125,4 – – 109,7
95 19 130,3 – – 114,7

100 20 135,3 – 113,8 119,7
105 21 144,1 – 119 –
110 22 153 – 124 134,1

120 24 162,9 – 136,8 144,1
130 26 179,6 – 147 158,3
140 28 188 – 157 168,3

150 30 201,7 – 169,9 179,9
160 32 214,4 – 179,8 191,6
170 34 230,8 – 189,8 205,4

180 36 248,9 – 203,5 219,9
190 38 258,9 – 213 –
200 40 275,3 – 227 –

220 44 302,4 – 247 –
240 48 322,4 – 267 –
260 52 355,2 – 294,5 –

280 56 375,3 – 313,5 –

上記の図は寸法を示すための簡略図です。実際の位置は軸受デザインとシリーズによって異なります。
1)TNHA保持器を使用したN 10シリーズの軸受、d > 280 mmのNN 30およびNNU 49シリーズ軸受については、SKFアプリケーショ
ンエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

dnd dnd dnd
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アプリケーションと軸受選定の基本

直接オイルエア潤滑

超高速回転の超精密アンギュラ玉軸受では、
外輪の給油穴から少量のオイルエアを直接供
給すると効果的です。この方法では、潤滑オ
イルが直接かつ確実にボールと軌道面の接触
領域に供給されるため、潤滑オイルが分散す
ることがありません。結果として、潤滑オイル
の消費量が最小限に抑えられ、軸受の性能が
向上します。直接オイルエア潤滑は、各タイプ
(†図45)に応じて以下のような利点がありま
す。

• 外輪に環状溝とOリングを備えた軸受(油
穴仕様LまたはL1)では、軸受とハウジング
内径間の潤滑オイルの漏出が防止されま
す。環状溝とOリングのない軸受(油穴仕様
HまたはH1)については、SKFはハウジング
内径を加工してハウジング側にOリングを
組み込むことを推奨しています。
• 軸受の荷重負荷側に潤滑穴を備えた軸受
(油穴仕様H1またはL1)では、ボールと軌道
面の接触領域の直近に潤滑オイルが供給
されます。この潤滑穴の配置により、軸受
は最高回転数を達成できるようになってい
ます。

H H1 L L1

図45
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潤滑

最小空気消費量による最小オイル量直接潤滑

オイルエア潤滑システムでの連続的なエアの
消費は、圧縮空気のコストが高い、騒音レベ
ルが高い、給油コントロールのプロセスが複
雑など、いくつかのデメリットを持っていま
す。SKFMicrodosageシステム(†図46)では、
これらのデメリットをほぼ解消し、高いコント
ロール性と、低いトータルコストを実現してい
ます。
速度係数A ≥ 2 000 000 mm/minの超高速
スピンドル用に設計されたこのシステムは、
工作機械のCAMプログラムに基づいて、各軸
受に正確に計量されたオイルを供給します。
SKFMicrodosageシステムは、温度やオイル粘
度などの条件が変化した場合に必要な調整
を自動的に実行します。この技術により、最
小限の圧縮エアの下でも、オイル消費量を概
ね0,5~5 mm3/min低減します。

SKFMicrodosageシステムの詳細について
は、オンライン(skf .com/lubrication)で入手可
能な製品情報を参照してください。

潤滑オイル

超精密軸受の潤滑には、EP添加剤を使用し
ていない高品質潤滑オイルを推奨していま
す。必要なオイルの粘度は、原則的に軸受サ
イズ、回転数、運転温度によって決まり、SKF
転がり軸受総合カタログの潤滑状態–粘度
比kまたはskf .comの推奨に従って計算できま
す。
粘度の計算は、SKFの計算プログラム、

Viscosityを使用して行うこともできます。詳細
については、skf .com/bearingcalculatorにアク
セスしてください。
オイルエア潤滑システムには、様々なタイプ
のオイルが適用できます。40 °C (105 °F)で粘
度40~100 mm2/sのオイルは一般的に、EP添
加剤を使用したオイルと同様に、特にころ軸
受で使用されます。オイルジェット潤滑では
一般的に、40 °C (105 °F)で粘度10~15 mm2/s 
のオイルが使用されます。一方、オイルミスト
潤滑システムでは一般的に、40 °C (105 °F)で
粘度32 mm2/sのオイルが使用されます。
オイルバス潤滑、オイル循環潤滑、オイル

ジェット潤滑システムでのオイル交換頻度は、
主に運転条件と使用オイルの量によって決ま
ります。オイル滴下潤滑、オイルミスト潤滑、
オイルエア潤滑システムの場合、軸受へ供給
された潤滑オイルを回収し再使用することは
ありません。

図46

オイル電気信号
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オイルの清浄度

軸受の寿命や性能に影響するオイルの清浄
度を維持するには、効果的なシーリングシス
テムが必要です。しかし、効果的なシールを
施している場合であっても、定期的にオイル
を監視する必要があります。これは特にオイ
ル再循環システムを使用している場合に重要
です。このシステムでは、クーラント、切削液、
およびその他の液体汚染物質によってオイル
の潤滑特性が変化する場合があります。
オイルに要求される清浄度は、オイルの粒
度ごとに、1ミリリットルあたりのオイルに含
まれ粒子サイズ毎の粒子の数で示すことがで
きます。ISO4406では、固体汚染物質による
汚染レベルを分類する標準的な方法が提供
されています。モーター内蔵スピンドルなど
の精密なアプリケーションでは、オイル清浄
度に対する要件は、この分類よりも厳しくな
っています。最大粒径は5 µm以下でなければ
なりません。許容される汚染レベルは、汚染
コードをISO4406に外挿して指定できます
(†グラフ18)。

 • 10/7–新しいスピンドル
 • 13/10–長期使用後(~2 000 時間)

潤滑剤の保管

潤滑剤の保管条件は、潤滑剤の性能に悪影
響をおよぼす場合があります。在庫管理も重
要な役割を果たすことがあります。そのた
め、SKFは在庫方針として「先入れ先出し」を
推奨しています。
潤滑性能は、空気/酸素、温度、光、水、湿
気、その他の汚染物質への曝露やオイル分離
などが原因で、保管中に大幅に変化すること
があります。そのため、潤滑剤は直射日光を
避けて、涼しく乾燥した屋内に保管する必要
があります。また、元の容器のまま保管し、必
要になるまで密封状態を維持しなければなり
ません。使用後は、直ちに容器を再封する必
要があります。
在庫管理を適切に行い、極端な高温/低温
を防いでいることを仮定した場合に推奨され
る最大保管期間は、グリースについては2年、
潤滑オイルについては10年です。
推奨される保管可能期間を過ぎたグリース
またはオイルは、必ずしも使用できないとは
限りません。ただし、潤滑剤が製品の性能と
仕様を満たしていることを確認することが必
要です。

図18

許容されるオイル汚染レベル
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取付けおよび取外し

取付けおよび取外し

超精密軸受を取付けまたは取外しする際に
は、転がり軸受に適用されるすべての推奨と
ガイドラインを考慮する必要があります。推
奨とガイドラインについては、SKF転がり軸受
総合カタログの取付けと取外しまたはskf .com 
の情報、さらにSKF軸受メンテナンスハンド
ブック(ISBN978-91-978966-4-1)を参照して
ください。各軸受の取付けおよび取外しに関
する指示については、skf .com/mountにアクセ
スしてください。

作業環境

軸受の取付けは、切粉や粉塵が出る金属加工
その他の機械から離れた、乾燥してほこりの
ない場所で行う必要があります。この条件を
満たさない場所で軸受の取付けを行う場合
は、取付けが完了するまで、軸受および取付
け位置をほこりやゴミおよび湿気から保護す
る対策が必要です。この保護対策としては、
軸受と取付位置を、ビニールやアルミフォイル
で覆うなどの方法があります。

作業方法と工具

超精密軸受は、信頼性の高い機械部品で、取
付けとメンテナンスを適切に行うことで、長
寿命を実現できます。取付けを適切に行うに
は、経験、精度、清潔な作業環境、適切な工
具が必要です。
適切な取付け技術、作業時間、精度、安全
性を推進するため、SKFでは高品質の取付け
およびメンテナンス製品を幅広く用意してい
ます。製品群には、機械式や油圧式工具、軸
受ヒーター、グリースに至るまであらゆるもの
が含まれます。メンテナンス製品の詳細につ
いては、skf .comにアクセスしてください。
軸受の取付けとメンテナンスが適切に行わ
れるように、SKFでは、SKFReliabilitySys-
temsコンセプトの一貫としてセミナーや実地
研修コースを用意しています。SKFまたはSKF
正規代理店からも、取付けとメンテナンスの
サポートを受けられます。

取付けに関する推奨

超精密軸受の取付け作業では、他の転がり軸
受と比較して高い精度、細心の注意、高い技
術が求められます。

薄肉軸受の取付け

超精密軸受の多くは、径サイズの割に肉厚の
薄い軌道輪となっています。これらの軸受の
取付けは、ごくわずかな力で行う必要があり
ます。そのため、SKFは肉厚が薄いすべての超
精密軸受で、加熱取付けを推奨しています。
また、テーパー穴のNNU 49シリーズ軸受につ
いてはオイルインジェクション法を推奨して
います。

加熱取付け

超精密軸受は一般的に、小さい締めしろで取
付けられます。そのため、軌道輪とそのはめ
あい部品との温度差は比較的小さくなければ
なりません。一般的に以下の温度差を推奨し
ています。

• 20~30 °C (35~55 °F)–内輪とシャフト
• 10~30 °C (20~55 °F)–ハウジング内径と外
輪

軸受を均一かつ確実に加熱するため、SKFイ
ンダクションヒーターの使用を推奨していま
す(†図47)。
場合によっては、軸受をシャフトに固定す

るためにステップドスリーブが使用され、強
い締まりばめで取付けが行われることがあり
ます。このため、ステップドスリーブでは、取
付け時のはめあい部品間の温度差は大きくな

図47
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ります。取付け時の温度差は以下の表に記載
されています。

 • Oリングのないステップドスリーブ
(†表16、82ページ)

 • Oリングを備えたステップドスリーブ
(†表17、83ページ)

試運転

組立終了後には、試運転を行って、すべての
部品が正しく作動していることを確認する必
要があります。テスト運転は、軸受に部分的
な負荷をかけ、低速回転から中速回転までの
範囲で行います。転がり軸受を、無負荷状態
で起動し、高速回転まで加速させることはで
きません。これは転動体がスリップして軌道
面が損傷したり、保持器に許容を超える負荷
がかかるリスクがあるためです。

SKF電子聴診器を使用すると、あらゆる騒
音や振動を確認できます。通常、軸受は規則
的な「ゴロゴロ」という音を発生させます。
「ヒューッ」または「キーッ」といった音がす
る場合は、潤滑が不十分です。不規則な「ゴ
ロゴロ」音や打撃音は多くの場合、軸受内の
汚染物質または取付け時の軸受の損傷が原
因です。
軸受温度は通常、起動直後に上昇します。
グリース潤滑の場合は、軸受内でグリースが
均等に分配されると温度は下がり、温度平衡
状態になります。グリース潤滑軸受の慣らし
運転の詳細については、グリース潤滑軸受の
慣らし運転(†111ページ)を参照してくださ
い。
極端に温度が高かったり、一定の温度ピー
クが続く場合は、予圧過多、軸受内の潤滑剤
過多、あるいは、軸受がラジアル/アキシアル
方向に歪んでいる可能性があります。その他
にも、関連部品が適切に製造されていない、
もしくは取付けられていない、またはシール
によって過剰な摩擦熱が発生しているなどの
原因も考えられます。
テスト運転中またはテスト運転直後に、
シール、すべての潤滑システム、すべてのオイ
ル量を確認する必要があります。騒音および
振動のレベルが高い場合は、潤滑システムに
汚染の兆候がないかを確認することを推奨し
ます。

取外し

超精密軸受では絞めしろが比較的小さいた
め、軌道輪の取外しに必要な力は他の転がり
軸受と比較して小さくなります。

取外しに必要な力

スピンドル用軸受の取外しに必要な力は、以
下の式で求めることができます。

• ハウジングから3列組合せアンギュラ玉軸
受を取外す場合†F ~ 0,02 D
• シャフトから3列組合せアンギュラ玉軸受を
取外す場合†F ~ 0,07 D
• 円筒ころ軸受をテーパー軸から取外す場合
†F ~ 0,3 d

ここで
F=取外しに必要な力[kN]
D=軸受外径[mm]
d=軸受内径[mm]

軸受の再使用

軸受が再使用可能かどうかを判断するには、
詳細な検査を行わなければなりません。詳細
な検査を行うには、軸受を分解する必要があ
ります。アンギュラ玉軸受は、専用の工具を使
用せずに分解すると、致命的な損傷をするお
それがあります。円筒ころ軸受は、一部のみ
分解できます。

SKFは、超精密軸受の再使用を推奨してい
ません。ほとんどの場合、予期せぬダウンタイ
ムが発生したり、十分な性能が得られないな
どのリスクを伴い、結果的に新しい軸受のコ
ストを上回ります。
軸受を再使用するかどうかにかかわらず、
取外し作業は慎重に行う必要があります。不
注意な取外しを行うと、関連部品が損傷する
場合もあります。また、慎重に取り外された
軸受は、必要に応じて、運転状態の解析や軸
受損傷の解析に使用できます。
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軸受の保管

SKFスピンドルサービス

工作機械スピンドルの多くは、メンテナンス
と修理に特別な工具や高い技術が必要です。
SKFは、SKFスピンドルサービスセンター(†
skf .com)の世界的ネットワークでお客様をサ
ポートしています。提供されているサービス
は、スピンドルの調整、軸受交換とシャフトお
よびノーズ修復、性能向上、解析などです。
SKFはさらに、工作機械スピンドル用のモニタ
リングサービスと予防メンテナンスサービス
も提供しています。

軸受の保管

軸受とシールの保管環境は、それぞれの性能
に悪影響をおよぼす場合があります。シール
を使用する場合には、その在庫管理も製品の
性能に関して重要な役割を果たすことがあり
ます。そのため、SKFは在庫方針として「先入
れ先出し」を推奨しています。

保管環境

軸受寿命を最大限に伸ばすため、SKFは以下
の基本的な保管方法を推奨しています。

• 軸受を水平で振動がなく、涼しく乾燥して
いて、温度が一定の場所に保管します。
• 保管場所の湿度は温度により、以下のよう
に管理およびコントロールします。
– 20 °C (68 °F)で75%
– 22 °C (72 °F)で60%
– 25 °C (77 °F)で50%

• 軸受を取付けの直前まで軸受納入時のま
ま、未開封の状態で保管し、汚染物質の侵
入や腐食を防止します。
• 軸受納入時の梱包で保管できない場合
は、適切な保護によって腐食や汚染を防ぐ
必要があります。

開放型軸受の保管可能期間

SKF軸受は防錆剤でコーティングし、適切に
包装された後に出荷されます。開放型軸受
は、適切に保管された場合、防錆剤による効
果が約3年間維持されます。

シール付き軸受の保存可能期間

SKFシール付き軸受の最大保存可能期間は、
軸受内に充填された潤滑剤によって異なりま
す。潤滑剤は、経年劣化、凝固、オイルと増ち
ょう剤の分離等、時間とともに劣化します。そ
のため、シール付き軸受は3年以上保管でき
ません。
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アンギュラ玉軸受

製品群

SKFは、内径6~360mmの超精密アンギュラ玉
軸受を製造しています。多種多様な用途に対
応するため、SKFの超精密アンギュラ玉軸受
では、4種類のISO寸法系列により製品群を展
開しています。軸受タイプやサイズバリエー
ションの豊富なSKF軸受は、すべての工作機
械用途だけではなく、精密な軸受が必要なそ
の他の用途にも使用することができます。

SKFでは、以下の様々な設計特性を備えた
超精密アンギュラ玉軸受を製造しています。

 • 3種類の接触角度
 • 3種類のボールサイズ

 – Dデザイン(†131ページ)
 – Eデザイン(†132ページ)
 – Bデザイン(†132ページ)

 • 2種類のボール材質(ハイブリッドタイプ)
• シール付き軸受
• 直接オイルエア潤滑機能
 • 2種類のリング材料(高機能軸受鋼
NitroMax)

超精密アンギュラ玉軸受の製品群について
は、表1を参照してください。

内部設計とバリエーション

SKFの単列溝超精密アンギュラ玉軸受(†
図1)は、すべてのアンギュラ玉軸受と同様に非
分離式で、内外輪各々に軸方向に対抗する軌
道面を備えています。この軌道面により、これ
らの軸受はラジアル荷重に加え一方向のアキ
シアル荷重にも対応できるようになっていま
す。これらの軸受では、ラジアル荷重によって
発生するアキシアル方向の荷重に対し、反対
方向の応力でバランスを保つ必要がありま
す。このため、アンギュラ玉軸受は、必ず複数
個の軸受で荷重バランスを調整するか、ある
いは複数個を組合せた状態で使用されま
す。
これらの軸受では、内輪、外輪が左右非対
称となっている場合があります。すべての軸
受は可能な限り多くのボールを組み込んでお
り、ウインドウタイプの保持器でガイドされて
います。

図1
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表1

超精密アンギュラ玉軸受–製品構成

ISO寸法
系列



軸受シリーズ 開放型軸受 シール付き軸受




18 高負荷容量、
Dデザイン

d=10~160mm
D=19~200mm

– –

19 高負荷容量、
Dデザイン

d=10~360mm
D=22~480mm

d=10~150mm
D=22~210mm

高速、
Eデザイン

d=8~120mm
D=19~165mm

d=20~120mm
D=37~165mm

高速、
Bデザイン

d=30~120mm
D=47~165mm

d=30~120mm
D=47~165mm

10 高負荷容量、
Dデザイン

d=6~260mm
D=17~400mm

d=10~150mm
D=26~225mm

高速、
Eデザイン

d=6~120mm
D=17~180mm

d=10~120mm
D=26~180mm

高速、
Bデザイン

d=30~120mm
D=55~180mm

d=30~120mm
D=55~180mm

02 高負荷容量、
Dデザイン

d=7~140mm
D=22~250mm

d=10~80mm
D=30~140mm
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アンギュラ玉軸受

軸受シリーズ

SKFの超精密アンギュラ玉軸受の製品群に
は、以下の寸法シリーズが含まれます。

• 超軽量718シリーズ
• 極軽量719シリーズ
• 軽量70シリーズ
• ロバスト72シリーズ

図2は、内外径が同一の4種類の軸受シリーズ
の断面を比較したものです。各軸受シリーズ
は、特定の軸受用途に特に適した固有の性能
を備えています。
設計パラメータとして、断面の高さが低いこ
とが重視される場合は、718シリーズが最適
です。径方向のスペースに比較的余裕があ
り、荷重がそれほど大きくない場合は、719ま
たは70シリーズを使用できます。同一内径で
比較した場合、断面の高さが最大の72シリー
ズは、速度が比較的低く、荷重が大きい場合
に適しています。
高い軸受剛性が求められる場合は、718お
よび719シリーズを使用するのが一般的で
す。これらの2つのシリーズの軸受は、同一内
径サイズで比較した場合にボールの数が最も
多くなります。また、同一外径で比較した場
合、最も大きな軸径に対応できます。スピン
ドルの剛性は軸径に応じて、軸受配列の剛性
はボールの数に応じて上昇するため、これら

の2つの性能は、どちらもシステム剛性を確保
するために重要です。

接触角度

SKFが製造する超精密アンギュラ玉軸受の接
触角度は以下のとおりです(†図3)。

• 接触角度15°、記号C
• 接触角度25°、記号AC

一部のシリーズでは、接触角度18°、記号Fの
軸受も選択が可能です。
接触角度が大きくなると、アキシアル剛性

が高くなり、アキシアル負荷容量が上昇しま
す。ただし、速度性能、ラジアル剛性、ラジア
ル負荷容量は低下します。

719

718

70

72

72719718 70

図2
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内部設計とバリエーション

15° 18° 25°

図3 図4

高負荷容量Dデザイン軸受

Dデザイン軸受(†図4)は、低~中温度域の運
転で、大きな荷重と比較的高い速度に対応で
きるように設計されています。他の精密アン
ギュラ玉軸受と比較した場合、Dデザイン軸受
のボール数とボール径は最大です。軌道面の
曲率をボール径に近づけることで、比較的高
い剛性と最大限の負荷容量を実現していま
す。

用途

718  . . Dシリーズ軸受の一般的な用途は以下
のとおりです。

• 多軸ボール盤などの工作機械
(†図14、60ページ)
• ロボット関節部
• 印刷機械
• 計測装置
• レーシングカーのホイール

719  . . D、70  . . Dシリーズ軸受の一般的な用途
は以下のとおりです。

• マシニングセンタ(横軸および縦軸)
(†図17、63ページ)
• フライス盤
• 旋盤(†図11、58ページ)
• 外面・平面研削盤
• ボーリングマシン
• 石およびガラス用切断機または研磨機
• シリコンウェファーチップ不良検出用ユ
ニットなどの半導体産業(†図15、61 
ページ)
• ボート用ジャイロスタビライザー
• 望遠鏡
• マイクロタービン
• レーシングカー/スーパーカーのホイール
• 医療機器

72  . . Dシリーズ軸受の一般的な用途は以下の
とおりです。

• ライブセンタースピンドルなどの工作機械
用スピンドル(†図13、59ページ)
• 旋盤(主軸、心押台)
• 研削盤
• ボーリングマシン
• パラレルメカニズム機械(PKM)
• エンジン試験用動力計
• 高速ターボチャージャー
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高速Eデザイン軸受

Dデザイン軸受と比較すると、Eデザイン軸受
(†図5)では軌道面曲率をボール曲率に対し
大きめに設定しています。また、小径のボール
を可能な限り多く組み込んでいます。これに
より、超高速に対応できますが、Dデザイン軸
受のような高負荷容量は得られません。Bデ
ザイン軸受と比較すると、Eデザイン軸受は速
度性能がわずかに優れており、負荷容量が高
くなっています。

用途

719  . . E、70  . . Eシリーズ軸受の一般的な用途
は以下のとおりです。

• モーター内蔵スピンドル
(†図16、62ページ)
• 高速マシニングセンタ(横軸および縦軸)
(†図17、63ページ)
• 高速フライス盤
• 高速内面研削盤(†図19、64ページ)
• プリント基板穴開用高速スピンドル
• 木工機械

高速Bデザイン軸受

 • Bデザイン軸受(†図6)は高速運転用に設
計されており、低負荷と低温度域での使用
に最適です。EおよびDデザイン軸受と比較
すると、Bデザイン軸受では非常に小さな
ボールを可能な限り多く組み込んでいま
す。ボールが小さく軽いため、外輪軌道面
に作用する遠心力が小さく、結果として回
転接触面に加わる負荷も小さくなっていま
す。ボールに必要なスペースが小さいため、
軸受内外輪の肉厚が厚く、軸受取付面であ
る軸またはハウジングの歪みの影響を受け
にくくなっています。

用途

719  . . B、70  . . Bシリーズ軸受の一般的な用途
は以下のとおりです。

• モーター内蔵スピンドル
(†図18、63ページ)
• 金属加工機(†図18)
• 木工機械
• フライス盤
• マシニングセンタ

図5 図6
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ハイブリッド軸受

ハイブリッドアンギュラ玉軸受(ボール材質記
号HC)では、軸受鋼製の軸受軌道輪と軸受グ
レードの窒化ケイ素(セラミック)製の転動体
が使用されています。セラミックボールはス
チールボールと比較して軽量で、弾性係数が
高く、熱膨張率が低いため、ハイブリッド軸
受には以下のような利点があります。

• 高い剛性
• 優れた高速性能
• 遠心力と慣性力の低減
• 高速回転時に外輪と転動体接触部負荷を
最小化
• 摩擦熱の低減
• 省エネルギー
• 軸受とグリースの寿命延長
• 起動と停止が高速で繰り返される場合に、
転動体滑りによる油膜切れや保持器の損
傷が発生する可能性を低減
• 軸受内部の温度変化の影響を低減
• 予圧/すきまのコントロール精度の向上

窒化ケイ素の詳細については、軌道輪および
転動体の材料(†51ページ)の項を参照してく
ださい。
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保持器

単列溝超精密アンギュラ玉軸受は、シリーズ
とサイズに応じて以下のいずれかの保持器が
標準で使用されています(†マトリックス
1)。

• 綿繊維強化フェノール樹脂製保持器、ウイ
ンドウタイプ、外輪案内、保持器記号なし
(†図7)
• ガラス繊維強化PEEK製保持器、ウィンドウ
タイプ、外輪案内、保持器記号
TNHA(†図8)
• 炭素繊維強化PEEK製保持器、ウィンドウタ
イプ、外輪案内、保持器記号なし(†図9)
• 黄銅製もみぬき保持器、ウィンドウタイプ、
外輪案内、保持器記号MA

樹脂製軽量保持器は、慣性力と遠心力を抑え
ると同時に、潤滑剤の効果を最大限に高めま
す。
他の材料や形状の保持器については、ご要
望に応じて提供が可能です。SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。
材料の詳細については、保持器の材料

(†55ページ)の項を参照してください。

図7

図8

図9

134



内部設計とバリエーション

6

7

8

9

10

12

15

17

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

220

240

260

280

300

320

340

360

6

7

8

9

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

44

48

52

56

60

64

68

72

7
1
8
 .
. 
D

7
1
9
 .
. 
D

7
0
 .
. 
D

7
1
9
 .
. 
E

7
0
 .
. 
E

7
1
9
 .
. 
B

7
0
 .
. 
B

7
2
 .
. 
D

マトリックス1
内
径
[m

m
]

サ
イ
ズ

各シリーズ軸受の保持器材料

綿繊維強化フェノール樹脂

ガラス繊維強化PEEK

炭素繊維強化PEEK

黄銅製もみぬき

135

2



アンギュラ玉軸受

シール付き軸受

最も一般的な軸受は、両側に一体型シールを
取付けた状態で納入します(接頭記号S)。シー
ルと内輪外径との間に非常に狭い隙間を保っ
ているため(†図10)、速度性能が損なわれる
ことはありません。
シールは耐油性および耐摩耗性に優れた

NBR製で、鋼板で補強されています。ご要望
に応じて、FKM製シールを取り付けた軸受も
製造可能です。詳細については、シールの材
料(†56ページ)の項を参照してください。
シール付き軸受には、リチウム系増ちょう
剤と合成エステル油を使用した高品質の低粘
度グリースが標準で充填されています。グ
リースの最大充填量は、軸受内空間容積の
15%です。グリースの使用温度範囲は
–55~+110 °C(–65~+230 °F)です。ご要望に応
じて、他のグリースを充填した軸受も製造可
能です。詳細については、SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。
シール付き軸受には、開放型軸受に外部
シールを組合せた場合と比較して、以下のよ
うな多くの利点があります。

• 軸受のサービス寿命の延長
• メンテナンス間隔の延長
• 在庫削減
• 取り付け時および運転時の潤滑剤汚染リス
クの低減

シール付き軸受は再給脂不要で、軸受の洗浄
はできません。また、温度が80 °C (175 °F)を
超える環境では使用できません。軸受取付け
の際にシール付き軸受を加熱する場合は、必

図10

ずインダクションヒーターを使用し、短時間
で軸受取付けを行い、軸受が高温に曝される
時間を最小限に抑える必要があります。シー
ル軸受の保管期間については、シール軸受の
保管可能期間(†125ページ)の項を参照して
ください。

直接オイルエア潤滑

一部の超高速の用途では、719  . . D、70  . . Dシ
リーズ、719  . . E、70  . . Eシリーズ、719  . . B、
70  . . Bシリーズの開放型軸受を使用し、必要
最小限の潤滑油を外輪から直接給油する方
法があります。
ご要望に応じて、外輪に潤滑油供給穴を2
か所備えた軸受も製造可能です。さらに、1本
の外周油溝と2本のOリング溝を備え、ハウジ
ング内径面とのシールが可能なOリングを取
付けた軸受も製造可能です。外輪給油穴、外
周油溝の位置、寸法については、以下の表を
参照してください。

• 表2 719  . . D、70  . . Dシリーズ軸受
• 表3 (†138ページ)719  . . E、70  . . Eシリー
ズ軸受
• 表4 (†140ページ)719  . . B、70  . . Bシリー
ズ軸受

Dデザイン Eデザイン Bデザイン
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表2

外輪給油穴/Oリング溝の寸法–719 .. D、70 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 寸法
719  . . Dシリーズ軸受 70  . . Dシリーズ軸受
H1 L H H1 L

d C1 K C1 C2 C3 b C1 K C1 K C1 C2 C3 b

mm – mm

6 6 – – – – – – 3,65 0,5 – – – – – –
7 7 – – – – – – 3,65 0,5 – – – – – –
8 8 – – – – – – 4,25 0,5 – – – – – –
9 9 – – – – – – 4,25 0,5 – – – – – –
10 00 – – – – – – 4,75 0,5 – – – – – –

12 01 – – – – – – 4,9 0,5 – – – – – –
15 02 – – – – – – 5,35 0,5 – – – – – –
17 03 – – – – – – 6,05 0,5 – – – – – –
20 04 – – – – – – 7,15 0,5 – – – – – –
25 05 – – – – – – 7,25 0,5 – – – – – –

30 06 – – – – – – 7,8 0,5 – – – – – –
35 07 – – – – – – 8,4 0,5 – – – – – –
40 08 – – – – – – 8,95 0,5 – – – – – –
45 09 – – – – – – 9,45 0,5 – – – – – –
50 10 – – – – – – 9,6 0,5 – – – – – –

55 11 – – 6,5 3,2 2 2,2 – – 4,88 0,5 9 4,3 3,8 2,4
60 12 – – 6,5 3,2 2 2,2 – – 4,88 0,5 9 4,3 3,8 2,6
65 13 – – 6,5 3,2 2 2,2 – – 4,9 0,5 9,7 4,3 3,8 1,9
70 14 4,46 0,5 8,6 3,5 2,8 2 – – 5,39 0,5 10,9 4,4 3,9 1,7
75 15 4,46 0,5 8,6 3,5 2,8 2 – – 5,4 0,5 10,9 3,9 3,4 1,8

80 16 4,46 0,5 8,6 3,5 2,8 2 – – 5,89 0,5 11,1 4,4 3,8 2,8
85 17 5,2 0,5 9,3 4 2,8 2,6 – – 5,9 0,5 11,1 4,4 3,8 2,8
90 18 5,2 0,5 9,3 4,2 3 2,6 – – 6,85 0,5 13,4 5,2 4,3 2,2
95 19 5,2 0,5 9,3 4,2 3 2,6 – – 6,41 0,5 13,4 5,2 4,3 2,2
100 20 5,46 0,5 10,9 4 3,3 2,3 – – 6,46 0,5 13,4 5,2 4 2,2

105 21 5,46 0,5 10,9 3,9 3,2 2,3 – – 6,92 0,5 14,1 6,2 5 2,4
110 22 5,46 0,5 10,9 4 3 2,3 – – 7,41 0,5 15,1 6,2 5,4 2,6
120 24 6,1 0,5 11,9 4,2 2,9 2,6 – – 7,41 0,5 15 6,2 5,4 2,8
130 26 6,92 0,5 13,3 5,6 2,9 2,6 – – 8,9 0,5 17,9 6,6 5,6 3,1
140 28 6,92 0,5 13,3 5,4 2,9 2,6 – – 8,9 0,5 17,9 6,6 5,6 3,1

150 30 7,32 0,6 15,6 6,6 5,6 2,6 – – 9,3 0,6 19,2 7,1 5,6 2,8
160 32 7,32 0,6 15,6 6,6 5,6 2,6 – – 10,3 0,6 21,2 7,1 6,6 2,8
170 34 7,32 0,6 – – – – – – 11,8 0,6 23,8 7,1 7,1 2,8
180 36 8,6 0,6 – – – – – – 13,4 0,6 26,1 7,5 7,5 2,8
190 38 8,6 0,6 – – – – – – 13,4 0,6 – – – –

200 40 10 0,6 – – – – – – 14 0,6 – – – –
220 44 – – 20,9 7,1 5,45 3,5 – – 15,5 0,6 – – – –
240 48 – – 20,9 7,1 5,45 3,5 – – 15,5 0,6 – – – –
260 52 – – 24,9 7,1 6,7 4 – – – – – – – –

C2 C3

b

C1

H1 L

K

C1
K

C1

C2 C3

b

C1

H1H L

K

C1
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表3a

外輪給油穴/Oリング溝の寸法–719 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 寸法
719  . . Eシリーズ軸受
H H1 L

d C1 K C1 K C1 C2 C3 b

mm – mm

8 8 3,65 0,5 – – – – – –
9 9 3,65 0,5 – – – – – –
10 00 3,65 0,5 – – – – – –

12 01 3,65 0,5 – – – – – –
15 02 4,3 0,5 – – – – – –
17 03 4,35 0,5 – – – – – –

20 04 5,45 0,5 – – 4,6 1,4 0,9 1,5
25 05 5,45 0,5 – – 4,6 1,4 0,9 1,5
30 06 5,45 0,5 – – 4,6 1,4 0,9 1,5

35 07 6,15 0,5 – – 5,1 1,8 1,2 1,6
40 08 – – 3,75 0,5 5,9 1,8 1,8 2
45 09 – – 3,75 0,5 5,9 2,3 1,8 2

50 10 – – 3,53 0,5 5,9 2,3 1,8 2,2
55 11 – – 3,83 0,5 6,5 2,5 2 2,2
60 12 – – 3,83 0,5 6,5 2,5 2 2,2

65 13 – – 3,83 0,5 6,5 2,5 2 2,2
70 14 – – 4,9 0,5 8,6 2,8 2,8 2
75 15 – – 4,9 0,5 8,6 2,8 2,8 2

80 16 – – 4,9 0,5 8,6 2,8 2,8 2
85 17 – – 5,48 0,5 9,3 3 3 2,6
90 18 – – 5,48 0,5 9,3 3 3 2,6

95 19 – – 5,48 0,5 9,3 3 3 2,6
100 20 – – 6,05 0,5 10,9 3 3,3 2,3
110 22 – – 5,78 0,5 10,9 3,5 3 2,3

120 24 – – 6,31 0,5 11,9 4,2 3,6 2,6

C2 C3

b

C1

K

C1

H1H L

K

C1
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表3b

外輪給油穴/Oリング溝の寸法– 70 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 寸法
70  . . Eシリーズ軸受
H H1 L L1

d C1 K C1 K C1 C2 C3 b C1 C2 C3 b

mm – mm

6 6 3,65 0,5 – – – – – – – – – –
7 7 3,65 0,5 – – – – – – – – – –
8 8 4,25 0,5 – – – – – – – – – –

9 9 4,25 0,5 – – – – – – – – – –
10 00 4,75 0,5 – – – – – – – – – –
12 01 4,9 0,5 – – – – – – – – – –

15 02 5,35 0,5 – – – – – – – – – –
17 03 6,05 0,5 – – – – – – – – – –
20 04 – – 3,67 0,5 5,9 1,8 1,9 1,9 3,2 1,45 1,9 1,4

25 05 – – 3,72 0,5 5,9 1,8 1,9 2,1 3,2 1,45 1,9 1,4
30 06 – – 4,23 0,5 6,5 2,3 2,6 1,8 3,7 1,95 2,6 1,4
35 07 – – 4,52 0,5 7,3 2,2 2,8 1,7 4 2,2 2,8 1,4

40 08 – – 5,03 0,5 7,8 2,5 3 1,7 4,5 2,5 3 1,4
45 09 – – 5,53 0,5 8,6 3 3 1,7 5 3 3 1,4
50 10 – – 5,32 0,5 8,6 2,7 3 1,7 4,7 2,7 3 1,6

55 11 – – 6,30 0,5 9 3,4 3,4 2,4 5,65 3,4 3,4 1,6
60 12 – – 6,30 0,5 9 3,4 3,4 2,4 5,65 3,4 3,4 1,6
65 13 – – 5,92 0,5 9,7 3,3 3,3 1,9 5,3 3,3 3,3 1,6

70 14 – – 6,7 0,5 10,9 3,4 3,4 1,9 6,05 3,4 3,4 1,6
75 15 – – 6,73 0,5 10,9 3,4 3,4 1,8 6,1 3,4 3,4 1,6
80 16 – – 7,27 0,5 11,1 3,8 3,8 2,8 6,5 3,8 3,8 1,8

85 17 – – 7,27 0,5 11,1 3,8 3,8 2,8 6,5 3,8 3,8 1,8
90 18 – – 8,33 0,5 13,2 4,3 4,3 2,6 7,6 4,3 4,3 1,8
95 19 – – 7,81 0,5 13,4 4,3 4,3 2,2 7,1 4,3 4,3 1,8

100 20 – – 7,82 0,5 13,4 4 4 2,2 7,1 4 4 1,8
110 22 – – 9,84 0,5 15,1 5,4 5,4 2,6 9,05 5,4 5,4 1,8
120 24 – – 9,38 0,5 15 5,4 5,4 2,8 8,6 5,4 5,4 1,8

K

C1

C2 C3

b

C1

H1H L L1

K

C1
b

C1
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表4

外輪給油穴/Oリング溝の寸法– 719 .. B、70 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 寸法
719  . . Bシリーズ軸受、Lタイプ 70  . . Bシリーズ軸受、Lタイプ

d C1 C2 C3 b C1 C2 C3 b

mm – mm

30 06 – – – – 6,5 3,4 2,4 1,7
35 07 – – – – 7,3 3,4 2,4 1,4
40 08 5,9 2,8 1,7 2 7,8 3,6 2,6 1,5

45 09 5,9 2,8 1,7 2 8,6 3,6 2,6 1,5
50 10 5,9 2,8 1,7 2 8,6 3,6 2,6 1,5
55 11 6,5 3,8 1,7 2 9 4,3 2,8 2,2

60 12 6,5 3,8 1,7 2 9 4,3 2,8 2,2
65 13 6,5 3,8 1,7 2 9,7 4,3 2,8 1,5
70 14 8,6 3,8 1,7 1,5 10,9 4,4 2,9 1,5

75 15 8,6 3,8 2,7 1,5 10,9 4,4 2,9 1,5
80 16 8,6 3,8 2,7 2 11,1 4,7 3,2 2,5
85 17 9,3 4,5 2,9 2,2 11,1 4,7 3,2 2,5

90 18 9,3 4,5 2,9 2,2 13,4 5,2 4,2 2,2
95 19 9,3 4,5 2,9 2,2 13,4 5,2 4,2 2,2
100 20 10,9 4,5 2,9 2,2 13,4 5,2 4,2 2,2

110 22 10,9 4,5 2,9 2,2 15,1 6,2 4,2 2,2
120 24 11,9 4,5 2,9 2,2 15,1 6,2 4,2 2,2

L

C2 C3

b

C1

C2 C3

b

C1

L
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軸受組合せ配列の選定

NitroMax製軸受

従来型の超精密アンギュラ玉軸受軌道輪は、
炭素クロム鋼製です。これに対し、ハイブリッ
ド軸受では、新世代の高窒素ステンレス鋼で
あるNitroMax製の軸受軌道輪を使用するこ
とが可能です(接頭記号V)。この材料でできた
軸受軌道輪は、耐腐食性、耐摩耗性、疲労強
度、弾性率、硬度、衝撃靱性に優れています。

NitroMax製軸受軌道輪とセラミックボール
の特性が組合さることで、軸受の性能が大幅
に向上し、潤滑条件によっては従来型ハイブ
リッド軸受の3倍の寿命を実現することが可
能です。
これらの軸受は、運転パラメータとしての
回転速度や剛性、あるいは軸受寿命に対し非
常に要求が高い、高速マシニングセンターや
フライス盤などの用途に特に適しています。
炭素クロム鋼、セラミック、NitroMaxの詳細
については、軸受輪および転動体の材料
(†51ページ)の項を参照してください。

軸受組合せ配列の選定

超精密アンギュラ玉軸受を使用した軸受組合
せ配列では、単列軸受または組合せ軸受の選
択が可能です。

3列組合せの軸受を構成する際に、選択が
可能なオプションの例については、表5を参
照してください。

単列軸受および組合せ軸受

単列軸受

単列超精密アンギュラ玉軸受は、予圧非調整
軸受またはユニバーサルマッチ軸受の設定が
あります。単列軸受を注文する際は、各軸受
の必要個数を指定してください。

予圧非調整軸受

予圧非調整軸受は、各軸受位置で軸受を単独
でしか使用しない配列向きの軸受です。軸受
の幅の公差は厳密ですが、予圧の調整が行わ
れていないため、これらの軸受を直接隣接さ
せて取付ける配列には適しません。

表5

3列組合せの軸受を構成する際に、選択が可能なオプションの例  

設計の特徴 軸受構成 軸受シリーズの型番 注文型番の例

軸受を任意の順番および方向で相互に直接隣
接するように配列可能

単列ユニバーサルマッチ軸受
x3個

70  . . DG . ./P4A 3x7014CDGA/P4A

軸受を任意の順番および方向で相互に直接隣
接するように配列可能、荷重負荷の均一性を向
上

3列ユニバーサルマッチ軸受 70  . . D/P4ATG . . 1x7014CD/
P4ATGA

3列背面組合せ軸受、荷重負荷の均一性を向上 マッチング済み3列組合せ
軸受

70  . . D/P4AT . . 1x7014CD/
P4ATBTA

3列背面組合せ軸受、優れた速度性能と最大限
の剛性、荷重負荷の均一性向上

マッチング済み3列組合せ
軸受

70  . . E/P4AT . . 1x7014CE/
P4ATBTA

3列背面組合せ軸受、最大限の速度性能、荷重
負荷の均一性向上

マッチング済み3列組合せ
軸受

70  . . E/P4AT . . 1x7014CE/
P4ATBTL
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単列ユニバーサルマッチ軸受

ユニバーサルマッチ軸受は、互いに直接隣接
させてランダムに取付ける配列で、間座など
の部品を使用することなく既定の予圧や効果
的な荷重バランスが得られるように特別に製
造されています。
組合せ記号Gで示される単列ユニバーサル
マッチ軸受では、様々な予圧等級を設定して
います。

組合せ軸受

組合せ超精密アンギュラ玉軸受は、マッチン
グ済み組合せ軸受またはユニバーサルマッチ
軸受のセットとして設定されています。組合
せ軸受を注文する際は、必要な組合せ軸受
の数を指定してください(セットごとの軸受の
数は、型番に示されています)。

マッチング済み組合せ軸受

この軸受は、複数個の軸受で構成された組合
せ軸受セットとして製造されます。軸受は製
造時にマッチングされているため、指定の順
番で相互に直接隣接させて取付ければ、間座
などの装置を使用しなくても既定の予圧や効
果的な荷重バランスが得られます。
これらの軸受の内外径寸法は、一般公差の

1/3以内でセットされているため、単列ユニ
バーサルマッチ軸受よりも適切な荷重配分が
得られます。
マッチング済み組合せ軸受では、様々な予

圧等級を設定しています。

複数列ユニバーサルマッチ軸受

複数列ユニバーサルマッチ軸受は、任意の軸
受配列でランダムに組合せることができま
す。複数列ユニバーサルマッチ軸受の内外径
寸法は、一般公差の1/3以内でセットされて
いるため、取付け時に単列ユニバーサルマッ
チ軸受よりも適切な荷重配分が得られます。
複数列ユニバーサルマッチ軸受では、様々
な予圧等級を設定しています。
複数列ユニバーサルマッチ軸受の組合せ記
号は、単列ユニバーサルマッチ軸受と同様にG
ですが、型番内のGの文字の位置は異なりま
す。

軸受組合せ配列

背面組合せ

背面組合せ(†図11)では、荷重負荷ラインは
軸受中心から外側へ広がります。両方向から
のアキシアル荷重に対応できますが、1つの軸
受で支持できるのは一方向のアキシアル荷重
だけです。
背面組合せで取り付けられた軸受は、比較

的剛性の高い軸受配列となります。背面組合
せは、軸受の荷重作用点距離が広いため、
モーメント荷重の支持に特に適しています。

正面組合せ

正面組合せ(†図12)では、荷重負荷ラインは
軸受中心側へ向かいます。両方向からのアキ
シアル荷重に対応できますが、1つの軸受で
支持できるのは一方向のアキシアル荷重だけ
です。
正面組合せは、軸受の荷重作用点距離が

狭いため、モーメント荷重の支持にはあまり
適していません。

並列組合せ

並列組合せ軸受を使用すると、単列軸受と比
較して高いアキシアルおよびラジアル負荷容
量が得られます。並列組合せ(†図13)では、
荷重負荷ラインが平行になるため、ラジアル
およびアキシアル荷重は均等に配分されま
す。
組合せ軸受は、一方向からのアキシアル荷
重のみに対応できます。アキシアル荷重が両
方向に作用する場合、または複合荷重が存在
する場合は、並列組合せ軸受に対して、逆方
向からのアキシアル荷重に対応するために、
調整された軸受を追加する必要があります
(複数の追加が必要な場合もあります)。
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軸受組合せ配列の選定

例

ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済
み組合せ軸受は、その用途に要求される剛性
や荷重に応じて様々な組合せでの配列が可
能です。軸受組合せ配列の例とマッチング済
み組合せ軸受に適用される組合せ記号につ
いては、図14 (†144ページ)を参照してくだ
さい。

効率的な在庫方法

在庫を削減し、部品の稼働率を向上するた
め、SKFでは、可能な限りユニバーサルマッチ
軸受を使用することを推奨しています。ユニ
バーサルマッチ軸受を使用することで多種多
様な組合せ軸受セットを実現できますので、
組合せ配列ごとの在庫が不要となります。

図11

図12

図13

背面組合せ

正面組合せ

並列組合せ
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図14

軸受2個の組合せ軸受

軸受3個の組合せ軸受

背面組合せ
組合せ記号DB

2-1背面組合せ
組合せ記号TBT

2-2背面組合せ
組合せ記号QBC

3-1背面組合せ
組合せ記号QBT

3個並列組合せ
組合せ記号DT

3個並列組合せ
組合せ記号TT

4個並列組合せ
組合せ記号QT

正面組合せ
組合せ記号DF

2-1正面組合せ
組合せ記号TFT

2-2正面組合せ
組合せ記号QFC

3-1正面組合せ
組合せ記号QFT

軸受4個の組合せ軸受
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単列軸受および組合せ軸受のマーキング

単列軸受および組合せ軸受
のマーキング
超精密アンギュラ玉軸受の軸受内外輪側面に
は様々な情報がマーキングされています
(†図15)。

1 SKF商標
2 軸受型番
3 製造国
4 製造日コード
5 外径寸法の偏差∆Dm [µm]および外輪の最
大偏心位置

6 内径寸法の偏差∆Dm [µm]および内輪の最
大偏心位置

7 スラスト面マーク(打刻)
8 シリアル番号(組合せ軸受のみ)
9 「V型」マーキング(マッチング済み組合せ
軸受のみ)

シール付き軸受にも同様のマーキングが付い
ています。

「V型」マーキング

マッチング済み組合せ軸受外輪外径面の「V
型」マーキングは、軸受セットで適切な予圧を
得るための軸受取付け位置の指標になります。
また、アキシアル荷重に対して軸受を取付
ける方向の指標にもなります。内輪に作用す
るアキシアル荷重の方向と「V型」マーキング
の向きを合わせてください(†図16)。両方向
のアキシアル荷重が存在する場合は、大きい
荷重の方向と「V型」マーキングの向きを合わ
せてください。

Fa

図16

図15

7

9

2

1

3

4

5

6

8
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アンギュラ玉軸受

軸受のデータ

主要寸法 ISO15

面取り寸法 ラジアル方向の面取り寸法(r1, r3)およびアキシアル方向の面取り寸
法(r2, r4)は、軸受寸法表(†198ページ)に記載されています。仕様
はシリーズによって異なります。

718 .. Dシリーズ

• 内輪面取りと外輪スラスト方向面取り:ISO15
• 外輪反スラスト方向面取りの値は標準化されていません。

719 .. D、70 .. D、72 .. Dシリーズ

• 内輪面取りと外輪スラスト方向面取り:ISO15
• 外輪反スラスト方向面取り:ISO12044(該当する場合)

719 .. Eシリーズ

• 内輪反スラスト方向面取り(d ≤ 30 mm)、内輪スラスト方向、外輪ス
ラスト方向面取り:ISO15
• 内輪反スラスト方向面取り(d > 30 mm):ISO15規格値より小さい
• 外輪反スラスト方向面取り:ISO12044

70 .. Eシリーズ

• 内輪面取りと外輪スラスト方向面取り:ISO15
• 外輪反スラスト方向面取り:ISO12044

719 .. B、70 .. Bシリーズ

• 内輪面取りと外輪スラスト方向面取り:ISO15
• 外輪反スラスト方向面取り:ISO15規格値より小さい

軸受取付け部品の隅R寸法を決める際に重要となる隅Rの限界値
は、ISO582に基づいており、その値は軸受寸法表に記載されていま
す。

精度

詳細情報
(†47ページ)

精度等級P4AまたはP4が標準です。ご要望に応じて精度等級PA9A
またはP2の公差にも対応いたします。
各精度等級については以下の表に記載されています。

• 精度等級P4A(†表6)
• 精度等級P4(†表7、148ページ)
• 精度等級PA9A(†表8、149ページ)
• 精度等級P2(†表9、150ページ)

146



軸受のデータ

表6

精度等級P4A

内輪
d Δdmp

1) Δds
2) Vdp Vdmp ΔBs ΔB1s VBs Kia Sd Sia

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm  µm  µm µm µm  µm  µm µm µm µm

2,5 10 0 –4 0 –4 1,5 1 0 –40 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
10 18 0 –4 0 –4 1,5 1 0 –80 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
18 30 0 –5 0 –5 1,5 1 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5

30 50 0 –6 0 –6 1,5 1 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
50 80 0 –7 0 –7 2 1,5 0 –150 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
80 120 0 –8 0 –8 2,5 1,5 0 –200 0 –380 2,5 2,5 2,5 2,5

120 150 0 –10 0 –10 6 3 0 –250 0 –380 4 4 4 4
150 180 0 –10 0 –10 6 3 0 –250 0 –380 4 6 5 6
180 250 0 –12 0 –12 7 4 0 –300 0 –500 5 7 6 7

250 315 0 –13 0 –13 8 5 0 –350 0 –550 6 8 7 7
315 400 0 –16 0 –16 10 6 0 –400 0 –600 6 9 8 8

外輪
D ΔDmp

1) ΔDs
2) VDp

3) VDmp
3) ΔCs�ΔC1s VCs Kea SD Sea

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大 最大 最大

mm  µm  µm  µm µm     µm µm µm µm

10 18 0 –4 0 –4 1,5 1 同一軸受の内輪値と
同じ(∆Bs, ∆B1s)。

1,5 1,5 1,5 1,5
18 30 0 –5 0 –5 2 1,5 1,5 1,5 1,5 1,5
30 50 0 –6 0 –6 2 1,5 1,5 2,5 1,5 2,5

50 80 0 –7 0 –7 2 1,5 1,5 4 1,5 4
80 120 0 –8 0 –8 2,5 1,5 2,5 5 2,5 5
120 150 0 –9 0 –9 4 1,5 2,5 5 2,5 5

150 180 0 –10 0 –10 6 3 4 6 4 6
180 250 0 –11 0 –11 6 4 5 8 5 8
250 315 0 –13 0 –13 8 5 5 9 6 8

315 400 0 –15 0 –15 9 6 7 10 8 10
400 500 0 –20 0 –20 12 8 8 13 10 13

精度記号の説明†表4、48ページ
1)これらの数値は直径系列8および9シリーズにのみ適用されます。
2)これらの数値は直径系列0および2シリーズにのみ適用されます。
3)シール付き軸受の値については、シールを装着する前の値です。
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アンギュラ玉軸受

表7

精度等級P4 (ABEC 7)

内輪
d Δdmp

1) Δds
2) Vdp Vdmp ΔBs ΔB1s VBs Kia Sd Sia

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm  µm  µm µm µm  µm  µm µm µm µm

2,5 10 0 –4 0 –4 4 2 0 –60 0 –250 2,5 2,5 3 3
10 18 0 –4 0 –4 4 2 0 –80 0 –250 2,5 2,5 3 3
18 30 0 –5 0 –5 5 2,5 0 –120 0 –250 2,5 3 4 4

30 50 0 –6 0 –6 6 3 0 –120 0 –250 3 4 4 4
50 80 0 –7 0 –7 7 3,5 0 –150 0 –250 4 4 5 5
80 120 0 –8 0 –8 8 4 0 –200 0 –380 4 5 5 5

120 150 0 –10 0 –10 10 5 0 –250 0 –380 5 6 6 7
150 180 0 –10 0 –10 10 5 0 –250 0 –380 5 6 6 7

外輪
D ΔDmp

1) ΔDs
2) VDp

3) VDmp
3) ΔCs�ΔC1s VCs Kea SD Sea

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大 最大 最大

mm  µm  µm  µm µm     µm µm µm µm

18 30 0 –5 0 –5 5 2,5 同一軸受の内輪値と同じ
(∆Bs, ∆B1s)。

2,5 4 4 5
30 50 0 –6 0 –6 6 3 2,5 5 4 5
50 80 0 –7 0 –7 7 3,5 3 5 4 5

80 120 0 –8 0 –8 8 4 4 6 5 6
120 150 0 –9 0 –9 9 5 5 7 5 7
150 180 0 –10 0 –10 10 5 5 8 5 8

180 250 0 –11 0 –11 11 6 7 10 7 10

精度記号の説明†表4、48ページ
1)これらの数値は直径系列8および9シリーズにのみ適用されます。
2)これらの数値は直径系列0および2シリーズにのみ適用されます。
3)シール付き軸受の値については、シールを装着する前の値です。
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軸受のデータ

表8

精度等級PA9A

内輪
d Δdmp

1) Δds
2) Vdp Vdmp ΔBs ΔB1s VBs Kia Sd Sia

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm  µm  µm µm µm  µm  µm µm µm µm

2,5 10 0 –2,5 0 –2,5 1,5 1 0 –40 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
10 18 0 –2,5 0 –2,5 1,5 1 0 –80 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
18 30 0 –2,5 0 –2,5 1,5 1 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5

30 50 0 –2,5 0 –2,5 1,5 1 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
50 80 0 –4 0 –4 2 1,5 0 –150 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
80 120 0 –5 0 –5 2,5 1,5 0 –200 0 –380 2,5 2,5 2,5 2,5

120 150 0 –7 0 –7 4 3 0 –250 0 –380 2,5 2,5 2,5 2,5
150 180 0 –7 0 –7 4 3 0 –250 0 –380 4 5 4 5
180 250 0 –8 0 –8 5 4 0 –300 0 –500 5 5 5 5

外輪
D ΔDmp

1) ΔDs
2) VDp

3) VDmp
3) ΔCs�ΔC1s VCs Kea SD Sea

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大 最大 最大

mm  µm  µm  µm µm     µm µm µm µm

10 18 0 –2,5 0 –2,5 1,5 1 同一軸受の内輪値と同じ
(∆Bs, ∆B1s)。

1,5 1,5 1,5 1,5
18 30 0 –4 0 –4 2 1,5 1,5 1,5 1,5 1,5
30 50 0 –4 0 –4 2 1,5 1,5 2,5 1,5 2,5

50 80 0 –4 0 –4 2 1,5 1,5 4 1,5 4
80 120 0 –5 0 –5 2,5 1,5 2,5 5 2,5 5
120 150 0 –5 0 –5 2,5 1,5 2,5 5 2,5 5

150 180 0 –7 0 –7 4 3 2,5 5 2,5 5
180 250 0 –8 0 –8 5 4 4 7 4 7
250 315 0 –8 0 –8 5 4 5 7 5 7

315 400 0 –10 0 –10 6 5 7 8 7 8

精度記号の説明†表4、48ページ
1)これらの数値は直径系列8および9シリーズにのみ適用されます。
2)これらの数値は直径系列0および2シリーズにのみ適用されます。
3)シール付き軸受の値については、シールを装着する前の値です。
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アンギュラ玉軸受

表9

精度等級P2 (ABEC9)

内輪
d Δdmp

1) Δds
2) Vdp Vdmp ΔBs ΔB1s VBs Kia Sd Sia

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm  µm  µm µm µm  µm  µm µm µm µm

2,5 10 0 –2,5 0 –2,5 2,5 1,5 0 –40 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
10 18 0 –2,5 0 –2,5 2,5 1,5 0 –80 0 –250 1,5 1,5 1,5 1,5
18 30 0 –2,5 0 –2,5 2,5 1,5 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5

30 50 0 –2,5 0 –2,5 2,5 1,5 0 –120 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
50 80 0 –4 0 –4 4 2 0 –150 0 –250 1,5 2,5 1,5 2,5
80 120 0 –5 0 –5 5 2,5 0 –200 0 –380 2,5 2,5 2,5 2,5

120 150 0 –7 0 –7 7 3,5 0 –250 0 –380 2,5 2,5 2,5 2,5
150 180 0 –7 0 –7 7 3,5 0 –250 0 –380 4 5 4 5

外輪
D ΔDmp

1) ΔDs
2) VDp VDmp ΔCs、ΔC1s VCs Kea SD Sea

超 以下 上 下 上 下 最大 最大 最大 最大 最大 最大

mm  µm  µm  µm µm     µm µm µm µm

18 30 0 –4 0 –4 4 2 同一軸受の内輪値と同じ
(∆Bs, ∆B1s)。

1,5 2,5 1,5 2,5
30 50 0 –4 0 –4 4 2 1,5 2,5 1,5 2,5
50 80 0 –4 0 –4 4 2 1,5 4 1,5 4

80 120 0 –5 0 –5 5 2,5 2,5 5 2,5 5
120 150 0 –5 0 –5 5 2,5 2,5 5 2,5 5
150 180 0 –7 0 –7 7 3,5 2,5 5 2,5 5

180 250 0 –8 0 –8 8 4 4 7 4 7

精度記号の説明†表4、48ページ
1)これらの数値は直径系列8および9シリーズにのみ適用されます。
2)これらの数値は直径系列0および2シリーズにのみ適用されます。
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予圧

予圧

超精密アンギュラ玉軸受では、アキシアル負
荷方向が対向する2個以上の軸受を配列しな
い限り、予圧を加えることはできません。予圧
の詳細については、次項を参照してくださ
い。

予圧調整済み軸受

ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済
み組合せ軸受は、回転数、剛性、運転温度に
関する様々な条件に対応するため、製造時に
予圧調整が行われています。
予圧荷重は、軸受シリーズ、接触角度、内
部形状、軸受のサイズによって決まり、さらに
組合せ軸受配列が背面組合せ/正面組合せか
によっても変わります。予圧荷重の詳細につい
ては、以下の表を参照してください。

• 表10 (†153ページ)718  . . Dシリーズ軸受
• 表11 (†154ページ)719  . . D、70  . . Dシリ
ーズ軸受
• 表12 (†156ページ)719  . . E、70  . . Eシリ
ーズ軸受
• 表13 (†158ページ)719  . . B、70  . . Bシリ
ーズ軸受
• 表14 (†160ページ)72  . . Dシリーズ軸受

ご要望に応じて、特殊予圧荷重でのマッチン
グ済み組合せ軸受も製造が可能です。特殊予
圧荷重は、組合せ記号に続く特殊予圧記号G
で示されます。G以降の数字が予圧荷重を表
します。単位はdaNです。特殊予圧は、3個以
上の軸受で構成されたユニバーサルマッチ軸
受セットには適用されません。3個以上の軸
受で構成されたマッチング済み組合せ軸受に
は、複列軸受のセットよりも高い予圧荷重が
作用します。これらの軸受の予圧荷重は、単
列軸受の予圧荷重に表15 (†161ページ)の
係数をかけて求めることができます。

719 .. D、70 .. D、72 .. Dシリーズ

719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ軸受には、
4種類の予圧等級が設定されています。

• 予圧等級A:超軽予圧
• 予圧等級B:軽予圧
• 予圧等級C:中予圧
• 予圧等級D:重予圧

718 .. D、719 .. E、70 .. Eシリーズ

718  . . D、719  . . E、70  . . Eシリーズ軸受には、
以下の3種類の予圧等級が設定されています。

• 予圧等級A:軽予圧
• 予圧等級B:中予圧
• 予圧等級C:重予圧

これらの予圧等級は、以下の製品に適用され
ます。

• 単列ユニバーサルマッチ軸受
• 複数列ユニバーサルマッチ軸受
• マッチング済み組合せ軸受

剛性よりも速度性能が優先される用途に対し
ては、以下のような予圧等級も設定していま
す。

• 予圧等級L:低減軽予圧
• 予圧等級M:低減中予圧
• 予圧等級F:低減重予圧

これらの予圧等級は、TBT、TFT、QBT、QFTな
どの非対称組合せ軸受にのみに適用されま
す。3個または4個の軸受で構成された予圧等
級L、M、Fの組合せ軸受の予圧は、2個の軸受
で構成された予圧等級A、B、Cのセットと同じ
予圧荷重です。TBT、TFT、QBT、QFTなどの非
対称のマッチング済み組合せ軸受の予圧荷
重は、予圧荷重一覧表の値を直接適用できま
す。

7014 CEマッチング済み組合せ軸受を使用
した配列で可能な軽予圧/低減軽予圧の例に
ついては、表16 (†161ページ)を参照して
ください。

151

2



アンギュラ玉軸受

719 .. B、70 .. Bシリーズ

719  . . B、70  . . Bシリーズ軸受には、3種類の
予圧等級が設定されています。

• 予圧等級A:軽予圧
• 予圧等級B:中予圧
• 予圧等級C:重予圧
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予圧

表10

単列ユニバーサルマッチ軸受および、マッチング済み背面組合せまたは正面組合せ軸受の組込み前アキシアル予圧–
718 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

718CD、718CD/HC 718ACD、718ACD/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N

10 00 10 30 60 16 48 100
12 01 11 33 66 17 53 105
15 02 12 36 72 19 58 115

17 03 12 37 75 20 60 120
20 04 20 60 120 32 100 200
25 05 22 66 132 35 105 210

30 06 23 70 140 37 110 220
35 07 25 75 150 39 115 230
40 08 26 78 155 40 120 240

45 09 27 80 160 41 125 250
50 10 40 120 240 60 180 360
55 11 55 165 330 87 260 520

60 12 70 210 420 114 340 680
65 13 71 215 430 115 345 690
70 14 73 220 440 117 350 700

75 15 76 225 450 120 360 720
80 16 78 235 470 123 370 740
85 17 115 345 690 183 550 1 100

90 18 116 350 700 184 555 1 110
95 19 117 355 710 186 560 1 120
100 20 120 360 720 190 570 1 140

105 21 130 390 780 200 600 1 200
110 22 160 500 1 000 260 800 1 600
120 24 180 550 1 100 280 850 1 700

130 26 210 620 1 230 325 980 1 960
140 28 240 720 1 440 380 1 140 2 280
150 30 270 820 1 630 430 1 300 2 590

160 32 280 850 1 700 450 1 350 2 690

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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アンギュラ玉軸受

表11a

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–719 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

719CD、719CD/HC 719ACD、719ACD/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N

10 00 10 20 40 80 15 30 60 120
12 01 10 20 40 80 15 30 60 120
15 02 15 30 60 120 25 50 100 200
17 03 15 30 60 120 25 50 100 200

20 04 25 50 100 200 35 70 140 280
25 05 25 50 100 200 40 80 160 320
30 06 25 50 100 200 40 80 160 320
35 07 35 70 140 280 60 120 240 480

40 08 45 90 180 360 70 140 280 560
45 09 50 100 200 400 80 160 320 640
50 10 50 100 200 400 80 160 320 640
55 11 70 140 280 560 120 240 480 960

60 12 70 140 280 560 120 240 480 960
65 13 80 160 320 640 120 240 480 960
70 14 130 260 520 1 040 200 400 800 1 600
75 15 130 260 520 1 040 210 420 840 1 680

80 16 140 280 560 1 120 220 440 880 1 760
85 17 170 340 680 1 360 270 540 1 080 2 160
90 18 180 360 720 1 440 280 560 1 120 2 240
95 19 190 380 760 1 520 290 580 1 160 2 320

100 20 230 460 920 1 840 360 720 1 440 2 880
105 21 230 460 920 1 840 360 720 1 440 2 880
110 22 230 460 920 1 840 370 740 1 480 2 960
120 24 290 580 1 160 2 320 450 900 1 800 3 600

130 26 350 700 1 400 2 800 540 1 080 2 160 4 320
140 28 360 720 1 440 2 880 560 1 120 2 240 4 480
150 30 470 940 1 880 3 760 740 1 480 2 960 5 920
160 32 490 980 1 960 3 920 800 1 600 3 200 6 400

170 34 500 1 000 2 000 4 000 800 1 600 3 200 6 400
180 36 630 1 260 2 520 5 040 1 000 2 000 4 000 8 000
190 38 640 1 280 2 560 5 120 1 000 2 000 4 000 8 000
200 40 800 1 600 3 200 6 400 1 250 2 500 5 000 10 000

220 44 850 1 700 3 400 6 800 1 300 2 600 5 200 10 400
240 48 860 1 720 3 440 6 880 1 350 2 700 5 400 10 800
260 52 1 050 2 100 4 200 8 400 1 650 3 300 6 600 13 200
280 56 1 090 2 180 4 360 8 720 1 700 3 400 6 800 13 600

300 60 1 400 2 800 5 600 11 200 2 200 4 400 8 800 17 600
320 64 1 400 2 800 5 600 11 200 2 200 4 400 8 800 17 600
340 68 1 460 2 920 5 840 11 680 2 300 4 600 9 200 18 400
360 72 1 460 2 920 5 840 11 680 2 300 4 600 9 200 18 400

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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予圧

表11b

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–70 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

70CD、70CD/HC 70ACD、70ACD/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N

6 6 7 13 25 50 12 25 50 100
7 7 9 18 35 70 15 30 60 120
8 8 11 22 45 90 20 40 80 160
9 9 12 25 50 100 22 45 90 180

10 00 15 30 60 120 25 50 100 200
12 01 15 30 60 120 25 50 100 200
15 02 20 40 80 160 30 60 120 240
17 03 25 50 100 200 40 80 160 320

20 04 35 70 140 280 50 100 200 400
25 05 35 70 140 280 60 120 240 480
30 06 50 100 200 400 90 180 360 720
35 07 60 120 240 480 90 180 360 720

40 08 60 120 240 480 100 200 400 800
45 09 110 220 440 880 170 340 680 1 360
50 10 110 220 440 880 180 360 720 1 440
55 11 150 300 600 1 200 230 460 920 1 840

60 12 150 300 600 1 200 240 480 960 1 920
65 13 160 320 640 1 280 240 480 960 1 920
70 14 200 400 800 1 600 300 600 1 200 2 400
75 15 200 400 800 1 600 310 620 1 240 2 480

80 16 240 480 960 1 920 390 780 1 560 3 120
85 17 250 500 1 000 2 000 400 800 1 600 3 200
90 18 300 600 1 200 2 400 460 920 1 840 3 680
95 19 310 620 1 240 2 480 480 960 1 920 3 840

100 20 310 620 1 240 2 480 500 1 000 2 000 4 000
105 21 360 720 1 440 2 880 560 1 120 2 240 4 480
110 22 420 840 1 680 3 360 650 1 300 2 600 5 200
120 24 430 860 1 720 3 440 690 1 380 2 760 5 520

130 26 560 1 120 2 240 4 480 900 1 800 3 600 7 200
140 28 570 1 140 2 280 4 560 900 1 800 3 600 7 200
150 30 650 1 300 2 600 5 200 1 000 2 000 4 000 8 000
160 32 730 1 460 2 920 5 840 1 150 2 300 4 600 9 200

170 34 800 1 600 3 200 6 400 1 250 2 500 5 000 10 000
180 36 900 1 800 3 600 7 200 1 450 2 900 5 800 11 600
190 38 950 1 900 3 800 7 600 1 450 2 900 5 800 11 600
200 40 1 100 2 200 4 400 8 800 1 750 3 500 7 000 14 000

220 44 1 250 2 500 5 000 10 000 2 000 4 000 8 000 16 000
240 48 1 300 2 600 5 200 10 400 2 050 4 100 8 200 16 400
260 52 1 550 3 100 6 200 12 400 2 480 4 960 9 920 19 840

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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表12a

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–719 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

719CE、719CE/HC 719ACE、719ACE/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N

8 8 9 27 55 15 46 91
9 09 11 32 64 17 50 100
10 00 11 32 65 17 50 100

12 01 11 34 68 18 55 110
15 02 17 51 102 28 84 170
17 03 18 54 108 29 87 175

20 04 26 79 157 42 130 250
25 05 28 85 170 45 140 270
30 06 30 90 180 48 145 290

35 07 41 125 250 66 200 400
40 08 52 157 315 84 250 505
45 09 55 166 331 88 265 529

50 10 69 210 410 110 330 660
55 11 83 250 500 133 400 800
60 12 87 262 523 139 418 836

65 13 89 266 532 142 425 850
70 14 120 360 710 190 570 1 130
75 15 120 361 722 192 577 1 150

80 16 123 370 740 195 590 1 170
85 17 160 479 957 255 765 1 529
90 18 163 488 977 260 780 1 560

95 19 166 500 995 265 795 1 590
100 20 208 624 1 250 332 996 1 990
110 22 220 650 1 300 340 1 030 2 070

120 24 250 760 1 530 410 1 220 2 440

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。

表12b

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–70 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

70CE、70CE/HC 70ACE、70ACE/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N

6 6 10 25 50 14 41 82
7 7 10 30 60 17 50 100
8 8 15 35 75 20 60 120

9 09 15 40 80 23 65 130
10 00 15 48 95 26 80 160
12 01 17 53 110 28 85 170

15 02 25 70 140 38 115 230
17 03 30 90 185 50 150 300
20 04 40 120 235 64 193 390

25 05 45 130 260 70 210 430
30 06 50 150 300 80 240 480
35 07 60 180 370 100 300 590

40 08 65 200 390 105 310 630
45 09 70 210 410 110 330 660
50 10 85 250 500 130 400 800

55 11 90 270 540 140 430 860
60 12 92 275 550 150 440 870
65 13 110 330 650 170 520 1 040

70 14 130 380 760 200 610 1 220
75 15 140 420 840 220 670 1 340
80 16 180 550 1 090 280 850 1 700

85 17 185 560 1 110 290 890 1 780
90 18 190 580 1 150 300 920 1 840
95 19 230 700 1 400 380 1 130 2 270

100 20 240 720 1 440 390 1 150 2 310
110 22 250 760 1 520 400 1 210 2 420
120 24 310 930 1 850 490 1 480 2 950
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表13a

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–719 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

719CB、719CB/HC 719ACB、719ACB/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N

30 06 16 32 96 27 54 160
35 07 17 34 100 29 58 175
40 08 18 36 110 31 62 185

45 09 24 48 145 41 82 245
50 10 26 52 155 43 86 260
55 11 33 66 200 55 110 330

60 12 34 68 205 57 115 340
65 13 35 70 210 60 120 360
70 14 45 90 270 75 150 450

75 15 46 92 275 80 160 480
80 16 52 105 310 87 175 520
85 17 54 110 325 93 185 560

90 18 59 120 355 100 200 600
95 19 60 120 360 105 210 630
100 20 72 145 430 125 250 750

110 22 86 170 515 145 290 870
120 24 90 180 540 155 310 930

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。

表13b

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–70 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

70CB、70CB/HC 70ACB、70ACB/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N

30 06 21 42 125 36 72 215
35 07 23 46 140 38 76 230
40 08 24 48 145 41 82 245

45 09 31 62 185 54 110 330
50 10 33 66 200 56 110 330
55 11 46 92 275 78 155 470

60 12 48 96 290 80 160 480
65 13 49 98 295 85 170 510
70 14 64 130 390 110 220 660

75 15 65 130 390 115 230 690
80 16 78 155 470 150 300 900
85 17 80 160 480 150 300 900

90 18 92 185 550 160 320 960
95 19 94 190 570 165 330 990
100 20 96 190 570 165 330 990

110 22 125 250 750 210 420 1 260
120 24 130 260 780 220 440 1 320
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表14

背面組合せまたは正面組合せの単列ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済み軸受ペアの取り付け前のアキシアル予圧
–72 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 アキシアル予圧荷重1)

72CD、72CD/HC 72ACD、72ACD/HC
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N

7 7 12 24 48 96 18 36 72 144
8 8 14 28 56 112 22 44 88 176
9 9 15 30 60 120 25 50 100 200

10 00 17 34 68 136 27 54 108 216
12 01 22 44 88 176 35 70 140 280
15 02 30 60 120 240 45 90 180 360

17 03 35 70 140 280 60 120 240 480
20 04 45 90 180 360 70 140 280 560
25 05 50 100 200 400 80 160 320 640

30 06 90 180 360 720 150 300 600 1 200
35 07 120 240 480 960 190 380 760 1 520
40 08 125 250 500 1 000 200 400 800 1 600

45 09 160 320 640 1 280 260 520 1 040 2 080
50 10 170 340 680 1 360 265 530 1 060 2 120
55 11 210 420 840 1 680 330 660 1 320 2 640

60 12 215 430 860 1 720 350 700 1 400 2 800
65 13 250 500 1 000 2 000 400 800 1 600 3 200
70 14 260 520 1 040 2 080 420 840 1 680 3 360

75 15 270 540 1 080 2 160 430 860 1 720 3 440
80 16 320 640 1 280 2 560 520 1 040 2 080 4 160
85 17 370 740 1 480 2 960 600 1 200 2 400 4 800

90 18 480 960 1 920 3 840 750 1 500 3 000 6 000
95 19 520 1 040 2 080 4 160 850 1 700 3 400 6 800
100 20 590 1 180 2 360 4 720 950 1 900 3 800 7 600

105 21 650 1 300 2 600 5 200 1 000 2 000 4 000 8 000
110 22 670 1 340 2 680 5 360 1 050 2 100 4 200 8 400
120 24 750 1 500 3 000 6 000 1 200 2 400 4 800 9 600

130 26 810 1 620 3 240 6 480 1 300 2 600 5 200 10 400
140 28 850 1 700 3 400 6 800 1 350 2 700 5 400 10 800

1)ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくだ
さい。
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表15

組合せ軸受の予圧荷重計算係数

軸受の個数 配列 接尾記号 係数
予圧等級

   A、B、C、D L、M、F

3 2-1背面組合せ TBT 1,35 1
2-1正面組合せ TFT 1,35 1

4 3-1背面組合せ QBT 1,6 1
3-1正面組合せ QFT 1,6 1
2-2背面組合せ QBC 2 2
2-2正面組合せ QFC 2 2

5 4-1背面組合せ PBT 1,75 1
4-1正面組合せ PFT 1,75 1
3-2背面組合せ PBC 2,45 2
3-2正面組合せ PFC 2,45 2

表16

7014CE軸受のマッチング済み組合せ軸受を使用した配列で可能な軽予圧/低減軽予圧の例

軸受の個数 配列 組込み前のマッチング済み組合せ軸受予圧荷重
剛性重視 速度重視
接尾記号 予圧荷重 接尾記号 予圧荷重

– – – N – N

2 背面組合せ DBA 130 – –
正面組合せ DFA 130 – –

3 2-1背面組合せ TBTA 175,5 TBTL 130
2-1正面組合せ TFTA 175,5 TFTL 130

4 2-2背面組合せ QBCA 260 – –
2-2正面組合せ QFCA 260 – –
3-1背面組合せ QBTA 208 QBTL 130
3-1正面組合せ QFTA 208 QFTL 130

左右対称の配列では、予圧等級A=予圧等級Lとなります。したがって型番記号DBLは存在しません。
5個の軸受を使用した組合せ軸受については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。
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組込み後の軸受予圧

組込み後のユニバーサルマッチ軸受とマッチ
ング済み組合せ軸受は、製造時に調整された
予圧荷重よりも高い予圧荷重を示す場合があ
ります。予圧荷重の増加は、主にシャフトやハ
ウジングの取付け面寸法によって決まる、部
品と軸受軌道輪とのハメアイ条件に依存しま
す。
予圧荷重の増加は、軸受取付け面の円筒
度、直角度、同心度など、関連部品の形状不
良によっても生じます。
回転中の軸受では以下のような理由によっ
てさらに予圧荷重が増加する可能性もありま
す。

• シャフト回転によって生じる遠心力(定位置
予圧の場合)
• 内輪、外輪、ボールの温度差
• シャフトおよびハウジング材料と軸受鋼と
の熱膨張率の差

軸受が鋼製シャフトと十分な剛性を持った鋼
製または鋳鉄製ハウジングにハメアイ「ゼロ」
で取付けられている場合の組込み後予圧荷
重は、次の式を使って求めることができま
す。

Gm=ff1f2fHCGA,B,C,D

ここで
Gm =組込み後の軸受セットの予圧荷重

[N]
GA,B,C,D=組込み前の組合せ軸受の予圧荷重

[N](†表10~14、153~160
ページ)

f =軸受のシリーズおよびサイズに基
づく係数(†表17)

f1 =接触角度に基づく補正率
(†表18、164ページ)

f2 =予圧等級に基づく補正率(†表18)
fHC =ハイブリッド軸受の補正率

(†表18)

たとえば高速スピンドルなど、遠心力によっ
て内輪とシャフトのハメアイが緩む可能性が
ある場合には、比較的きついハメアイが必要
になることがあります。このような場合にはよ
り詳細な評価が必要となります。SKFアプリ
ケーションエンジニアリングサービスまでお
問い合わせください。

計算例

マッチング済み組合せ軸受71924 CD/P4ADBC 
の組込み後の予圧荷重

719 CDシリーズの予圧等級C、内径サイズ
24、2個の軸受で構成された組合せ軸受であ
るため、組込み前の予圧荷重は、GC = 1 160 N 
(†表11、154ページ)となります。
係数f = 1,26(†表17)と補正率f1 = 1および

f2 = 1,09(†表18、164ページ)により、組込
み後の軸受予圧荷重は以下のようになります。

Gm=ff1f2GC
=1,26×1×1,09×1160
≈1590N
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表17

組込み後の組合せ軸受予圧荷重計算係数

内径 寸法記号 各シリーズの計算係数
718  . . D 719  . . D 719  . . E 719  . . B 70  . . D 70  . . E 70  . . B 72  . . D

d

mm – –

6 6 – – – – 1,01 1,02 – –
7 7 – – – – 1,02 1,02 – 1,02
8 8 – – 1,02 – 1,02 1,02 – 1,02

9 9 – – 1,03 – 1,03 1,02 – 1,02
10 00 1,05 1,03 1,03 – 1,03 1,03 – 1,02
12 01 1,06 1,04 1,04 – 1,03 1,02 – 1,02

15 02 1,08 1,05 1,04 – 1,03 1,03 – 1,03
17 03 1,1 1,05 1,05 – 1,04 1,04 – 1,03
20 04 1,08 1,05 1,04 – 1,03 1,04 – 1,03

25 05 1,11 1,07 1,06 – 1,05 1,05 – 1,03
30 06 1,14 1,08 1,08 1,07 1,06 1,05 1,03 1,05
35 07 1,18 1,1 1,05 1,06 1,06 1,06 1,04 1,05

40 08 1,23 1,09 1,05 1,06 1,06 1,06 1,04 1,05
45 09 1,24 1,11 1,09 1,08 1,09 1,06 1,05 1,07
50 10 1,3 1,13 1,15 1,09 1,11 1,08 1,06 1,08

55 11 1,27 1,15 1,16 1,09 1,1 1,07 1,06 1,08
60 12 1,3 1,17 1,13 1,11 1,12 1,08 1,06 1,07
65 13 1,28 1,2 1,19 1,13 1,13 1,09 1,07 1,07

70 14 1,32 1,19 1,14 1,1 1,12 1,09 1,07 1,08
75 15 1,36 1,21 1,16 1,11 1,14 1,1 1,08 1,08
80 16 1,41 1,24 1,19 1,13 1,13 1,1 1,07 1,09

85 17 1,31 1,2 1,16 1,11 1,15 1,11 1,08 1,08
90 18 1,33 1,23 1,19 1,12 1,14 1,1 1,07 1,09
95 19 1,36 1,26 1,18 1,13 1,15 1,11 1,07 1,09

100 20 1,4 1,23 1,18 1,11 1,16 1,12 1,08 1,09
105 21 1,44 1,25 – – 1,15 – – 1,08
110 22 1,34 1,26 1,2 1,14 1,14 1,1 1,07 1,08

120 24 1,41 1,26 1,18 1,13 1,17 1,12 1,08 1,08
130 26 1,34 1,25 – – 1,15 – – 1,09
140 28 1,43 1,29 – – 1,16 – – 1,09

150 30 1,37 1,24 – – 1,16 – – –
160 32 1,42 1,27 – – 1,16 – – –
170 34 – 1,3 – – 1,14 – – –

180 36 – 1,25 – – 1,13 – – –
190 38 – 1,27 – – 1,14 – – –
200 40 – 1,23 – – 1,14 – – –

220 44 – 1,28 – – 1,13 – – –
240 48 – 1,32 – – 1,15 – – –
260 52 – 1,24 – – 1,13 – – –

280 56 – 1,27 – – – – – –
300 60 – 1,22 – – – – – –
320 64 – 1,24 – – – – – –

340 68 – 1,27 – – – – – –
360 72 – 1,29 – – – – – –
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表18

組込み後の組合せ軸受予圧荷重計算の補正係数

軸受シリーズ 補正係数
f1 f2 fHC

予圧等級
  A B C D 

718 CD 1 1 1,09 1,16 – 1
718 ACD 0,97 1 1,08 1,15 – 1
718 CD/HC 1 1 1,1 1,18 – 1,02
718 ACD/HC 0,97 1 1,09 1,17 – 1,02

719 CD 1 1 1,04 1,09 1,15 1
719 ACD 0,98 1 1,04 1,08 1,14 1
719 CD/HC 1 1 1,07 1,12 1,18 1,04
719 ACD/HC 0,98 1 1,07 1,12 1,17 1,04

719 CE 1 1 1,04 1,08 – 1
719 ACE 0,99 1 1,04 1,07 – 1
719 CE/HC 1 1 1,05 1,09 – 1,01
719 ACE/HC 0,98 1 1,04 1,08 – 1,01

719 CB 1 1 1,02 1,07 – 1
719 ACB 0,99 1 1,02 1,07 – 1
719 CB/HC 1 1 1,03 1,08 – 1,01
719 ACB/HC 0,99 1 1,02 1,08 – 1,01

70 CD 1 1 1,02 1,05 1,09 1
70 ACD 0,99 1 1,02 1,05 1,08 1
70 CD/HC 1 1 1,02 1,05 1,09 1,02
70 ACD/HC 0,99 1 1,02 1,05 1,08 1,02

70 CE 1 1 1,03 1,05 – 1
70 ACE 0,99 1 1,03 1,06 – 1
70 CE/HC 1 1 1,03 1,05 – 1,01
70 ACE/HC 0,99 1 1,03 1,06 – 1,01

70 CB 1 1 1,02 1,05 – 1
70 ACB 0,99 1 1,01 1,04 – 1
70 CB/HC 1 1 1,02 1,05 – 1,01
70 ACB/HC 0,99 1 1,02 1,05 – 1,01

72 CD 1 1 1,01 1,03 1,05 1
72 ACD 0,99 1 1,01 1,02 1,05 1
72 CD/HC 1 1 1,01 1,03 1,06 1,01
72 ACD/HC 0,99 1 1,01 1,03 1,06 1,01

ボール材質記号HCは、ハイブリッド軸受を意味します。詳細については、ハイブリッド軸受、133ページの項を参照してくださ
い。

164



予圧

表19

70 .. Eシリーズ軸受をばね予圧方式で使用する場合の標
準的な推奨ばね予圧荷重

内径 寸法記号 予圧荷重1)

CE ACE
d

mm – N

6 6 50 80
7 7 60 100
8 8 70 120
9 9 80 130
10 00 90 140

12 01 90 150
15 02 120 200
17 03 160 250
20 04 200 320

25 05 220 350
30 06 240 400
35 07 300 480
40 08 320 500

45 09 340 540
50 10 400 650
55 11 420 700
60 12 450 700

65 13 520 840
70 14 600 1 000
75 15 700 1 100
80 16 900 1 400

85 17 900 1 400
90 18 900 1 500
95 19 1 200 1 900
100 20 1 200 1 900

110 22 1 200 2 000
120 24 1 500 2 400

1)CEおよびACEシリーズの単列軸受の値です。
並列組合せの軸受配列では、上記の値に軸受個数に相当
する係数をかける必要があります。

定圧予圧

精度と速度性能が要求される用途では、運転
状況等に影響されない、一定かつ安定した予
圧が重要になります。適切な予圧を維持する
方法としては、軸受の外輪とハウジング肩部
の間に調整された線形ばねを設置するのが
一般的です(†図17)。ばねを使用すること
で、通常の運転条件下では軸受の動的挙動に
よる予圧変化がなくなります。ただし、ばねを
使用した軸受予圧方式では、定位置予圧方式
よりも剛性が低くなります。ばねを使用した
予圧方法は、内面研削盤で使用されるスピン
ドルで一般的に使用されています。
ばね予圧方式を使用する場合の標準的な
推奨ばね予圧荷重については、表19を参照し
てください。表の値は、CEおよびACEデザイン
の単列軸受に適用されます。並列組合せの軸
受では、表の値に、ばね荷重で予圧を付与す
る軸受の数に相当する係数をかけます。ばね
荷重による予圧荷重の推奨値は、運転中の内
外輪軌道面の接触角度差の最小化と高速回
転時のアキシアル剛性の最大化を考慮した値
となっています。予圧荷重の増加に伴い、運
転温度は上昇する傾向となります。
詳細については、SKFアプリケーションエン
ジニアリングサービスまでお問い合わせくだ
さい。

図17
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アンギュラ玉軸受

定位置予圧

マシニングセンタ、フライス盤、旋盤、ボール
盤のように、繰り返しアキシアル荷重が負荷
される場合には、剛性と軸方向の精度が重要
なパラメータとなります。これらの用途では、
軸受の位置関係を軸方向で調整し、軸受予圧
を設定するのが一般的です。
この予圧方法は、システム剛性の面で大き
な利点が得られます。しかしながら、軸受の
内部設計やボールの材料によっては、回転に
伴う遠心力の増加により、予圧が大幅に上昇
します。
ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング
済み組合せ軸受は、適切に取付けられた場合
に、既定の軸方向変位と適切な予圧荷重値
(†図18)を実現するように製造されていま
す。予圧非調整単列軸受では、正確に調整さ
れた間座を使用する必要があります。

予圧の調整

ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済
み組合せ軸受の予圧は軸受製造時に調整さ
れています。ただし、場合によっては、特定の
運転条件に対応するために予圧を最適化しな
ければならないことがあります。この場合、軸
受による予圧調整は行わないでください。予
圧調整には特殊な治具と専門的な知識が必
要です。不適切な調整作業により軸受に修復
不可能な損傷をあたえる場合があります。軸
受の予圧修正は、必ずSKFスピンドルサービ
スセンター(†skf .com)に依頼してください。
複数個の軸受を組合せて使用している背面
組合せまたは正面組合せ軸受において、予圧
負荷軸受の間に間座を使用することで、予圧
の増減が可能です。並列組合せ軸受の間への
間座の設置については、必須ではありません。
内輪間座または外輪間座の側面を研磨し、
段差をつけることで、組合せ軸受の予圧を調
整することが可能です。
間座側面の調整研磨量とその効果について
は、表20を参照してください。予圧調整に必
要な間座の調整研磨量については、以下の表
を参照してください。

• 表21(†168ページ) 718  . . Dシリーズ
軸受
• 表22 (†169ページ)、719  . . D、70  . . Dシ
リーズ軸受
• 表23 (†170ページ) 719  . . E、70  . . Eシ
リーズ軸受
• 表24 (†171ページ) 719  . . B、70  . . Bシ
リーズ軸受
• 表25 (†172ページ) 72  . . Dシリーズ軸受

図18
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予圧

表20

間座修正のガイドライン

組合せ軸受の予圧の変更幅調整量 幅調整を行う間座
値 背面組合せ 正面組合せ

予圧の増加
A†B a 内輪間座 外輪間座
B†C b 内輪間座 外輪間座
C†D c 内輪間座 外輪間座
A†C a + b 内輪間座 外輪間座
A†D a + b + c 内輪間座 外輪間座

予圧の減少
B†A a 外輪間座 内輪間座
C†B b 外輪間座 内輪間座
D†C c 外輪間座 内輪間座
C†A a + b 外輪間座 内輪間座
D†A a + b + c 外輪間座 内輪間座

間座

一般的に、以下のような場合には組合せアン
ギュラ玉軸受に間座を使用するとその効果が
得られます。

• 組合せ軸受の予圧を調節する必要がある
• モーメント剛性とモーメント負荷容量を高
める必要がある
• オイル潤滑用ノズルを軸受軌道面に可能な
限り近づける必要がある
• 軸受の摩擦熱を低減するため、余剰グリー
スを排除する十分な空間が必要である
• 運転速度が非常に高いため、ハウジングか
らの放熱効率を向上させる必要がある

最適な軸受性能を実現するには、荷重により
間座が変形しないことが必要です。間座が変
形すると、軸受セットの予圧に影響がおよび
ます。そのため、シャフトとハウジングの公差
を考慮した間座設計が必要です。
間座は、高品質鋼を材料とし、用途に応じ
て45~60 HRCに硬化されている必要がありま
す。間座平面の平行度は特に重要です。幅不
同は、1~2 µmでなければなりません。
予圧の調整を行わない場合、内輪間座およ
び外輪間座の幅は等しくなければなりませ
ん。正確な同一幅間座を実現する方法とし
て、内輪間座および外輪間座平面の同時研磨
が有効です。

回転数による予圧への影響

SKFではひずみ計を使用して回転数に対する
予圧の変化を測定し、高速回転では予圧が大
幅に上昇することを確認しています。この大
幅な予圧上昇は、主に高速回転時にボールに
作用する強い遠心力でボールの走行位置が
軌道面上で変化することに起因しています。
ハイブリッド軸受(セラミックボール軸受)
は、スチールボールを使用した軸受と比較し
てボールの質量が小さいため、高速回転時に
も予圧の上昇を最小限に抑えることが可能で
す。
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アンギュラ玉軸受

表21

間座の幅調整の量–718 ..Dシリーズ

内径 寸法記号 間座幅調整量
718CD 718ACD

d a b a b

mm – µm

10 00 5 5 4 4
12 01 5 5 4 4
15 02 5 5 4 4

17 03 5 5 4 4
20 04 6 6 4 5
25 05 6 6 4 5

30 06 6 6 4 5
35 07 6 6 4 5
40 08 6 6 4 5

45 09 6 6 4 5
50 10 8 8 5 6
55 11 9 9 6 7

60 12 10 11 7 8
65 13 10 11 7 8
70 14 10 11 7 8

75 15 10 11 7 8
80 16 10 11 7 8
85 17 13 13 9 10

90 18 13 14 9 10
95 19 13 14 9 10
100 20 13 14 9 10

105 21 14 14 9 10
110 22 16 16 10 12
120 24 16 17 11 12

130 26 16 17 11 12
140 28 18 20 12 14
150 30 19 20 13 14
160 32 19 20 13 15

a, b

a, b a, b

a, b

予圧の増加(背面組合せ) 予圧の減少(背面組合せ) 予圧の増加(正面組合せ) 予圧の減少(正面組合せ)
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予圧

予圧の減少(正面組合せ)

表22

間座の幅調整の量– 719 .. D、70 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 間座幅調整量
719CD 719ACD 70CD 70ACD

d a b c a b c a b c a b c

mm – µm

6 6 – – – – – – 3 4 7 2 4 5
7 7 – – – – – – 4 5 8 2 4 6
8 8 – – – – – – 4 6 8 3 4 6
9 9 – – – – – – 4 6 8 3 4 6
10 00 3 4 6 2 3 5 4 6 9 3 4 7
12 01 3 4 6 2 3 5 4 6 9 3 4 7
15 02 4 5 8 2 4 6 4 6 9 3 4 7
17 03 4 5 8 2 4 6 5 7 10 3 5 7
20 04 4 6 9 3 4 6 6 8 12 3 5 8
25 05 4 6 9 3 4 6 6 8 12 3 5 8
30 06 4 6 9 3 4 6 6 9 14 4 7 10
35 07 4 7 10 3 5 7 6 10 14 4 7 10

40 08 5 7 11 3 5 8 6 10 14 4 7 10
45 09 5 8 11 3 5 8 8 11 16 5 8 12
50 10 5 8 11 3 5 8 8 11 16 5 8 12
55 11 6 9 14 4 7 10 9 13 19 6 9 14
60 12 6 9 14 4 7 10 9 13 19 6 9 14
65 13 6 10 15 4 7 10 9 13 19 6 9 14
70 14 7 11 16 5 8 12 10 15 22 6 10 16
75 15 7 11 16 5 8 12 10 15 22 6 10 16
80 16 7 11 17 5 8 12 11 16 23 7 11 17
85 17 8 13 19 6 9 14 11 16 24 7 11 17
90 18 9 13 19 6 9 14 12 18 26 8 12 19
95 19 9 13 20 6 9 14 12 18 26 8 12 19

100 20 10 15 22 6 10 16 12 18 26 8 12 19
105 21 10 15 22 6 10 16 13 19 29 8 13 21
110 22 10 15 22 6 10 16 14 21 31 9 15 23
120 24 11 16 24 7 11 18 14 21 31 9 15 23
130 26 12 18 27 8 12 19 16 24 35 11 17 26
140 28 12 18 27 8 12 20 16 24 36 11 17 26
150 30 14 21 32 9 15 23 17 26 38 11 17 27
160 32 14 22 32 9 15 24 18 27 40 12 19 29
170 34 14 22 33 9 15 24 18 28 41 12 19 29
180 36 16 24 36 10 17 27 20 30 44 13 20 32
190 38 16 25 37 10 17 27 20 30 45 13 20 32
200 40 18 28 41 12 19 30 22 33 49 14 22 35

220 44 18 28 42 12 19 30 23 35 52 15 24 37
240 48 18 28 42 12 20 31 23 35 53 15 24 38
260 52 19 30 45 13 21 33 25 39 58 16 26 41
280 56 19 30 45 13 21 34 – – – – – –
300 60 23 36 54 15 24 38 – – – – – –
320 64 23 36 54 15 24 38 – – – – – –
340 68 23 36 54 15 24 39 – – – – – –
360 72 23 36 54 15 24 39 – – – – – –

a, b, c

a, b, c a, b, c

予圧の増加(背面組合せ) 予圧の減少(背面組合せ) 予圧の増加(正面組合せ) 予圧の減少(正面組合せ)

a, b, c
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アンギュラ玉軸受

表23

間座の幅調整の量–719 .. E、70 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 間座幅調整量1)

719CE 719ACE 70CE 70ACE
d a b a b a b a b

mm – µm

6 6 – – – – 6 7 5 5
7 7 – – – – 8 8 5 6
8 8 7 8 5 5 8 10 6 6

9 9 7 8 5 5 8 10 6 6
10 00 7 8 5 5 9 10 6 6
12 01 7 8 5 5 9 10 6 6

15 02 8 9 6 6 9 10 6 11
17 03 9 9 6 6 11 12 7 11
20 04 10 10 7 7 13 13 8 11

25 05 10 10 7 7 13 13 8 11
30 06 10 10 7 7 13 13 8 11
35 07 11 11 7 8 13 15 9 11

40 08 12 13 8 9 13 15 9 11
45 09 12 13 8 9 13 15 9 11
50 10 14 14 9 10 14 15 9 11

55 11 15 16 9 11 14 15 9 11
60 12 15 16 9 11 14 15 9 11
65 13 15 16 9 11 15 16 10 11

70 14 17 19 11 12 16 17 10 11
75 15 17 19 11 13 16 17 10 11
80 16 17 19 11 13 18 19 12 13

85 17 20 22 13 14 18 19 12 13
90 18 20 22 13 14 18 19 12 13
95 19 20 22 13 15 20 22 13 15

100 20 22 25 14 16 20 22 13 15
110 22 22 25 14 16 20 22 13 15
120 24 25 28 16 18 22 24 14 16

a, b

a, b a, b

a, b

予圧の増加(背面組合せ) 予圧の減少(背面組合せ) 予圧の増加(正面組合せ) 予圧の減少(正面組合せ)

1)接触角度18°の軸受については、お問い合わせください。
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表24

間座の幅調整の量– 719 .. B、70 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 間座幅調整量1)

719CB 719ACB 70CB 70ACB
d a b a b a b a b

mm – µm

30 06 3 8 2 6 3 10 2 7
35 07 3 8 2 6 3 10 2 7
40 08 3 8 2 6 3 10 2 7

45 09 3 9 2 6 4 10 3 7
50 10 3 9 2 6 4 11 3 7
55 11 4 11 2 7 4 12 3 9

60 12 4 11 2 7 4 13 3 9
65 13 4 11 2 7 5 13 3 9
70 14 4 12 3 8 5 15 3 10

75 15 4 12 3 8 5 15 3 10
80 16 4 12 3 8 6 16 4 12
85 17 4 12 3 8 6 16 4 12

90 18 5 13 3 9 7 18 4 13
95 19 5 13 3 9 7 18 4 13
100 20 5 14 3 9 7 18 4 13

110 22 5 16 4 10 7 19 4 13
120 24 5 16 4 10 7 19 4 13

予圧の増加(背面組合せ) 予圧の減少(背面組合せ) 予圧の増加(正面組合せ) 予圧の減少(正面組合せ)

1)接触角度18°の軸受については、お問い合わせください。

a, b

a, b a, b

a, b
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表25

間座の幅調整の量– 72 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 間座幅調整量
72CD 72ACD

d a b c a b c

mm – µm

7 7 4 5 8 2 4 6
8 8 4 6 9 3 4 7
9 9 4 6 9 3 4 7

10 00 4 6 9 3 4 7
12 01 5 7 10 3 5 7
15 02 6 8 12 4 5 8

17 03 6 9 13 4 6 10
20 04 6 10 14 4 6 10
25 05 6 10 14 4 6 10

30 06 8 11 16 5 8 12
35 07 9 13 19 6 9 14
40 08 9 13 19 6 9 14

45 09 10 15 21 7 10 16
50 10 10 15 21 7 10 16
55 11 11 16 24 7 11 18

60 12 11 16 24 7 11 18
65 13 12 18 26 8 13 19
70 14 12 18 26 8 13 19

75 15 12 18 26 8 13 19
80 16 13 19 28 9 14 21
85 17 14 21 30 9 14 22

90 18 16 24 37 11 17 26
95 19 17 26 38 12 18 28
100 20 19 28 40 12 19 30

105 21 19 29 42 13 20 30
110 22 19 29 42 13 20 30
120 24 21 31 45 14 21 33

130 26 21 31 45 14 21 33
140 28 21 31 45 14 21 33

a, b, c

a, b, c a, b, c

a, b, c

予圧の増加(背面組合せ) 予圧の減少(背面組合せ) 予圧の増加(正面組合せ) 予圧の減少(正面組合せ)
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アキシアル剛性

アキシアル剛性

アキシアル剛性は、荷重下の軸受の弾性変形
(たわみ)によって決まり、荷重対たわみの比で
表すことができます。しかし、たわみと荷重は
直線関係にないため、規定予圧値以外での
データを得ることはできません。アキシアル
剛性値については以下の表を参照してくださ
い。

• 表27 (†174ページ)718  . . Dシリーズ軸
受
• 表28 (†176ページ)719  . . D、70  . . Dシ
リーズ軸受
• 表29 (†178ページ)719  . . E、70  . . Eシ
リーズ軸受
• 表30 (†180ページ)719  . . B、70  . . Bシ
リーズ軸受
• 表31 (†182ページ)72  . . Dシリーズ軸受

これらの値は、静的条件下で鋼製シャフトに
ほぼハメアイ「ゼロ」で組み込まれ、中程度の
荷重を受ける複列軸受に適用されます。
最新のコンピューター手法を用いるとより
精度の高いアキシアル剛性値を求めることが
できます。詳細については、SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。
同じ軸受で比較した場合、3個以上の軸受

で構成された組合せ軸受では、2個の軸受で
構成された組合せ軸受よりも高いアキシアル
剛性が得られます。これらの組合せ軸受のア
キシアル剛性値は、表27~31に示された値に
表26の係数をかけて求めることができます。

ハイブリッド軸受のアキシアル剛性値は、
スチールボールを使用した軸受と同じ方法で
求めることができます。ただし、計算値には
係数1,11をかける必要があります(すべての配
列および予圧等級)。

表26

組合せ軸受のアキシアル剛性計算係数

軸受の個数 配列 接尾記号 係数
予圧等級

 A、B、C、D L、M、F

3 2-1背面組合せ TBT 1,45 1,25
2-1正面組合せ TFT 1,45 1,25

4 3-1背面組合せ QBT 1,8 1,45
3-1正面組合せ QFT 1,8 1,45
2-2背面組合せ QBC 2 2
2-2正面組合せ QFC 2 2

5個の軸受を使用した組合せ軸受については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。
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アンギュラ玉軸受

表27

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性– 718 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
718CD 718ACD
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N/µm

10 00 13 22 32 30 47 65
12 01 15 25 37 34 54 72
15 02 17 30 43 40 63 85

17 03 18 31 45 43 67 90
20 04 22 38 55 52 83 112
25 05 26 44 64 60 95 128

30 06 29 49 72 69 106 144
35 07 32 56 82 76 119 161
40 08 36 61 90 83 130 178

45 09 38 65 95 87 139 189
50 10 47 81 119 107 168 231
55 11 53 91 135 124 195 268

60 12 59 103 152 141 222 306
65 13 61 105 155 144 227 312
70 14 65 112 166 152 241 332

75 15 69 119 177 162 257 355
80 16 74 128 191 171 274 379
85 17 79 137 202 189 296 406

90 18 82 142 210 194 307 420
95 19 85 147 218 200 316 436
100 20 90 156 231 211 335 462

105 21 96 167 250 220 353 488
110 22 99 173 256 236 377 518
120 24 112 196 291 262 417 576

130 26 119 202 296 278 439 603
140 28 130 226 336 306 489 675
150 30 136 236 346 323 512 702

160 32 147 256 379 352 556 764
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アンギュラ玉軸受

表28a

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–719 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
719CD 719ACD
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N/µm

10 00 12 16 22 32 29 38 49 65
12 01 13 17 23 33 31 39 52 69
15 02 16 21 29 41 40 51 67 88

17 03 16 22 30 43 42 54 70 93
20 04 22 29 40 56 51 65 85 113
25 05 24 32 44 62 60 78 101 134

30 06 26 35 47 67 65 83 109 145
35 07 32 42 58 82 81 105 137 183
40 08 36 48 66 93 89 115 151 199

45 09 40 53 73 103 100 129 168 225
50 10 43 57 78 110 105 137 180 240
55 11 49 65 89 126 124 161 211 282

60 12 50 67 92 130 128 166 218 292
65 13 56 75 104 148 136 176 232 311
70 14 76 104 147 215 180 235 314 428

75 15 80 110 156 228 194 255 340 464
80 16 85 117 167 246 204 267 358 490
85 17 89 122 172 251 214 281 374 509

90 18 94 129 183 268 224 293 392 536
95 19 101 139 198 291 240 315 420 576
100 20 107 147 209 306 255 336 449 613

105 21 110 151 215 316 263 346 463 633
110 22 113 156 221 325 274 359 482 661
120 24 127 174 246 361 302 396 529 724

130 26 137 188 266 391 325 427 570 780
140 28 146 201 286 420 348 457 614 841
150 30 154 211 297 435 370 485 648 882

160 32 166 227 321 471 402 530 710 970
170 34 171 236 334 493 415 546 731 1 002
180 36 183 250 353 516 442 581 774 1 055

190 38 189 260 367 538 455 599 798 1 090
200 40 202 275 387 565 484 635 845 1 148
220 44 224 306 434 635 533 699 934 1 275

240 48 237 325 461 678 584 767 1 029 1 412
260 52 249 339 475 688 616 807 1 071 1 455
280 56 266 363 509 741 659 867 1 154 1 572

300 60 272 369 514 741 663 866 1 146 1 548
320 64 281 380 530 765 683 892 1 183 1 599
340 68 300 408 571 827 739 967 1 284 1 742

360 72 309 420 588 853 754 987 1 311 1 779
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表28b

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–70 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
70CD 70ACD
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N/µm

6 6 8 10 13 18 19 26 33 44
7 7 9 12 16 22 22 28 37 49
8 8 10 14 19 26 27 35 45 60
9 9 11 15 21 29 30 39 51 67

10 00 13 17 23 33 32 41 54 71
12 01 14 18 25 35 34 44 57 76
15 02 17 23 31 44 41 53 69 92

17 03 19 26 35 50 48 62 81 107
20 04 23 30 42 59 54 69 90 120
25 05 25 33 46 64 64 83 108 143

30 06 30 40 55 77 79 102 133 176
35 07 36 47 64 90 86 110 144 190
40 08 38 51 69 96 96 124 162 214

45 09 56 76 107 155 132 173 229 309
50 10 58 79 111 161 141 184 244 331
55 11 67 91 128 186 159 207 275 372

60 12 70 95 133 193 168 219 291 393
65 13 74 101 143 207 174 227 302 409
70 14 81 111 156 227 191 249 330 447

75 15 84 115 162 235 200 262 347 471
80 16 92 125 175 254 223 291 386 523
85 17 97 132 185 268 233 304 405 549

90 18 103 141 198 287 245 321 425 575
95 19 108 148 208 302 258 337 448 607
100 20 112 153 215 312 270 355 472 640

105 21 117 159 223 324 279 365 484 655
110 22 122 166 232 337 290 379 503 681
120 24 131 179 251 364 318 416 552 749

130 26 145 198 277 400 353 460 610 826
140 28 151 206 289 418 364 477 633 856
150 30 163 221 310 449 388 506 671 909

160 32 171 233 327 472 414 540 717 968
170 34 179 243 339 488 433 563 744 1 003
180 36 186 251 349 501 456 593 782 1 052

190 38 196 266 370 532 471 613 809 1 088
200 40 208 280 389 556 509 660 871 1 170
220 44 222 300 415 592 546 710 935 1 254

240 48 234 316 438 627 571 743 979 1 315
260 52 250 336 464 660 617 801 1 053 1 409
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アンギュラ玉軸受

表29a

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–719 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
719CE 719ACE
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N/µm

8 8 8 13 18 21 32 41
9 9 10 16 21 25 37 48
10 00 10 16 22 25 37 48

12 01 11 17 23 27 41 53
15 02 13 21 29 34 51 66
17 03 14 23 31 35 55 71

20 04 18 28 39 47 69 88
25 05 20 32 44 51 77 100
30 06 23 35 49 55 85 111

35 07 28 43 59 69 104 136
40 08 32 49 67 78 117 153
45 09 34 53 73 85 127 166

50 10 38 61 83 96 145 190
55 11 42 67 92 105 160 210
60 12 47 73 100 115 173 228

65 13 47 76 105 120 181 238
70 14 52 83 113 131 197 258
75 15 54 86 118 137 205 269

80 16 56 89 123 141 214 281
85 17 63 99 136 157 237 311
90 18 65 102 141 164 247 324

95 19 68 107 147 170 256 338
100 20 73 116 160 187 280 367
110 22 80 126 174 199 301 397

120 24 82 129 179 207 312 411
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表29b

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–70 .. Eシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
70CE 70ACE
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N/µm

6 6 8 12 16 19 28 37
7 7 8 13 18 21 31 41
8 8 10 14 20 23 34 45

9 9 11 16 22 26 38 50
10 00 12 19 26 31 47 61
12 01 13 21 30 34 50 66

15 02 16 25 34 40 59 66
17 03 18 28 39 46 68 89
20 04 21 32 44 52 78 102

25 05 24 37 50 59 89 117
30 06 28 44 60 71 105 138
35 07 31 49 67 79 119 154

40 08 34 54 73 87 129 169
45 09 38 59 79 94 140 183
50 10 42 65 88 104 156 204

55 11 46 72 98 116 174 226
60 12 48 75 101 122 180 235
65 13 53 83 112 132 198 259

70 14 57 88 120 143 215 280
75 15 65 102 140 161 243 318
80 16 72 114 157 178 268 352

85 17 75 118 163 186 281 369
90 18 79 125 171 196 297 389
95 19 84 133 184 212 319 420

100 20 88 138 191 220 330 435
110 22 94 149 204 237 356 466
120 24 104 164 225 259 391 512
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表30a

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–719 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
719CB 719ACB
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N/µm

30 06 20 27 43 53 68 102
35 07 23 29 47 59 75 114
40 08 25 32 52 65 83 124

45 09 28 37 60 74 95 143
50 10 31 40 65 79 102 155
55 11 34 45 73 88 114 172

60 12 36 48 77 94 122 182
65 13 38 51 81 100 129 195
70 14 44 57 91 112 144 218

75 15 46 60 96 120 155 234
80 16 49 64 103 126 163 246
85 17 52 68 109 136 174 264

90 18 53 70 112 139 178 270
95 19 56 73 117 147 188 286
100 20 60 79 125 157 202 306

110 22 66 87 140 174 221 338
120 24 71 94 150 188 243 366
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アキシアル剛性

表30b

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–70 .. Bシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
70CB 70ACB
予圧等級 予圧等級

d A B C A B C

mm – N/µm

30 06 22 29 46 58 74 111
35 07 25 33 52 64 82 124
40 08 28 36 57 71 92 138

45 09 31 40 64 79 103 157
50 10 33 43 69 87 110 165
55 11 38 50 80 100 128 194

60 12 41 54 86 107 135 204
65 13 41 54 85 107 138 208
70 14 47 63 99 123 159 239

75 15 50 65 104 133 169 255
80 16 52 68 109 144 182 276
85 17 54 71 112 148 188 284

90 18 54 71 112 142 183 275
95 19 56 74 117 147 190 286
100 20 58 76 120 152 194 294

110 22 71 93 147 184 236 355
120 24 75 98 156 197 252 379
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表31

2列背面組合せまたは2列正面組合せ軸受の静アキシアル剛性–72 .. Dシリーズ

内径 寸法記号 静アキシアル剛性
72CD 72ACD
予圧等級 予圧等級

d A B C D A B C D

mm – N/µm

7 7 11 15 21 30 27 35 46 61
8 8 12 15 21 30 28 36 48 63
9 9 13 17 23 33 32 41 54 71

10 00 14 19 26 37 35 45 59 78
12 01 16 22 30 42 41 52 68 90
15 02 19 26 35 49 46 60 78 102

17 03 21 28 38 53 53 68 89 118
20 04 25 33 45 63 61 79 102 135
25 05 29 38 52 72 71 92 119 158

30 06 43 59 82 118 105 137 181 244
35 07 50 67 94 136 119 154 204 275
40 08 53 71 100 143 127 165 218 294

45 09 61 82 115 166 146 190 252 341
50 10 65 88 124 178 154 201 266 359
55 11 72 98 137 197 172 224 296 399

60 12 75 102 142 205 182 238 315 424
65 13 78 106 148 212 189 245 324 437
70 14 83 112 156 225 201 261 345 464

75 15 87 118 165 237 211 274 361 487
80 16 96 130 181 260 257 303 401 540
85 17 102 139 193 278 250 325 429 578

90 18 114 154 215 314 273 355 469 632
95 19 115 156 217 313 280 365 482 649
100 20 122 165 230 331 296 388 509 685

105 21 129 174 243 349 308 399 527 708
110 22 135 183 254 364 325 423 557 748
120 24 139 188 261 373 338 440 579 777

130 26 155 209 291 416 378 491 530 869
140 28 163 220 305 437 397 516 679 911
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軸受の取付けと締め付け

軸受の取付けと締め付け

超精密アンギュラ玉軸受は一般的に、精密
ロックナット(†図19)またはエンドキャップ
を使用してシャフトまたはハウジングに軸方
向に固定されます。これらの部品は十分な強
度と部品精度を有し、適切な保持と位置決め
を実現するものでなければなりません。
精密ロックナットまたはエンドキャップの

ボルトの締め付けトルクMtは、軸受を含むす
べての部品を、歪みなどの損傷を生じること
なく、所定の位置に保持するのに十分な値で
なければなりません。
精密ロックナットの詳細については、精密

ロックナット(†375ページ)の項を参照してく
ださい。

図19
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締め付けトルクの計算

精密ロックナットやエンドプレートのボルト
に必要な締め付けトルクMtは、表面の摩擦係
数、ハメアイの度合い、ハメアイによる予圧上
昇等、変数の数が多いため正確に計算するこ
とはできません。以下の式を使用すると、Mt
の推定値を計算することができますが、結果
は運転中に検証する必要があります。

精密ロックナットやエンドキャップのボルト
に必要なアキシアルクランプ力の推定値は、
次の式で求めることができます。

Pa=Fs+(NcpFc)+GA,B,C,D

精密ロックナットに必要な締め付けトルクの
推定値は、次の式で求めることができます。

Mt=KPa

エンドプレートのボルトに必要な締め付けト
ルクの推定値は、次の式で求めることができ
ます。

   PaMt=K—–   Nb

ここで
Mt =必要な締め付けトルク[Nmm]
Pa =必要なアキシアルクランプ力[N]
Fc =アキシアル方向押し込み力[N]

– 718  . . D、719  . . D、70  . . D、72  . . D 
シリーズ軸受
(†表32、186ページ)
– 719  . . E、70  . . Eシリーズ軸受
(†表33、187ページ)
– 719  . . B、70  . . Bシリーズ軸受
(†表34、188ページ)

Fs =最小アキシアルクランプ力[N]
– 718  . . D、719  . . D、70  . . D、72  . . D 
シリーズ軸受(†表32)
– 719  . . E、70  . . Eシリーズ軸受
(†表33)
– 719  . . B、70  . . Bシリーズ軸受
(†表34)

GA,B,C,D=組込み前の軸受予圧荷重
(†表10~14、153~160ページ)

K =ねじに応じた計算係数
(†表35、189ページ)

Ncp =精密ロックナットまたはエンド
キャップが直接接触する軸受と同
負荷方向の軸受個数1)

Nb =エンドキャップのボルト本数

1)組合せ軸受配列の軸受の総数ではなく、締め付け部品側から
の荷重を分担している軸受の個数です。固定作業手順も参照
してください。
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固定作業手順

精密ロックナットまたはエンドキャップを利
用して超精密アンギュラ玉軸受を軸方向に押
し込む場合には、以下の手順に従い、すべて
の軸受が正規の位置に納まった後に、アキシ
アルクランプ力が必要な推定値に再設定され
るようにすることが必要です。

1 ロックナット/エンドプレートのボルトを
Mtの2~3倍の値に締め付けます。

2 ロックナット/エンドプレートのボルトを
一旦緩めます。

3 ロックナット/エンドプレートのボルトを
再度Mtまで締め付けます。
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表32

Dデザイン軸受用の精密ロックナットおよびエンドキャップの最小アキシアルクランプ力およびアキシアル方向押し込み力

内径 寸法記号 最小アキシアルクランプ力 アキシアル方向押し込み力
軸受シリーズ 軸受シリーズ
718  . . D 719  . . D 70  . . D 72  . . D 718  . . D 719  . . D 70  . . D 72  . . D

d Fs Fc

mm – N N

6 6 – – 260 – – – 430 –
7 7 – – 310 490 – – 410 550
8 8 – – 450 490 – – 490 600

9 9 – – 600 650 – – 490 600
10 00 370 500 600 850 240 280 500 700
12 01 430 600 700 1 000 210 280 470 700

15 02 550 650 1 000 950 180 280 490 600
17 03 600 750 1 000 1 300 160 280 490 700
20 04 950 1 300 1 600 2 300 250 400 650 850

25 05 1 200 1 600 2 000 2 400 210 340 550 750
30 06 1 400 1 900 2 500 3 400 180 300 550 700
35 07 1 600 2 600 3 300 5 500 210 440 750 1 200

40 08 1 800 3 100 4 100 6 000 180 500 750 1 200
45 09 2 400 3 800 4 500 7 000 190 480 750 1 200
50 10 2 900 3 100 5 000 6 000 180 380 650 1 000

55 11 3 300 4 100 6 000 7 500 230 430 800 1 100
60 12 3 300 4 500 6 500 11 000 240 400 750 1 300
65 13 4 700 4 800 7 000 13 000 260 370 700 1 300

70 14 5 000 6 500 8 500 14 000 240 500 800 1 300
75 15 5 500 6 500 9 000 15 000 230 480 750 1 300
80 16 5 500 7 000 11 000 17 000 300 650 1 200 1 900

85 17 7 500 9 000 11 000 19 000 550 900 1 400 2 500
90 18 8 000 9 500 14 000 19 000 500 850 1 700 2 500
95 19 8 000 10 000 14 000 27 000 480 850 1 500 3 000

100 20 8 500 12 000 15 000 27 000 460 1 000 1 400 3 100
105 21 9 000 12 500 17 000 31 000 450 900 1 600 3 300
110 22 11 000 13 000 20 000 37 000 600 900 1 800 3 600

120 24 12 000 16 000 22 000 45 000 600 1 200 1 900 4 300
130 26 17 000 23 000 27 000 48 000 900 1 300 2 700 4 500
140 28 16 000 24 000 29 000 59 000 800 1 300 2 500 5 000

150 30 21 000 27 000 34 000 – 1 000 1 800 2 700 –
160 32 23 000 28 000 38 000 – 1 000 1 700 2 900 –
170 34 – 30 000 51 000 – – 1 600 3 500 –

180 36 – 37 000 59 000 – – 2 200 4 000 –
190 38 – 39 000 62 000 – – 2 600 4 500 –
200 40 – 48 000 66 000 – – 3 200 5 500 –

220 44 – 52 000 79 000 – – 2 900 6 000 –
240 48 – 57 000 86 000 – – 2 700 5 500 –
260 52 – 77 000 109 000 – – 4 000 7 500 –

280 56 – 83 000 – – – 4 000 – –
300 60 – 107 000 – – – 5 300 – –
320 64 – 114 000 – – – 5 700 – –

340 68 – 120 000 – – – 6 000 – –
360 72 – 127 000 – – – 6 200 – –
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表33

Eデザイン軸受用の精密ロックナットおよびエンドキャップの最小アキシアルクランプ力およびアキシアル方向押し込み力

内径 寸法記号 最小アキシアルクランプ力 アキシアル方向押し込み力
軸受シリーズ 軸受シリーズ
719  . . E 70  . . E 719  . . E 70  . . E

d Fs Fc

mm – N N

6 6 – 260 – 430
7 7 – 310 – 410
8 8 330 450 280 490

9 9 400 600 280 490
10 00 500 650 280 550
12 01 600 700 280 470

15 02 650 1 000 280 490
17 03 750 1 000 280 490
20 04 1 300 1 600 400 650

25 05 1 600 1 800 340 500
30 06 1 900 2 500 300 550
35 07 2 600 3 300 440 750

40 08 3 100 4 100 500 750
45 09 3 800 4 500 480 750
50 10 3 100 5 000 380 650

55 11 4 100 6 000 430 800
60 12 4 500 6 500 400 750
65 13 4 800 7 000 370 700

70 14 6 500 8 500 500 800
75 15 6 500 9 000 480 750
80 16 7 000 11 000 650 1 200

85 17 9 000 11 000 900 1 400
90 18 9 500 16 000 850 1 700
95 19 10 000 14 000 850 1 500

100 20 12 000 15 000 1 000 1 400
110 22 13 000 20 000 900 1 800
120 24 16 000 22 000 1 200 1 900
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表34

Bデザイン軸受用の精密ロックナットおよびエンドプレートの最小アキシアルクランプ力およびアキシアル方向押し込み力

内径 寸法記号 最小アキシアルクランプ力 アキシアル方向押し込み力
軸受シリーズ 軸受シリーズ
719  . . B 70  . . B 719  . . B 70  . . B

d Fs Fc

mm – N N

30 06 1 900 2 500 300 550
35 07 2 600 3 300 440 750
40 08 3 100 4 100 500 750

45 09 3 800 4 500 480 750
50 10 3 100 5 000 380 650
55 11 4 100 6 000 430 800

60 12 4 500 6 500 400 750
65 13 4 800 7 000 370 700
70 14 6 500 8 500 500 800

75 15 6 500 9 000 480 750
80 16 7 000 11 000 650 1 200
85 17 9 000 11 000 900 1 400

90 18 9 500 16 000 850 1 700
95 19 10 000 14 000 850 1 500
100 20 12 000 15 000 1 000 1 400

110 22 13 000 20 000 900 1 800
120 24 16 000 22 000 1 200 1 900

188



組合せ軸受の負荷容量

表35

締め付けトルク計算係数K

ねじの公称
直径1)

係数K
–

 精密ロックナット エンドキャップの
ボルト

M 4 – 0,8

M 5 – 1
M 6 – 1,2

M 8 – 1,6
M 10 1,4 2
M 12 1,6 2,4

M 14 1,9 2,7
M 15 2 2,9
M 16 2,1 3,1

M 17 2,2 –
M 20 2,6 –
M 25 3,2 –

M 30 3,9 –
M 35 4,5 –
M 40 5,1 –

M 45 5,8 –
M 50 6,4 –
M 55 7 –

M 60 7,6 –
M 65 8,1 –
M 70 9 –

M 75 9,6 –
M 80 10 –
M 85 11 –

M 90 11 –
M 95 12 –
M 100 12 –

M 105 13 –
M 110 14 –
M 120 15 –

M 130 16 –
M 140 17 –
M 150 18 –

M 160 19 –
M 170 21 –
M 180 22 –

M 190 23 –
M 200 24 –
M 220 26 –

M 240 27 –
M 260 29 –
M 280 32 –

M 300 34 –
M 320 36 –
M 340 38 –

M 360 40 –

1)細目ねじにのみ適用されます。

表36

組合せ軸受の負荷容量計算係数

組合せ軸受の
軸受個数

計算係数
–
基本動定
格荷重

基本静定
格荷重

疲労限荷
重

 C C0 Pu

2 1,62 2 2
3 2,16 3 3
4 2,64 4 4
5 3,09 5 5

組合せ軸受の負荷容量

軸受寸法表(†198ページ)に記載された基
本定格荷重(C, C0)と疲労限荷重(Pu)の値は、
単列軸受に適用されます。組合せ軸受では、
単列軸受の値に表36に記載された係数をか
けます。
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等価軸受荷重

予圧を付加したアンギュラ玉軸受の等価軸受
荷重を求める際には、予圧荷重を考慮に入れ
る必要があります。背面組合せまたは正面組
合せ軸受のアキシアル方向荷重成分Faは、運
転条件に応じた以下の式で近似値を求めるこ
とができます。

締まりばめで取り付けられたラジアル荷重下
の組合せ軸受

Fa=Gm

ばねで予圧を付加されたラジアル荷重下の組
合せ軸受

Fa=Gsprings

締まりばめで取付けられたアキシアル荷重下
の組合せ軸受

Ka≤3Gm † Fa=Gm+0,67Ka
Ka>3Gm † Fa=Ka

ばねで予圧を付加されたアキシアル荷重下の
組合せ軸受

Fa=Gsprings+Ka

ここで
Fa =軸受荷重のアキシアル成分[N]
Gm =組込み後の組合せ軸受の予圧荷重

[N](†組込み後の組合せ軸受の予
圧、162ページ)

Gsprings=ばねによる予圧荷重[N](スピンドル
の場合、ばね荷重を受ける軸受軌
道輪は軸方向に自由に動くことが
できなければなりません)

Ka =軸受配列に対し外部から作用する
アキシアル荷重[N]

動等価軸受荷重

動等価軸受荷重は、以下の式で求めることが
できます。

単列軸受および並列組合せ軸受

Fa/Fr≤e † P=Fr
Fa/Fr>e † P=X2Fr+Y2Fa

背面組合せまたは正面組合せ軸受

Fa/Fr≤e † P=Fr+Y1Fa
Fa/Fr>e † P=X2Fr+Y2Fa

係数e、X2、Y1、Y2の値は、軸受の接触角度に
よって決まり、下記の表に記載されています。

• 単列軸受および並列組合せ軸受(†表37)
• 背面組合せおよび正面組合せ軸受
(†表38)

接触角度15°の軸受では、係数e、Y1、Y2は関係
f0 Fa/C0との関係によって決まります。
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等価軸受荷重

表37

単列軸受および並列組合せ軸受の係数

f0Fa/C0 e X2 Y2 Y0

接触角度15°
(接尾記号CD、CEまたはCB)

≤ 0,178 0,38 0,44 1,47 0,46
0,357 0,4 0,44 1,4 0,46
0,714 0,43 0,44 1,3 0,46

1,07 0,46 0,44 1,23 0,46
1,43 0,47 0,44 1,19 0,46
2,14 0,5 0,44 1,12 0,46

3,57 0,55 0,44 1,02 0,46
≥ 5,35 0,56 0,44 1 0,46

接触角度18°
(接尾記号FEまたはFB)

– 0,57 0,43 1 0,42

接触角度25°
(接尾ACD、ACEまたはACB)

– 0,68 0,41 0,87 0,38

表38

背面組合せまたは正面組合せ軸受の係数

2f0Fa/C0 e X2 Y1 Y2 Y0

接触角度15°
(接尾記号CD、CEまたはCB)

≤ 0,178 0,38 0,72 1,65 2,39 0,92
0,357 0,4 0,72 1,57 2,28 0,92
0,714 0,43 0,72 1,46 2,11 0,92

1,07 0,46 0,72 1,38 2 0,92
1,43 0,47 0,72 1,34 1,93 0,92
2,14 0,5 0,72 1,26 1,82 0,92

3,57 0,55 0,72 1,14 1,66 0,92
≥ 5,35 0,56 0,72 1,12 1,63 0,92

接触角度18°
(接尾記号FEまたはFB)

– 0,57 0,7 1,09 1,63 0,84

接触角度25°
(接尾記号ACD、ACEまたはACB)

– 0,68 0,67 0,92 1,41 0,76

ここで
P =組合せ軸受の動等価荷重[kN]
Fr =組合せ軸受に作用するラジアル荷重[kN]
Fa=組合せ軸受に作用するアキシアル荷重

[kN]
f0 =計算係数(†軸受寸法表、198ページ)
C0=基本静定格荷重[kN] (†軸受寸法表)

静等価軸受荷重

静等価軸受荷重は、以下の式で求めることが
できます。

単列軸受および並列組合せ軸受

P0=0,5Fr+Y0Fa

背面組合せまたは正面組合せ軸受

P0=Fr+Y0Fa

ここで
P0=組合せ軸受の静等価荷重[kN]
Fr =組合せ軸受に作用するラジアル荷重[kN]
Fa=組合せ軸受に作用するアキシアル荷重

[kN]

P0<Frのとき、P0=Fr

係数Y0の値は、軸受の接触角度によって決ま
り、下記の表に記載されています。

• 単列軸受および並列組合せ軸受(†表37)
• 背面組合せおよび正面組合せ軸受
(†表38)
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到達可能回転数

軸受寸法表(†198ページ)に記載された到
達可能回転数は、特定条件下で有効なガイド
ライン値です。詳細については、到達可能回
転数(†44ページ)の項を参照してください。

シール付き軸受

シール付き軸受では、シールリップで摩擦が
生じないため、同シリーズ/サイズの開放型軸
受と同等の到達可能回転数が得られます。

潤滑方法による影響

オイルエア潤滑時の値については、他のオイ
ル潤滑方法を使用する場合には到達可能回
転数は低下します。
グリース潤滑時の値は、シール軸受または
開放型軸受に高速回転用の高品質かつ低粘
性のグリースを適切な方法で充填した場合に
得られる最大値です。詳細については、SKF
アプリケーションエンジニアリングサービス
までお問い合わせください。

特殊予圧軸受

システム剛性を向上させるために既定の予圧
よりも高い予圧荷重に調整している場合は、
軸受寸法表に記載されている到達可能回転
数よりも低下します。詳細については、SKFア
プリケーションエンジニアリングサービスま
でお問い合わせください。

組合せ軸受

複数の軸受が互いに直接隣接するように組み
込まれた組合せ軸受を使用する場合は、軸受
寸法表に記載された到達可能回転数よりも

低下します。この場合の最大回転数は、軸受
寸法表に記載されたガイドライン値に表39に
記載された速度低減係数(軸受の内部設計、
予圧、軸受配列によって決まります)をかけて
求めることができます。

間座

到達可能回転数の計算値が所要の回転数に
対して不足する場合は、組合せ軸受に合わせ
て精密に調整された間座を使用し(†図20)、
速度性能を向上させることができます。

表

組合せ軸受の速度低減係数

軸受の個数 配列 接尾記号 速度低減係数
軸受シリーズ

マッチング済み
セット:

718  . . D、719  . . E、70  . . E 、 、 、
予圧等級 予圧等級 予圧等級

 A L B M C F   

2 背面組合せ DB 0,8 – 0,65 – 0,4 –
正面組合せ DF 0,77 – 0,61 – 0,36 –

3 2-1背面組合せ TBT 0,69 0,72 0,49 0,58 0,25 0,36
2-1正面組合せ TFT 0,63 0,66 0,42 0,49 0,17 0,24

4 2-2背面組合せ QBC 0,64 – 0,53 – 0,32 –
2-2正面組合せ QFC 0,62 – 0,48 – 0,27 –

ばね予圧方式の並列組合せ軸受(接尾記号DT)には、速度低減係数0,9を適用する。
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表39

組合せ軸受の速度低減係数

軸受の個数 配列 接尾記号 速度低減係数
軸受シリーズ

マッチング済み
セット:

、 、 719  . . B、70  . . B 719  . . D、70  . . D、72  . . D
予圧等級 予圧等級 予圧等級

    A B C A B C D

背面組合せ 0,83 0,78 0,58 0,81 0,75 0,65 0,4
正面組合せ 0,8 0,74 0,54 0,77 0,72 0,61 0,36

- 背面組合せ 0,72 0,66 0,4 0,7 0,63 0,49 0,25
- 正面組合せ 0,64 0,56 0,3 0,63 0,56 0,42 0,17

- 背面組合せ 0,67 0,64 0,48 0,64 0,6 0,53 0,32
- 正面組合せ 0,64 0,6 0,41 0,62 0,58 0,48 0,27

図20
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アンギュラ玉軸受

軸受の組込み
焼嵌めによる組込み

超精密アンギュラ玉軸受は通常、複数個を組
合せて使用します。軸受が加熱されると、軸
受の内径と幅が拡大します。内径が拡大する
と、組込みが容易になります。
軸受が常温に戻ると、軸受の内径が収縮し
て必要な締まりばめが得られます。また、同
時に軸受の幅も収縮するため、軸受の間に微
小なすきまが生じます。このすきまは、組合
せ軸受の予圧に悪影響をおよぼします。この
悪影響を防止するには、冷却中に取外し荷重
をわずかに上回る軸方向の荷重を加えて、軸
受の内輪を相互に押し付ける必要があります
(†図21)。軸受を相互に押し付ける際は、外
輪に直接的にまたは間接的に負荷ががかか
らないようにすることが必要です。

軸受意匠箱の表示

SKFの超精密軸受は、SKFのイラストが印刷さ
れた箱に入っています(†図22)。箱の中には、
取付けに関する情報が記載された説明書が
同梱されています。
在庫品のユニバーサルマッチアンギュラ玉
軸受から選択して組合せ軸受セットを作る場
合は、意匠箱に記載された外径、内径寸法お
よび軸受接触角度などの情報が役立ちます
(†図23)。組合せ軸受として使用する場合
は、外内径寸法と接触角度が同等の軸受を
選択する必要があります。

図21

図22

図23
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軸受のデータ
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アンギュラ玉軸受

呼び番号システム

接頭記号

– 開放型軸受(接頭記号なし)
S シール付き軸受
V NitroMax製軌道輪と軸受グレード窒化ケイ素Si3N4製ボールを使用した

軸受(ハイブリッド軸受)

軸受シリーズ

718 ISO寸法系列18に準拠したアンギュラ玉軸受
719 ISO寸法系列19に準拠したアンギュラ玉軸受
70 ISO寸法系列10に準拠したアンギュラ玉軸受
72 ISO寸法系列02に準拠したアンギュラ玉軸受

寸法記号

6 内径6 mm
7 内径7 mm
8 内径8 mm
9 内径9 mm
00 内径10 mm
01 内径12 mm
02 内径15 mm
03 内径17 mm
04 内径(x5) 20 mm
–
72 内径(x5) 360mm

内部設計

CD 接触角度15°、高負荷容量デザイン
ACD 接触角度25°、高負荷容量デザイン
CE 接触角度15°、高速Eデザイン
FE 接触角度18°、高速Eデザイン
ACE 接触角度25°、高速Eデザイン
CB 接触角度15°、高速Bデザイン
FB 接触角度18°、高速Bデザイン
ACB 接触角度25°、高速Bデザイン

単列軸受–タイプおよび予圧

– 単列予圧非調整軸受(接尾記号なし)(718  . . D、719  . . D、70  . . D、72  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、
70  . . Bシリーズ)

GA 単列ユニバーサルマッチ、超軽予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
GA 単列ユニバーサルマッチ、軽予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
GB 単列ユニバーサルマッチ、軽予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
GB 単列ユニバーサルマッチ、中予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
GC 単列ユニバーサルマッチ、中予圧(719  . . D、70  . . D、72  . .Dシリーズ)
GC 単列ユニバーサルマッチ、重予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
GD 単列ユニバーサルマッチ、重予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)

保持器

– 綿織物強化フェノール樹脂製または炭素繊維強化PEEK製、外輪案内(保持器記号なし)
MA 黄銅製もみぬき、外輪案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製、外輪案内

例: 単列軸受–71922CDGBTNHA/PA9AL 719 22 CD GB TNHA /

マッチ済み組合せ軸受–S7010ACD/HCP4AQBCC S 70 10 ACD /
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呼び番号システム

予圧

A 超軽予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
A 軽予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
L 軽予圧–TBT、TFT、QBT、QFT

配列のマッチング済み組合せ軸受専用(718  . . D、719  . . E、70  . . Eシリーズ)
B 軽予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
B 中予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
M 中予圧–TBT、TFT、QBT、QFT

配列のマッチング済み組合せ軸受専用(718  . . D、719  . . E、70  . . Eシリーズ)
C 中予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
C 重予圧(718  . . D、719  . . E、70  . . E、719  . . B、70  . . Bシリーズ)
F 重予圧–TBT、TFT、QBT、QFT配列のマッチング済み組合せ軸受専用

(718  . . D、719  . . E、70  . . Eシリーズ)
D 重予圧(719  . . D、70  . . D、72  . . Dシリーズ)
G… G240などのdaNで表される特殊予圧

(718  . . D、719  . . D、70  . . D、72  . . D、719  . . E、70  . . E,719  . . B、70  . . Bシリーズ)

組合せ軸受の配列

DB 2個の軸受を使用した背面組合せ軸受<>
DF 2個の軸受を使用した正面組合せ軸受><
DT 2個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<
DG 2個の軸受を使用したユニバーサルマッチ軸受
TBT 3個の軸受を使用した2-1背面組合せ軸受<>>
TFT 3個の軸受を使用した2-1正面組合せ軸受><<
TT 3個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<<
TG 3個の軸受を使用したユニバーサルマッチ軸受
QBC 4個の軸受を使用した2-2背面組合せ軸受<<>>
QFC 4個の軸受を使用した2-2正面組合せ軸受>><<
QBT 4個の軸受を使用した3-1背面組合せ軸受<>>>
QFT 4個の軸受を使用した3-1正面組合せ軸受><<<
QT 4個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<<<
QG 4個の軸受を使用したユニバーサルマッチ軸受
PBC 5個の軸受を使用した3-2背面組合せ軸受<<>>>
PFC 5個の軸受を使用した3-2正面組合せ軸受>><<<
PBT 5個の軸受を使用した4-1背面組合せ軸受<>>>>
PFT 5個の軸受を使用した4-1正面組合せ軸受><<<<
PT 5個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<<<<
PG 5個の軸受を使用したユニバーサルマッチ軸受

給油穴仕様

H 外輪反スラスト側に2か所の潤滑穴
H1 外輪のスラスト面に2か所の潤滑穴
L 外輪反スラスト側に外周油溝と2か所の潤滑穴、2本のOリング溝(Oリング付)
L1 外輪スラスト側に外周油溝と2か所の潤滑穴、2本のOリング溝(Oリング付)

精度

P4 ISO精度等級4に準拠した寸法および回転精度
P4A ISO精度等級4に準拠した寸法精度、ISO精度等級4よりも優れた回転精度
P2 ISO精度等級2に準拠した寸法および回転精度
PA9A ISO精度等級2に準拠した寸法および回転精度

ボール材質

– 炭素クロム鋼(ボール材質記号なし)
HC 軸受グレードの窒化ケイ素Si3N4製のボール(ハイブリッド軸受)

例: 単列軸受   / PA9A L

マッチ済み組合せ軸受   / HC P4A QBC C
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6 17 6 1,51 0,49 0,02 127 000 195 000 0,006 706 ACE/P4A – H
17 6 1,51 0,49 0,02 150 000 230 000 0,005 706 ACE/HCP4A – H
17 6 1,56 0,5 0,022 140 000 220 000 0,006 706 CE/P4A – H
17 6 1,56 0,5 0,022 170 000 260 000 0,005 706 CE/HCP4A – H

17 6 1,95 0,75 0,032 110 000 160 000 0,006 706 ACD/P4A – H
17 6 1,95 0,75 0,032 130 000 190 000 0,005 706 ACD/HCP4A – H
17 6 2,03 0,765 0,032 120 000 180 000 0,006 706 CD/P4A – H
17 6 2,03 0,765 0,032 140 000 220 000 0,005 706 CD/HCP4A – H

7 19 6 1,86 0,62 0,026 112 000 175 000 0,007 707 ACE/P4A – H
19 6 1,86 0,62 0,026 133 000 205 000 0,006 707 ACE/HCP4A – H
19 6 1,95 0,64 0,027 127 000 190 000 0,007 707 CE/P4A – H
19 6 1,95 0,64 0,027 150 000 230 000 0,006 707 CE/HCP4A – H

19 6 2,42 0,95 0,04 95 000 140 000 0,008 707 ACD/P4A – H
19 6 2,42 0,95 0,04 110 000 170 000 0,007 707 ACD/HCP4A – H
19 6 2,51 0,98 0,04 100 000 160 000 0,008 707 CD/P4A – H
19 6 2,51 0,98 0,04 120 000 190 000 0,007 707 CD/HCP4A – H

22 7 2,91 1,12 0,048 70 000 110 000 0,013 727 ACD/P4A – –
22 7 2,91 1,12 0,048 85 000 130 000 0,012 727 ACD/HCP4A – –
22 7 2,96 1,16 0,049 80 000 120 000 0,013 727 CD/P4A – –
22 7 2,96 1,16 0,049 95 000 150 000 0,012 727 CD/HCP4A – –

8 19 6 1,68 0,6 0,026 109 000 165 000 0,007 719/8 ACE/P4A – H
19 6 1,68 0,6 0,026 130 000 200 000 0,006 719/8 ACE/HCP4A – H
19 6 1,74 0,63 0,027 120 000 185 000 0,007 719/8 CE/P4A – H
19 6 1,74 0,63 0,027 145 000 220 000 0,006 719/8 CE/HCP4A – H

22 7 2,29 0,765 0,032 98 000 150 000 0,012 708 ACE/P4A – H
22 7 2,29 0,765 0,032 115 000 180 000 0,011 708 ACE/HCP4A – H
22 7 2,34 0,8 0,034 109 000 165 000 0,012 708 CE/P4A – H
22 7 2,34 0,8 0,034 130 000 200 000 0,011 708 CE/HCP4A – H

22 7 3,19 1,34 0,056 80 000 120 000 0,012 708 ACD/P4A – H
22 7 3,19 1,34 0,056 95 000 150 000 0,011 708 ACD/HCP4A – H
22 7 3,25 1,37 0,057 90 000 130 000 0,012 708 CD/P4A – H
22 7 3,25 1,37 0,057 110 000 160 000 0,011 708 CD/HCP4A – H

2.1アンギュラ玉軸受
d 6~8mm

1)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑1)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

ACD、CD 719  . . ACE、
719 . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE
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6 9,2 8,7 13,9 – 0,3 0,15 8 8 15 15,6 0,3 0,15 10,1 0,09 –
9,2 8,7 13,9 – 0,3 0,15 8 8 15 15,6 0,3 0,15 10,1 0,09 –
9,2 8,7 13,9 – 0,3 0,15 8 8 15 15,6 0,3 0,15 10,1 0,09 6,4
9,2 8,7 13,9 – 0,3 0,15 8 8 15 15,6 0,3 0,15 10,1 0,09 6,4

9,5 9,5 13,5 – 0,3 0,15 8 8 15 16,2 0,3 0,15 10,3 0,09 –
9,5 9,5 13,5 – 0,3 0,15 8 8 15 16,2 0,3 0,15 10,3 0,09 –
9,5 9,5 13,5 – 0,3 0,15 8 8 15 16,2 0,3 0,15 10,3 0,09 8,3
9,5 9,5 13,5 – 0,3 0,15 8 8 15 16,2 0,3 0,15 10,3 0,09 8,3

7 10,4 9,9 15,7 – 0,3 0,15 9 9 17 17,6 0,3 0,15 11,4 0,11 –
10,4 9,9 15,7 – 0,3 0,15 9 9 17 17,6 0,3 0,15 11,4 0,11 –
10,4 9,9 15,7 – 0,3 0,15 9 9 17 17,6 0,3 0,15 11,4 0,11 6,5
10,4 9,9 15,7 – 0,3 0,15 9 9 17 17,6 0,3 0,15 11,4 0,11 6,5

10,8 10,8 15,2 – 0,3 0,15 9 9 17 18,2 0,3 0,15 11,7 0,12 –
10,8 10,8 15,2 – 0,3 0,15 9 9 17 18,2 0,3 0,15 11,7 0,12 –
10,8 10,8 15,2 – 0,3 0,15 9 9 17 18,2 0,3 0,15 11,7 0,12 8,1
10,8 10,8 15,2 – 0,3 0,15 9 9 17 18,2 0,3 0,15 11,7 0,12 8,1

12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 9,4 9,4 19,6 20,2 0,3 0,2 13,6 0,16 –
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 9,4 9,4 19,6 20,2 0,3 0,2 13,6 0,16 –
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 9,4 9,4 19,6 20,2 0,3 0,2 13,6 0,16 8,4
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 9,4 9,4 19,6 20,2 0,3 0,2 13,6 0,16 8,4

8 11,3 10,8 15,7 – 0,3 0,15 10 10 17 18,2 0,3 0,15 12,2 0,09 –
11,3 10,8 15,7 – 0,3 0,15 10 10 17 18,2 0,3 0,15 12,2 0,09 –
11,3 10,8 15,7 – 0,3 0,15 10 10 17 18,2 0,3 0,15 12,2 0,09 7,2
11,3 10,8 15,7 – 0,3 0,15 10 10 17 18,2 0,3 0,15 12,2 0,09 7,2

12,1 11,5 17,9 – 0,3 0,15 10 10 20 20,6 0,3 0,15 13,3 0,17 –
12,1 11,5 17,9 – 0,3 0,15 10 10 20 20,6 0,3 0,15 13,3 0,17 –
12,1 11,5 17,9 – 0,3 0,15 10 10 20 20,6 0,3 0,15 13,3 0,17 6,6
12,1 11,5 17,9 – 0,3 0,15 10 10 20 20,6 0,3 0,15 13,3 0,17 6,6

12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 10 10 20 20,6 0,3 0,2 13,6 0,15 –
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 10 10 20 20,6 0,3 0,2 13,6 0,15 –
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 10 10 20 20,6 0,3 0,2 13,6 0,15 8,4
12,6 12,6 17,4 – 0,3 0,2 10 10 20 20,6 0,3 0,2 13,6 0,15 8,4

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

Db
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dadbDa
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dn

r
a

r
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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24 8 3,58 1,34 0,057 67 000 100 000 0,017 728 ACD/P4A – –
24 8 3,58 1,34 0,057 75 000 120 000 0,015 728 ACD/HCP4A – –
24 8 3,71 1,37 0,057 70 000 110 000 0,017 728 CD/P4A – –
24 8 3,71 1,37 0,057 85 000 130 000 0,015 728 CD/HCP4A – –

9 20 6 1,95 0,765 0,032 100 000 150 000 0,008 719/9 ACE/P4A – H
20 6 1,95 0,765 0,032 120 000 180 000 0,007 719/9 ACE/HCP4A – H
20 6 2,03 0,8 0,034 109 000 165 000 0,008 719/9 CE/P4A – H
20 6 2,03 0,8 0,034 133 000 200 000 0,007 719/9 CE/HCP4A – H

24 7 2,51 0,9 0,038 90 000 137 000 0,014 709 ACE/P4A – H
24 7 2,51 0,9 0,038 106 000 165 000 0,013 709 ACE/HCP4A – H
24 7 2,6 0,93 0,04 98 000 150 000 0,014 709 CE/P4A – H
24 7 2,6 0,93 0,04 120 000 180 000 0,013 709 CE/HCP4A – H

24 7 3,45 1,53 0,064 75 000 110 000 0,015 709 ACD/P4A – H
24 7 3,45 1,53 0,064 85 000 130 000 0,013 709 ACD/HCP4A – H
24 7 3,58 1,6 0,068 80 000 120 000 0,015 709 CD/P4A – H
24 7 3,58 1,6 0,068 95 000 150 000 0,013 709 CD/HCP4A – H

26 8 3,97 1,6 0,067 60 000 90 000 0,02 729 ACD/P4A – –
26 8 3,97 1,6 0,067 70 000 110 000 0,018 729 ACD/HCP4A – –
26 8 4,1 1,66 0,071 67 000 100 000 0,02 729 CD/P4A – –
26 8 4,1 1,66 0,071 80 000 120 000 0,018 729 CD/HCP4A – –

10 19 5 1,78 0,93 0,04 70 000 110 000 0,005 71800 ACD/P4 – –
19 5 1,78 0,93 0,04 85 000 130 000 0,005 71800 ACD/HCP4 – –
19 5 1,9 0,98 0,043 80 000 120 000 0,005 71800 CD/P4 – –
19 5 1,9 0,98 0,043 95 000 150 000 0,005 71800 CD/HCP4 – –

22 6 1,95 0,78 0,032 93 000 140 000 0,009 71900 ACE/P4A – H
22 6 1,95 0,78 0,032 109 000 165 000 0,008 71900 ACE/HCP4A – H
22 6 2,03 0,815 0,034 100 000 155 000 0,009 71900 CE/P4A – H
22 6 2,03 0,815 0,034 123 000 185 000 0,008 71900 CE/HCP4A – H

8
cont .

1)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 8~10mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑1)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE
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13,1 13,1 18,9 – 0,3 0,2 10,4 10,4 21,6 22,2 0,3 0,2 14,3 0,23 –
13,1 13,1 18,9 – 0,3 0,2 10,4 10,4 21,6 22,2 0,3 0,2 14,3 0,23 –
13,1 13,1 18,9 – 0,3 0,2 10,4 10,4 21,6 22,2 0,3 0,2 14,3 0,23 7,9
13,1 13,1 18,9 – 0,3 0,2 10,4 10,4 21,6 22,2 0,3 0,2 14,3 0,23 7,9

9 12,5 11,8 16,5 – 0,3 0,15 11 11 18 19,2 0,3 0,15 13,3 0,09 –
12,5 11,8 16,5 – 0,3 0,15 11 11 18 19,2 0,3 0,15 13,3 0,09 –
12,5 11,8 16,5 – 0,3 0,15 11 11 18 19,2 0,3 0,15 13,3 0,09 7,4
12,5 11,8 16,5 – 0,3 0,15 11 11 18 19,2 0,3 0,15 13,3 0,09 7,4

13,6 13 19,4 – 0,3 0,15 11 11 22 22,6 0,3 0,15 14,8 0,19 –
13,6 13 19,4 – 0,3 0,15 11 11 22 22,6 0,3 0,15 14,8 0,19 –
13,6 13 19,4 – 0,3 0,15 11 11 22 22,6 0,3 0,15 14,8 0,19 6,8
13,6 13 19,4 – 0,3 0,15 11 11 22 22,6 0,3 0,15 14,8 0,19 6,8

14,1 14,1 18,9 – 0,3 0,2 11 11 22 22,6 0,3 0,2 15,1 0,18 –
14,1 14,1 18,9 – 0,3 0,2 11 11 22 22,6 0,3 0,2 15,1 0,18 –
14,1 14,1 18,9 – 0,3 0,2 11 11 22 22,6 0,3 0,2 15,1 0,18 8,8
14,1 14,1 18,9 – 0,3 0,2 11 11 22 22,6 0,3 0,2 15,1 0,18 8,8

15,1 15,1 20,9 – 0,3 0,2 11,4 11,4 23,6 24,2 0,3 0,2 16,3 0,26 –
15,1 15,1 20,9 – 0,3 0,2 11,4 11,4 23,6 24,2 0,3 0,2 16,3 0,26 –
15,1 15,1 20,9 – 0,3 0,2 11,4 11,4 23,6 24,2 0,3 0,2 16,3 0,26 8,3
15,1 15,1 20,9 – 0,3 0,2 11,4 11,4 23,6 24,2 0,3 0,2 16,3 0,26 8,3

10 13,1 13,1 16,1 – 0,3 0,15 12 12 17 18,2 0,3 0,15 13,4 0,06 –
13,1 13,1 16,1 – 0,3 0,15 12 12 17 18,2 0,3 0,15 13,4 0,06 –
13,1 13,1 16,1 – 0,3 0,15 12 12 17 18,2 0,3 0,15 13,4 0,06 15
13,1 13,1 16,1 – 0,3 0,15 12 12 17 18,2 0,3 0,15 13,4 0,06 15

14 13,3 17,9 – 0,3 0,15 12 12 20 21,2 0,3 0,15 14,8 0,1 –
14 13,3 17,9 – 0,3 0,15 12 12 20 21,2 0,3 0,15 14,8 0,1 –
14 13,3 17,9 – 0,3 0,15 12 12 20 21,2 0,3 0,15 14,8 0,1 7,6
14 13,3 17,9 – 0,3 0,15 12 12 20 21,2 0,3 0,15 14,8 0,1 7,6

8
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

Db

ra

ra

dadbDa

rb

ra

dn

r
a

r
a

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

201

2.1



22 6 2,42 1,06 0,045 63 000 95 000 0,009 71900 ACD/P4A S –
22 6 2,42 1,06 0,045 70 000 110 000 0,009 71900 ACD/HCP4A S –
22 6 2,51 1,1 0,048 70 000 110 000 0,009 71900 CD/P4A S –
22 6 2,51 1,1 0,048 80 000 120 000 0,009 71900 CD/HCP4A S –

26 8 2,86 1,14 0,048 83 000 127 000 0,019 7000 ACE/P4A S H
26 8 2,86 1,14 0,048 98 000 150 000 0,017 7000 ACE/HCP4A S H
26 8 3,02 1,18 0,05 90 000 140 000 0,019 7000 CE/P4A S H
26 8 3,02 1,18 0,05 109 000 165 000 0,017 7000 CE/HCP4A S H

26 8 3,97 1,6 0,067 67 000 100 000 0,019 7000 ACD/P4A S H
26 8 3,97 1,6 0,067 80 000 120 000 0,017 7000 ACD/HCP4A S H
26 8 4,1 1,66 0,071 75 000 110 000 0,019 7000 CD/P4A S H
26 8 4,1 1,66 0,071 90 000 140 000 0,017 7000 CD/HCP4A S H

30 9 4,36 1,86 0,078 53 000 80 000 0,032 7200 ACD/P4A S –
30 9 4,36 1,86 0,078 63 000 95 000 0,029 7200 ACD/HCP4A S –
30 9 4,49 1,93 0,08 60 000 90 000 0,032 7200 CD/P4A S –
30 9 4,49 1,93 0,08 70 000 100 000 0,029 7200 CD/HCP4A S –

12 21 5 1,95 1,12 0,048 63 000 95 000 0,006 71801 ACD/P4 – –
21 5 1,95 1,12 0,048 75 000 110 000 0,006 71801 ACD/HCP4 – –
21 5 2,08 1,18 0,05 70 000 110 000 0,006 71801 CD/P4 – –
21 5 2,08 1,18 0,05 85 000 130 000 0,006 71801 CD/HCP4 – –

24 6 2,03 0,865 0,036 83 000 123 000 0,01 71901 ACE/P4A – H
24 6 2,03 0,865 0,036 98 000 150 000 0,009 71901 ACE/HCP4A – H
24 6 2,12 0,915 0,039 90 000 137 000 0,01 71901 CE/P4A – H
24 6 2,12 0,915 0,039 109 000 165 000 0,009 71901 CE/HCP4A – H

24 6 2,55 1,18 0,05 56 000 85 000 0,01 71901 ACD/P4A S –
24 6 2,55 1,18 0,05 67 000 100 000 0,01 71901 ACD/HCP4A S –
24 6 2,65 1,25 0,053 63 000 95 000 0,01 71901 CD/P4A S –
24 6 2,65 1,25 0,053 75 000 110 000 0,01 71901 CD/HCP4A S –

10
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 10~12mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

202



14 14 18 19,8 0,3 0,2 12 12 20 20,6 0,3 0,2 14,8 0,12 –
14 14 18 19,8 0,3 0,2 12 12 20 20,6 0,3 0,2 14,8 0,12 –
14 14 18 19,8 0,3 0,2 12 12 20 20,6 0,3 0,2 14,8 0,12 9,5
14 14 18 19,8 0,3 0,2 12 12 20 20,6 0,3 0,2 14,8 0,12 9,5

15,6 14,5 22,4 22,4 0,3 0,3 12 12 24 23,6 0,3 0,3 16,5 0,28 –
15,6 14,5 22,4 22,4 0,3 0,3 12 12 24 23,6 0,3 0,3 16,5 0,28 –
15,6 14,5 22,4 22,4 0,3 0,3 12 12 24 23,6 0,3 0,3 16,5 0,28 7,1
15,6 14,5 22,4 22,4 0,3 0,3 12 12 24 23,6 0,3 0,3 16,5 0,28 7,1

15,1 15,1 20,9 23,5 0,3 0,2 12 12 24 24,6 0,3 0,2 16 0,24 –
15,1 15,1 20,9 23,5 0,3 0,2 12 12 24 24,6 0,3 0,2 16 0,24 –
15,1 15,1 20,9 23,5 0,3 0,2 12 12 24 24,6 0,3 0,2 16 0,24 8,3
15,1 15,1 20,9 23,5 0,3 0,2 12 12 24 24,6 0,3 0,2 16 0,24 8,3

17,3 17,3 23,1 24,3 0,6 0,3 14,2 14,2 25,8 27,6 0,6 0,3 18,3 0,36 –
17,3 17,3 23,1 24,3 0,6 0,3 14,2 14,2 25,8 27,6 0,6 0,3 18,3 0,36 –
17,3 17,3 23,1 24,3 0,6 0,3 14,2 14,2 25,8 27,6 0,6 0,3 18,3 0,36 8,8
17,3 17,3 23,1 24,3 0,6 0,3 14,2 14,2 25,8 27,6 0,6 0,3 18,3 0,36 8,8

12 15,1 15,1 18,1 – 0,3 0,15 14 14 19 20,2 0,3 0,15 15,4 0,07 –
15,1 15,1 18,1 – 0,3 0,15 14 14 19 20,2 0,3 0,15 15,4 0,07 –
15,1 15,1 18,1 – 0,3 0,15 14 14 19 20,2 0,3 0,15 15,4 0,07 15,4
15,1 15,1 18,1 – 0,3 0,15 14 14 19 20,2 0,3 0,15 15,4 0,07 15,4

16 15,3 20 – 0,3 0,15 14 14 22 23,2 0,3 0,15 16,8 0,1 –
16 15,3 20 – 0,3 0,15 14 14 22 23,2 0,3 0,15 16,8 0,1 –
16 15,3 20 – 0,3 0,15 14 14 22 23,2 0,3 0,15 16,8 0,1 7,8
16 15,3 20 – 0,3 0,15 14 14 22 23,2 0,3 0,15 16,8 0,1 7,8

16 16 20 21,8 0,3 0,2 14 14 22 22,6 0,3 0,2 16,8 0,12 –
16 16 20 21,8 0,3 0,2 14 14 22 22,6 0,3 0,2 16,8 0,12 –
16 16 20 21,8 0,3 0,2 14 14 22 22,6 0,3 0,2 16,8 0,12 9,8
16 16 20 21,8 0,3 0,2 14 14 22 22,6 0,3 0,2 16,8 0,12 9,8

10
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

203

2.1



28 8 3,07 1,27 0,054 73 000 112 000 0,021 7001 ACE/P4A S H
28 8 3,07 1,27 0,054 88 000 133 000 0,019 7001 ACE/HCP4A S H
28 8 3,19 1,34 0,057 80 000 127 000 0,021 7001 CE/P4A S H
28 8 3,19 1,34 0,057 98 000 150 000 0,019 7001 CE/HCP4A S H

28 8 4,36 1,83 0,078 60 000 90 000 0,021 7001 ACD/P4A S H
28 8 4,36 1,83 0,078 70 000 110 000 0,018 7001 ACD/HCP4A S H
28 8 4,49 1,9 0,08 67 000 100 000 0,021 7001 CD/P4A S H
28 8 4,49 1,9 0,08 80 000 120 000 0,018 7001 CD/HCP4A S H

32 10 5,72 2,45 0,104 48 000 70 000 0,037 7201 ACD/P4A S –
32 10 5,72 2,45 0,104 56 000 85 000 0,033 7201 ACD/HCP4A S –
32 10 5,85 2,55 0,108 53 000 80 000 0,037 7201 CD/P4A S –
32 10 5,85 2,55 0,108 67 000 95 000 0,033 7201 CD/HCP4A S –

15 24 5 2,16 1,4 0,06 53 000 80 000 0,007 71802 ACD/P4 – –
24 5 2,16 1,4 0,06 63 000 100 000 0,006 71802 ACD/HCP4 – –
24 5 2,29 1,5 0,063 60 000 90 000 0,007 71802 CD/P4 – –
24 5 2,29 1,5 0,063 70 000 110 000 0,006 71802 CD/HCP4 – –

28 7 3,02 1,34 0,057 68 000 106 000 0,015 71902 ACE/P4A – H
28 7 3,02 1,34 0,057 83 000 127 000 0,013 71902 ACE/HCP4A – H
28 7 3,19 1,4 0,06 75 000 115 000 0,015 71902 CE/P4A – H
28 7 3,19 1,4 0,06 90 000 140 000 0,013 71902 CE/HCP4A – H

28 7 3,77 1,8 0,078 50 000 75 000 0,015 71902 ACD/P4A S –
28 7 3,77 1,8 0,078 60 000 90 000 0,014 71902 ACD/HCP4A S –
28 7 3,97 1,9 0,08 56 000 85 000 0,015 71902 CD/P4A S –
28 7 3,97 1,9 0,08 70 000 100 000 0,014 71902 CD/HCP4A S –

32 9 4,23 1,83 0,078 63 000 95 000 0,028 7002 ACE/P4A S H
32 9 4,23 1,83 0,078 75 000 115 000 0,025 7002 ACE/HCP4A S H
32 9 4,42 1,93 0,08 68 000 106 000 0,028 7002 CE/P4A S H
32 9 4,42 1,93 0,08 83 000 127 000 0,025 7002 CE/HCP4A S H

12
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 12~15mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

D2  

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

204



17,5 16,5 24,4 24,4 0,3 0,15 14 14 26 26,6 0,3 0,15 18,5 0,31 –
17,5 16,5 24,4 24,4 0,3 0,15 14 14 26 26,6 0,3 0,15 18,5 0,31 –
17,5 16,5 24,4 24,4 0,3 0,15 14 14 26 26,6 0,3 0,15 18,5 0,31 7,3
17,5 16,5 24,4 24,4 0,3 0,15 14 14 26 26,6 0,3 0,15 18,5 0,31 7,3

17,1 17,1 22,9 25,5 0,3 0,2 14 14 26 26,6 0,3 0,2 18 0,27 –
17,1 17,1 22,9 25,5 0,3 0,2 14 14 26 26,6 0,3 0,2 18 0,27 –
17,1 17,1 22,9 25,5 0,3 0,2 14 14 26 26,6 0,3 0,2 18 0,27 8,7
17,1 17,1 22,9 25,5 0,3 0,2 14 14 26 26,6 0,3 0,2 18 0,27 8,7

18,6 18,6 25,4 26,6 0,6 0,3 16,2 16,2 27,8 29,6 0,6 0,3 20 0,51 –
18,6 18,6 25,4 26,6 0,6 0,3 16,2 16,2 27,8 29,6 0,6 0,3 20 0,51 –
18,6 18,6 25,4 26,6 0,6 0,3 16,2 16,2 27,8 29,6 0,6 0,3 20 0,51 8,5
18,6 18,6 25,4 26,6 0,6 0,3 16,2 16,2 27,8 29,6 0,6 0,3 20 0,51 8,5

15 18,1 18,1 21,1 – 0,3 0,15 17 17 22 23,2 0,3 0,15 18,4 0,08 –
18,1 18,1 21,1 – 0,3 0,15 17 17 22 23,2 0,3 0,15 18,4 0,08 –
18,1 18,1 21,1 – 0,3 0,15 17 17 22 23,2 0,3 0,15 18,4 0,08 16
18,1 18,1 21,1 – 0,3 0,15 17 17 22 23,2 0,3 0,15 18,4 0,08 16

19,1 18,1 23,9 – 0,3 0,15 17 17 26 27,2 0,3 0,15 20 0,2 –
19,1 18,1 23,9 – 0,3 0,15 17 17 26 27,2 0,3 0,15 20 0,2 –
19,1 18,1 23,9 – 0,3 0,15 17 17 26 27,2 0,3 0,15 20 0,2 7,7
19,1 18,1 23,9 – 0,3 0,15 17 17 26 27,2 0,3 0,15 20 0,2 7,7

19,1 19,1 23,7 25,8 0,3 0,2 17 17 26 26,6 0,3 0,2 20,1 0,21 –
19,1 19,1 23,7 25,8 0,3 0,2 17 17 26 26,6 0,3 0,2 20,1 0,21 –
19,1 19,1 23,7 25,8 0,3 0,2 17 17 26 26,6 0,3 0,2 20,1 0,21 9,6
19,1 19,1 23,7 25,8 0,3 0,2 17 17 26 26,6 0,3 0,2 20,1 0,21 9,6

20,7 19,5 28,8 28,8 0,3 0,15 17 17 30 30,6 0,3 0,15 21,9 0,5 –
20,7 19,5 28,8 28,8 0,3 0,15 17 17 30 30,6 0,3 0,15 21,9 0,5 –
20,7 19,5 28,8 28,8 0,3 0,15 17 17 30 30,6 0,3 0,15 21,9 0,5 7,3
20,7 19,5 28,8 28,8 0,3 0,15 17 17 30 30,6 0,3 0,15 21,9 0,5 7,3

12
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

205

2.1



32 9 4,94 2,32 0,098 50 000 75 000 0,03 7002 ACD/P4A S H
32 9 4,94 2,32 0,098 60 000 95 000 0,027 7002 ACD/HCP4A S H
32 9 5,2 2,45 0,104 56 000 85 000 0,03 7002 CD/P4A S H
32 9 5,2 2,45 0,104 67 000 100 000 0,027 7002 CD/HCP4A S H

35 11 7,15 3,2 0,134 43 000 63 000 0,043 7202 ACD/P4A S –
35 11 7,15 3,2 0,134 50 000 75 000 0,037 7202 ACD/HCP4A S –
35 11 7,41 3,35 0,14 48 000 70 000 0,043 7202 CD/P4A S –
35 11 7,41 3,35 0,14 60 000 85 000 0,037 7202 CD/HCP4A S –

17 26 5 2,21 1,53 0,064 48 000 75 000 0,01 71803 ACD/P4 – –
26 5 2,21 1,53 0,064 60 000 90 000 0,009 71803 ACD/HCP4 – –
26 5 2,34 1,6 0,068 53 000 85 000 0,01 71803 CD/P4 – –
26 5 2,34 1,6 0,068 63 000 100 000 0,009 71803 CD/HCP4 – –

30 7 3,19 1,46 0,063 63 000 95 000 0,016 71903 ACE/P4A – H
30 7 3,19 1,46 0,063 75 000 115 000 0,014 71903 ACE/HCP4A – H
30 7 3,32 1,56 0,067 70 000 106 000 0,016 71903 CE/P4A – H
30 7 3,32 1,56 0,067 83 000 127 000 0,014 71903 CE/HCP4A – H

30 7 3,97 2 0,085 45 000 67 000 0,017 71903 ACD/P4A S –
30 7 3,97 2 0,085 53 000 80 000 0,015 71903 ACD/HCP4A S –
30 7 4,16 2,08 0,088 50 000 75 000 0,017 71903 CD/P4A S –
30 7 4,16 2,08 0,088 63 000 90 000 0,015 71903 CD/HCP4A S –

35 10 5,59 2,45 0,104 56 000 88 000 0,035 7003 ACE/P4A S H
35 10 5,59 2,45 0,104 68 000 103 000 0,03 7003 ACE/HCP4A S H
35 10 5,85 2,55 0,108 63 000 95 000 0,035 7003 CE/P4A S H
35 10 5,85 2,55 0,108 75 000 115 000 0,03 7003 CE/HCP4A S H

35 10 6,5 3,1 0,132 45 000 70 000 0,038 7003 ACD/P4A S H
35 10 6,5 3,1 0,132 56 000 85 000 0,033 7003 ACD/HCP4A S H
35 10 6,76 3,25 0,137 50 000 75 000 0,038 7003 CD/P4A S H
35 10 6,76 3,25 0,137 60 000 95 000 0,033 7003 CD/HCP4A S H

15
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 15~17mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

206



20,6 20,6 26,4 29,2 0,3 0,2 17 17 30 30,6 0,3 0,2 21,5 0,39 –
20,6 20,6 26,4 29,2 0,3 0,2 17 17 30 30,6 0,3 0,2 21,5 0,39 –
20,6 20,6 26,4 29,2 0,3 0,2 17 17 30 30,6 0,3 0,2 21,5 0,39 9,3
20,6 20,6 26,4 29,2 0,3 0,2 17 17 30 30,6 0,3 0,2 21,5 0,39 9,3

21,4 21,4 29,1 30,7 0,6 0,3 19,2 19,2 30,8 32,6 0,6 0,3 23 0,73 –
21,4 21,4 29,1 30,7 0,6 0,3 19,2 19,2 30,8 32,6 0,6 0,3 23 0,73 –
21,4 21,4 29,1 30,7 0,6 0,3 19,2 19,2 30,8 32,6 0,6 0,3 23 0,73 8,5
21,4 21,4 29,1 30,7 0,6 0,3 19,2 19,2 30,8 32,6 0,6 0,3 23 0,73 8,5

17 20,1 20,1 23 – 0,3 0,15 19 19 24 25,2 0,3 0,15 20,4 0,09 –
20,1 20,1 23 – 0,3 0,15 19 19 24 25,2 0,3 0,15 20,4 0,09 –
20,1 20,1 23 – 0,3 0,15 19 19 24 25,2 0,3 0,15 20,4 0,09 16,2
20,1 20,1 23 – 0,3 0,15 19 19 24 25,2 0,3 0,15 20,4 0,09 16,2

21,1 20,1 25,9 – 0,3 0,15 19 19 28 29,2 0,3 0,15 22 0,2 –
21,1 20,1 25,9 – 0,3 0,15 19 19 28 29,2 0,3 0,15 22 0,2 –
21,1 20,1 25,9 – 0,3 0,15 19 19 28 29,2 0,3 0,15 22 0,2 7,9
21,1 20,1 25,9 – 0,3 0,15 19 19 28 29,2 0,3 0,15 22 0,2 7,9

20,9 20,9 25,7 27,8 0,3 0,2 19 19 28 28,6 0,3 0,2 22,1 0,24 –
20,9 20,9 25,7 27,8 0,3 0,2 19 19 28 28,6 0,3 0,2 22,1 0,24 –
20,9 20,9 25,7 27,8 0,3 0,2 19 19 28 28,6 0,3 0,2 22,1 0,24 9,8
20,9 20,9 25,7 27,8 0,3 0,2 19 19 28 28,6 0,3 0,2 22,1 0,24 9,8

22,7 21,1 31,2 31,2 0,3 0,15 19 19 33 33,6 0,3 0,15 24,1 0,68 –
22,7 21,1 31,2 31,2 0,3 0,15 19 19 33 33,6 0,3 0,15 24,1 0,68 –
22,7 21,1 31,2 31,2 0,3 0,15 19 19 33 33,6 0,3 0,15 24,1 0,68 7,2
22,7 21,1 31,2 31,2 0,3 0,15 19 19 33 33,6 0,3 0,15 24,1 0,68 7,2

22,6 22,6 29,3 32,4 0,3 0,2 19 19 33 33,6 0,3 0,2 23,7 0,54 –
22,6 22,6 29,3 32,4 0,3 0,2 19 19 33 33,6 0,3 0,2 23,7 0,54 –
22,6 22,6 29,3 32,4 0,3 0,2 19 19 33 33,6 0,3 0,2 23,7 0,54 9,1
22,6 22,6 29,3 32,4 0,3 0,2 19 19 33 33,6 0,3 0,2 23,7 0,54 9,1

15
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

207

2.1



40 12 8,84 4 0,17 38 000 56 000 0,063 7203 ACD/P4A S –
40 12 8,84 4 0,17 45 000 67 000 0,054 7203 ACD/HCP4A S –
40 12 9,23 4,15 0,176 43 000 63 000 0,063 7203 CD/P4A S –
40 12 9,23 4,15 0,176 53 000 75 000 0,054 7203 CD/HCP4A S –

20 32 7 3,64 2,5 0,106 40 000 63 000 0,018 71804 ACD/P4 – –
32 7 3,64 2,5 0,106 48 000 75 000 0,017 71804 ACD/HCP4 – –
32 7 3,9 2,65 0,112 45 000 70 000 0,018 71804 CD/P4 – –
32 7 3,9 2,65 0,112 53 000 80 000 0,017 71804 CD/HCP4 – –

37 9 4,68 2,28 0,098 52 000 78 000 0,036 71904 ACE/P4A S H, L
37 9 4,68 2,28 0,098 60 000 95 000 0,032 71904 ACE/HCP4A S H, L
37 9 4,88 2,4 0,102 56 000 88 000 0,036 71904 CE/P4A S H, L
37 9 4,88 2,4 0,102 68 000 106 000 0,032 71904 CE/HCP4A S H, L

37 9 5,72 3,05 0,129 38 000 56 000 0,035 71904 ACD/P4A S –
37 9 5,72 3,05 0,129 45 000 67 000 0,033 71904 ACD/HCP4A S –
37 9 6,05 3,2 0,137 43 000 63 000 0,035 71904 CD/P4A S –
37 9 6,05 3,2 0,137 53 000 75 000 0,033 71904 CD/HCP4A S –

42 12 7,15 3,25 0,137 48 000 75 000 0,064 7004 ACE/P4A S H1, L, L1
42 12 7,15 3,25 0,137 58 000 88 000 0,056 7004 ACE/HCP4A S H1, L, L1
42 12 7,41 3,35 0,143 54 000 83 000 0,064 7004 CE/P4A S H1, L, L1
42 12 7,41 3,35 0,143 65 000 100 000 0,056 7004 CE/HCP4A S H1, L, L1

42 12 8,32 4,15 0,173 38 000 60 000 0,068 7004 ACD/P4A S H
42 12 8,32 4,15 0,173 45 000 70 000 0,06 7004 ACD/HCP4A S H
42 12 8,71 4,3 0,18 43 000 63 000 0,068 7004 CD/P4A S H
42 12 8,71 4,3 0,18 50 000 80 000 0,06 7004 CD/HCP4A S H

47 14 11,4 5,6 0,236 32 000 48 000 0,1 7204 ACD/P4A S –
47 14 11,4 5,6 0,236 38 000 56 000 0,09 7204 ACD/HCP4A S –
47 14 11,9 5,85 0,245 36 000 53 000 0,1 7204 CD/P4A S –
47 14 11,9 5,85 0,245 43 000 60 000 0,09 7204 CD/HCP4A S –

17
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 17~20mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

208



24,1 24,1 32,8 34,4 0,6 0,3 21,2 21,2 35,8 37,6 0,6 0,3 25,9 1 –
24,1 24,1 32,8 34,4 0,6 0,3 21,2 21,2 35,8 37,6 0,6 0,3 25,9 1 –
24,1 24,1 32,8 34,4 0,6 0,3 21,2 21,2 35,8 37,6 0,6 0,3 25,9 1 8,5
24,1 24,1 32,8 34,4 0,6 0,3 21,2 21,2 35,8 37,6 0,6 0,3 25,9 1 8,5

20 24,1 24,1 28,1 – 0,3 0,15 22 22 30 31,2 0,3 0,15 24,5 0,18 –
24,1 24,1 28,1 – 0,3 0,15 22 22 30 31,2 0,3 0,15 24,5 0,18 –
24,1 24,1 28,1 – 0,3 0,15 22 22 30 31,2 0,3 0,15 24,5 0,18 16
24,1 24,1 28,1 – 0,3 0,15 22 22 30 31,2 0,3 0,15 24,5 0,18 16

25,7 24,4 31,5 33,5 0,3 0,15 22 22 35 36,2 0,3 0,15 26,7 0,5 –
25,7 24,4 31,5 33,5 0,3 0,15 22 22 35 36,2 0,3 0,15 26,7 0,5 –
25,7 24,4 31,5 33,5 0,3 0,15 22 22 35 36,2 0,3 0,15 26,7 0,5 7,8
25,7 24,4 31,5 33,5 0,3 0,15 22 22 35 36,2 0,3 0,15 26,7 0,5 7,8

25,6 25,6 31,4 34 0,3 0,2 22 22 35 35,6 0,3 0,2 26,8 0,45 –
25,6 25,6 31,4 34 0,3 0,2 22 22 35 35,6 0,3 0,2 26,8 0,45 –
25,6 25,6 31,4 34 0,3 0,2 22 22 35 35,6 0,3 0,2 26,8 0,45 9,8
25,6 25,6 31,4 34 0,3 0,2 22 22 35 35,6 0,3 0,2 26,8 0,45 9,8

26,6 24,8 36,5 36,5 0,6 0,3 22 22 40 39,6 0,6 0,3 28,1 1,1 –
26,6 24,8 36,5 36,5 0,6 0,3 22 22 40 39,6 0,6 0,3 28,1 1,1 –
26,6 24,8 36,5 36,5 0,6 0,3 22 22 40 39,6 0,6 0,3 28,1 1,1 7,2
26,6 24,8 36,5 36,5 0,6 0,3 22 22 40 39,6 0,6 0,3 28,1 1,1 7,2

27,1 27,1 34,8 37,1 0,6 0,3 23,2 23,2 38,8 40 0,6 0,3 28,4 0,9 –
27,1 27,1 34,8 37,1 0,6 0,3 23,2 23,2 38,8 40 0,6 0,3 28,4 0,9 –
27,1 27,1 34,8 37,1 0,6 0,3 23,2 23,2 38,8 40 0,6 0,3 28,4 0,9 9,2
27,1 27,1 34,8 37,1 0,6 0,3 23,2 23,2 38,8 40 0,6 0,3 28,4 0,9 9,2

29,1 29,1 38,7 40,9 1 0,3 25,6 25,6 41,4 44,6 1 0,3 31,1 1,5 –
29,1 29,1 38,7 40,9 1 0,3 25,6 25,6 41,4 44,6 1 0,3 31,1 1,5 –
29,1 29,1 38,7 40,9 1 0,3 25,6 25,6 41,4 44,6 1 0,3 31,1 1,5 8,7
29,1 29,1 38,7 40,9 1 0,3 25,6 25,6 41,4 44,6 1 0,3 31,1 1,5 8,7

17
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

209

2.1



25 37 7 3,9 3,05 0,129 34 000 53 000 0,021 71805 ACD/P4 – –
37 7 3,9 3,05 0,129 40 000 63 000 0,019 71805 ACD/HCP4 – –
37 7 4,16 3,2 0,137 38 000 56 000 0,021 71805 CD/P4 – –
37 7 4,16 3,2 0,137 45 000 70 000 0,019 71805 CD/HCP4 – –

42 9 4,94 2,7 0,114 44 000 68 000 0,04 71905 ACE/P4A S H, L
42 9 4,94 2,7 0,114 52 000 83 000 0,036 71905 ACE/HCP4A S H, L
42 9 5,27 2,85 0,12 49 000 75 000 0,04 71905 CE/P4A S H, L
42 9 5,27 2,85 0,12 58 000 90 000 0,036 71905 CE/HCP4A S H, L

42 9 6,37 3,8 0,16 32 000 48 000 0,042 71905 ACD/P4A S –
42 9 6,37 3,8 0,16 38 000 56 000 0,039 71905 ACD/HCP4A S –
42 9 6,76 4 0,17 36 000 53 000 0,042 71905 CD/P4A S –
42 9 6,76 4 0,17 45 000 63 000 0,039 71905 CD/HCP4A S –

47 12 7,93 3,9 0,166 42 000 63 000 0,074 7005 ACE/P4A S H1, L, L1
47 12 7,93 3,9 0,166 50 000 75 000 0,065 7005 ACE/HCP4A S H1, L, L1
47 12 8,32 4,15 0,173 46 000 70 000 0,074 7005 CE/P4A S H1, L, L1
47 12 8,32 4,15 0,173 56 000 85 000 0,065 7005 CE/HCP4A S H1, L, L1

47 12 9,23 5 0,212 34 000 50 000 0,079 7005 ACD/P4A S H
47 12 9,23 5 0,212 40 000 60 000 0,07 7005 ACD/HCP4A S H
47 12 9,56 5,2 0,22 36 000 56 000 0,079 7005 CD/P4A S H
47 12 9,56 5,2 0,22 43 000 67 000 0,07 7005 CD/HCP4A S H

52 15 13 6,95 0,29 26 000 40 000 0,13 7205 ACD/P4A S –
52 15 13 6,95 0,29 32 000 48 000 0,11 7205 ACD/HCP4A S –
52 15 13,5 7,2 0,305 30 000 45 000 0,13 7205 CD/P4A S –
52 15 13,5 7,2 0,305 38 000 53 000 0,11 7205 CD/HCP4A S –

30 42 7 4,16 3,55 0,15 28 000 45 000 0,026 71806 ACD/P4 – –
42 7 4,16 3,55 0,15 34 000 53 000 0,024 71806 ACD/HCP4 – –
42 7 4,42 3,75 0,16 32 000 50 000 0,026 71806 CD/P4 – –
42 7 4,42 3,75 0,16 38 000 60 000 0,024 71806 CD/HCP4 – –

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 25~30mm

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

ACD、CD 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

210



25 29,1 29,1 33,1 – 0,3 0,15 27 27 35 36,2 0,3 0,15 29,5 0,21 –
29,1 29,1 33,1 – 0,3 0,15 27 27 35 36,2 0,3 0,15 29,5 0,21 –
29,1 29,1 33,1 – 0,3 0,15 27 27 35 36,2 0,3 0,15 29,5 0,21 16,4
29,1 29,1 33,1 – 0,3 0,15 27 27 35 36,2 0,3 0,15 29,5 0,21 16,4

30,7 29,4 36,4 38,4 0,3 0,15 27 27 40 41,2 0,3 0,15 31,8 0,6 –
30,7 29,4 36,4 38,4 0,3 0,15 27 27 40 41,2 0,3 0,15 31,8 0,6 –
30,7 29,4 36,4 38,4 0,3 0,15 27 27 40 41,2 0,3 0,15 31,8 0,6 8,1
30,7 29,4 36,4 38,4 0,3 0,15 27 27 40 41,2 0,3 0,15 31,8 0,6 8,1

30,6 30,6 36,4 39 0,3 0,2 27 27 40 40,6 0,3 0,2 31,8 0,54 –
30,6 30,6 36,4 39 0,3 0,2 27 27 40 40,6 0,3 0,2 31,8 0,54 –
30,6 30,6 36,4 39 0,3 0,2 27 27 40 40,6 0,3 0,2 31,8 0,54 10,2
30,6 30,6 36,4 39 0,3 0,2 27 27 40 40,6 0,3 0,2 31,8 0,54 10,2

31,6 29,8 41,5 41,5 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 44,6 0,6 0,3 33,1 1,3 –
31,6 29,8 41,5 41,5 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 44,6 0,6 0,3 33,1 1,3 –
31,6 29,8 41,5 41,5 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 44,6 0,6 0,3 33,1 1,3 7,5
31,6 29,8 41,5 41,5 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 44,6 0,6 0,3 33,1 1,3 7,5

32,1 32,1 39,9 42,2 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 45 0,6 0,3 33,4 1 –
32,1 32,1 39,9 42,2 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 45 0,6 0,3 33,4 1 –
32,1 32,1 39,9 42,2 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 45 0,6 0,3 33,4 1 9,6
32,1 32,1 39,9 42,2 0,6 0,3 28,2 28,2 43,8 45 0,6 0,3 33,4 1 9,6

34,1 34,1 43,7 45,9 1 0,3 30,6 30,6 46,4 49,6 1 0,3 36,1 1,9 –
34,1 34,1 43,7 45,9 1 0,3 30,6 30,6 46,4 49,6 1 0,3 36,1 1,9 –
34,1 34,1 43,7 45,9 1 0,3 30,6 30,6 46,4 49,6 1 0,3 36,1 1,9 9,1
34,1 34,1 43,7 45,9 1 0,3 30,6 30,6 46,4 49,6 1 0,3 36,1 1,9 9,1

30 34,1 34,1 38,1 – 0,3 0,15 32 32 40 41,2 0,3 0,15 34,5 0,24 –
34,1 34,1 38,1 – 0,3 0,15 32 32 40 41,2 0,3 0,15 34,5 0,24 –
34,1 34,1 38,1 – 0,3 0,15 32 32 40 41,2 0,3 0,15 34,5 0,24 16,8
34,1 34,1 38,1 – 0,3 0,15 32 32 40 41,2 0,3 0,15 34,5 0,24 16,8

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

211
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47 9 4,62 3 0,127 36 000 56 000 0,047 71906 ACB/P4A S –
47 9 4,62 3 0,127 43 000 67 000 0,044 71906 ACB/HCP4A S –
47 9 4,88 3,15 0,134 40 000 60 000 0,047 71906 CB/P4A S –
47 9 4,88 3,15 0,134 48 000 75 000 0,044 71906 CB/HCP4A S –

47 9 5,27 3,1 0,132 37 000 58 000 0,05 71906 ACE/P4A S H, L
47 9 5,27 3,1 0,132 44 000 70 000 0,045 71906 ACE/HCP4A S H, L
47 9 5,59 3,25 0,14 41 000 63 000 0,05 71906 CE/P4A S H, L
47 9 5,59 3,25 0,14 49 000 75 000 0,045 71906 CE/HCP4A S H, L

47 9 6,76 4,3 0,183 26 000 40 000 0,048 71906 ACD/P4A S –
47 9 6,76 4,3 0,183 32 000 48 000 0,045 71906 ACD/HCP4A S –
47 9 7,15 4,55 0,193 30 000 45 000 0,048 71906 CD/P4A S –
47 9 7,15 4,55 0,193 38 000 53 000 0,045 71906 CD/HCP4A S –

55 13 6,18 3,9 0,166 34 000 50 000 0,13 7006 ACB/P4A S –
55 13 6,18 3,9 0,166 40 000 60 000 0,13 7006 ACB/HCP4A S –
55 13 6,5 4,15 0,176 36 000 56 000 0,13 7006 CB/P4A S –
55 13 6,5 4,15 0,176 43 000 67 000 0,13 7006 CB/HCP4A S –

55 13 8,84 5 0,212 35 000 54 000 0,11 7006 ACE/P4A S H1, L, L1
55 13 8,84 5 0,212 42 000 65 000 0,1 7006 ACE/HCP4A S H1, L, L1
55 13 9,36 5,2 0,22 39 000 60 000 0,11 7006 CE/P4A S H1, L, L1
55 13 9,36 5,2 0,22 47 000 73 000 0,1 7006 CE/HCP4A S H1, L, L1

55 13 13,8 7,65 0,325 28 000 43 000 0,11 7006 ACD/P4A S H
55 13 13,8 7,65 0,325 34 000 53 000 0,095 7006 ACD/HCP4A S H
55 13 14,3 8 0,34 32 000 48 000 0,11 7006 CD/P4A S H
55 13 14,3 8 0,34 38 000 56 000 0,095 7006 CD/HCP4A S H

62 16 23,4 15,3 0,64 20 000 34 000 0,2 7206 ACD/P4A S –
62 16 23,4 15,3 0,64 26 000 40 000 0,17 7206 ACD/HCP4A S –
62 16 24,2 16 0,67 24 000 38 000 0,2 7206 CD/P4A S –
62 16 24,2 16 0,67 32 000 45 000 0,17 7206 CD/HCP4A S –

30
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 30mm

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

r1
r2

r1 r3

r1

r4r2

r2

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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36 35,1 43 43 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,6 0,72 –
36 35,1 43 43 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,6 0,72 –
36 35,1 43 43 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,6 0,72 9,5
36 35,1 43 43 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,6 0,72 9,5

35,8 34,4 41,4 43,4 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,8 0,6 –
35,8 34,4 41,4 43,4 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,8 0,6 –
35,8 34,4 41,4 43,4 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,8 0,6 8,3
35,8 34,4 41,4 43,4 0,3 0,15 32 32 45 46,2 0,3 0,15 36,8 0,6 8,3

35,6 35,6 41,4 44 0,3 0,2 32 32 45 45,6 0,3 0,2 36,8 0,63 –
35,6 35,6 41,4 44 0,3 0,2 32 32 45 45,6 0,3 0,2 36,8 0,63 –
35,6 35,6 41,4 44 0,3 0,2 32 32 45 45,6 0,3 0,2 36,8 0,63 10,4
35,6 35,6 41,4 44 0,3 0,2 32 32 45 45,6 0,3 0,2 36,8 0,63 10,4

39,5 38,3 47,3 47,3 1 0,6 34,6 34,6 50,4 51,8 1 0,6 40 1,4 –
39,5 38,3 47,3 47,3 1 0,6 34,6 34,6 50,4 51,8 1 0,6 40 1,4 –
39,5 38,3 47,3 47,3 1 0,6 34,6 34,6 50,4 51,8 1 0,6 40 1,4 9,4
39,5 38,3 47,3 47,3 1 0,6 34,6 34,6 50,4 51,8 1 0,6 40 1,4 9,4

38,2 36,4 48,1 48,1 1 0,6 34,6 34,6 50,4 50,8 1 0,6 39,9 1,7 –
38,2 36,4 48,1 48,1 1 0,6 34,6 34,6 50,4 50,8 1 0,6 39,9 1,7 –
38,2 36,4 48,1 48,1 1 0,6 34,6 34,6 50,4 50,8 1 0,6 39,9 1,7 7,9
38,2 36,4 48,1 48,1 1 0,6 34,6 34,6 50,4 50,8 1 0,6 39,9 1,7 7,9

37,7 37,7 47,3 49,6 1 0,3 34,6 34,6 50,4 53 1 0,3 39,3 1,6 –
37,7 37,7 47,3 49,6 1 0,3 34,6 34,6 50,4 53 1 0,3 39,3 1,6 –
37,7 37,7 47,3 49,6 1 0,3 34,6 34,6 50,4 53 1 0,3 39,3 1,6 9,4
37,7 37,7 47,3 49,6 1 0,3 34,6 34,6 50,4 53 1 0,3 39,3 1,6 9,4

40,2 40,2 51,8 54 1 0,3 35,6 35,6 56,4 59,6 1 0,3 42,7 2,8 –
40,2 40,2 51,8 54 1 0,3 35,6 35,6 56,4 59,6 1 0,3 42,7 2,8 –
40,2 40,2 51,8 54 1 0,3 35,6 35,6 56,4 59,6 1 0,3 42,7 2,8 14
40,2 40,2 51,8 54 1 0,3 35,6 35,6 56,4 59,6 1 0,3 42,7 2,8 14

30
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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35 47 7 4,36 4,05 0,173 26 000 40 000 0,028 71807 ACD/P4 – –
47 7 4,36 4,05 0,173 30 000 48 000 0,026 71807 ACD/HCP4 – –
47 7 4,62 4,3 0,183 28 000 43 000 0,028 71807 CD/P4 – –
47 7 4,62 4,3 0,183 34 000 53 000 0,026 71807 CD/HCP4 – –

55 10 4,88 3,45 0,146 30 000 48 000 0,078 71907 ACB/P4A S –
55 10 4,88 3,45 0,146 36 000 56 000 0,074 71907 ACB/HCP4A S –
55 10 5,2 3,65 0,156 34 000 53 000 0,078 71907 CB/P4A S –
55 10 5,2 3,65 0,156 40 000 63 000 0,074 71907 CB/HCP4A S –

55 10 7,28 4,5 0,19 32 000 50 000 0,075 71907 ACE/P4A S H, L
55 10 7,28 4,5 0,19 38 000 60 000 0,067 71907 ACE/HCP4A S H, L
55 10 7,61 4,75 0,2 36 000 54 000 0,075 71907 CE/P4A S H, L
55 10 7,61 4,75 0,2 43 000 65 000 0,067 71907 CE/HCP4A S H, L

55 10 9,23 6,2 0,26 22 000 36 000 0,074 71907 ACD/P4A S –
55 10 9,23 6,2 0,26 28 000 43 000 0,068 71907 ACD/HCP4A S –
55 10 9,75 6,55 0,275 26 000 40 000 0,074 71907 CD/P4A S –
55 10 9,75 6,55 0,275 32 000 45 000 0,068 71907 CD/HCP4A S –

62 14 6,5 4,55 0,193 28 000 43 000 0,17 7007 ACB/P4A S –
62 14 6,5 4,55 0,193 34 000 53 000 0,16 7007 ACB/HCP4A S –
62 14 6,89 4,8 0,204 32 000 48 000 0,17 7007 CB/P4A S –
62 14 6,89 4,8 0,204 38 000 60 000 0,16 7007 CB/HCP4A S –

62 14 11,1 6,3 0,265 31 000 46 000 0,15 7007 ACE/P4A S H1, L, L1
62 14 11,1 6,3 0,265 36 000 56 000 0,13 7007 ACE/HCP4A S H1, L, L1
62 14 11,4 6,55 0,28 34 000 50 000 0,15 7007 CE/P4A S H1, L, L1
62 14 11,4 6,55 0,28 40 000 63 000 0,13 7007 CE/HCP4A S H1, L, L1

62 14 14,8 9 0,38 20 000 32 000 0,15 7007 ACD/P4A S H
62 14 14,8 9 0,38 24 000 38 000 0,13 7007 ACD/HCP4A S H
62 14 15,6 9,5 0,4 24 000 36 000 0,15 7007 CD/P4A S H
62 14 15,6 9,5 0,4 28 000 43 000 0,13 7007 CD/HCP4A S H

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 35mm

r3
r4

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2
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r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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35 39,1 39,1 43,1 – 0,3 0,15 37 37 45 46,2 0,3 0,15 39,5 0,28 –
39,1 39,1 43,1 – 0,3 0,15 37 37 45 46,2 0,3 0,15 39,5 0,28 –
39,1 39,1 43,1 – 0,3 0,15 37 37 45 46,2 0,3 0,15 39,5 0,28 17
39,1 39,1 43,1 – 0,3 0,15 37 37 45 46,2 0,3 0,15 39,5 0,28 17

42,5 41,6 49,5 49,5 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53 0,6 0,3 43 0,96 –
42,5 41,6 49,5 49,5 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53 0,6 0,3 43 0,96 –
42,5 41,6 49,5 49,5 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53 0,6 0,3 43 0,96 9,7
42,5 41,6 49,5 49,5 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53 0,6 0,3 43 0,96 9,7

41,7 40,2 48,3 50,3 0,6 0,3 38,2 37 51,8 53 0,6 0,3 43 0,8 –
41,7 40,2 48,3 50,3 0,6 0,3 38,2 37 51,8 53 0,6 0,3 43 0,8 –
41,7 40,2 48,3 50,3 0,6 0,3 38,2 37 51,8 53 0,6 0,3 43 0,8 8,3
41,7 40,2 48,3 50,3 0,6 0,3 38,2 37 51,8 53 0,6 0,3 43 0,8 8,3

41,6 41,6 48,4 50,1 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53,6 0,6 0,3 43 0,93 –
41,6 41,6 48,4 50,1 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53,6 0,6 0,3 43 0,93 –
41,6 41,6 48,4 50,1 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53,6 0,6 0,3 43 0,93 10,4
41,6 41,6 48,4 50,1 0,6 0,3 38,2 38,2 51,8 53,6 0,6 0,3 43 0,93 10,4

45,5 44,3 53,4 53,4 1 0,6 39,6 39,6 57,4 58,8 1 0,6 46,1 1,8 –
45,5 44,3 53,4 53,4 1 0,6 39,6 39,6 57,4 58,8 1 0,6 46,1 1,8 –
45,5 44,3 53,4 53,4 1 0,6 39,6 39,6 57,4 58,8 1 0,6 46,1 1,8 9,6
45,5 44,3 53,4 53,4 1 0,6 39,6 39,6 57,4 58,8 1 0,6 46,1 1,8 9,6

43,7 41,6 54,9 54,9 1 0,6 39,6 39,6 57,4 57,8 1 0,6 45,6 2,4 –
43,7 41,6 54,9 54,9 1 0,6 39,6 39,6 57,4 57,8 1 0,6 45,6 2,4 –
43,7 41,6 54,9 54,9 1 0,6 39,6 39,6 57,4 57,8 1 0,6 45,6 2,4 7,9
43,7 41,6 54,9 54,9 1 0,6 39,6 39,6 57,4 57,8 1 0,6 45,6 2,4 7,9

43,7 43,7 53,3 55,6 1 0,3 39,6 39,6 57,4 60 1 0,3 45,3 2 –
43,7 43,7 53,3 55,6 1 0,3 39,6 39,6 57,4 60 1 0,3 45,3 2 –
43,7 43,7 53,3 55,6 1 0,3 39,6 39,6 57,4 60 1 0,3 45,3 2 9,7
43,7 43,7 53,3 55,6 1 0,3 39,6 39,6 57,4 60 1 0,3 45,3 2 9,7

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

215

2.1



72 17 30,7 20,8 0,88 18 000 30 000 0,29 7207 ACD/P4A S –
72 17 30,7 20,8 0,88 20 000 34 000 0,24 7207 ACD/HCP4A S –
72 17 31,9 21,6 0,915 20 000 34 000 0,29 7207 CD/P4A S –
72 17 31,9 21,6 0,915 26 000 38 000 0,24 7207 CD/HCP4A S –

40 52 7 4,49 4,55 0,196 22 000 34 000 0,031 71808 ACD/P4 – –
52 7 4,49 4,55 0,196 28 000 43 000 0,029 71808 ACD/HCP4 – –
52 7 4,88 4,9 0,208 26 000 38 000 0,031 71808 CD/P4 – –
52 7 4,88 4,9 0,208 30 000 45 000 0,029 71808 CD/HCP4 – –

62 12 5,07 4 0,166 28 000 43 000 0,12 71908 ACB/P4A S L
62 12 5,07 4 0,166 32 000 50 000 0,11 71908 ACB/HCP4A S L
62 12 5,4 4,15 0,176 30 000 45 000 0,12 71908 CB/P4A S L
62 12 5,4 4,15 0,176 36 000 56 000 0,11 71908 CB/HCP4A S L

62 12 9,23 5,85 0,245 28 000 44 000 0,1 71908 ACE/P4A S H1, L
62 12 9,23 5,85 0,245 34 000 52 000 0,088 71908 ACE/HCP4A S H1, L
62 12 9,75 6,1 0,26 32 000 49 000 0,1 71908 CE/P4A S H1, L
62 12 9,75 6,1 0,26 38 000 58 000 0,088 71908 CE/HCP4A S H1, L

62 12 11,7 8 0,34 18 000 30 000 0,11 71908 ACD/P4A S –
62 12 11,7 8 0,34 22 000 36 000 0,1 71908 ACD/HCP4A S –
62 12 12,4 8,5 0,36 20 000 34 000 0,11 71908 CD/P4A S –
62 12 12,4 8,5 0,36 28 000 40 000 0,1 71908 CD/HCP4A S –

68 15 6,89 5,3 0,224 26 000 40 000 0,21 7008 ACB/P4A S L
68 15 6,89 5,3 0,224 32 000 48 000 0,2 7008 ACB/HCP4A S L
68 15 7,41 5,6 0,236 28 000 43 000 0,21 7008 CB/P4A S L
68 15 7,41 5,6 0,236 34 000 53 000 0,2 7008 CB/HCP4A S L

68 15 11,7 7,2 0,305 27 000 41 000 0,19 7008 ACE/P4A S H1, L, L1
68 15 11,7 7,2 0,305 32 000 50 000 0,17 7008 ACE/HCP4A S H1, L, L1
68 15 12,4 7,65 0,32 30 000 45 000 0,19 7008 CE/P4A S H1, L, L1
68 15 12,4 7,65 0,32 36 000 56 000 0,17 7008 CE/HCP4A S H1, L, L1

35
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 35~40mm

r3
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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46,8 46,8 60,2 63,2 1,1 0,3 42 42 65 69,6 1 0,3 49,7 3,9 –
46,8 46,8 60,2 63,2 1,1 0,3 42 42 65 69,6 1 0,3 49,7 3,9 –
46,8 46,8 60,2 63,2 1,1 0,3 42 42 65 69,6 1 0,3 49,7 3,9 13,9
46,8 46,8 60,2 63,2 1,1 0,3 42 42 65 69,6 1 0,3 49,7 3,9 13,9

40 44,1 44,1 48,1 – 0,3 0,15 42 42 50 51,2 0,3 0,15 44,5 0,31 –
44,1 44,1 48,1 – 0,3 0,15 42 42 50 51,2 0,3 0,15 44,5 0,31 –
44,1 44,1 48,1 – 0,3 0,15 42 42 50 51,2 0,3 0,15 44,5 0,31 17,2
44,1 44,1 48,1 – 0,3 0,15 42 42 50 51,2 0,3 0,15 44,5 0,31 17,2

48,5 47,6 55,6 55,6 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60 0,6 0,3 49,1 1,4 –
48,5 47,6 55,6 55,6 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60 0,6 0,3 49,1 1,4 –
48,5 47,6 55,6 55,6 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60 0,6 0,3 49,1 1,4 9,8
48,5 47,6 55,6 55,6 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60 0,6 0,3 49,1 1,4 9,8

46,5 44,8 54,2 56,5 0,6 0,3 43,2 42 58,8 60 0,6 0,3 48 1,4 –
46,5 44,8 54,2 56,5 0,6 0,3 43,2 42 58,8 60 0,6 0,3 48 1,4 –
46,5 44,8 54,2 56,5 0,6 0,3 43,2 42 58,8 60 0,6 0,3 48 1,4 8,3
46,5 44,8 54,2 56,5 0,6 0,3 43,2 42 58,8 60 0,6 0,3 48 1,4 8,3

47,1 47,1 54,9 57,1 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60,6 0,6 0,3 48,7 1,4 –
47,1 47,1 54,9 57,1 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60,6 0,6 0,3 48,7 1,4 –
47,1 47,1 54,9 57,1 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60,6 0,6 0,3 48,7 1,4 10,4
47,1 47,1 54,9 57,1 0,6 0,3 43,2 43,2 58,8 60,6 0,6 0,3 48,7 1,4 10,4

51 49,9 58,9 58,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 64,8 1 0,6 51,6 2,2 –
51 49,9 58,9 58,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 64,8 1 0,6 51,6 2,2 –
51 49,9 58,9 58,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 64,8 1 0,6 51,6 2,2 9,8
51 49,9 58,9 58,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 64,8 1 0,6 51,6 2,2 9,8

49,7 47,6 60,9 60,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 63,8 1 0,6 51,6 2,8 –
49,7 47,6 60,9 60,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 63,8 1 0,6 51,6 2,8 –
49,7 47,6 60,9 60,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 63,8 1 0,6 51,6 2,8 8,1
49,7 47,6 60,9 60,9 1 0,6 44,6 44,6 63,4 63,8 1 0,6 51,6 2,8 8,1

35
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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68 15 15,9 10,4 0,44 19 000 30 000 0,19 7008 ACD/P4A S H
68 15 15,9 10,4 0,44 22 000 34 000 0,17 7008 ACD/HCP4A S H
68 15 16,8 11 0,465 20 000 32 000 0,19 7008 CD/P4A S H
68 15 16,8 11 0,465 24 000 38 000 0,17 7008 CD/HCP4A S H

80 18 31,9 22,8 0,98 16 000 26 000 0,37 7208 ACD/P4A S –
80 18 31,9 22,8 0,98 19 000 32 000 0,33 7208 ACD/HCP4A S –
80 18 33,8 24 1,02 18 000 30 000 0,37 7208 CD/P4A S –
80 18 33,8 24 1,02 22 000 34 000 0,33 7208 CD/HCP4A S –

45 58 7 4,62 5 0,212 20 000 30 000 0,039 71809 ACD/P4 – –
58 7 4,62 5 0,212 24 000 38 000 0,037 71809 ACD/HCP4 – –
58 7 4,88 5,3 0,224 22 000 34 000 0,039 71809 CD/P4 – –
58 7 4,88 5,3 0,224 26 000 40 000 0,037 71809 CD/HCP4 – –

68 12 7,02 5,4 0,232 24 000 38 000 0,13 71909 ACB/P4A S L
68 12 7,02 5,4 0,232 30 000 45 000 0,13 71909 ACB/HCP4A S L
68 12 7,41 5,7 0,245 28 000 43 000 0,13 71909 CB/P4A S L
68 12 7,41 5,7 0,245 32 000 50 000 0,13 71909 CB/HCP4A S L

68 12 9,75 6,55 0,275 25 000 39 000 0,13 71909 ACE/P4A S H1, L
68 12 9,75 6,55 0,275 30 000 47 000 0,12 71909 ACE/HCP4A S H1, L
68 12 10,1 6,95 0,29 29 000 44 000 0,13 71909 CE/P4A S H1, L
68 12 10,1 6,95 0,29 34 000 52 000 0,12 71909 CE/HCP4A S H1, L

68 12 12,4 9 0,38 17 000 28 000 0,13 71909 ACD/P4A S –
68 12 12,4 9 0,38 20 000 34 000 0,12 71909 ACD/HCP4A S –
68 12 13 9,5 0,4 19 000 32 000 0,13 71909 CD/P4A S –
68 12 13 9,5 0,4 24 000 36 000 0,12 71909 CD/HCP4A S –

75 16 9,04 6,8 0,285 24 000 36 000 0,26 7009 ACB/P4A S L
75 16 9,04 6,8 0,285 28 000 43 000 0,25 7009 ACB/HCP4A S L
75 16 9,56 7,2 0,305 26 000 40 000 0,26 7009 CB/P4A S L
75 16 9,56 7,2 0,305 30 000 48 000 0,25 7009 CB/HCP4A S L

40
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 40~45mm

r3
r4

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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49,2 49,2 58,8 61 1 0,3 44,6 44,6 63,4 66 1 0,3 50,8 2,4 –
49,2 49,2 58,8 61 1 0,3 44,6 44,6 63,4 66 1 0,3 50,8 2,4 –
49,2 49,2 58,8 61 1 0,3 44,6 44,6 63,4 66 1 0,3 50,8 2,4 10
49,2 49,2 58,8 61 1 0,3 44,6 44,6 63,4 66 1 0,3 50,8 2,4 10

53,3 53,3 66,7 69,7 1,1 0,6 47 47 73 75,8 1 0,6 56,2 4,7 –
53,3 53,3 66,7 69,7 1,1 0,6 47 47 73 75,8 1 0,6 56,2 4,7 –
53,3 53,3 66,7 69,7 1,1 0,6 47 47 73 75,8 1 0,6 56,2 4,7 14,4
53,3 53,3 66,7 69,7 1,1 0,6 47 47 73 75,8 1 0,6 56,2 4,7 14,4

45 49,6 49,6 53,6 – 0,3 0,15 47 47 56 57,2 0,3 0,15 50 0,36 –
49,6 49,6 53,6 – 0,3 0,15 47 47 56 57,2 0,3 0,15 50 0,36 –
49,6 49,6 53,6 – 0,3 0,15 47 47 56 57,2 0,3 0,15 50 0,36 17,4
49,6 49,6 53,6 – 0,3 0,15 47 47 56 57,2 0,3 0,15 50 0,36 17,4

53,5 52,4 61,8 61,8 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,8 –
53,5 52,4 61,8 61,8 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,8 –
53,5 52,4 61,8 61,8 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,8 9,7
53,5 52,4 61,8 61,8 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,8 9,7

52,7 51 60,3 62,6 0,6 0,3 48,2 47 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,5 –
52,7 51 60,3 62,6 0,6 0,3 48,2 47 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,5 –
52,7 51 60,3 62,6 0,6 0,3 48,2 47 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,5 8,4
52,7 51 60,3 62,6 0,6 0,3 48,2 47 64,8 66 0,6 0,3 54,2 1,5 8,4

52,6 52,6 60,4 62,6 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66,6 0,6 0,3 54,2 1,6 –
52,6 52,6 60,4 62,6 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66,6 0,6 0,3 54,2 1,6 –
52,6 52,6 60,4 62,6 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66,6 0,6 0,3 54,2 1,6 10,5
52,6 52,6 60,4 62,6 0,6 0,3 48,2 48,2 64,8 66,6 0,6 0,3 54,2 1,6 10,5

56,4 55,2 65,6 65,6 1 0,6 49,6 49,6 70,4 71,8 1 0,6 57,2 2,9 –
56,4 55,2 65,6 65,6 1 0,6 49,6 49,6 70,4 71,8 1 0,6 57,2 2,9 –
56,4 55,2 65,6 65,6 1 0,6 49,6 49,6 70,4 71,8 1 0,6 57,2 2,9 9,6
56,4 55,2 65,6 65,6 1 0,6 49,6 49,6 70,4 71,8 1 0,6 57,2 2,9 9,6

40
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB

719  . . ACE、719  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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75 16 12,1 8,15 0,345 24 000 37 000 0,24 7009 ACE/P4A S H1, L, L1
75 16 12,1 8,15 0,345 29 000 45 000 0,22 7009 ACE/HCP4A S H1, L, L1
75 16 13 8,5 0,36 27 000 41 000 0,24 7009 CE/P4A S H1, L, L1
75 16 13 8,5 0,36 32 000 50 000 0,22 7009 CE/HCP4A S H1, L, L1

75 16 27,6 21,6 0,9 17 000 26 000 0,24 7009 ACD/P4A S H
75 16 27,6 21,6 0,9 20 000 32 000 0,2 7009 ACD/HCP4A S H
75 16 28,6 22,4 0,95 19 000 30 000 0,24 7009 CD/P4A S H
75 16 28,6 22,4 0,95 22 000 34 000 0,2 7009 CD/HCP4A S H

85 19 41 30 1,25 15 000 24 000 0,41 7209 ACD/P4A S –
85 19 41 30 1,25 17 000 28 000 0,34 7209 ACD/HCP4A S –
85 19 42,3 31 1,32 17 000 28 000 0,41 7209 CD/P4A S –
85 19 42,3 31 1,32 20 000 32 000 0,34 7209 CD/HCP4A S –

50 65 7 6,89 7,35 0,315 18 000 28 000 0,051 71810 ACD/P4 – –
65 7 6,89 7,35 0,315 22 000 34 000 0,046 71810 ACD/HCP4 – –
65 7 7,41 7,8 0,335 20 000 30 000 0,051 71810 CD/P4 – –
65 7 7,41 7,8 0,335 24 000 36 000 0,046 71810 CD/HCP4 – –

72 12 7,28 5,85 0,25 22 000 36 000 0,13 71910 ACB/P4A S L
72 12 7,28 5,85 0,25 28 000 43 000 0,13 71910 ACB/HCP4A S L
72 12 7,61 6,2 0,265 26 000 38 000 0,13 71910 CB/P4A S L
72 12 7,61 6,2 0,265 30 000 45 000 0,13 71910 CB/HCP4A S L

72 12 12,1 8,15 0,345 23 000 36 000 0,13 71910 ACE/P4A S H1, L
72 12 12,1 8,15 0,345 28 000 43 000 0,11 71910 ACE/HCP4A S H1, L
72 12 12,7 8,65 0,365 26 000 40 000 0,13 71910 CE/P4A S H1, L
72 12 12,7 8,65 0,365 32 000 48 000 0,11 71910 CE/HCP4A S H1, L

72 12 12,7 9,8 0,415 16 000 26 000 0,13 71910 ACD/P4A S –
72 12 12,7 9,8 0,415 19 000 30 000 0,12 71910 ACD/HCP4A S –
72 12 13,5 10,4 0,44 17 000 28 000 0,13 71910 CD/P4A S –
72 12 13,5 10,4 0,44 22 000 34 000 0,12 71910 CD/HCP4A S –

45
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 45~50mm

r3
r4

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d
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r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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55,7 53,6 66,9 66,9 1 0,6 49,6 49,6 70,4 70,8 1 0,6 57,6 3,4 –
55,7 53,6 66,9 66,9 1 0,6 49,6 49,6 70,4 70,8 1 0,6 57,6 3,4 –
55,7 53,6 66,9 66,9 1 0,6 49,6 49,6 70,4 70,8 1 0,6 57,6 3,4 8,2
55,7 53,6 66,9 66,9 1 0,6 49,6 49,6 70,4 70,8 1 0,6 57,6 3,4 8,2

54,2 54,2 65,8 68,3 1 0,3 49,6 49,6 70,4 73 1 0,3 56,2 3,3 –
54,2 54,2 65,8 68,3 1 0,3 49,6 49,6 70,4 73 1 0,3 56,2 3,3 –
54,2 54,2 65,8 68,3 1 0,3 49,6 49,6 70,4 73 1 0,3 56,2 3,3 15,1
54,2 54,2 65,8 68,3 1 0,3 49,6 49,6 70,4 73 1 0,3 56,2 3,3 15,1

57,3 57,3 72,7 75,7 1,1 0,6 52 52 78 80,8 1 0,6 60,6 5,9 –
57,3 57,3 72,7 75,7 1,1 0,6 52 52 78 80,8 1 0,6 60,6 5,9 –
57,3 57,3 72,7 75,7 1,1 0,6 52 52 78 80,8 1 0,6 60,6 5,9 14,2
57,3 57,3 72,7 75,7 1,1 0,6 52 52 78 80,8 1 0,6 60,6 5,9 14,2

50 55,1 55,1 60 – 0,3 0,15 52 52 63 64,2 0,3 0,15 55,6 0,5 –
55,1 55,1 60 – 0,3 0,15 52 52 63 64,2 0,3 0,15 55,6 0,5 –
55,1 55,1 60 – 0,3 0,15 52 52 63 64,2 0,3 0,15 55,6 0,5 17,2
55,1 55,1 60 – 0,3 0,15 52 52 63 64,2 0,3 0,15 55,6 0,5 17,2

58 56,9 66 66 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70 0,6 0,3 58,7 1,9 –
58 56,9 66 66 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70 0,6 0,3 58,7 1,9 –
58 56,9 66 66 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70 0,6 0,3 58,7 1,9 9,8
58 56,9 66 66 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70 0,6 0,3 58,7 1,9 9,8

56,7 54,9 65,3 67,7 0,6 0,3 53,2 52 68,8 70 0,6 0,3 58,4 1,7 –
56,7 54,9 65,3 67,7 0,6 0,3 53,2 52 68,8 70 0,6 0,3 58,4 1,7 –
56,7 54,9 65,3 67,7 0,6 0,3 53,2 52 68,8 70 0,6 0,3 58,4 1,7 8,4
56,7 54,9 65,3 67,7 0,6 0,3 53,2 52 68,8 70 0,6 0,3 58,4 1,7 8,4

57,1 57,1 64,9 67,1 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70,6 0,6 0,3 58,7 1,7 –
57,1 57,1 64,9 67,1 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70,6 0,6 0,3 58,7 1,7 –
57,1 57,1 64,9 67,1 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70,6 0,6 0,3 58,7 1,7 10,7
57,1 57,1 64,9 67,1 0,6 0,3 53,2 53,2 68,8 70,6 0,6 0,3 58,7 1,7 10,7

45
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . . ACE、70  . . CE

719  . . ACE、719  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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80 16 9,36 7,35 0,31 22 000 32 000 0,29 7010 ACB/P4A S L
80 16 9,36 7,35 0,31 26 000 40 000 0,28 7010 ACB/HCP4A S L
80 16 9,95 7,8 0,335 24 000 36 000 0,29 7010 CB/P4A S L
80 16 9,95 7,8 0,335 28 000 45 000 0,28 7010 CB/HCP4A S L

80 16 14,8 10 0,425 23 000 34 000 0,25 7010 ACE/P4A S H1, L, L1
80 16 14,8 10 0,425 27 000 41 000 0,23 7010 ACE/HCP4A S H1, L, L1
80 16 15,6 10,6 0,45 25 000 38 000 0,25 7010 CE/P4A S H1, L, L1
80 16 15,6 10,6 0,45 30 000 46 000 0,23 7010 CE/HCP4A S H1, L, L1

80 16 28,1 23,2 0,98 15 000 24 000 0,25 7010 ACD/P4A S H, L
80 16 28,1 23,2 0,98 18 000 28 000 0,22 7010 ACD/HCP4A S H, L
80 16 29,6 24 1,02 17 000 28 000 0,25 7010 CD/P4A S H, L
80 16 29,6 24 1,02 20 000 32 000 0,22 7010 CD/HCP4A S H, L

90 20 42,3 32,5 1,37 14 000 22 000 0,46 7210 ACD/P4A S –
90 20 42,3 32,5 1,37 16 000 26 000 0,39 7210 ACD/HCP4A S –
90 20 44,9 34 1,43 16 000 26 000 0,46 7210 CD/P4A S –
90 20 44,9 34 1,43 19 000 30 000 0,39 7210 CD/HCP4A S –

55 72 9 9,56 10,2 0,43 16 000 24 000 0,081 71811 ACD/P4 – –
72 9 9,56 10,2 0,43 19 000 30 000 0,073 71811 ACD/HCP4 – –
72 9 10,1 10,8 0,455 18 000 28 000 0,081 71811 CD/P4 – –
72 9 10,1 10,8 0,455 22 000 32 000 0,073 71811 CD/HCP4 – –

80 13 9,36 7,65 0,325 20 000 32 000 0,18 71911 ACB/P4A S L
80 13 9,36 7,65 0,325 24 000 38 000 0,17 71911 ACB/HCP4A S L
80 13 9,95 8,15 0,345 22 000 34 000 0,18 71911 CB/P4A S L
80 13 9,95 8,15 0,345 28 000 43 000 0,17 71911 CB/HCP4A S L

80 13 14,6 10,2 0,43 21 000 32 000 0,17 71911 ACE/P4A S H1, L
80 13 14,6 10,2 0,43 25 000 39 000 0,14 71911 ACE/HCP4A S H1, L
80 13 15,3 10,6 0,455 24 000 36 000 0,17 71911 CE/P4A S H1, L
80 13 15,3 10,6 0,455 28 000 43 000 0,14 71911 CE/HCP4A S H1, L

50
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 50~55mm

r3
r4

r1 r3
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r4r2

r2r2

D1  D2  
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D1

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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61,4 59,7 70,7 70,7 1 0,6 54,6 54,6 75,4 76,8 1 0,6 61,8 3,1 –
61,4 59,7 70,7 70,7 1 0,6 54,6 54,6 75,4 76,8 1 0,6 61,8 3,1 –
61,4 59,7 70,7 70,7 1 0,6 54,6 54,6 75,4 76,8 1 0,6 61,8 3,1 9,7
61,4 59,7 70,7 70,7 1 0,6 54,6 54,6 75,4 76,8 1 0,6 61,8 3,1 9,7

60,3 57,9 72,9 72,9 1 0,6 54,6 54,6 75,4 75,8 1 0,6 62,3 4,1 –
60,3 57,9 72,9 72,9 1 0,6 54,6 54,6 75,4 75,8 1 0,6 62,3 4,1 –
60,3 57,9 72,9 72,9 1 0,6 54,6 54,6 75,4 75,8 1 0,6 62,3 4,1 8,2
60,3 57,9 72,9 72,9 1 0,6 54,6 54,6 75,4 75,8 1 0,6 62,3 4,1 8,2

59,2 59,2 70,8 73,3 1 0,3 54,6 54,6 75,4 78 1 0,3 61,2 3,6 –
59,2 59,2 70,8 73,3 1 0,3 54,6 54,6 75,4 78 1 0,3 61,2 3,6 –
59,2 59,2 70,8 73,3 1 0,3 54,6 54,6 75,4 78 1 0,3 61,2 3,6 15,4
59,2 59,2 70,8 73,3 1 0,3 54,6 54,6 75,4 78 1 0,3 61,2 3,6 15,4

62,3 62,3 77,7 80,7 1,1 0,6 57 57 83 85,8 1 0,6 65,6 6,7 –
62,3 62,3 77,7 80,7 1,1 0,6 57 57 83 85,8 1 0,6 65,6 6,7 –
62,3 62,3 77,7 80,7 1,1 0,6 57 57 83 85,8 1 0,6 65,6 6,7 14,5
62,3 62,3 77,7 80,7 1,1 0,6 57 57 83 85,8 1 0,6 65,6 6,7 14,5

55 60,7 60,7 66,5 – 0,3 0,15 57 57 70 71,2 0,3 0,15 61,3 0,88 –
60,7 60,7 66,5 – 0,3 0,15 57 57 70 71,2 0,3 0,15 61,3 0,88 –
60,7 60,7 66,5 – 0,3 0,15 57 57 70 71,2 0,3 0,15 61,3 0,88 17,1
60,7 60,7 66,5 – 0,3 0,15 57 57 70 71,2 0,3 0,15 61,3 0,88 17,1

63,9 62,7 73,2 73,2 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,8 2,6 –
63,9 62,7 73,2 73,2 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,8 2,6 –
63,9 62,7 73,2 73,2 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,8 2,6 9,8
63,9 62,7 73,2 73,2 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,8 2,6 9,8

62,8 60,7 72,3 74,7 1 0,3 59,6 57 75,4 78 1 0,3 64,6 2,3 –
62,8 60,7 72,3 74,7 1 0,3 59,6 57 75,4 78 1 0,3 64,6 2,3 –
62,8 60,7 72,3 74,7 1 0,3 59,6 57 75,4 78 1 0,3 64,6 2,3 8,4
62,8 60,7 72,3 74,7 1 0,3 59,6 57 75,4 78 1 0,3 64,6 2,3 8,4

50
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . . ACE、70  . . CE

719  . . ACE、719  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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80 13 18,2 13,7 0,585 15 000 24 000 0,18 71911 ACD/P4A S L
80 13 18,2 13,7 0,585 17 000 28 000 0,15 71911 ACD/HCP4A S L
80 13 19,5 14,6 0,62 16 000 26 000 0,18 71911 CD/P4A S L
80 13 19,5 14,6 0,62 19 000 30 000 0,15 71911 CD/HCP4A S L

90 18 13,3 10,4 0,44 19 000 30 000 0,42 7011 ACB/P4A S L
90 18 13,3 10,4 0,44 24 000 36 000 0,4 7011 ACB/HCP4A S L
90 18 14 11 0,465 22 000 32 000 0,42 7011 CB/P4A S L
90 18 14 11 0,465 26 000 40 000 0,4 7011 CB/HCP4A S L

90 18 15,9 11,6 0,49 19 000 30 000 0,39 7011 ACE/P4A S H1, L, L1
90 18 15,9 11,6 0,49 23 000 35 000 0,36 7011 ACE/HCP4A S H1, L, L1
90 18 16,8 12,2 0,52 22 000 34 000 0,39 7011 CE/P4A S H1, L, L1
90 18 16,8 12,2 0,52 25 000 39 000 0,36 7011 CE/HCP4A S H1, L, L1

90 18 37,1 31 1,32 14 000 22 000 0,38 7011 ACD/P4A S H1, L
90 18 37,1 31 1,32 17 000 26 000 0,32 7011 ACD/HCP4A S H1, L
90 18 39,7 32,5 1,37 15 000 24 000 0,38 7011 CD/P4A S H1, L
90 18 39,7 32,5 1,37 18 000 28 000 0,32 7011 CD/HCP4A S H1, L

100 21 52,7 40,5 1,73 13 000 20 000 0,61 7211 ACD/P4A S –
100 21 52,7 40,5 1,73 15 000 24 000 0,51 7211 ACD/HCP4A S –
100 21 55,3 43 1,8 14 000 22 000 0,61 7211 CD/P4A S –
100 21 55,3 43 1,8 17 000 26 000 0,51 7211 CD/HCP4A S –

60 78 10 12,7 13,4 0,57 15 000 22 000 0,1 71812 ACD/P4 – –
78 10 12,7 13,4 0,57 18 000 26 000 0,088 71812 ACD/HCP4 – –
78 10 13,5 14,3 0,6 16 000 24 000 0,1 71812 CD/P4 – –
78 10 13,5 14,3 0,6 19 000 30 000 0,088 71812 CD/HCP4 – –

85 13 9,75 8,3 0,355 19 000 30 000 0,2 71912 ACB/P4A S L
85 13 9,75 8,3 0,355 22 000 36 000 0,18 71912 ACB/HCP4A S L
85 13 10,4 8,8 0,375 22 000 32 000 0,2 71912 CB/P4A S L
85 13 10,4 8,8 0,375 26 000 40 000 0,18 71912 CB/HCP4A S L

55
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 55~60mm

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

224



62,7 62,7 72,3 74,6 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,7 2,5 –
62,7 62,7 72,3 74,6 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,7 2,5 –
62,7 62,7 72,3 74,6 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,7 2,5 10,4
62,7 62,7 72,3 74,6 1 0,3 59,6 59,6 75,4 78 1 0,3 64,7 2,5 10,4

68,2 66,7 79,4 79,4 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 69,2 4,7 –
68,2 66,7 79,4 79,4 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 69,2 4,7 –
68,2 66,7 79,4 79,4 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 69,2 4,7 9,7
68,2 66,7 79,4 79,4 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 69,2 4,7 9,7

67,7 65,6 80,4 80,4 1,1 0,6 61 61 84 85,8 1 0,6 69,6 5 –
67,7 65,6 80,4 80,4 1,1 0,6 61 61 84 85,8 1 0,6 69,6 5 –
67,7 65,6 80,4 80,4 1,1 0,6 61 61 84 85,8 1 0,6 69,6 5 8,4
67,7 65,6 80,4 80,4 1,1 0,6 61 61 84 85,8 1 0,6 69,6 5 8,4

65,8 65,8 79,2 81,8 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 68,1 5,1 –
65,8 65,8 79,2 81,8 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 68,1 5,1 –
65,8 65,8 79,2 81,8 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 68,1 5,1 15,1
65,8 65,8 79,2 81,8 1,1 0,6 61 61 84 86,8 1 0,6 68,1 5,1 15,1

68,9 68,9 86,1 89,1 1,5 0,6 64 64 91 95,8 1,5 0,6 72,6 8,6 –
68,9 68,9 86,1 89,1 1,5 0,6 64 64 91 95,8 1,5 0,6 72,6 8,6 –
68,9 68,9 86,1 89,1 1,5 0,6 64 64 91 95,8 1,5 0,6 72,6 8,6 14,5
68,9 68,9 86,1 89,1 1,5 0,6 64 64 91 95,8 1,5 0,6 72,6 8,6 14,5

60 65,7 65,7 72,5 – 0,3 0,15 62 62 76 77,2 0,3 0,15 66,4 1,2 –
65,7 65,7 72,5 – 0,3 0,15 62 62 76 77,2 0,3 0,15 66,4 1,2 –
65,7 65,7 72,5 – 0,3 0,15 62 62 76 77,2 0,3 0,15 66,4 1,2 17
65,7 65,7 72,5 – 0,3 0,15 62 62 76 77,2 0,3 0,15 66,4 1,2 17

68,9 67,7 78,4 78,4 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,8 2,8 –
68,9 67,7 78,4 78,4 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,8 2,8 –
68,9 67,7 78,4 78,4 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,8 2,8 9,8
68,9 67,7 78,4 78,4 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,8 2,8 9,8

55
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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85 13 15,3 11,2 0,475 19 500 30 000 0,19 71912 ACE/P4A S H1, L
85 13 15,3 11,2 0,475 23 000 36 000 0,16 71912 ACE/HCP4A S H1, L
85 13 16,3 11,8 0,5 22 000 34 000 0,19 71912 CE/P4A S H1, L
85 13 16,3 11,8 0,5 26 000 40 000 0,16 71912 CE/HCP4A S H1, L

85 13 18,6 14,6 0,62 14 000 22 000 0,19 71912 ACD/P4A S L
85 13 18,6 14,6 0,62 16 000 26 000 0,16 71912 ACD/HCP4A S L
85 13 19,9 15,3 0,655 15 000 24 000 0,19 71912 CD/P4A S L
85 13 19,9 15,3 0,655 18 000 28 000 0,16 71912 CD/HCP4A S L

95 18 13,5 11,4 0,48 17 000 26 000 0,45 7012 ACB/P4A S L
95 18 13,5 11,4 0,48 22 000 32 000 0,43 7012 ACB/HCP4A S L
95 18 14,6 12 0,51 19 000 30 000 0,45 7012 CB/P4A S L
95 18 14,6 12 0,51 24 000 36 000 0,43 7012 CB/HCP4A S L

95 18 16,3 12,2 0,52 18 000 28 000 0,42 7012 ACE/P4A S H1, L, L1
95 18 16,3 12,2 0,52 22 000 33 000 0,39 7012 ACE/HCP4A S H1, L, L1
95 18 17,2 12,9 0,54 20 000 31 000 0,42 7012 CE/P4A S H1, L, L1
95 18 17,2 12,9 0,54 24 000 37 000 0,39 7012 CE/HCP4A S H1, L, L1

95 18 39 33,5 1,4 13 000 20 000 0,4 7012 ACD/P4A S H1, L
95 18 39 33,5 1,4 15 000 24 000 0,34 7012 ACD/HCP4A S H1, L
95 18 40,3 34,5 1,5 14 000 22 000 0,4 7012 CD/P4A S H1, L
95 18 40,3 34,5 1,5 17 000 26 000 0,34 7012 CD/HCP4A S H1, L

110 22 55,3 45 1,9 11 000 18 000 0,81 7212 ACD/P4A S –
110 22 55,3 45 1,9 14 000 22 000 0,69 7212 ACD/HCP4A S –
110 22 57,2 46,5 2 13 000 20 000 0,81 7212 CD/P4A S –
110 22 57,2 46,5 2 16 000 24 000 0,69 7212 CD/HCP4A S –

65 85 10 12,7 14 0,585 13 000 20 000 0,13 71813 ACD/P4 – –
85 10 12,7 14 0,585 16 000 24 000 0,11 71813 ACD/HCP4 – –
85 10 13,5 14,6 0,63 15 000 22 000 0,13 71813 CD/P4 – –
85 10 13,5 14,6 0,63 18 000 28 000 0,11 71813 CD/HCP4 – –

60
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 60~65mm

r3
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r1 r3
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

226



67,8 65,7 77,3 79,7 1 0,3 64,6 62 80,4 83 1 0,3 69,6 2,5 –
67,8 65,7 77,3 79,7 1 0,3 64,6 62 80,4 83 1 0,3 69,6 2,5 –
67,8 65,7 77,3 79,7 1 0,3 64,6 62 80,4 83 1 0,3 69,6 2,5 8,5
67,8 65,7 77,3 79,7 1 0,3 64,6 62 80,4 83 1 0,3 69,6 2,5 8,5

67,7 67,7 77,3 79,6 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,7 2,7 –
67,7 67,7 77,3 79,6 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,7 2,7 –
67,7 67,7 77,3 79,6 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,7 2,7 10,5
67,7 67,7 77,3 79,6 1 0,3 64,6 64,6 80,4 83 1 0,3 69,7 2,7 10,5

73,2 71,7 84,4 84,4 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 74,2 5 –
73,2 71,7 84,4 84,4 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 74,2 5 –
73,2 71,7 84,4 84,4 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 74,2 5 9,7
73,2 71,7 84,4 84,4 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 74,2 5 9,7

72,7 70,6 85,4 85,4 1,1 0,6 66 66 89 90,8 1 0,6 74,6 5,3 –
72,7 70,6 85,4 85,4 1,1 0,6 66 66 89 90,8 1 0,6 74,6 5,3 –
72,7 70,6 85,4 85,4 1,1 0,6 66 66 89 90,8 1 0,6 74,6 5,3 8,5
72,7 70,6 85,4 85,4 1,1 0,6 66 66 89 90,8 1 0,6 74,6 5,3 8,5

70,8 70,8 84,2 86,7 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 73,1 5,4 –
70,8 70,8 84,2 86,7 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 73,1 5,4 –
70,8 70,8 84,2 86,7 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 73,1 5,4 15,4
70,8 70,8 84,2 86,7 1,1 0,6 66 66 89 91,8 1 0,6 73,1 5,4 15,4

76,4 76,4 93,6 96,8 1,5 0,6 69 69 101 105,8 1,5 0,6 80,1 10 –
76,4 76,4 93,6 96,8 1,5 0,6 69 69 101 105,8 1,5 0,6 80,1 10 –
76,4 76,4 93,6 96,8 1,5 0,6 69 69 101 105,8 1,5 0,6 80,1 10 14,9
76,4 76,4 93,6 96,8 1,5 0,6 69 69 101 105,8 1,5 0,6 80,1 10 14,9

65 71,7 71,7 78,5 – 0,6 0,3 68,2 68,2 81,8 83 0,6 0,3 72,4 1,3 –
71,7 71,7 78,5 – 0,6 0,3 68,2 68,2 81,8 83 0,6 0,3 72,4 1,3 –
71,7 71,7 78,5 – 0,6 0,3 68,2 68,2 81,8 83 0,6 0,3 72,4 1,3 17,1
71,7 71,7 78,5 – 0,6 0,3 68,2 68,2 81,8 83 0,6 0,3 72,4 1,3 17,1

60
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . . ACE、70  . . CE

719  . . ACE、719  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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90 13 9,95 9 0,38 18 000 28 000 0,21 71913 ACB/P4A S L
90 13 9,95 9 0,38 22 000 34 000 0,19 71913 ACB/HCP4A S L
90 13 10,6 9,5 0,4 20 000 30 000 0,21 71913 CB/P4A S L
90 13 10,6 9,5 0,4 24 000 36 000 0,19 71913 CB/HCP4A S L

90 13 15,6 11,8 0,5 18 000 28 000 0,2 71913 ACE/P4A S H1, L
90 13 15,6 11,8 0,5 22 000 34 000 0,17 71913 ACE/HCP4A S H1, L
90 13 16,5 12,5 0,53 20 000 31 000 0,2 71913 CE/P4A S H1, L
90 13 16,5 12,5 0,53 24 000 38 000 0,17 71913 CE/HCP4A S H1, L

90 13 19,5 16 0,68 13 000 20 000 0,21 71913 ACD/P4A S L
90 13 19,5 16 0,68 15 000 24 000 0,17 71913 ACD/HCP4A S L
90 13 20,8 17 0,71 14 000 22 000 0,21 71913 CD/P4A S L
90 13 20,8 17 0,71 17 000 26 000 0,17 71913 CD/HCP4A S L

100 18 14,6 12,2 0,52 16 000 26 000 0,47 7013 ACB/P4A S L
100 18 14,6 12,2 0,52 19 000 30 000 0,45 7013 ACB/HCP4A S L
100 18 15,6 12,9 0,55 18 000 28 000 0,47 7013 CB/P4A S L
100 18 15,6 12,9 0,55 22 000 34 000 0,45 7013 CB/HCP4A S L

100 18 19,5 14,6 0,62 17 000 26 000 0,43 7013 ACE/P4A S H1, L, L1
100 18 19,5 14,6 0,62 20 000 31 000 0,39 7013 ACE/HCP4A S H1, L, L1
100 18 20,3 15,6 0,655 19 000 30 000 0,43 7013 CE/P4A S H1, L, L1
100 18 20,3 15,6 0,655 22 000 34 000 0,39 7013 CE/HCP4A S H1, L, L1

100 18 39 35,5 1,5 12 000 19 000 0,43 7013 ACD/P4A S H1, L
100 18 39 35,5 1,5 15 000 22 000 0,36 7013 ACD/HCP4A S H1, L
100 18 41,6 37,5 1,6 14 000 22 000 0,43 7013 CD/P4A S H1, L
100 18 41,6 37,5 1,6 16 000 24 000 0,36 7013 CD/HCP4A S H1, L

120 23 63,7 51 2,2 10 000 17 000 1,05 7213 ACD/P4A S –
120 23 63,7 51 2,2 13 000 20 000 0,88 7213 ACD/HCP4A S –
120 23 66,3 53 2,28 12 000 19 000 1,05 7213 CD/P4A S –
120 23 66,3 53 2,28 15 000 22 000 0,88 7213 CD/HCP4A S –

65
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 65mm
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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73,9 72,7 83,5 83,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,8 3 –
73,9 72,7 83,5 83,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,8 3 –
73,9 72,7 83,5 83,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,8 3 9,9
73,9 72,7 83,5 83,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,8 3 9,9

72,8 70,7 82,3 84,7 1 0,3 69,6 67 85,4 88 1 0,3 74,5 2,6 –
72,8 70,7 82,3 84,7 1 0,3 69,6 67 85,4 88 1 0,3 74,5 2,6 –
72,8 70,7 82,3 84,7 1 0,3 69,6 67 85,4 88 1 0,3 74,5 2,6 8,5
72,8 70,7 82,3 84,7 1 0,3 69,6 67 85,4 88 1 0,3 74,5 2,6 8,5

72,7 72,7 82,3 84,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,7 2,9 –
72,7 72,7 82,3 84,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,7 2,9 –
72,7 72,7 82,3 84,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,7 2,9 10,7
72,7 72,7 82,3 84,5 1 0,3 69,6 69,6 85,4 88 1 0,3 74,7 2,9 10,7

78 76,4 89,7 89,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 79 5,5 –
78 76,4 89,7 89,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 79 5,5 –
78 76,4 89,7 89,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 79 5,5 9,7
78 76,4 89,7 89,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 79 5,5 9,7

77,3 74,9 91,1 91,1 1,1 0,6 71 71 94 95,8 1 0,6 79,3 6,2 –
77,3 74,9 91,1 91,1 1,1 0,6 71 71 94 95,8 1 0,6 79,3 6,2 –
77,3 74,9 91,1 91,1 1,1 0,6 71 71 94 95,8 1 0,6 79,3 6,2 8,4
77,3 74,9 91,1 91,1 1,1 0,6 71 71 94 95,8 1 0,6 79,3 6,2 8,4

75,8 75,8 89,2 91,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 78,1 5,7 –
75,8 75,8 89,2 91,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 78,1 5,7 –
75,8 75,8 89,2 91,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 78,1 5,7 15,6
75,8 75,8 89,2 91,7 1,1 0,6 71 71 94 96,8 1 0,6 78,1 5,7 15,6

82,9 82,9 102,1 105,3 1,5 0,6 74 74 111 115,8 1,5 0,6 86,6 12 –
82,9 82,9 102,1 105,3 1,5 0,6 74 74 111 115,8 1,5 0,6 86,6 12 –
82,9 82,9 102,1 105,3 1,5 0,6 74 74 111 115,8 1,5 0,6 86,6 12 14,6
82,9 82,9 102,1 105,3 1,5 0,6 74 74 111 115,8 1,5 0,6 86,6 12 14,6
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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70 90 10 13 15 0,64 13 000 19 000 0,13 71814 ACD/P4 – –
90 10 13 15 0,64 15 000 24 000 0,12 71814 ACD/HCP4 – –
90 10 13,8 16 0,67 14 000 22 000 0,13 71814 CD/P4 – –
90 10 13,8 16 0,67 17 000 26 000 0,12 71814 CD/HCP4 – –

100 16 12,7 11,6 0,49 16 000 24 000 0,35 71914 ACB/P4A S L
100 16 12,7 11,6 0,49 19 000 30 000 0,33 71914 ACB/HCP4A S L
100 16 13,5 12,2 0,52 18 000 28 000 0,35 71914 CB/P4A S L
100 16 13,5 12,2 0,52 22 000 32 000 0,33 71914 CB/HCP4A S L

100 16 20,8 15,3 0,655 16 500 26 000 0,32 71914 ACE/P4A S H1, L
100 16 20,8 15,3 0,655 20 000 31 000 0,27 71914 ACE/HCP4A S H1, L
100 16 22,1 16,3 0,68 18 500 28 000 0,32 71914 CE/P4A S H1, L
100 16 22,1 16,3 0,68 22 000 34 000 0,27 71914 CE/HCP4A S H1, L

100 16 32,5 32,5 1,37 11 000 18 000 0,33 71914 ACD/P4A S H1, L
100 16 32,5 32,5 1,37 14 000 22 000 0,28 71914 ACD/HCP4A S H1, L
100 16 34,5 34 1,43 13 000 20 000 0,33 71914 CD/P4A S H1, L
100 16 34,5 34 1,43 16 000 24 000 0,28 71914 CD/HCP4A S H1, L

110 20 18,2 15,6 0,655 15 000 24 000 0,66 7014 ACB/P4A S L
110 20 18,2 15,6 0,655 18 000 28 000 0,63 7014 ACB/HCP4A S L
110 20 19 16,3 0,695 17 000 26 000 0,66 7014 CB/P4A S L
110 20 19 16,3 0,695 19 000 30 000 0,63 7014 CB/HCP4A S L

110 20 22,5 17,3 0,735 15 500 24 000 0,61 7014 ACE/P4A S H1, L, L1
110 20 22,5 17,3 0,735 18 500 29 000 0,56 7014 ACE/HCP4A S H1, L, L1
110 20 23,8 18,3 0,78 17 000 27 000 0,61 7014 CE/P4A S H1, L, L1
110 20 23,8 18,3 0,78 20 500 32 000 0,56 7014 CE/HCP4A S H1, L, L1

110 20 48,8 44 1,86 11 000 17 000 0,6 7014 ACD/P4A S H1, L
110 20 48,8 44 1,86 13 000 20 000 0,5 7014 ACD/HCP4A S H1, L
110 20 52 45,5 1,93 12 000 19 000 0,6 7014 CD/P4A S H1, L
110 20 52 45,5 1,93 15 000 22 000 0,5 7014 CD/HCP4A S H1, L

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 70mm
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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70 76,7 76,7 83,5 – 0,6 0,3 73,2 73,2 86,8 88 0,6 0,3 77,4 1,4 –
76,7 76,7 83,5 – 0,6 0,3 73,2 73,2 86,8 88 0,6 0,3 77,4 1,4 –
76,7 76,7 83,5 – 0,6 0,3 73,2 73,2 86,8 88 0,6 0,3 77,4 1,4 17,2
76,7 76,7 83,5 – 0,6 0,3 73,2 73,2 86,8 88 0,6 0,3 77,4 1,4 17,2

80,9 79,6 91,7 91,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,9 4,5 –
80,9 79,6 91,7 91,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,9 4,5 –
80,9 79,6 91,7 91,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,9 4,5 9,9
80,9 79,6 91,7 91,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,9 4,5 9,9

79,3 76,8 90,5 93,6 1 0,3 74,6 72 95,4 98 1 0,3 81,5 4,3 –
79,3 76,8 90,5 93,6 1 0,3 74,6 72 95,4 98 1 0,3 81,5 4,3 –
79,3 76,8 90,5 93,6 1 0,3 74,6 72 95,4 98 1 0,3 81,5 4,3 8,4
79,3 76,8 90,5 93,6 1 0,3 74,6 72 95,4 98 1 0,3 81,5 4,3 8,4

79,2 79,2 90,8 93,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,7 4,5 –
79,2 79,2 90,8 93,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,7 4,5 –
79,2 79,2 90,8 93,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,7 4,5 16,2
79,2 79,2 90,8 93,7 1 0,3 74,6 74,6 95,4 98 1 0,3 81,7 4,5 16,2

85 83,2 97,8 97,8 1,1 0,6 76 76 104 106,8 1 0,6 86,1 7,3 –
85 83,2 97,8 97,8 1,1 0,6 76 76 104 106,8 1 0,6 86,1 7,3 –
85 83,2 97,8 97,8 1,1 0,6 76 76 104 106,8 1 0,6 86,1 7,3 9,6
85 83,2 97,8 97,8 1,1 0,6 76 76 104 106,8 1 0,6 86,1 7,3 9,6

84,3 81,6 98,6 98,6 1,1 0,6 76 76 104 105,8 1 0,6 86,5 8,2 –
84,3 81,6 98,6 98,6 1,1 0,6 76 76 104 105,8 1 0,6 86,5 8,2 –
84,3 81,6 98,6 98,6 1,1 0,6 76 76 104 105,8 1 0,6 86,5 8,2 8,4
84,3 81,6 98,6 98,6 1,1 0,6 76 76 104 105,8 1 0,6 86,5 8,2 8,4

82,3 82,3 97,7 100,6 1,1 0,6 76 76 104 106 1 0,6 85 8,1 –
82,3 82,3 97,7 100,6 1,1 0,6 76 76 104 106 1 0,6 85 8,1 –
82,3 82,3 97,7 100,6 1,1 0,6 76 76 104 106 1 0,6 85 8,1 15,5
82,3 82,3 97,7 100,6 1,1 0,6 76 76 104 106 1 0,6 85 8,1 15,5

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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125 24 66,3 55 2,36 9 500 16 000 1,1 7214 ACD/P4A S –
125 24 66,3 55 2,36 12 000 19 000 0,95 7214 ACD/HCP4A S –
125 24 68,9 58,5 2,45 11 000 18 000 1,1 7214 CD/P4A S –
125 24 68,9 58,5 2,45 14 000 20 000 0,95 7214 CD/HCP4A S –

75 95 10 13,3 16 0,68 12 000 18 000 0,14 71815 ACD/P4 – –
95 10 13,3 16 0,68 14 000 22 000 0,13 71815 ACD/HCP4 – –
95 10 14,3 17 0,72 13 000 20 000 0,14 71815 CD/P4 – –
95 10 14,3 17 0,72 16 000 24 000 0,13 71815 CD/HCP4 – –

105 16 13,3 12,5 0,52 15 000 24 000 0,37 71915 ACB/P4A S L
105 16 13,3 12,5 0,52 18 000 28 000 0,34 71915 ACB/HCP4A S L
105 16 14 13,2 0,56 17 000 26 000 0,37 71915 CB/P4A S L
105 16 14 13,2 0,56 20 000 30 000 0,34 71915 CB/HCP4A S L

105 16 21,2 16,3 0,68 15 500 24 000 0,34 71915 ACE/P4A S H1, L
105 16 21,2 16,3 0,68 18 500 29 000 0,29 71915 ACE/HCP4A S H1, L
105 16 22,5 17 0,72 17 500 27 000 0,34 71915 CE/P4A S H1, L
105 16 22,5 17 0,72 20 500 32 000 0,29 71915 CE/HCP4A S H1, L

105 16 33,8 35,5 1,5 10 000 17 000 0,35 71915 ACD/P4A S H1, L
105 16 33,8 35,5 1,5 13 000 20 000 0,3 71915 ACD/HCP4A S H1, L
105 16 35,8 37,5 1,56 12 000 19 000 0,35 71915 CD/P4A S H1, L
105 16 35,8 37,5 1,56 15 000 22 000 0,3 71915 CD/HCP4A S H1, L

115 20 19 16,6 0,71 14 000 22 000 0,7 7015 ACB/P4A S L
115 20 19 16,6 0,71 17 000 26 000 0,66 7015 ACB/HCP4A S L
115 20 19,9 17,6 0,75 16 000 24 000 0,7 7015 CB/P4A S L
115 20 19,9 17,6 0,75 18 000 28 000 0,66 7015 CB/HCP4A S L

115 20 24,7 20,4 0,865 14 500 23 000 0,65 7015 ACE/P4A S H1, L, L1
115 20 24,7 20,4 0,865 17 000 27 000 0,59 7015 ACE/HCP4A S H1, L, L1
115 20 26 21,6 0,915 16 000 26 000 0,65 7015 CE/P4A S H1, L, L1
115 20 26 21,6 0,915 19 000 29 000 0,59 7015 CE/HCP4A S H1, L, L1

70
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 70~75mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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87,9 87,9 107,1 110,3 1,5 0,6 79 79 116 120,8 1,5 0,6 91,6 14 –
87,9 87,9 107,1 110,3 1,5 0,6 79 79 116 120,8 1,5 0,6 91,6 14 –
87,9 87,9 107,1 110,3 1,5 0,6 79 79 116 120,8 1,5 0,6 91,6 14 14,8
87,9 87,9 107,1 110,3 1,5 0,6 79 79 116 120,8 1,5 0,6 91,6 14 14,8

75 81,7 81,7 88,5 – 0,6 0,3 78,2 78,2 91,8 93 0,6 0,3 82,4 1,5 –
81,7 81,7 88,5 – 0,6 0,3 78,2 78,2 91,8 93 0,6 0,3 82,4 1,5 –
81,7 81,7 88,5 – 0,6 0,3 78,2 78,2 91,8 93 0,6 0,3 82,4 1,5 17,3
81,7 81,7 88,5 – 0,6 0,3 78,2 78,2 91,8 93 0,6 0,3 82,4 1,5 17,3

85,9 84,6 97,5 97,5 1 0,6 79,6 79,6 100 101,8 1 0,6 86,9 4,8 –
85,9 84,6 97,5 97,5 1 0,6 79,6 79,6 100 101,8 1 0,6 86,9 4,8 –
85,9 84,6 97,5 97,5 1 0,6 79,6 79,6 100 101,8 1 0,6 86,9 4,8 9,9
85,9 84,6 97,5 97,5 1 0,6 79,6 79,6 100 101,8 1 0,6 86,9 4,8 9,9

84,3 81,8 95,5 98,6 1 0,3 79,6 77 100,4 103 1 0,3 86,5 4,5 –
84,3 81,8 95,5 98,6 1 0,3 79,6 77 100,4 103 1 0,3 86,5 4,5 –
84,3 81,8 95,5 98,6 1 0,3 79,6 77 100,4 103 1 0,3 86,5 4,5 8,5
84,3 81,8 95,5 98,6 1 0,3 79,6 77 100,4 103 1 0,3 86,5 4,5 8,5

84,2 84,2 95,8 98,7 1 0,3 79,6 79,6 100 103 1 0,3 86,7 5,1 –
84,2 84,2 95,8 98,7 1 0,3 79,6 79,6 100 103 1 0,3 86,7 5,1 –
84,2 84,2 95,8 98,7 1 0,3 79,6 79,6 100 103 1 0,3 86,7 5,1 16,3
84,2 84,2 95,8 98,7 1 0,3 79,6 79,6 100 103 1 0,3 86,7 5,1 16,3

90 88,2 102,8 102,8 1,1 0,6 81 81 109 111,8 1 0,6 91,1 7,7 –
90 88,2 102,8 102,8 1,1 0,6 81 81 109 111,8 1 0,6 91,1 7,7 –
90 88,2 102,8 102,8 1,1 0,6 81 81 109 111,8 1 0,6 91,1 7,7 9,7
90 88,2 102,8 102,8 1,1 0,6 81 81 109 111,8 1 0,6 91,1 7,7 9,7

89,3 86,8 104,1 104,1 1,1 0,6 81 81 109 110,8 1 0,6 91,5 8,6 –
89,3 86,8 104,1 104,1 1,1 0,6 81 81 109 110,8 1 0,6 91,5 8,6 –
89,3 86,8 104,1 104,1 1,1 0,6 81 81 109 110,8 1 0,6 91,5 8,6 9,5
89,3 86,8 104,1 104,1 1,1 0,6 81 81 109 110,8 1 0,6 91,5 8,6 9,5
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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115 20 49,4 46,5 1,96 10 000 16 000 0,63 7015 ACD/P4A S H1, L
115 20 49,4 46,5 1,96 13 000 20 000 0,53 7015 ACD/HCP4A S H1, L
115 20 52,7 49 2,08 11 000 18 000 0,63 7015 CD/P4A S H1, L
115 20 52,7 49 2,08 14 000 22 000 0,53 7015 CD/HCP4A S H1, L

130 25 68,9 58,5 2,5 9 000 15 000 1,2 7215 ACD/P4A S –
130 25 68,9 58,5 2,5 11 000 18 000 1,05 7215 ACD/HCP4A S –
130 25 71,5 62 2,65 10 000 17 000 1,2 7215 CD/P4A S –
130 25 71,5 62 2,65 14 000 20 000 1,05 7215 CD/HCP4A S –

80 100 10 13,8 17 0,72 11 000 17 000 0,15 71816 ACD/P4 – –
100 10 13,8 17 0,72 13 000 20 000 0,14 71816 ACD/HCP4 – –
100 10 14,6 18,3 0,765 12 000 19 000 0,15 71816 CD/P4 – –
100 10 14,6 18,3 0,765 15 000 22 000 0,14 71816 CD/HCP4 – –

110 16 14,8 14 0,585 14 000 22 000 0,38 71916 ACB/P4A S L
110 16 14,8 14 0,585 17 000 26 000 0,35 71916 ACB/HCP4A S L
110 16 15,6 14,6 0,63 16 000 24 000 0,38 71916 CB/P4A S L
110 16 15,6 14,6 0,63 19 000 30 000 0,35 71916 CB/HCP4A S L

110 16 21,2 17 0,71 14 500 22 000 0,36 71916 ACE/P4A S H1, L
110 16 21,2 17 0,71 17 500 27 000 0,31 71916 ACE/HCP4A S H1, L
110 16 22,5 18 0,75 16 500 25 000 0,36 71916 CE/P4A S H1, L
110 16 22,5 18 0,75 19 000 30 000 0,31 71916 CE/HCP4A S H1, L

110 16 34,5 36,5 1,56 9 500 16 000 0,37 71916 ACD/P4A S H1, L
110 16 34,5 36,5 1,56 12 000 19 000 0,32 71916 ACD/HCP4A S H1, L
110 16 36,4 39 1,66 11 000 18 000 0,37 71916 CD/P4A S H1, L
110 16 36,4 39 1,66 15 000 22 000 0,32 71916 CD/HCP4A S H1, L

125 22 25,1 21,6 0,9 12 000 19 000 0,92 7016 ACB/P4A S L
125 22 25,1 21,6 0,9 15 000 22 000 0,86 7016 ACB/HCP4A S L
125 22 26,5 22,8 0,95 14 000 20 000 0,92 7016 CB/P4A S L
125 22 26,5 22,8 0,95 17 000 26 000 0,86 7016 CB/HCP4A S L

75
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 75~80mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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87,3 87,3 102,7 105,6 1,1 0,6 81 81 109 111 1 0,6 90 8,4 –
87,3 87,3 102,7 105,6 1,1 0,6 81 81 109 111 1 0,6 90 8,4 –
87,3 87,3 102,7 105,6 1,1 0,6 81 81 109 111 1 0,6 90 8,4 15,7
87,3 87,3 102,7 105,6 1,1 0,6 81 81 109 111 1 0,6 90 8,4 15,7

92,9 92,9 112,1 115,3 1,5 0,6 84 84 121 125,8 1,5 0,6 96,6 15 –
92,9 92,9 112,1 115,3 1,5 0,6 84 84 121 125,8 1,5 0,6 96,6 15 –
92,9 92,9 112,1 115,3 1,5 0,6 84 84 121 125,8 1,5 0,6 96,6 15 15
92,9 92,9 112,1 115,3 1,5 0,6 84 84 121 125,8 1,5 0,6 96,6 15 15

80 86,7 86,7 93,5 – 0,6 0,3 83,2 83,2 96,8 98 0,6 0,3 87,4 1,6 –
86,7 86,7 93,5 – 0,6 0,3 83,2 83,2 96,8 98 0,6 0,3 87,4 1,6 –
86,7 86,7 93,5 – 0,6 0,3 83,2 83,2 96,8 98 0,6 0,3 87,4 1,6 17,4
86,7 86,7 93,5 – 0,6 0,3 83,2 83,2 96,8 98 0,6 0,3 87,4 1,6 17,4

90,7 89,2 102,2 102,2 1 0,6 84,6 84,6 105 106,8 1 0,6 91,7 5,3 –
90,7 89,2 102,2 102,2 1 0,6 84,6 84,6 105 106,8 1 0,6 91,7 5,3 –
90,7 89,2 102,2 102,2 1 0,6 84,6 84,6 105 106,8 1 0,6 91,7 5,3 9,9
90,7 89,2 102,2 102,2 1 0,6 84,6 84,6 105 106,8 1 0,6 91,7 5,3 9,9

89,3 86,8 100,5 103,6 1 0,3 84,6 82 105,4 108 1 0,3 91,5 4,8 –
89,3 86,8 100,5 103,6 1 0,3 84,6 82 105,4 108 1 0,3 91,5 4,8 –
89,3 86,8 100,5 103,6 1 0,3 84,6 82 105,4 108 1 0,3 91,5 4,8 8,6
89,3 86,8 100,5 103,6 1 0,3 84,6 82 105,4 108 1 0,3 91,5 4,8 8,6

89,2 89,2 100,8 103,7 1 0,3 84,6 84,6 105 108 1 0,3 91,7 5,1 –
89,2 89,2 100,8 103,7 1 0,3 84,6 84,6 105 108 1 0,3 91,7 5,1 –
89,2 89,2 100,8 103,7 1 0,3 84,6 84,6 105 108 1 0,3 91,7 5,1 16,5
89,2 89,2 100,8 103,7 1 0,3 84,6 84,6 105 108 1 0,3 91,7 5,1 16,5

96,7 94,3 111,4 111,4 1,1 0,6 86 86 119 121,8 1 0,6 98 10 –
96,7 94,3 111,4 111,4 1,1 0,6 86 86 119 121,8 1 0,6 98 10 –
96,7 94,3 111,4 111,4 1,1 0,6 86 86 119 121,8 1 0,6 98 10 9,6
96,7 94,3 111,4 111,4 1,1 0,6 86 86 119 121,8 1 0,6 98 10 9,6

75
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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125 22 32,5 26,5 1,12 13 700 21 000 0,86 7016 ACE/P4A S H1, L, L1
125 22 32,5 26,5 1,12 15 500 24 000 0,77 7016 ACE/HCP4A S H1, L, L1
125 22 33,8 28 1,18 15 000 24 000 0,86 7016 CE/P4A S H1, L, L1
125 22 33,8 28 1,18 17 500 27 000 0,77 7016 CE/HCP4A S H1, L, L1

125 22 62,4 58,5 2,45 9 500 15 000 0,85 7016 ACD/P4A S H1, L
125 22 62,4 58,5 2,45 12 000 18 000 0,71 7016 ACD/HCP4A S H1, L
125 22 65 61 2,55 10 000 17 000 0,85 7016 CD/P4A S H1, L
125 22 65 61 2,55 13 000 20 000 0,71 7016 CD/HCP4A S H1, L

140 26 81,9 72 2,9 8 500 14 000 1,45 7216 ACD/P4A S –
140 26 81,9 72 2,9 10 000 17 000 1,25 7216 ACD/HCP4A S –
140 26 85,2 75 3,05 9 500 16 000 1,45 7216 CD/P4A S –
140 26 85,2 75 3,05 12 000 18 000 1,25 7216 CD/HCP4A S –

85 110 13 20,3 24 1,02 10 000 16 000 0,27 71817 ACD/P4 – –
110 13 20,3 24 1,02 12 000 19 000 0,24 71817 ACD/HCP4 – –
110 13 21,6 25,5 1,08 11 000 17 000 0,27 71817 CD/P4 – –
110 13 21,6 25,5 1,08 14 000 20 000 0,24 71817 CD/HCP4 – –

120 18 15,3 15,3 0,64 13 000 20 000 0,57 71917 ACB/P4A S L
120 18 15,3 15,3 0,64 16 000 24 000 0,54 71917 ACB/HCP4A S L
120 18 16,3 16,3 0,68 15 000 22 000 0,57 71917 CB/P4A S L
120 18 16,3 16,3 0,68 18 000 28 000 0,54 71917 CB/HCP4A S L

120 18 28,1 22 0,9 13 700 21 000 0,5 71917 ACE/P4A S H1, L
120 18 28,1 22 0,9 16 500 25 000 0,42 71917 ACE/HCP4A S H1, L
120 18 29,6 23,2 0,95 15 500 24 000 0,5 71917 CE/P4A S H1, L
120 18 29,6 23,2 0,95 18 000 28 000 0,42 71917 CE/HCP4A S H1, L

120 18 43,6 45,5 1,93 9 000 15 000 0,53 71917 ACD/P4A S H1, L
120 18 43,6 45,5 1,93 11 000 18 000 0,45 71917 ACD/HCP4A S H1, L
120 18 46,2 48 2,04 10 000 17 000 0,53 71917 CD/P4A S H1, L
120 18 46,2 48 2,04 14 000 20 000 0,45 71917 CD/HCP4A S H1, L

80
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 80~85mm

r3
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r2r2

D1  D2  
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r2r2
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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95,8 93 112,6 112,6 1,1 0,6 86 86 119 120,8 1 0,6 98,5 12 –
95,8 93 112,6 112,6 1,1 0,6 86 86 119 120,8 1 0,6 98,5 12 –
95,8 93 112,6 112,6 1,1 0,6 86 86 119 120,8 1 0,6 98,5 12 9,4
95,8 93 112,6 112,6 1,1 0,6 86 86 119 120,8 1 0,6 98,5 12 9,4

93,9 93,9 111,1 114 1,1 0,6 86 86 119 121 1 0,6 96,9 11 –
93,9 93,9 111,1 114 1,1 0,6 86 86 119 121 1 0,6 96,9 11 –
93,9 93,9 111,1 114 1,1 0,6 86 86 119 121 1 0,6 96,9 11 15,5
93,9 93,9 111,1 114 1,1 0,6 86 86 119 121 1 0,6 96,9 11 15,5

99,5 99,5 120,5 124,3 2 1 91 91 129 134,4 2 1 103,4 18 –
99,5 99,5 120,5 124,3 2 1 91 91 129 134,4 2 1 103,4 18 –
99,5 99,5 120,5 124,3 2 1 91 91 129 134,4 2 1 103,4 18 15,1
99,5 99,5 120,5 124,3 2 1 91 91 129 134,4 2 1 103,4 18 15,1

85 93,2 93,2 102,1 – 1 0,3 89,6 89,6 105,4 108 1 0,3 94,1 2,7 –
93,2 93,2 102,1 – 1 0,3 89,6 89,6 105,4 108 1 0,3 94,1 2,7 –
93,2 93,2 102,1 – 1 0,3 89,6 89,6 105,4 108 1 0,3 94,1 2,7 17,1
93,2 93,2 102,1 – 1 0,3 89,6 89,6 105,4 108 1 0,3 94,1 2,7 17,1

98,2 96,7 110,2 110,2 1,1 0,6 91 91 114 116,8 1 0,6 99,2 6,5 –
98,2 96,7 110,2 110,2 1,1 0,6 91 91 114 116,8 1 0,6 99,2 6,5 –
98,2 96,7 110,2 110,2 1,1 0,6 91 91 114 116,8 1 0,6 99,2 6,5 10
98,2 96,7 110,2 110,2 1,1 0,6 91 91 114 116,8 1 0,6 99,2 6,5 10

96 92,9 109,2 112,3 1,1 0,6 91 88,2 114 116,8 1 0,6 98,6 7 –
96 92,9 109,2 112,3 1,1 0,6 91 88,2 114 116,8 1 0,6 98,6 7 –
96 92,9 109,2 112,3 1,1 0,6 91 88,2 114 116,8 1 0,6 98,6 7 8,4
96 92,9 109,2 112,3 1,1 0,6 91 88,2 114 116,8 1 0,6 98,6 7 8,4

95,8 95,8 109,2 112,2 1,1 0,6 91 91 114 116 1 0,6 98,6 7,2 –
95,8 95,8 109,2 112,2 1,1 0,6 91 91 114 116 1 0,6 98,6 7,2 –
95,8 95,8 109,2 112,2 1,1 0,6 91 91 114 116 1 0,6 98,6 7,2 16,2
95,8 95,8 109,2 112,2 1,1 0,6 91 91 114 116 1 0,6 98,6 7,2 16,2

80
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . . ACE、70  . . CE

719  . .  ACE、719  . . CE

Db

ra

ra

dadbDa

rb

ra

r
a

r
a

ra

rb

dn

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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130 22 25,1 22,4 0,915 12 000 18 000 0,96 7017 ACB/P4A S L
130 22 25,1 22,4 0,915 14 000 22 000 0,9 7017 ACB/HCP4A S L
130 22 27 23,6 0,965 13 000 20 000 0,96 7017 CB/P4A S L
130 22 27 23,6 0,965 16 000 24 000 0,9 7017 CB/HCP4A S L

130 22 32,5 28 1,14 13 000 20 000 0,9 7017 ACE/P4A S H1, L, L1
130 22 32,5 28 1,14 15 000 23 000 0,81 7017 ACE/HCP4A S H1, L, L1
130 22 34,5 29 1,2 14 000 22 000 0,9 7017 CE/P4A S H1, L, L1
130 22 34,5 29 1,2 16 500 26 000 0,81 7017 CE/HCP4A S H1, L, L1

130 22 63,7 62 2,5 9 000 14 000 0,9 7017 ACD/P4A S H1, L
130 22 63,7 62 2,5 11 000 17 000 0,75 7017 ACD/HCP4A S H1, L
130 22 67,6 65,5 2,65 10 000 16 000 0,9 7017 CD/P4A S H1, L
130 22 67,6 65,5 2,65 12 000 19 000 0,75 7017 CD/HCP4A S H1, L

150 28 95,6 85 3,35 8 000 13 000 1,85 7217 ACD/P4A – –
150 28 95,6 85 3,35 9 500 16 000 1,55 7217 ACD/HCP4A – –
150 28 99,5 88 3,45 9 000 15 000 1,85 7217 CD/P4A – –
150 28 99,5 88 3,45 11 000 17 000 1,55 7217 CD/HCP4A – –

90 115 13 20,3 25 1,04 10 000 15 000 0,28 71818 ACD/P4 – –
115 13 20,3 25 1,04 12 000 18 000 0,25 71818 ACD/HCP4 – –
115 13 21,6 26,5 1,1 11 000 17 000 0,28 71818 CD/P4 – –
115 13 21,6 26,5 1,1 13 000 20 000 0,25 71818 CD/HCP4 – –

125 18 16,8 16,6 0,68 12 000 19 000 0,59 71918 ACB/P4A S L
125 18 16,8 16,6 0,68 15 000 22 000 0,56 71918 ACB/HCP4A S L
125 18 17,8 17,6 0,72 14 000 22 000 0,59 71918 CB/P4A S L
125 18 17,8 17,6 0,72 16 000 26 000 0,56 71918 CB/HCP4A S L

125 18 28,6 23,2 0,915 13 000 20 000 0,54 71918 ACE/P4A S H1, L
125 18 28,6 23,2 0,915 15 500 24 000 0,46 71918 ACE/HCP4A S H1, L
125 18 30,2 24,5 0,965 14 500 22 000 0,54 71918 CE/P4A S H1, L
125 18 30,2 24,5 0,965 17 000 27 000 0,46 71918 CE/HCP4A S H1, L

85
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 85~90mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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101,7 99,3 116,4 116,4 1,1 0,6 91 91 124 126,8 1 0,6 103 11 –
101,7 99,3 116,4 116,4 1,1 0,6 91 91 124 126,8 1 0,6 103 11 –
101,7 99,3 116,4 116,4 1,1 0,6 91 91 124 126,8 1 0,6 103 11 9,6
101,7 99,3 116,4 116,4 1,1 0,6 91 91 124 126,8 1 0,6 103 11 9,6

100,8 98 117,6 117,6 1,1 0,6 91 91 124 125,8 1 0,6 103,5 12 –
100,8 98 117,6 117,6 1,1 0,6 91 91 124 125,8 1 0,6 103,5 12 –
100,8 98 117,6 117,6 1,1 0,6 91 91 124 125,8 1 0,6 103,5 12 9,5
100,8 98 117,6 117,6 1,1 0,6 91 91 124 125,8 1 0,6 103,5 12 9,5

98,9 98,9 116,1 119,1 1,1 0,6 91 91 124 126 1 0,6 101,9 12 –
98,9 98,9 116,1 119,1 1,1 0,6 91 91 124 126 1 0,6 101,9 12 –
98,9 98,9 116,1 119,1 1,1 0,6 91 91 124 126 1 0,6 101,9 12 15,7
98,9 98,9 116,1 119,1 1,1 0,6 91 91 124 126 1 0,6 101,9 12 15,7

106,5 106,5 129,5 – 2 1 96 96 139 144,4 2 1 111,5 22 –
106,5 106,5 129,5 – 2 1 96 96 139 144,4 2 1 111,5 22 –
106,5 106,5 129,5 – 2 1 96 96 139 144,4 2 1 111,5 22 14,9
106,5 106,5 129,5 – 2 1 96 96 139 144,4 2 1 111,5 22 14,9

90 98,2 98,2 107,1 – 1 0,3 94,6 94,6 110,4 113 1 0,3 99,1 2,9 –
98,2 98,2 107,1 – 1 0,3 94,6 94,6 110,4 113 1 0,3 99,1 2,9 –
98,2 98,2 107,1 – 1 0,3 94,6 94,6 110,4 113 1 0,3 99,1 2,9 17,2
98,2 98,2 107,1 – 1 0,3 94,6 94,6 110,4 113 1 0,3 99,1 2,9 17,2

103 101,4 115 115 1,1 0,6 96 96 119 121,8 1 0,6 103,9 7,4 –
103 101,4 115 115 1,1 0,6 96 96 119 121,8 1 0,6 103,9 7,4 –
103 101,4 115 115 1,1 0,6 96 96 119 121,8 1 0,6 103,9 7,4 10
103 101,4 115 115 1,1 0,6 96 96 119 121,8 1 0,6 103,9 7,4 10

101 97,9 114,2 117,3 1,1 0,6 96 93,2 119 121,8 1 0,6 103,5 7 –
101 97,9 114,2 117,3 1,1 0,6 96 93,2 119 121,8 1 0,6 103,5 7 –
101 97,9 114,2 117,3 1,1 0,6 96 93,2 119 121,8 1 0,6 103,5 7 8,5
101 97,9 114,2 117,3 1,1 0,6 96 93,2 119 121,8 1 0,6 103,5 7 8,5

85
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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125 18 44,2 48 1,96 8 500 14 000 0,55 71918 ACD/P4A S H1, L
125 18 44,2 48 1,96 10 000 17 000 0,47 71918 ACD/HCP4A S H1, L
125 18 47,5 51 2,08 9 500 16 000 0,55 71918 CD/P4A S H1, L
125 18 47,5 51 2,08 13 000 19 000 0,47 71918 CD/HCP4A S H1, L

140 24 27 23,6 0,93 11 000 17 000 1,25 7018 ACB/P4A S L
140 24 27 23,6 0,93 13 000 20 000 1,2 7018 ACB/HCP4A S L
140 24 29,1 25 0,98 12 000 19 000 1,25 7018 CB/P4A S L
140 24 29,1 25 0,98 15 000 24 000 1,2 7018 CB/HCP4A S L

140 24 33,8 30 1,2 12 000 19 000 1,2 7018 ACE/P4A S H1, L, L1
140 24 33,8 30 1,2 14 000 22 000 1,1 7018 ACE/HCP4A S H1, L, L1
140 24 35,8 32 1,27 13 300 21 000 1,2 7018 CE/P4A S H1, L, L1
140 24 35,8 32 1,27 15 500 24 000 1,1 7018 CE/HCP4A S H1, L, L1

140 24 74,1 72 2,85 8 500 13 000 1,15 7018 ACD/P4A S H1, L
140 24 74,1 72 2,85 10 000 16 000 1 7018 ACD/HCP4A S H1, L
140 24 79,3 76,5 3 9 000 15 000 1,15 7018 CD/P4A S H1, L
140 24 79,3 76,5 3 11 000 18 000 1 7018 CD/HCP4A S H1, L

160 30 121 106 4,05 7 500 12 000 2,25 7218 ACD/P4A – –
160 30 121 106 4,05 9 000 15 000 1,85 7218 ACD/HCP4A – –
160 30 127 112 4,25 8 500 14 000 2,25 7218 CD/P4A – –
160 30 127 112 4,25 10 000 16 000 1,85 7218 CD/HCP4A – –

95 120 13 20,8 25,5 1,06 9 500 14 000 0,29 71819 ACD/P4 – –
120 13 20,8 25,5 1,06 11 000 17 000 0,26 71819 ACD/HCP4 – –
120 13 22,1 27,5 1,12 10 000 16 000 0,29 71819 CD/P4 – –
120 13 22,1 27,5 1,12 12 000 19 000 0,26 71819 CD/HCP4 – –

130 18 17,2 17,6 0,71 12 000 18 000 0,61 71919 ACB/P4A S L
130 18 17,2 17,6 0,71 14 000 22 000 0,58 71919 ACB/HCP4A S L
130 18 18,2 18,6 0,75 13 000 20 000 0,61 71919 CB/P4A S L
130 18 18,2 18,6 0,75 16 000 24 000 0,58 71919 CB/HCP4A S L

90
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 90~95mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

240



100,8 100,8 114,2 117,2 1,1 0,6 96 96 119 121 1 0,6 103,3 7,5 –
100,8 100,8 114,2 117,2 1,1 0,6 96 96 119 121 1 0,6 103,3 7,5 –
100,8 100,8 114,2 117,2 1,1 0,6 96 96 119 121 1 0,6 103,3 7,5 16,3
100,8 100,8 114,2 117,2 1,1 0,6 96 96 119 121 1 0,6 103,3 7,5 16,3

108,7 106,1 125 125 1,5 1 97 97 133 135,4 1,5 1 110 14 –
108,7 106,1 125 125 1,5 1 97 97 133 135,4 1,5 1 110 14 –
108,7 106,1 125 125 1,5 1 97 97 133 135,4 1,5 1 110 14 9,7
108,7 106,1 125 125 1,5 1 97 97 133 135,4 1,5 1 110 14 9,7

108,3 105,5 125,2 125,2 1,5 1 97 97 133 134,4 1,5 1 111 14 –
108,3 105,5 125,2 125,2 1,5 1 97 97 133 134,4 1,5 1 111 14 –
108,3 105,5 125,2 125,2 1,5 1 97 97 133 134,4 1,5 1 111 14 9,6
108,3 105,5 125,2 125,2 1,5 1 97 97 133 134,4 1,5 1 111 14 9,6

105,4 105,4 124,6 128,3 1,5 1 97 97 133 136 1,5 1 108,7 15 –
105,4 105,4 124,6 128,3 1,5 1 97 97 133 136 1,5 1 108,7 15 –
105,4 105,4 124,6 128,3 1,5 1 97 97 133 136 1,5 1 108,7 15 15,6
105,4 105,4 124,6 128,3 1,5 1 97 97 133 136 1,5 1 108,7 15 15,6

111,6 111,6 138,4 – 2 1 101 101 149 154,4 2 1 117,5 28 –
111,6 111,6 138,4 – 2 1 101 101 149 154,4 2 1 117,5 28 –
111,6 111,6 138,4 – 2 1 101 101 149 154,4 2 1 117,5 28 14,6
111,6 111,6 138,4 – 2 1 101 101 149 154,4 2 1 117,5 28 14,6

95 103,2 103,2 112,1 – 1 0,3 99,6 99,6 115,4 118 1 0,3 104,1 3,1 –
103,2 103,2 112,1 – 1 0,3 99,6 99,6 115,4 118 1 0,3 104,1 3,1 –
103,2 103,2 112,1 – 1 0,3 99,6 99,6 115,4 118 1 0,3 104,1 3,1 17,3
103,2 103,2 112,1 – 1 0,3 99,6 99,6 115,4 118 1 0,3 104,1 3,1 17,3

107,9 106,4 120,7 120,7 1,1 0,6 101 101 124 126,8 1 0,6 109 7,5 –
107,9 106,4 120,7 120,7 1,1 0,6 101 101 124 126,8 1 0,6 109 7,5 –
107,9 106,4 120,7 120,7 1,1 0,6 101 101 124 126,8 1 0,6 109 7,5 10
107,9 106,4 120,7 120,7 1,1 0,6 101 101 124 126,8 1 0,6 109 7,5 10

90
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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130 18 29,1 24 0,93 12 300 19 000 0,56 71919 ACE/P4A S H1, L
130 18 29,1 24 0,93 15 000 23 000 0,48 71919 ACE/HCP4A S H1, L
130 18 30,7 25,5 0,98 14 000 21 000 0,56 71919 CE/P4A S H1, L
130 18 30,7 25,5 0,98 16 000 25 000 0,48 71919 CE/HCP4A S H1, L

130 18 46,2 52 2,08 8 500 14 000 0,58 71919 ACD/P4A S H1, L
130 18 46,2 52 2,08 9 500 16 000 0,5 71919 ACD/HCP4A S H1, L
130 18 49,4 55 2,2 9 000 15 000 0,58 71919 CD/P4A S H1, L
130 18 49,4 55 2,2 12 000 18 000 0,5 71919 CD/HCP4A S H1, L

145 24 27,6 24,5 0,95 11 000 16 000 1,3 7019 ACB/P4A S L
145 24 27,6 24,5 0,95 13 000 19 000 1,25 7019 ACB/HCP4A S L
145 24 29,6 26 1 12 000 18 000 1,3 7019 CB/P4A S L
145 24 29,6 26 1 14 000 22 000 1,25 7019 CB/HCP4A S L

145 24 41,6 36 1,4 11 500 18 000 1,2 7019 ACE/P4A S H1, L, L1
145 24 41,6 36 1,4 13 300 20 500 1,1 7019 ACE/HCP4A S H1, L, L1
145 24 44,2 38 1,46 12 700 20 000 1,2 7019 CE/P4A S H1, L, L1
145 24 44,2 38 1,46 15 000 23 000 1,1 7019 CE/HCP4A S H1, L, L1

145 24 76,1 76,5 2,9 8 000 13 000 1,2 7019 ACD/P4A S H1, L
145 24 76,1 76,5 2,9 10 000 16 000 1 7019 ACD/HCP4A S H1, L
145 24 81,9 80 3,1 8 500 14 000 1,2 7019 CD/P4A S H1, L
145 24 81,9 80 3,1 11 000 17 000 1 7019 CD/HCP4A S H1, L

170 32 133 114 4,25 7 500 12 000 2,7 7219 ACD/P4A – –
170 32 133 114 4,25 8 500 14 000 2,2 7219 ACD/HCP4A – –
170 32 138 120 4,4 8 000 13 000 2,7 7219 CD/P4A – –
170 32 138 120 4,4 9 500 15 000 2,2 7219 CD/HCP4A – –

100 125 13 21,2 27,5 1,1 8 500 13 000 0,31 71820 ACD/P4 – –
125 13 21,2 27,5 1,1 10 000 15 000 0,28 71820 ACD/HCP4 – –
125 13 22,5 29 1,16 9 000 14 000 0,31 71820 CD/P4 – –
125 13 22,5 29 1,16 11 000 17 000 0,28 71820 CD/HCP4 – –

95
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 95~100mm
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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106 102,9 119,2 122,6 1,1 0,6 101 98,2 124 126,8 1 0,6 108,5 7,3 –
106 102,9 119,2 122,6 1,1 0,6 101 98,2 124 126,8 1 0,6 108,5 7,3 –
106 102,9 119,2 122,6 1,1 0,6 101 98,2 124 126,8 1 0,6 108,5 7,3 8,6
106 102,9 119,2 122,6 1,1 0,6 101 98,2 124 126,8 1 0,6 108,5 7,3 8,6

105,8 105,8 119,2 122,2 1,1 0,6 101 101 124 126 1 0,6 108,6 7,8 –
105,8 105,8 119,2 122,2 1,1 0,6 101 101 124 126 1 0,6 108,6 7,8 –
105,8 105,8 119,2 122,2 1,1 0,6 101 101 124 126 1 0,6 108,6 7,8 16,4
105,8 105,8 119,2 122,2 1,1 0,6 101 101 124 126 1 0,6 108,6 7,8 16,4

113,7 111,2 130 130 1,5 1 102 102 138 140,4 1,5 1 115 15 –
113,7 111,2 130 130 1,5 1 102 102 138 140,4 1,5 1 115 15 –
113,7 111,2 130 130 1,5 1 102 102 138 140,4 1,5 1 115 15 9,7
113,7 111,2 130 130 1,5 1 102 102 138 140,4 1,5 1 115 15 9,7

112,4 109,2 131 131 1,5 1 102 102 138 139,4 1,5 1 115,4 17 –
112,4 109,2 131 131 1,5 1 102 102 138 139,4 1,5 1 115,4 17 –
112,4 109,2 131 131 1,5 1 102 102 138 139,4 1,5 1 115,4 17 9,4
112,4 109,2 131 131 1,5 1 102 102 138 139,4 1,5 1 115,4 17 9,4

110,4 110,4 129,6 133,3 1,5 1 102 102 138 141 1,5 1 113,7 16 –
110,4 110,4 129,6 133,3 1,5 1 102 102 138 141 1,5 1 113,7 16 –
110,4 110,4 129,6 133,3 1,5 1 102 102 138 141 1,5 1 113,7 16 15,7
110,4 110,4 129,6 133,3 1,5 1 102 102 138 141 1,5 1 113,7 16 15,7

118,1 118,1 146,9 – 2,1 1,1 107 107 158 163 2 1 124,4 34 –
118,1 118,1 146,9 – 2,1 1,1 107 107 158 163 2 1 124,4 34 –
118,1 118,1 146,9 – 2,1 1,1 107 107 158 163 2 1 124,4 34 14,6
118,1 118,1 146,9 – 2,1 1,1 107 107 158 163 2 1 124,4 34 14,6

100 108,2 108,2 117 – 1 0,3 104,6 104,6 120,4 123 1 0,3 109,1 3,2 –
108,2 108,2 117 – 1 0,3 104,6 104,6 120,4 123 1 0,3 109,1 3,2 –
108,2 108,2 117 – 1 0,3 104,6 104,6 120,4 123 1 0,3 109,1 3,2 17,4
108,2 108,2 117 – 1 0,3 104,6 104,6 120,4 123 1 0,3 109,1 3,2 17,4

95
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . .  ACE、70  . . CE

719  . .  ACE、719  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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140 20 20,8 21,2 0,815 11 000 17 000 0,85 71920 ACB/P4A S L
140 20 20,8 21,2 0,815 13 000 20 000 0,8 71920 ACB/HCP4A S L
140 20 21,6 22,4 0,865 12 000 19 000 0,85 71920 CB/P4A S L
140 20 21,6 22,4 0,865 15 000 24 000 0,8 71920 CB/HCP4A S L

140 20 36,4 30 1,14 11 500 18 000 0,77 71920 ACE/P4A S H1, L
140 20 36,4 30 1,14 13 700 22 000 0,65 71920 ACE/HCP4A S H1, L
140 20 39 31,5 1,2 13 300 20 500 0,77 71920 CE/P4A S H1, L
140 20 39 31,5 1,2 15 500 24 000 0,65 71920 CE/HCP4A S H1, L

140 20 57,2 63 2,4 8 000 13 000 0,8 71920 ACD/P4A S H1, L
140 20 57,2 63 2,4 9 000 15 000 0,67 71920 ACD/HCP4A S H1, L
140 20 60,5 65,5 2,55 8 500 14 000 0,8 71920 CD/P4A S H1, L
140 20 60,5 65,5 2,55 11 000 17 000 0,67 71920 CD/HCP4A S H1, L

150 24 28,1 25,5 0,98 10 000 15 000 1,35 7020 ACB/P4A S L
150 24 28,1 25,5 0,98 12 000 18 000 1,3 7020 ACB/HCP4A S L
150 24 29,6 27 1,02 11 000 17 000 1,35 7020 CB/P4A S L
150 24 29,6 27 1,02 13 000 20 000 1,3 7020 CB/HCP4A S L

150 24 42,3 38 1,43 11 200 17 500 1,25 7020 ACE/P4A S H1, L, L1
150 24 42,3 38 1,43 12 700 20 000 1,1 7020 ACE/HCP4A S H1, L, L1
150 24 44,9 40 1,5 12 300 19 000 1,25 7020 CE/P4A S H1, L, L1
150 24 44,9 40 1,5 14 500 22 000 1,1 7020 CE/HCP4A S H1, L, L1

150 24 79,3 80 3,05 8 000 12 000 1,25 7020 ACD/P4A S H1, L
150 24 79,3 80 3,05 9 500 15 000 1,05 7020 ACD/HCP4A S H1, L
150 24 83,2 85 3,2 8 500 14 000 1,25 7020 CD/P4A S H1, L
150 24 83,2 85 3,2 10 000 16 000 1,05 7020 CD/HCP4A S H1, L

180 34 148 129 4,65 7 000 11 000 3,25 7220 ACD/P4A – –
180 34 148 129 4,65 8 000 13 000 2,65 7220 ACD/HCP4A – –
180 34 156 137 4,9 7 500 12 000 3,25 7220 CD/P4A – –
180 34 156 137 4,9 9 000 14 000 2,65 7220 CD/HCP4A – –

100
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 100mm
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ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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114,9 113,2 128,7 128,7 1,1 0,6 106 106 134 136,8 1 0,6 116,1 10 –
114,9 113,2 128,7 128,7 1,1 0,6 106 106 134 136,8 1 0,6 116,1 10 –
114,9 113,2 128,7 128,7 1,1 0,6 106 106 134 136,8 1 0,6 116,1 10 10
114,9 113,2 128,7 128,7 1,1 0,6 106 106 134 136,8 1 0,6 116,1 10 10

112,4 109 127,5 130,9 1,1 0,6 106 103,2 134 136,8 1 0,6 115,4 10 –
112,4 109 127,5 130,9 1,1 0,6 106 103,2 134 136,8 1 0,6 115,4 10 –
112,4 109 127,5 130,9 1,1 0,6 106 103,2 134 136,8 1 0,6 115,4 10 8,5
112,4 109 127,5 130,9 1,1 0,6 106 103,2 134 136,8 1 0,6 115,4 10 8,5

112,3 112,3 127,7 130,7 1,1 0,6 106 106 134 136 1 0,6 115,6 11 –
112,3 112,3 127,7 130,7 1,1 0,6 106 106 134 136 1 0,6 115,6 11 –
112,3 112,3 127,7 130,7 1,1 0,6 106 106 134 136 1 0,6 115,6 11 16,3
112,3 112,3 127,7 130,7 1,1 0,6 106 106 134 136 1 0,6 115,6 11 16,3

118,7 116,2 135 135 1,5 1 107 107 143 145,4 1,5 1 120 15 –
118,7 116,2 135 135 1,5 1 107 107 143 145,4 1,5 1 120 15 –
118,7 116,2 135 135 1,5 1 107 107 143 145,4 1,5 1 120 15 9,8
118,7 116,2 135 135 1,5 1 107 107 143 145,4 1,5 1 120 15 9,8

117,4 114,2 136 136 1,5 1 107 107 143 144,4 1,5 1 120,4 17 –
117,4 114,2 136 136 1,5 1 107 107 143 144,4 1,5 1 120,4 17 –
117,4 114,2 136 136 1,5 1 107 107 143 144,4 1,5 1 120,4 17 9,5
117,4 114,2 136 136 1,5 1 107 107 143 144,4 1,5 1 120,4 17 9,5

115,4 115,4 134,6 138,2 1,5 1 107 107 143 146 1,5 1 118,7 16 –
115,4 115,4 134,6 138,2 1,5 1 107 107 143 146 1,5 1 118,7 16 –
115,4 115,4 134,6 138,2 1,5 1 107 107 143 146 1,5 1 118,7 16 15,8
115,4 115,4 134,6 138,2 1,5 1 107 107 143 146 1,5 1 118,7 16 15,8

124,7 124,7 155,3 – 2,1 1,1 112 112 168 173 2 1 131,4 41 –
124,7 124,7 155,3 – 2,1 1,1 112 112 168 173 2 1 131,4 41 –
124,7 124,7 155,3 – 2,1 1,1 112 112 168 173 2 1 131,4 41 14,5
124,7 124,7 155,3 – 2,1 1,1 112 112 168 173 2 1 131,4 41 14,5

100
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
70  . . ACE、70  . . CE
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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105 130 13 21,6 28,5 1,1 8 000 12 000 0,32 71821 ACD/P4 – –
130 13 21,6 28,5 1,1 9 500 15 000 0,29 71821 ACD/HCP4 – –
130 13 22,9 30 1,18 9 000 14 000 0,32 71821 CD/P4 – –
130 13 22,9 30 1,18 11 000 16 000 0,29 71821 CD/HCP4 – –

145 20 57,2 65,5 2,5 7 500 12 000 0,82 71921 ACD/P4A S H1, L
145 20 57,2 65,5 2,5 9 000 15 000 0,7 71921 ACD/HCP4A S H1, L
145 20 61,8 69,5 2,6 8 500 14 000 0,82 71921 CD/P4A S H1, L
145 20 61,8 69,5 2,6 10 000 16 000 0,7 71921 CD/HCP4A S H1, L

160 26 90,4 93 3,4 7 500 12 000 1,6 7021 ACD/P4A S H1, L
160 26 90,4 93 3,4 9 000 14 000 1,3 7021 ACD/HCP4A S H1, L
160 26 95,6 96,5 3,6 8 000 13 000 1,6 7021 CD/P4A S H1, L
160 26 95,6 96,5 3,6 10 000 15 000 1,3 7021 CD/HCP4A S H1, L

190 36 163 146 5,1 6 700 10 000 3,85 7221 ACD/P4A – –
190 36 163 146 5,1 7 500 12 000 3,15 7221 ACD/HCP4A – –
190 36 172 153 5,3 7 500 12 000 3,85 7221 CD/P4A – –
190 36 172 153 5,3 9 000 14 000 3,15 7221 CD/HCP4A – –

110 140 16 30,2 38 1,46 7 500 12 000 0,51 71822 ACD/P4 – –
140 16 30,2 38 1,46 9 000 14 000 0,45 71822 ACD/HCP4 – –
140 16 31,9 40,5 1,53 8 000 13 000 0,51 71822 CD/P4 – –
140 16 31,9 40,5 1,53 10 000 15 000 0,45 71822 CD/HCP4 – –

150 20 24,7 25,5 0,95 10 000 15 000 0,9 71922 ACB/P4A S L
150 20 24,7 25,5 0,95 12 000 19 000 0,84 71922 ACB/HCP4A S L
150 20 26 27 1 11 000 17 000 0,9 71922 CB/P4A S L
150 20 26 27 1 14 000 22 000 0,84 71922 CB/HCP4A S L

150 20 37,7 32,5 1,18 10 300 16 000 0,83 71922 ACE/P4A S H1, L
150 20 37,7 32,5 1,18 12 300 19 000 0,7 71922 ACE/HCP4A S H1, L
150 20 39,7 34,5 1,25 12 000 18 000 0,83 71922 CE/P4A S H1, L
150 20 39,7 34,5 1,25 14 000 22 000 0,7 71922 CE/HCP4A S H1, L

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 105~110mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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105 113,2 113,2 122 – 1 0,3 109,6 109,6 125,4 128 1 0,3 114,6 4 –
113,2 113,2 122 – 1 0,3 109,6 109,6 125,4 128 1 0,3 114,6 4 –
113,2 113,2 122 – 1 0,3 109,6 109,6 125,4 128 1 0,3 114,6 4 17,4
113,2 113,2 122 – 1 0,3 109,6 109,6 125,4 128 1 0,3 114,6 4 17,4

117,3 117,3 132,7 135,7 1,1 0,6 111 111 139 141 1 0,6 120,6 11 –
117,3 117,3 132,7 135,7 1,1 0,6 111 111 139 141 1 0,6 120,6 11 –
117,3 117,3 132,7 135,7 1,1 0,6 111 111 139 141 1 0,6 120,6 11 16,4
117,3 117,3 132,7 135,7 1,1 0,6 111 111 139 141 1 0,6 120,6 11 16,4

121,9 121,9 143,1 146,8 2 1 114 114 151 155 2 1 125,6 20 –
121,9 121,9 143,1 146,8 2 1 114 114 151 155 2 1 125,6 20 –
121,9 121,9 143,1 146,8 2 1 114 114 151 155 2 1 125,6 20 15,7
121,9 121,9 143,1 146,8 2 1 114 114 151 155 2 1 125,6 20 15,7

131,2 131,2 163,8 – 2,1 1,1 117 117 178 183 2 1 138,4 48 –
131,2 131,2 163,8 – 2,1 1,1 117 117 178 183 2 1 138,4 48 –
131,2 131,2 163,8 – 2,1 1,1 117 117 178 183 2 1 138,4 48 14,5
131,2 131,2 163,8 – 2,1 1,1 117 117 178 183 2 1 138,4 48 14,5

110 119,8 119,8 130,6 – 1 0,3 114,6 114,6 135,4 138 1 0,3 120,9 5,1 –
119,8 119,8 130,6 – 1 0,3 114,6 114,6 135,4 138 1 0,3 120,9 5,1 –
119,8 119,8 130,6 – 1 0,3 114,6 114,6 135,4 138 1 0,3 120,9 5,1 17,2
119,8 119,8 130,6 – 1 0,3 114,6 114,6 135,4 138 1 0,3 120,9 5,1 17,2

124,4 122,5 139 139 1,1 0,6 116 116 144 146,8 1 0,6 125,7 11 –
124,4 122,5 139 139 1,1 0,6 116 116 144 146,8 1 0,6 125,7 11 –
124,4 122,5 139 139 1,1 0,6 116 116 144 146,8 1 0,6 125,7 11 10
124,4 122,5 139 139 1,1 0,6 116 116 144 146,8 1 0,6 125,7 11 10

122,4 119 137,5 140,9 1,1 0,6 116 113,2 144 146,8 1 0,6 125,4 11 –
122,4 119 137,5 140,9 1,1 0,6 116 113,2 144 146,8 1 0,6 125,4 11 –
122,4 119 137,5 140,9 1,1 0,6 116 113,2 144 146,8 1 0,6 125,4 11 8,6
122,4 119 137,5 140,9 1,1 0,6 116 113,2 144 146,8 1 0,6 125,4 11 8,6

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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150 20 58,5 68 2,55 7 500 12 000 0,86 71922 ACD/P4A S H1, L
150 20 58,5 68 2,55 8 500 14 000 0,73 71922 ACD/HCP4A S H1, L
150 20 62,4 72 2,7 8 000 13 000 0,86 71922 CD/P4A S H1, L
150 20 62,4 72 2,7 10 000 16 000 0,73 71922 CD/HCP4A S H1, L

170 28 35,1 34 1,22 9 000 14 000 2,2 7022 ACB/P4A S L
170 28 35,1 34 1,22 11 000 16 000 2,1 7022 ACB/HCP4A S L
170 28 37,1 36 1,29 10 000 16 000 2,2 7022 CB/P4A S L
170 28 37,1 36 1,29 12 000 19 000 2,1 7022 CB/HCP4A S L

170 28 44,9 42,5 1,53 10 000 15 500 2,1 7022 ACE/P4A S H1, L, L1
170 28 44,9 42,5 1,53 11 500 17 500 1,95 7022 ACE/HCP4A S H1, L, L1
170 28 47,5 45 1,6 10 900 17 000 2,1 7022 CE/P4A S H1, L, L1
170 28 47,5 45 1,6 12 700 20 000 1,95 7022 CE/HCP4A S H1, L, L1

170 28 104 104 3,75 7 000 11 000 1,95 7022 ACD/P4A S H1, L
170 28 104 104 3,75 8 500 13 000 1,65 7022 ACD/HCP4A S H1, L
170 28 111 108 3,9 7 500 12 000 1,95 7022 CD/P4A S H1, L
170 28 111 108 3,9 9 500 14 000 1,65 7022 CD/HCP4A S H1, L

200 38 168 160 5,4 6 700 10 000 4,65 7222 ACD/P4A – –
200 38 168 160 5,4 7 500 12 000 3,85 7222 ACD/HCP4A – –
200 38 178 166 5,6 7 000 11 000 4,65 7222 CD/P4A – –
200 38 178 166 5,6 8 500 13 000 3,85 7222 CD/HCP4A – –

120 150 16 31,2 42,5 1,53 6 700 11 000 0,55 71824 ACD/P4 – –
150 16 31,2 42,5 1,53 8 000 13 000 0,49 71824 ACD/HCP4 – –
150 16 33,2 45 1,63 7 500 12 000 0,55 71824 CD/P4 – –
150 16 33,2 45 1,63 9 000 14 000 0,49 71824 CD/HCP4 – –

165 22 25,5 28,5 1,02 9 000 14 000 1,25 71924 ACB/P4A S L
165 22 25,5 28,5 1,02 11 000 17 000 1,2 71924 ACB/HCP4A S L
165 22 27 30,5 1,08 10 000 16 000 1,25 71924 CB/P4A S L
165 22 27 30,5 1,08 12 000 20 000 1,2 71924 CB/HCP4A S L

110
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 110~120mm

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –
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122,3 122,3 137,7 140,6 1,1 0,6 116 116 144 146 1 0,6 125,6 11 –
122,3 122,3 137,7 140,6 1,1 0,6 116 116 144 146 1 0,6 125,6 11 –
122,3 122,3 137,7 140,6 1,1 0,6 116 116 144 146 1 0,6 125,6 11 16,5
122,3 122,3 137,7 140,6 1,1 0,6 116 116 144 146 1 0,6 125,6 11 16,5

133,2 130,5 151,9 151,9 2 1 119 119 161 165,4 2 1 134,6 22 –
133,2 130,5 151,9 151,9 2 1 119 119 161 165,4 2 1 134,6 22 –
133,2 130,5 151,9 151,9 2 1 119 119 161 165,4 2 1 134,6 22 9,7
133,2 130,5 151,9 151,9 2 1 119 119 161 165,4 2 1 134,6 22 9,7

132,4 129,2 152,2 152,2 2 1 118,8 118,8 161,2 164,4 2 1 135,4 23 –
132,4 129,2 152,2 152,2 2 1 118,8 118,8 161,2 164,4 2 1 135,4 23 –
132,4 129,2 152,2 152,2 2 1 118,8 118,8 161,2 164,4 2 1 135,4 23 9,6
132,4 129,2 152,2 152,2 2 1 118,8 118,8 161,2 164,4 2 1 135,4 23 9,6

128,5 128,5 151,5 155,2 2 1 119 119 161 165 2 1 132,6 26 –
128,5 128,5 151,5 155,2 2 1 119 119 161 165 2 1 132,6 26 –
128,5 128,5 151,5 155,2 2 1 119 119 161 165 2 1 132,6 26 15,5
128,5 128,5 151,5 155,2 2 1 119 119 161 165 2 1 132,6 26 15,5

138,7 138,7 171,3 – 2,1 1,1 122 122 188 193 2 1 145,9 54 –
138,7 138,7 171,3 – 2,1 1,1 122 122 188 193 2 1 145,9 54 –
138,7 138,7 171,3 – 2,1 1,1 122 122 188 193 2 1 145,9 54 14,7
138,7 138,7 171,3 – 2,1 1,1 122 122 188 193 2 1 145,9 54 14,7

120 129,8 129,8 140,6 – 1 0,3 124,6 124,6 145,4 148 1 0,3 130,9 5,5 –
129,8 129,8 140,6 – 1 0,3 124,6 124,6 145,4 148 1 0,3 130,9 5,5 –
129,8 129,8 140,6 – 1 0,3 124,6 124,6 145,4 148 1 0,3 130,9 5,5 17,3
129,8 129,8 140,6 – 1 0,3 124,6 124,6 145,4 148 1 0,3 130,9 5,5 17,3

136,9 135 151,9 151,9 1,1 0,6 126 126 159 161,8 1 0,6 138,2 14 –
136,9 135 151,9 151,9 1,1 0,6 126 126 159 161,8 1 0,6 138,2 14 –
136,9 135 151,9 151,9 1,1 0,6 126 126 159 161,8 1 0,6 138,2 14 10
136,9 135 151,9 151,9 1,1 0,6 126 126 159 161,8 1 0,6 138,2 14 10

110
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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165 22 44,9 38 1,32 9 500 15 000 1,1 71924 ACE/P4A S H1, L
165 22 44,9 38 1,32 11 500 17 500 0,93 71924 ACE/HCP4A S H1, L
165 22 47,5 40,5 1,4 11 200 16 000 1,1 71924 CE/P4A S H1, L
165 22 47,5 40,5 1,4 12 700 19 000 0,93 71924 CE/HCP4A S H1, L

165 22 72,8 86,5 3,05 7 000 11 000 1,15 71924 ACD/P4A S H1, L
165 22 72,8 86,5 3,05 8 000 13 000 0,99 71924 ACD/HCP4A S H1, L
165 22 78 91,5 3,25 7 500 12 000 1,15 71924 CD/P4A S H1, L
165 22 78 91,5 3,25 9 000 14 000 0,99 71924 CD/HCP4A S H1, L

180 28 35,8 36,5 1,27 8 500 13 000 2,35 7024 ACB/P4A S L
180 28 35,8 36,5 1,27 10 000 15 000 2,25 7024 ACB/HCP4A S L
180 28 37,7 39 1,34 9 500 14 000 2,35 7024 CB/P4A S L
180 28 37,7 39 1,34 11 000 17 000 2,25 7024 CB/HCP4A S L

180 28 54 52 1,8 8 300 13 000 2,15 7024 ACE/P4A S H1, L, L1
180 28 54 52 1,8 10 000 15 500 1,95 7024 ACE/HCP4A S H1, L, L1
180 28 57,2 55 1,9 9 300 14 500 2,15 7024 CE/P4A S H1, L, L1
180 28 57,2 55 1,9 11 200 17 500 1,95 7024 CE/HCP4A S H1, L, L1

180 28 111 116 4 6 700 10 000 2,15 7024 ACD/P4A S H1, L
180 28 111 116 4 8 000 12 000 1,75 7024 ACD/HCP4A S H1, L
180 28 114 122 4,25 7 000 11 000 2,15 7024 CD/P4A S H1, L
180 28 114 122 4,25 8 500 13 000 1,75 7024 CD/HCP4A S H1, L

215 40 190 183 6 6 000 9 000 5,4 7224 ACD/P4A – –
215 40 190 183 6 7 000 11 000 4,4 7224 ACD/HCP4A – –
215 40 199 193 6,3 6 700 10 000 5,4 7224 CD/P4A – –
215 40 199 193 6,3 8 000 12 000 4,4 7224 CD/HCP4A – –

130 165 18 36,4 50 1,76 6 300 9 500 0,77 71826 ACD/P4 – –
165 18 36,4 50 1,76 7 500 12 000 0,7 71826 ACD/HCP4 – –
165 18 39 53 1,86 7 000 11 000 0,77 71826 CD/P4 – –
165 18 39 53 1,86 8 500 13 000 0,7 71826 CD/HCP4 – –

120
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 120~130mm

r3
r4

r1 r3

r1

r4r2

r2

d1d2

r1

r1
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r4r2

r2r2

D1D d
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r1

r4r2

r2r2

D1  D2  

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1

ACD、CD ACB、CB 719  . . ACE、
719  . . CE

70  . . ACE、
70  . . CE

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

250



134 130,2 151 154,4 1,1 0,6 126 123,2 159 161,8 1 0,6 137,4 15 –
134 130,2 151 154,4 1,1 0,6 126 123,2 159 161,8 1 0,6 137,4 15 –
134 130,2 151 154,4 1,1 0,6 126 123,2 159 161,8 1 0,6 137,4 15 8,5
134 130,2 151 154,4 1,1 0,6 126 123,2 159 161,8 1 0,6 137,4 15 8,5

133,9 133,9 151,1 154,1 1,1 0,6 126 126 159 161 1 0,6 137,6 15 –
133,9 133,9 151,1 154,1 1,1 0,6 126 126 159 161 1 0,6 137,6 15 –
133,9 133,9 151,1 154,1 1,1 0,6 126 126 159 161 1 0,6 137,6 15 16,5
133,9 133,9 151,1 154,1 1,1 0,6 126 126 159 161 1 0,6 137,6 15 16,5

143,2 140,8 161,9 161,9 2 1 129 129 171 175,4 2 1 144,7 24 –
143,2 140,8 161,9 161,9 2 1 129 129 171 175,4 2 1 144,7 24 –
143,2 140,8 161,9 161,9 2 1 129 129 171 175,4 2 1 144,7 24 9,8
143,2 140,8 161,9 161,9 2 1 129 129 171 175,4 2 1 144,7 24 9,8

141,4 137,8 163,2 163,2 2 1 128,8 128,8 171,2 174,4 2 1 144,9 28 –
141,4 137,8 163,2 163,2 2 1 128,8 128,8 171,2 174,4 2 1 144,9 28 –
141,4 137,8 163,2 163,2 2 1 128,8 128,8 171,2 174,4 2 1 144,9 28 9,6
141,4 137,8 163,2 163,2 2 1 128,8 128,8 171,2 174,4 2 1 144,9 28 9,6

138,5 138,5 161,5 165,1 2 1 129 129 171 175 2 1 142,6 27 –
138,5 138,5 161,5 165,1 2 1 129 129 171 175 2 1 142,6 27 –
138,5 138,5 161,5 165,1 2 1 129 129 171 175 2 1 142,6 27 15,7
138,5 138,5 161,5 165,1 2 1 129 129 171 175 2 1 142,6 27 15,7

150,3 150,3 186,7 – 2,1 1,1 132 132 203 208 2 1 158,2 69 –
150,3 150,3 186,7 – 2,1 1,1 132 132 203 208 2 1 158,2 69 –
150,3 150,3 186,7 – 2,1 1,1 132 132 203 208 2 1 158,2 69 14,6
150,3 150,3 186,7 – 2,1 1,1 132 132 203 208 2 1 158,2 69 14,6

130 141,8 141,8 153,2 – 1,1 0,6 136 136 159 161,8 1 0,6 144 9,3 –
141,8 141,8 153,2 – 1,1 0,6 136 136 159 161,8 1 0,6 144 9,3 –
141,8 141,8 153,2 – 1,1 0,6 136 136 159 161,8 1 0,6 144 9,3 17,3
141,8 141,8 153,2 – 1,1 0,6 136 136 159 161,8 1 0,6 144 9,3 17,3

120
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

ACD、CD、ACB、CB、
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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180 24 87,1 102 3,45 6 700 10 000 1,55 71926 ACD/P4A S H1, L
180 24 87,1 102 3,45 7 500 12 000 1,3 71926 ACD/HCP4A S H1, L
180 24 92,3 108 3,65 7 000 11 000 1,55 71926 CD/P4A S H1, L
180 24 92,3 108 3,65 8 500 13 000 1,3 71926 CD/HCP4A S H1, L

200 33 140 150 4,9 6 000 9 000 3,25 7026 ACD/P4A S H1, L
200 33 140 150 4,9 7 500 12 000 2,65 7026 ACD/HCP4A S H1, L
200 33 148 156 5,2 7 000 10 000 3,25 7026 CD/P4A S H1, L
200 33 148 156 5,2 8 000 13 000 2,65 7026 CD/HCP4A S H1, L

230 40 203 212 6,7 5 600 8 500 6,35 7226 ACD/P4A – –
230 40 203 212 6,7 6 700 10 000 5,2 7226 ACD/HCP4A – –
230 40 216 224 6,95 6 300 9 500 6,35 7226 CD/P4A – –
230 40 216 224 6,95 7 500 11 000 5,2 7226 CD/HCP4A – –

140 175 18 42,3 58,5 2 6 000 9 000 0,8 71828 ACD/P4 – –
175 18 42,3 58,5 2 7 000 11 000 0,71 71828 ACD/HCP4 – –
175 18 44,9 62 2,12 6 300 10 000 0,8 71828 CD/P4 – –
175 18 44,9 62 2,12 8 000 12 000 0,71 71828 CD/HCP4 – –

190 24 90,4 110 3,65 6 000 9 000 1,65 71928 ACD/P4A S H1, L
190 24 90,4 110 3,65 7 000 11 000 1,4 71928 ACD/HCP4A S H1, L
190 24 95,6 116 3,9 6 700 10 000 1,65 71928 CD/P4A S H1, L
190 24 95,6 116 3,9 8 000 12 000 1,4 71928 CD/HCP4A S H1, L

210 33 146 156 5,1 5 600 8 500 3,4 7028 ACD/P4A S H1, L
210 33 146 156 5,1 7 000 11 000 2,85 7028 ACD/HCP4A S H1, L
210 33 153 166 5,3 6 700 10 000 3,4 7028 CD/P4A S H1, L
210 33 153 166 5,3 7 500 12 000 2,85 7028 CD/HCP4A S H1, L

250 42 212 228 6,95 5 000 7 500 8,15 7228 ACD/P4A – –
250 42 212 228 6,95 6 000 9 000 6,9 7228 ACD/HCP4A – –
250 42 221 240 7,35 5 600 8 500 8,15 7228 CD/P4A – –
250 42 221 240 7,35 7 000 10 000 6,9 7228 CD/HCP4A – –

130
cont .

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 130~140mm

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

D2  

S . . .1)
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145,4 145,4 164,6 168,3 1,5 0,6 137 137 173 176 1,5 0,6 149,5 20 –
145,4 145,4 164,6 168,3 1,5 0,6 137 137 173 176 1,5 0,6 149,5 20 –
145,4 145,4 164,6 168,3 1,5 0,6 137 137 173 176 1,5 0,6 149,5 20 16,4
145,4 145,4 164,6 168,3 1,5 0,6 137 137 173 176 1,5 0,6 149,5 20 16,4

151,6 151,6 178,4 183,1 2 1 139 139 191 195 2 1 156,4 42 –
151,6 151,6 178,4 183,1 2 1 139 139 191 195 2 1 156,4 42 –
151,6 151,6 178,4 183,1 2 1 139 139 191 195 2 1 156,4 42 15,6
151,6 151,6 178,4 183,1 2 1 139 139 191 195 2 1 156,4 42 15,6

162,8 162,8 199,2 – 3 1,1 144 144 216 223 2,5 1 170,7 72 –
162,8 162,8 199,2 – 3 1,1 144 144 216 223 2,5 1 170,7 72 –
162,8 162,8 199,2 – 3 1,1 144 144 216 223 2,5 1 170,7 72 14,9
162,8 162,8 199,2 – 3 1,1 144 144 216 223 2,5 1 170,7 72 14,9

140 151,3 151,3 163,7 – 1,1 0,6 146 146 169 171,8 1 0,6 153,2 9,9 –
151,3 151,3 163,7 – 1,1 0,6 146 146 169 171,8 1 0,6 153,2 9,9 –
151,3 151,3 163,7 – 1,1 0,6 146 146 169 171,8 1 0,6 153,2 9,9 17,3
151,3 151,3 163,7 – 1,1 0,6 146 146 169 171,8 1 0,6 153,2 9,9 17,3

155,4 155,4 174,6 178,3 1,5 0,6 147 147 183 186 1,5 0,6 159,5 22 –
155,4 155,4 174,6 178,3 1,5 0,6 147 147 183 186 1,5 0,6 159,5 22 –
155,4 155,4 174,6 178,3 1,5 0,6 147 147 183 186 1,5 0,6 159,5 22 16,6
155,4 155,4 174,6 178,3 1,5 0,6 147 147 183 186 1,5 0,6 159,5 22 16,6

161,6 161,6 188,4 193,1 2 1 149 149 201 205 2 1 166,3 45 –
161,6 161,6 188,4 193,1 2 1 149 149 201 205 2 1 166,3 45 –
161,6 161,6 188,4 193,1 2 1 149 149 201 205 2 1 166,3 45 15,8
161,6 161,6 188,4 193,1 2 1 149 149 201 205 2 1 166,3 45 15,8

176,9 176,9 213,2 – 3 1,5 154 154 236 241 2,5 1,5 184,8 84 –
176,9 176,9 213,2 – 3 1,5 154 154 236 241 2,5 1,5 184,8 84 –
176,9 176,9 213,2 – 3 1,5 154 154 236 241 2,5 1,5 184,8 84 15,2
176,9 176,9 213,2 – 3 1,5 154 154 236 241 2,5 1,5 184,8 84 15,2

130
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

253
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150 190 20 48,8 68 2,2 5 300 8 500 1,1 71830 ACD/P4 – –
190 20 48,8 68 2,2 6 300 10 000 0,98 71830 ACD/HCP4 – –
190 20 52 72 2,36 6 000 9 000 1,1 71830 CD/P4 – –
190 20 52 72 2,36 7 000 11 000 0,98 71830 CD/HCP4 – –

210 28 119 140 4,5 5 600 8 500 2,55 71930 ACD/P4A S H1, L
210 28 119 140 4,5 6 700 10 000 2,05 71930 ACD/HCP4A S H1, L
210 28 125 146 4,75 6 300 9 500 2,55 71930 CD/P4A S H1, L
210 28 125 146 4,75 7 500 11 000 2,05 71930 CD/HCP4A S H1, L

225 35 163 180 5,6 5 300 8 000 4,15 7030 ACD/P4A S H1, L
225 35 163 180 5,6 6 700 10 000 3,45 7030 ACD/HCP4A S H1, L
225 35 172 190 5,85 6 000 9 000 4,15 7030 CD/P4A S H1, L
225 35 172 190 5,85 7 000 11 000 3,45 7030 CD/HCP4A S H1, L

160 200 20 50,7 75 2,36 5 000 8 000 1,25 71832 ACD/P4 – –
200 20 50,7 75 2,36 6 000 9 500 1,1 71832 ACD/HCP4 – –
200 20 54 78 2,5 5 600 8 500 1,25 71832 CD/P4 – –
200 20 54 78 2,5 6 700 10 000 1,1 71832 CD/HCP4 – –

220 28 124 153 4,75 5 300 8 000 2,7 71932 ACD/P4A – H1, L
220 28 124 153 4,75 6 300 9 500 2,25 71932 ACD/HCP4A – H1, L
220 28 130 160 5 6 000 9 000 2,7 71932 CD/P4A – H1, L
220 28 130 160 5 7 500 11 000 2,25 71932 CD/HCP4A – H1, L

240 38 182 204 6,2 5 000 7 500 5,15 7032 ACD/P4A – H1, L
240 38 182 204 6,2 6 300 9 500 4,25 7032 ACD/HCP4A – H1, L
240 38 195 216 6,55 5 600 8 500 5,15 7032 CD/P4A – H1, L
240 38 195 216 6,55 6 700 11 000 4,25 7032 CD/HCP4A – H1, L

170 230 28 124 160 4,8 5 000 7 500 2,85 71934 ACD/P4A – H1
230 28 124 160 4,8 6 000 9 000 2,35 71934 ACD/HCP4A – H1
230 28 133 166 5,1 5 600 8 500 2,85 71934 CD/P4A – H1
230 28 133 166 5,1 7 000 10 000 2,35 71934 CD/HCP4A – H1

1)接頭記号はSです。詳細については、シールソリューション(†136ページ)の項を参照してください。
2)解放軸受にのみ適用されます。
3)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 150~170mm

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

D2  

S . . .1)

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量2) 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑2)

シール
ソリュ
ーショ
ン1)

直接オイル
エア潤滑3)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

254



150 163,4 163,4 176,7 – 1,1 0,6 156 156 184 186,8 1 0,6 165,6 13 –
163,4 163,4 176,7 – 1,1 0,6 156 156 184 186,8 1 0,6 165,6 13 –
163,4 163,4 176,7 – 1,1 0,6 156 156 184 186,8 1 0,6 165,6 13 17,3
163,4 163,4 176,7 – 1,1 0,6 156 156 184 186,8 1 0,6 165,6 13 17,3

168,5 168,5 191,5 195,2 2 1 159 159 201 205 2 1 173,5 33 –
168,5 168,5 191,5 195,2 2 1 159 159 201 205 2 1 173,5 33 –
168,5 168,5 191,5 195,2 2 1 159 159 201 205 2 1 173,5 33 16,2
168,5 168,5 191,5 195,2 2 1 159 159 201 205 2 1 173,5 33 16,2

173,1 173,1 201,9 206,6 2,1 1 161 161 214 220 2 1 178,2 54 –
173,1 173,1 201,9 206,6 2,1 1 161 161 214 220 2 1 178,2 54 –
173,1 173,1 201,9 206,6 2,1 1 161 161 214 220 2 1 178,2 54 15,8
173,1 173,1 201,9 206,6 2,1 1 161 161 214 220 2 1 178,2 54 15,8

160 173,4 173,4 186,7 – 1,1 0,6 166 166 194 196,8 1 0,6 175,6 14 –
173,4 173,4 186,7 – 1,1 0,6 166 166 194 196,8 1 0,6 175,6 14 –
173,4 173,4 186,7 – 1,1 0,6 166 166 194 196,8 1 0,6 175,6 14 17,4
173,4 173,4 186,7 – 1,1 0,6 166 166 194 196,8 1 0,6 175,6 14 17,4

178,5 178,5 201,5 – 2 1 169 169 211 215 2 1 183,5 33 –
178,5 178,5 201,5 – 2 1 169 169 211 215 2 1 183,5 33 –
178,5 178,5 201,5 – 2 1 169 169 211 215 2 1 183,5 33 16,4
178,5 178,5 201,5 – 2 1 169 169 211 215 2 1 183,5 33 16,4

184,7 184,7 215,3 – 2,1 1 171 171 229 235 2 1 191,4 66 –
184,7 184,7 215,3 – 2,1 1 171 171 229 235 2 1 191,4 66 –
184,7 184,7 215,3 – 2,1 1 171 171 229 235 2 1 191,4 66 15,8
184,7 184,7 215,3 – 2,1 1 171 171 229 235 2 1 191,4 66 15,8

170 188,5 188,5 211,5 – 2 1 179 179 221 225 2 1 193,5 36 –
188,5 188,5 211,5 – 2 1 179 179 221 225 2 1 193,5 36 –
188,5 188,5 211,5 – 2 1 179 179 221 225 2 1 193,5 36 16,5
188,5 188,5 211,5 – 2 1 179 179 221 225 2 1 193,5 36 16,5

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

255
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260 42 199 232 6,7 4 800 7 000 7 7034 ACD/P4A – H1, L
260 42 199 232 6,7 6 000 9 000 5,95 7034 ACD/HCP4A – H1, L
260 42 212 245 7,1 5 300 8 000 7 7034 CD/P4A – H1, L
260 42 212 245 7,1 6 300 10 000 5,95 7034 CD/HCP4A – H1, L

180 250 33 159 200 5,85 4 800 7 000 4,2 71936 ACD/P4A – H1
250 33 159 200 5,85 5 600 8 500 3,5 71936 ACD/HCP4A – H1
250 33 168 212 6,1 5 300 8 000 4,2 71936 CD/P4A – H1
250 33 168 212 6,1 6 700 9 500 3,5 71936 CD/HCP4A – H1

280 46 229 275 7,65 4 300 6 300 9,1 7036 ACD/P4A – H1, L
280 46 229 275 7,65 5 300 8 000 7,7 7036 ACD/HCP4A – H1, L
280 46 242 290 8,15 5 000 7 500 9,1 7036 CD/P4A – H1, L
280 46 242 290 8,15 6 000 9 000 7,7 7036 CD/HCP4A – H1, L

190 260 33 163 208 5,85 4 500 6 700 4,35 71938 ACD/P4A – H1
260 33 163 208 5,85 5 300 8 000 3,65 71938 ACD/HCP4A – H1
260 33 172 220 6,2 5 000 7 500 4,35 71938 CD/P4A – H1
260 33 172 220 6,2 6 300 9 000 3,65 71938 CD/HCP4A – H1

290 46 234 290 8 4 300 6 300 9,5 7038 ACD/P4A – H1
290 46 234 290 8 5 300 8 000 8,05 7038 ACD/HCP4A – H1
290 46 247 305 8,3 4 800 7 000 9,5 7038 CD/P4A – H1
290 46 247 305 8,3 5 600 9 000 8,05 7038 CD/HCP4A – H1

200 280 38 199 250 6,8 4 300 6 300 6,1 71940 ACD/P4A – H1
280 38 199 250 6,8 5 000 7 500 5,1 71940 ACD/HCP4A – H1
280 38 208 265 7,2 4 800 7 000 6,1 71940 CD/P4A – H1
280 38 208 265 7,2 6 000 8 500 5,1 71940 CD/HCP4A – H1

310 51 281 365 9,8 4 000 6 000 12,5 7040 ACD/P4A – H1
310 51 281 365 9,8 5 000 7 500 10 7040 ACD/HCP4A – H1
310 51 296 390 10,2 4 500 6 700 12,5 7040 CD/P4A – H1
310 51 296 390 10,2 5 300 8 000 10 7040 CD/HCP4A – H1

170
cont .

1)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 170~200mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑1)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

256



198,7 198,7 231,3 – 2,1 1,1 181 181 249 254 2 1 205,8 84 –
198,7 198,7 231,3 – 2,1 1,1 181 181 249 254 2 1 205,8 84 –
198,7 198,7 231,3 – 2,1 1,1 181 181 249 254 2 1 205,8 84 15,9
198,7 198,7 231,3 – 2,1 1,1 181 181 249 254 2 1 205,8 84 15,9

180 201,6 201,6 228,4 – 2 1 189 189 241 245 2 1 207,4 54 –
201,6 201,6 228,4 – 2 1 189 189 241 245 2 1 207,4 54 –
201,6 201,6 228,4 – 2 1 189 189 241 245 2 1 207,4 54 16,3
201,6 201,6 228,4 – 2 1 189 189 241 245 2 1 207,4 54 16,3

211,8 211,8 248,2 – 2,1 1,1 191 191 269 274 2 1 219,7 111 –
211,8 211,8 248,2 – 2,1 1,1 191 191 269 274 2 1 219,7 111 –
211,8 211,8 248,2 – 2,1 1,1 191 191 269 274 2 1 219,7 111 15,7
211,8 211,8 248,2 – 2,1 1,1 191 191 269 274 2 1 219,7 111 15,7

190 211,6 211,6 238,4 – 2 1 199 199 251 255 2 1 217,4 57 –
211,6 211,6 238,4 – 2 1 199 199 251 255 2 1 217,4 57 –
211,6 211,6 238,4 – 2 1 199 199 251 255 2 1 217,4 57 16,4
211,6 211,6 238,4 – 2 1 199 199 251 255 2 1 217,4 57 16,4

221,8 221,8 258,2 – 2,1 1,1 201 201 279 284 2 1 229,7 114 –
221,8 221,8 258,2 – 2,1 1,1 201 201 279 284 2 1 229,7 114 –
221,8 221,8 258,2 – 2,1 1,1 201 201 279 284 2 1 229,7 114 15,9
221,8 221,8 258,2 – 2,1 1,1 201 201 279 284 2 1 229,7 114 15,9

200 224,7 224,7 255,3 – 2,1 1 209 209 271 275 2 1 231,4 81 –
224,7 224,7 255,3 – 2,1 1 209 209 271 275 2 1 231,4 81 –
224,7 224,7 255,3 – 2,1 1 209 209 271 275 2 1 231,4 81 16,3
224,7 224,7 255,3 – 2,1 1 209 209 271 275 2 1 231,4 81 16,3

233,9 233,9 276,1 – 2,1 1,1 211 211 299 304 2 1 243,2 153 –
233,9 233,9 276,1 – 2,1 1,1 211 211 299 304 2 1 243,2 153 –
233,9 233,9 276,1 – 2,1 1,1 211 211 299 304 2 1 243,2 153 15,6
233,9 233,9 276,1 – 2,1 1,1 211 211 299 304 2 1 243,2 153 15,6

170
cont .

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

257
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220 300 38 208 285 7,5 3 800 5 600 6,6 71944 ACD/P4A – L
300 38 208 285 7,5 4 500 6 700 5,55 71944 ACD/HCP4A – L
300 38 221 300 7,8 4 300 6 300 6,6 71944 CD/P4A – L
300 38 221 300 7,8 5 300 7 500 5,55 71944 CD/HCP4A – L

340 56 319 440 11 3 600 5 300 16 7044 ACD/P4A – –
340 56 319 440 11 4 500 6 700 13 7044 ACD/HCP4A – –
340 56 338 455 11,6 4 000 6 000 16 7044 CD/P4A – –
340 56 338 455 11,6 4 800 7 500 13 7044 CD/HCP4A – –

240 320 38 216 305 7,8 3 200 4 800 8,5 71948 ACD/P4A – L
320 38 216 305 7,8 3 800 5 600 6 71948 ACD/HCP4A – L
320 38 229 325 8,15 3 800 5 600 8,5 71948 CD/P4A – L
320 38 229 325 8,15 4 800 6 700 6 71948 CD/HCP4A – L

360 56 325 465 11,4 3 400 5 000 17 7048 ACD/P4A – –
360 56 325 465 11,4 4 300 6 300 14 7048 ACD/HCP4A – –
360 56 345 490 12 3 800 5 600 17 7048 CD/P4A – –
360 56 345 490 12 4 500 7 000 14 7048 CD/HCP4A – –

260 360 46 265 400 9,65 2 800 4 300 12 71952 ACD/P4A – L
360 46 265 400 9,65 3 600 5 300 10,5 71952 ACD/HCP4A – L
360 46 281 425 10,2 3 400 5 000 12 71952 CD/P4A – L
360 46 281 425 10,2 4 300 6 000 10,5 71952 CD/HCP4A – L

400 65 397 600 14 3 000 4 500 25,5 7052 ACD/P4A – –
400 65 416 630 14,6 3 400 5 300 25,5 7052 CD/P4A – –

280 380 46 276 430 10 2 600 4 000 13 71956 ACD/P4A – –
380 46 276 430 10 3 200 4 800 11 71956 ACD/HCP4A – –
380 46 291 455 10,6 3 200 4 800 13 71956 CD/P4A – –
380 46 291 455 10,6 4 000 5 600 11 71956 CD/HCP4A – –

300 420 56 351 560 12,7 2 200 3 400 23 71960 ACDMA/P4A – –
420 56 351 560 12,7 2 600 4 000 19,5 71960 ACDMA/HCP4A – –
420 56 371 600 13,4 3 000 4 500 23 71960 CDMA/P4A – –
420 56 371 600 13,4 3 800 5 300 19,5 71960 CDMA/HCP4A – –

1)接尾記号は、H、H1、LまたはL1です。詳細については直接オイルエア潤滑(†136ページ)の項を参照してください。

2.1アンギュラ玉軸受
d 220~300mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑1)動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

258



220 244,7 244,7 275,3 – 2,1 1 231 231 289 295 2 1 251,4 84 –
244,7 244,7 275,3 – 2,1 1 231 231 289 295 2 1 251,4 84 –
244,7 244,7 275,3 – 2,1 1 231 231 289 295 2 1 251,4 84 16,5
244,7 244,7 275,3 – 2,1 1 231 231 289 295 2 1 251,4 84 16,5

257 257 303 – 3 1,5 233 233 327 334 2,5 1,5 267,1 201 –
257 257 303 – 3 1,5 233 233 327 334 2,5 1,5 267,1 201 –
257 257 303 – 3 1,5 233 233 327 334 2,5 1,5 267,1 201 15,6
257 257 303 – 3 1,5 233 233 327 334 2,5 1,5 267,1 201 15,6

240 264,7 264,7 295,3 – 2,1 1 251 251 309 315 2 1 271,4 93 –
264,7 264,7 295,3 – 2,1 1 251 251 309 315 2 1 271,4 93 –
264,7 264,7 295,3 – 2,1 1 251 251 309 315 2 1 271,4 93 16,7
264,7 264,7 295,3 – 2,1 1 251 251 309 315 2 1 271,4 93 16,7

277 277 323 – 3 1,5 253 253 347 354 2,5 1,5 287 216 –
277 277 323 – 3 1,5 253 253 347 354 2,5 1,5 287 216 –
277 277 323 – 3 1,5 253 253 347 354 2,5 1,5 287 216 15,8
277 277 323 – 3 1,5 253 253 347 354 2,5 1,5 287 216 15,8

260 291,8 291,8 328,2 – 2,1 1,1 271 271 349 354 2 1 299,7 150 –
291,8 291,8 328,2 – 2,1 1,1 271 271 349 354 2 1 299,7 150 –
291,8 291,8 328,2 – 2,1 1,1 271 271 349 354 2 1 299,7 150 16,5
291,8 291,8 328,2 – 2,1 1,1 271 271 349 354 2 1 299,7 150 16,5

303,2 303,2 356,8 – 4 1,5 275 275 385 393 3 1,5 315 324 –
303,2 303,2 356,8 – 4 1,5 275 275 385 393 3 1,5 315 324 15,7

280 311,8 311,8 348,2 – 2,1 1,1 291 291 369 374 2 1 319,7 159 –
311,8 311,8 348,2 – 2,1 1,1 291 291 369 374 2 1 319,7 159 –
311,8 311,8 348,2 – 2,1 1,1 291 291 369 374 2 1 319,7 159 16,7
311,8 311,8 348,2 – 2,1 1,1 291 291 369 374 2 1 319,7 159 16,7

300 337 337 383 – 3 1,1 313 313 405 414 2,5 1 347 265 –
337 337 383 – 3 1,1 313 313 405 414 2,5 1 347 265 –
337 337 383 – 3 1,1 313 313 405 414 2,5 1 347 265 16,3
337 337 383 – 3 1,1 313 313 405 414 2,5 1 347 265 16,3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –

259
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320 440 56 351 585 12,9 2 200 3 400 24 71964 ACDMA/P4A – –
440 56 351 585 12,9 2 600 4 000 20,5 71964 ACDMA/HCP4A – –
440 56 377 620 13,7 2 600 4 300 24 71964 CDMA/P4A – –
440 56 377 620 13,7 3 600 5 000 20,5 71964 CDMA/HCP4A – –

340 460 56 364 640 13,4 2 000 3 200 25,5 71968 ACDMA/P4A – –
460 56 364 640 13,4 2 400 3 800 21,5 71968 ACDMA/HCP4A – –
460 56 390 670 14,3 2 400 4 000 25,5 71968 CDMA/P4A – –
460 56 390 670 14,3 3 400 4 800 21,5 71968 CDMA/HCP4A – –

360 480 56 371 670 13,7 1 900 3 000 26,5 71972 ACDMA/P4A – –
480 56 371 670 13,7 2 200 3 600 22,5 71972 ACDMA/HCP4A – –
480 56 397 710 14,6 2 400 4 000 26,5 71972 CDMA/P4A – –
480 56 397 710 14,6 3 400 4 800 22,5 71972 CDMA/HCP4A – –

2.1アンギュラ玉軸受
d 320~360mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm kN kN r/min kg – –

d1d2

r1

r1

r3

r1

r4r2

r2r2

D1D d

B

260



320 357 357 403 – 3 1,1 333 333 425 434 2,5 1 367 282 –
357 357 403 – 3 1,1 333 333 425 434 2,5 1 367 282 –
357 357 403 – 3 1,1 333 333 425 434 2,5 1 367 282 16,5
357 357 403 – 3 1,1 333 333 425 434 2,5 1 367 282 16,5

340 377 377 423 – 3 1,1 353 353 445 454 2,5 1 387 294 –
377 377 423 – 3 1,1 353 353 445 454 2,5 1 387 294 –
377 377 423 – 3 1,1 353 353 445 454 2,5 1 387 294 16,6
377 377 423 – 3 1,1 353 353 445 454 2,5 1 387 294 16,6

360 397 397 443 – 3 1,1 373 373 465 474 2,5 1 407 313 –
397 397 443 – 3 1,1 373 373 465 474 2,5 1 407 313 –
397 397 443 – 3 1,1 373 373 465 474 2,5 1 407 313 16,7
397 397 443 – 3 1,1 373 373 465 474 2,5 1 407 313 16,7

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ

Db

ra

ra

dadbDa

rb

ra

r
a

r
a

dn

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 選択可能な特殊仕様 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)
計算係数

グリース
潤滑

オイルエア
潤滑

シール
ソリュ
ーショ
ン

直接オイル
エア潤滑動的 静的

d d1 d2 D1 D2 r1,2 r3,4 da db Da Db ra rb dn Gref f0
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm mm cm3 –
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円筒ころ軸受

内部設計とバリエーション

SKFでは、単列、内輪複列および外輪複列の3
種類の超精密円筒ころ軸受を製造していま
す。これらの軸受は、ハウジング(外輪)に対し
て、シャフト(内輪)のアキシアル方向の変位に
対応できます。また、保持器と円筒ころを組
み付けた軌道輪を、もう一方の軌道輪から分
離することができます。両方の軌道輪に締ま
りばめが必要な荷重条件でも、この軸受は簡
単に脱着することができます。

SKF超精密円筒ころ軸受には、以下のよう
な特徴があります。

• 回転速度性能が優れている
• ラジアル負荷容量が大きい
• 剛性に優れている
• 摩擦が小さい
• 断面高さが小さい

これらの特徴により、SKF超精密円筒ころ軸
受は、大きなラジアル負荷と高速回転に対応
しながら、高い剛性を実現する必要がある工
作機械用スピンドルに特に適しています。

SKF超精密単列円筒ころ軸受は、複列軸受
より高い回転速度性能に対応でき、複列円筒
ころ軸受は重荷重に適しています。

単列円筒ころ軸受

N 10シリーズのSKF超精密単列円筒ころ軸受
(†図1)は、標準で1:12テーパー穴(内径テー
パー記号: K)を備えています。内径のテーパー
穴は、取付け時のすきまや予圧の正確な調整
が可能なため、非常に多く使用されていま
す。この軸受は、内輪にころを案内する2つの
フランジが設けられていますが、外輪にはフ
ランジがありません。この軸受では、潤滑剤
の供給を改善するために、ご要望に応じて外
輪に潤滑穴を設けた軸受も供給可能です。

標準設計軸受

標準設計の単列円筒ころ軸受には、内径
80 mm以下では、ガラス繊維強化なしの転動
体案内PA66保持器(保持器記号: TN)が標準
で装着されています。また、内径85mm以上
では、ガラス繊維強化(保持器記号: TN9)が施
されています。超精密単列円筒ころ軸受は、
ほぼすべての精密アプリケーションに適して
います。

高速設計軸受

高速設計超精密単列円筒ころ軸受の内部形
状と保持器は、高速回転に対応するために最
適化されています。高速設計軸受では、標準
設計軸受よりもころの本数が少なくなってい
ます。高速設計軸受には、ガラス繊維強化
PEEK製保持器(保持器記号: TNHA)、または、
炭素繊維強化PEEK製保持器(保持器記号: 
PHA)を備えています。どちらの保持器も、外
輪案内保持器であり、潤滑効率を最適化し、
高速回転時にも安定した潤滑性能が得られ
るよう設計されています。2つの保持器を比
較すると、より高速性を重視したPHA保持器
の方が、高速回転時に良好な潤滑状態を維持
し、高い性能を発揮します。

TNHA保持器軸受と比較した場合、PHA保
持器軸受は、グリース潤滑で最大30%、オイル
エア潤滑では最大15%の回転数向上を達成し
ています。
剛性よりも高速性能を重視するモーター内
蔵スピンドルの反ツール側等の用途では、ご
要望に応じて、ローラ数を半分にした軸受も
供給可能です。

図1
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内部設計とバリエーション

複列円筒ころ軸受

SKF超精密複列円筒ころ軸受(†図2)は、
NN 30およびNNU 49シリーズを提供していま
す。
両方のシリーズとも、円筒穴タイプと1:12

テーパー穴タイプ(内径テーパー記号: K)を準
備しています。内径のテーパー穴は、取付け
時のすきまや予圧の正確な調整が可能なた
め、円筒穴の軸受よりも多く使用されていま
す。

NN30シリーズ

NN 30シリーズ軸受は、負荷容量、剛性およ
び回転速度の良好なバランスを実現します。
この良好なバランスは、工作機械スピンドル
において、反ツール側の軸受として最適で
す。

NN 30シリーズ軸受は、内輪側にころを案
内するフランジが設置されていますが、外輪
にはフランジがありません。

NNU49シリーズ

断面高さが非常に小さいNNU 49シリーズ軸
受は、NN 30シリーズ軸受より高い剛性を持
ちますが、負荷容量が若干小さくなっていま
す。

NNU49シリーズ軸受は、外輪側にころを案
内するフランジが付いていますが、内輪には
フランジがありません。

NN 30 NNU 49

図2
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円筒ころ軸受

外周油溝と潤滑穴

効率的な潤滑を実現するため、NNU 49シリー
ズの全軸受、および内径d ≥ 140 mmのNN 30 
シリーズ軸受では、外輪に外周油溝と3か所
の潤滑穴が付いています(†図3、油穴記号: 
W33)。
外周油溝と潤滑穴がない軸受の場合、一般

的には、必要最小量のグリースあるいは正確
に計量された少量のオイルまたはオイルエア
のいずれかによって潤滑されます。この場合、
潤滑剤は、軸受の横に配置されたノズルから
供給されます(†図4および軸受寸法表、
294ページ)。
内径d ≤ 130 mmのNN 30シリーズ軸受

(†表1)に外周油溝と潤滑穴が必要な場合、
設計の初期の段階で、供給の可否をSKFにご
確認ください。

図3 図4

表1

NN 30シリーズ外周油溝/潤滑穴寸法W33シリーズ軸受
(d ≤ 130 mm)

内径 寸法
d b K

mm mm

50 3,7 2
55 3,7 2
60 3,7 2

65 3,7 2
70 5,5 3
75 5,5 3

80 5,5 3
85 5,5 3
90 5,5 3

95 5,5 3
100 5,5 3
105 5,5 3

110 5,5 3
120 5,5 3
130 8,3 4,5

K

b
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内部設計とバリエーション

内輪軌道輪研削取り代付き軸受

極めて高かい回転精度が求められる場合、
NNU 49シリーズ軸受の内輪をシャフトに取付
けた後、内輪軌道面と他のシャフト外径を1回
の作業で仕上研削することを推奨します。
このアプリケーション用には、内輪軌道輪
にテーパー穴と仕上げ研削取り代を設けた
NNU 49シリーズ軸受(接尾記号: VU001)を供
給可能です。仕上げ研削取り代(許容量)は内
輪内径によって異なり、表2に記載されていま
す。

保持器

SKF超精密単列円筒ころ軸受では、以下のよ
うな保持器が設定されています。

 • PA66保持器、ウインドウタイプ、転動体案
内:保持器記号TN
• ガラス繊維強化PA66保持器、ウインドウタ
イプ、転動体案内:保持器記号TN9
• ガラス繊維強化PEEK製保持器、ウインドウ
タイプ、外輪案内:保持器記号TNHA
• 炭素繊維強化PEEK製保持器、ウインドウタ
イプ、外輪案内:保持器記号PHA

SKF超精密複列円筒ころ軸受では、デザイン、
シリーズおよびサイズに応じて、以下の保持
器を標準設定しています。

• 分離型PA66保持器、ウインドウタイプ、転
動体案内:保持器記号TN
• 分離型ガラス繊維強化PA66保持器、ウイン
ドウタイプ、転動体案内:保持器記号TN9
• 一体型または分離型黄銅製もみぬき保持
器、くし形、転動体案内:保持器記号省略

保持器の適合性に関する情報は、保持器材
質(†55ページ)を参照してください。

表2

NNU 49..K/VU001軸受の内輪軌道の仕上げ研削取り代

内径 研削取り代
d
超 以下

mm mm

– 110 0,2
110 360 0,3
360 – 0,4
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円筒ころ軸受

ハイブリッド軸受

ハイブリッド円筒ころ軸受(ころ材質記号: 
HC5)はN 10シリーズ以外に、ご要望に応じて
NN 30シリーズでも供給可能です。ハイブリッ
ド円筒ころ軸受は、軸受スチール製軌道輪と
軸受グレード窒化ケイ素(セラミック)製のころ
を備えています。セラミックころはスチールこ
ろより軽量で、弾性率が高く、熱膨張係数が
低いため、ハイブリッド軸受には以下のよう
な利点があります。

• 高い剛性
• 優れた高速性能
• 遠心力と慣性力の低減
• 高速回転時に外輪と転動体接触部負荷を
最小化
• 摩擦熱の低減
• 省エネルギー
• 軸受とグリースの寿命延長
• 起動と停止が高速で繰り返される場合に、
転動体滑りによる油膜切れや保持器の損
傷が発生する可能性を低減
• 軸受内部の温度変化の影響を低減
• 予圧のコントロール精度の向上

窒化ケイ素の詳細については、軌道輪および
転動体の材料(†51ページ)を参照してくださ
い。
ハイブリッド軸受の性能を最大限引き出す
ために、SKFでは、外輪案内ウィンドウタイプ
PEEK製保持器(保持器記号: PHA/TNHA)を使
用したハイブリッド単列ころ軸受の使用を推
奨します。軽荷重下でオイルエア潤滑を使用
した場合、これらの軸受は保持器のタイプに
応じて、最大A = 2 200 000 mm/minの回転速
度に到達可能です(†図5、40ページ)。グリー
ス潤滑での、最大回転速度は
A = 1 800 000 mm/minに達します(†図6、
42ページ)。潤滑剤の供給をさらに改善する
オプションとして、ご要望に応じて外輪に潤
滑穴を設けた、N 10シリーズ軸受も供給可能
です。
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軸受のデータ

軸受のデータ

主要寸法 ISO15

精度

詳細情報
(†47ページ)

• 標準精度等級:SP級(†表3、270ページ)
• 要望に応じて、高精度UP級も供給可能(†表4、271ページ)
• 精度等級SPおよびUP向け1:12テーパー穴(†表5、272ページ)

アキシアル方向
変位

一定の制限内で、シャフトのハウジングに対するアキシアル方向変位
に対応します(†軸受寸法表)。運転中のアキシアル方向変位は、軸
受内輪とシャフトまたは、軸受外輪とハウジングの間ではなく、軸受
内部で発生します。そのため、摩擦の増大はほとんどありません。
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円筒ころ軸受

表3

SP級精度

内輪
d Δds,Δdmp

1) 2) Vdp ΔBs VBs Kia Sd
超 以下 上 下 最大 上 下 最大 最大 最大

mm µm µm µm µm µm µm

– 18 0 –5 3 0 –100 5 3 8
18 30 0 –6 3 0 –100 5 3 8
30 50 0 –8 4 0 –120 5 4 8

50 80 0 –9 5 0 –150 6 4 8
80 120 0 –10 5 0 –200 7 5 9
120 180 0 –13 7 0 –250 8 6 10

180 250 0 –15 8 0 –300 10 8 11
250 315 0 –18 9 0 –350 13 10 13
315 400 0 –23 12 0 –400 15 12 15

400 500 0 –28 14 0 –450 25 12 18
500 630 0 –35 18 0 –500 30 15 20
630 800 0 –45 23 0 –750 35 15 23

外輪
D ΔDs,ΔDmp

2) VDp ΔCs、VCs Kea SD
超 以下 上 下 最大 最大 最大

mm µm µm µm µm

30 50 0 –7 4 値は、同一軸受の内輪の
値と同じです。

5 8
50 80 0 –9 5 5 8
80 120 0 –10 5 6 9

120 150 0 –11 6 7 10
150 180 0 –13 7 8 10
180 250 0 –15 8 10 11

250 315 0 –18 9 11 13
315 400 0 –20 10 13 13
400 500 0 –23 12 15 15

500 630 0 –28 14 17 18
630 800 0 –35 18 20 20
800 1 000 0 –50 25 25 30

精度記号と定義†表4、48ページ
1)SP級1:12テーパー穴†表5、272ページ
2)公差ΔdsおよびΔDsは、外径D ≤ 630 mmのNNUタイプ軸受に適用されます。公差ΔdmpおよびΔDmpは外径D>630 mm のNNUタ
イプ軸受と、NおよびNNタイプ軸受に適用されます。
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内部設計とバリエーション

表4

UP級精度

内輪
d Δds

1) Vdp ΔBs VBs Kia Sd
超 以下 上 下 最大 上 下 最大 最大 最大

mm µm µm µm µm µm µm

– 18 0 –4 2 0 –70 1,5 1,5 2
18 30 0 –5 2,5 0 –80 1,5 1,5 3
30 50 0 –6 3 0 –100 2 2 3

50 80 0 –7 3,5 0 –100 3 2 4
80 120 0 –8 4 0 –100 3 3 4
120 180 0 –10 5 0 –100 4 3 5

180 250 0 –12 6 0 –150 5 4 6
250 315 0 –15 8 0 –150 5 4 6
315 400 0 –19 10 0 –150 6 5 7

400 500 0 –23 12 0 –200 7 5 8
500 630 0 –26 13 0 –200 8 6 9
630 800 0 –34 17 0 –200 10 7 11

外輪
D ΔDs VDp ΔCs、VCs Kea SD
超 以下 上 下 最大 最大 最大

mm µm µm µm µm

30 50 0 –5 3 値は、同一軸受の内輪の
値と同じです。

3 2
50 80 0 –6 3 3 2
80 120 0 –7 4 3 3

120 150 0 –8 4 4 3
150 180 0 –9 5 4 3
180 250 0 –10 5 5 4

250 315 0 –12 6 6 4
315 400 0 –14 7 7 5
400 500 0 –17 9 8 5

500 630 0 –20 10 9 6
630 800 0 –25 13 11 7
800 1 000 0 –30 15 12 10

精度記号と定義†表4、48ページ
1)UP級1:12テーパー穴†表5。272ページ
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円筒ころ軸受

表5

SPおよびUP級1:12テーパー穴

内径 SP級精度 UP級精度
d Δdmp Vdp

1) Δd1mp–Δdmp Δdmp Vdp
1) Δd1mp–Δdmp

超 以下 上 下 最大 上 下 上 下 最大 上 下

mm µm µm µm µm µm µm

18 30 +10 0 3 +4 0 +6 0 2,5 +2 0
30 50 +12 0 4 +4 0 +7 0 3 +3 0
50 80 +15 0 5 +5 0 +8 0 3,5 +3 0

80 120 +20 0 5 +6 0 +10 0 4 +4 0
120 180 +25 0 7 +8 0 +12 0 5 +4 0
180 250 +30 0 8 +10 0 +14 0 6 +5 0

250 315 +35 0 9 +12 0 +15 0 8 +6 0
315 400 +40 0 12 +12 0 +17 0 10 +6 0
400 500 +45 0 14 +14 0 +19 0 12 +7 0

500 630 +50 0 18 +15 0 +20 0 13 +11 0
630 800 +65 0 23 +19 0 +22 0 17 +13 0

精度記号と定義†表4、48ページ
1)内径の単一ラジアル平面に適用されます。

d1 d

B

a

B

d + Ddmpd1 + Dd1mp

Dd1mp – Ddmp

2

a

テーパー比1:12の半角

a= 2° 23'9,4"

大径端における理論上の基準径d1
 

1d1 = d + — B
 12
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内部設計とバリエーション

ラジアル内部すきま

精度等級SPで製造されたSKF超精密円筒こ
ろ軸受は、ラジアル内部すきまC1を標準とし
ています。

N 10およびNN 30シリーズ軸受では、取付
け後に最小限の運転すきまや予圧が必要な
場合は、ご要望に応じてラジアルすきまがC1
より小さい軸受も供給可能です。すきまの値
と供給可否に関する情報は、SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。
精度等級SPで製造されたNNU 49シリーズ

等の軸受は、C1すきまより大きなラジアルす
きまで供給することもできます。ご注文時
に、必要なすきまをすきま記号で指定してく
ださい。

 • SPC2: C1より大きいすきま
 • CN: SPC2より大きいすきま(標準すきま)
 • C3: 標準より大きいすきま

ラジアル内部すきまの値は表6 (†274
ページ)に記載されています。これらの値は
ISO5753-1に準拠しており(SPC2以外)、測定
荷重のない、取付けられていない新しい軸受
に適用されます。SPC2のラジアルすきま値は
C2で標準化された値とは異なります。すきま
公差の範囲が狭められるとともに、ラジアル
内部すきまが小さくなっています。
既定のラジアル内部すきまとなるように、
各軸受の内外輪は工場でペアリングされ、同
一製品番号をマーキングしたのち、原則とし
て一つの箱に同梱されます。取付けの前に内
外輪の製品番号が一致していることを確認し
てください。内外輪のペアが異なる場合、ラ
ジアル内部すきまと最終的な組付け性能に
悪影響が出る場合があります。
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円筒ころ軸受

表6

超精密円筒ころ軸受のラジアル内部すきま

内径 ラジアル内部すきま
内径円筒穴軸受 内径テーパー穴軸受

d C1 SPC2 標準 C3 C1 SPC2
超 以下 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大

mm µm µm

24 30 5 15 10 25 20 45 35 60 15 25 25 35
30 40 5 15 12 25 25 50 45 70 15 25 25 40
40 50 5 18 15 30 30 60 50 80 17 30 30 45

50 65 5 20 15 35 40 70 60 90 20 35 35 50
65 80 10 25 20 40 40 75 65 100 25 40 40 60
80 100 10 30 25 45 50 85 75 110 35 55 45 70

100 120 10 30 25 50 50 90 85 125 40 60 50 80
120 140 10 35 30 60 60 105 100 145 45 70 60 90
140 160 10 35 35 65 70 120 115 165 50 75 65 100

160 180 10 40 35 75 75 125 120 170 55 85 75 110
180 200 15 45 40 80 90 145 140 195 60 90 80 120
200 225 15 50 45 90 105 165 160 220 60 95 90 135

225 250 15 50 50 100 110 175 170 235 65 100 100 150
250 280 20 55 55 110 125 195 190 260 75 110 110 165
280 315 20 60 60 120 130 205 200 275 80 120 120 180

315 355 20 65 65 135 145 225 225 305 90 135 135 200
355 400 25 75 75 150 190 280 280 370 100 150 150 225
400 450 25 85 85 170 210 310 310 410 110 170 170 255

450 500 25 95 95 190 220 330 330 440 120 190 190 285
500 560 25 105 105 210 240 360 360 480 130 210 210 315
560 630 25 115 115 230 260 380 380 500 140 230 230 345

630 710 30 130 130 260 260 380 380 500 160 260 260 390
710 800 35 145 145 290 290 425 425 565 180 290 290 435
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ラジアル剛性

取付け済み軸受のラジアル
内部すきまおよび予圧
回転精度と剛性を最適化するために、超精密
円筒ころ軸受は、取付け後にラジアル内部す
きまが最小になっているか、予圧が付加され
ている必要があります。内径テーパー穴円筒
ころ軸受は通常、予圧を付加して取付けられ
ます。
円筒ころ軸受の運転すきまや予圧は、スピ
ンドル/軸受システムの回転数、荷重、剛性、
および潤滑剤によって異なります。軸受取付
け面の形状や精度も、必要なすきまや予圧を
達成するために重要な役割を果たします。運
転すきまの縮小や予圧の増大の恐れがあるた
め、軸受の運転温度と内外輪の温度差も考慮
する必要があります。

ラジアル剛性

ラジアル剛性は、負荷を受けた時の軸受の弾
性変形(たわみ)によって決まり、荷重とたわみ
の比率で表すことができます。たわみと荷重
の関係は直線的ではないため、参考値のみが
提供されます(†表7、276ページ)。この参
考値は、中程度の予圧で取付けられ、中程度
の荷重が付加された軸受に適用されます。
ラジアル剛性のより正確な値は、高度なコ
ンピュータプログラムを使用して算出できま
す。追加情報については、SKFアプリケーショ
ンエンジニアリングサービスにお問い合わせ
いただくか、軸受の剛性(†68ページ)を参照
してください。
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表7

ラジアル静剛性

内径 ラジアル静剛性
N10 NN301) NNU491)

d スチール製ころ セラミック製ころ スチール製
ころ

スチール製
ころTN(9)保持器 TNHA保持器 PHA保持器 TN(9)保持器 TNHA保持器 PHA保持器

mm N/µm N/µm N/µm

25 – – – – – – 640 –
30 – – – – – – 690 –
35 – – – – – – 820 –

40 450 430 390 610 580 510 890 –
45 480 460 410 620 590 530 940 –
50 530 510 460 690 660 590 1040 –

55 620 590 540 810 770 700 1220 –
60 680 650 590 890 850 770 1330 –
65 740 710 650 970 930 840 1450 –

70 810 780 720 1090 1050 950 1610 –
75 820 790 720 1090 1050 960 1610 –
80 920 880 810 1190 1140 1040 1820 –

85 990 950 – 1280 1230 – 1970 –
90 980 940 – 1320 1270 – 2010 –
95 1060 1020 – 1430 1380 – 2190 –

100 1140 1100 – 1540 1490 – 2350 2950
105 1140 1100 – 1540 1490 – 2330 3040
110 1210 1160 – 1600 1540 – 2470 3130

120 1310 1260 – 1730 1670 – 2760 3140
130 – – – – – – 2900 3570
140 – – – – – – 3070 3670

150 – – – – – – 3310 4160
160 – – – – – – 3540 4310
170 – – – – – – 3790 4460

180 – – – – – – 3970 5190
190 – – – – – – 4280 5380
200 – – – – – – 4380 5480

220 – – – – – – 4700 5990
240 – – – – – – 5180 6340
260 – – – – – – 5570 6830
280 – – – – – – 6010 7260

1)d > 280 mmのNN 30およびNNU 49シリーズ軸受については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わ
せください。
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到達可能回転数

等価軸受荷重

動等価軸受荷重は、次式を使用して算出でき
ます。

P=Fr

静等価軸受荷重は、次式を使用して算出でき
ます。

P0=Fr

ここで
P =動等価軸受荷重[kN]
P0=静等価軸受荷重[kN]
Fr=ラジアル荷重[kN]

到達可能回転数

軸受寸法表に記載された到達可能回転数は、
ラジアル内部すきまがほぼゼロに調整された
円筒ころ軸受に基づく参考値です(†到達可
能回転数44ページ)。
運転時ラジアル内部すきま> 0,002 mmまた
は予圧がかかる、あるいは軸受取付け部の精
度が要件を満たさないアプリケーションで
は、定格速度を低減する必要があります(†
シャフトとハウジングの推奨はめあい、シャフ
ト外径/ハウジング内径と軸受取付け端面の
精度、70および75ページ)。

N 10シリーズおよびNN 30シリーズ円筒こ
ろ軸受の予圧と到達可能回転速度は、表8 
に記載された参考値を使用して推定できま
す。NNU 49シリーズ円筒ころ軸受の予圧と到
達可能回転速度については、SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。

表8

N 10およびNN 30シリーズ軸受の予圧と到達可能回転
速度

予圧 回転速度
最小 最大 A=ndm

µm mm/min

0 2 ≤1300000

1 3 ≤1000000

2 5 ≤500000

n =回転数[r/min]
dm=軸受平均径[mm]

=0,5(d+D)
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円筒ころ軸受

設計時の留意事項
すきまや予圧の調整

内径テーパー穴円筒ころ軸受を取付けると
き、ラジアル内部すきまや予圧は、軸受内輪
をテーパーシャフトへのアキシアル方向押込
み量によって決まります。内輪を圧入する位
置がテーパーシャフトの大径寄りであればあ
るほど内輪は膨張して、ラジアル内部すきま
は小さく(予圧は高く)なります。軸受の取付け
時に規定のすきまや予圧を素早く正確に得る
ために、SKFでは、専用ゲージの使用を推奨し
ています(†391ページ)。専用ゲージは、複
数個の軸受を取付ける場合に、軸受毎にアキ
シアル押込み量を計算したりする必要がない
ため、作業性が非常に向上します(†取付
け、280ページ)。
正確なラジアル内部すきまや予圧の設定
が重要でない場合、あるいはSKF専用ゲージ
が手元にない場合でも、必要なアキシアル方
向押込み量を計算で求めることができます。
まず初めに、組立てた軸受をシャフトの基準
点にセットし、ダイヤルインジケーターを外輪
の外側面にセットして、ラジアル内部すきま
を測定します(†取付け前のラジアルすきま
測定による、内径テーパー穴軸受の取付け、
284ページ)。

上記のいずれかの方法を使用して測定した
ラジアル内部すきまから、次式を使用してア
キシアル押込み量を算出できます。

  ec
Ba=———  1000

軸受を間座と向かい合わせて取り付ける場合
(†図5)、間座の幅は、押込み量Baが確保で
きるように調整する必要があります。
肩部が固定されておらず、精密ナットの締
付けで、軸受をテーパーシャフトに押込む場
合の、ナットの締付け角度は次式を使用して
計算できます。

  360ec
a=———–
  1000p

ここで
Ba=アキシアル押込み量[mm]
a =必要なナット締付け角度[°]
c =基準点におけるラジアル内部すきま測

定値
• ＋必要な予圧量[µm](予圧の時)
• －必要なすきま量[µm](すきまの時)
• －調整値[µm](SKFゲージを使用しな
いときのハウジング穴への締まりばめ
量)(†取付け前のラジアルすきま測定
による、内径テーパー穴軸受の取付け)

e =中空シャフトの内外径比と軸受シリーズ
に応じた係数(†図6および表9)

p =ナットねじのピッチ[mm]

超精密円筒ころ軸受の取付け手順について
は、取付け(†280ページ)を参照してくださ
い。

Ba

図5
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設計時の留意事項

計算例

中空シャフトに取付ける複列円筒ころ軸受の
アキシアル押込み量を算出します。
入力データ:

• 軸受NN 3040 K/SPW33
• 残存ラジアル内部すきま測定値 = 10 µm
• 必要予圧 = 2 µm
• シャフト平均径dom = 203 mm
• 中空シャフトの内径di = 140 mm 

表9から、e = 18(di /dom =140/203 = 0,69のと
き)

c = 10 + 2 = 12 µmにより

  18¥12
Ba=————=0,216mm
  1000

di

dom

図6 表9

係数e

中空シャフト径比 軸受タイプによる係数e
di/dom N10K、NN30K NNU49K
超 以下  

– 0,2 12,5 12
0,2 0,3 14,5 13
0,3 0,4 15 14

0,4 0,5 16 15
0,5 0,6 17 18
0,6 0,7 18 17
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円筒ころ軸受

軸受両側の空間

樹脂保持器(保持器記号:TN、TN9、TNHA、
PHA)を使用したN 10およびNN 30シリーズ軸
受が、ハウジングに対する軸のアキシアル方
向変位に確実に対応できるよう、軸受の両側
には空間を確保する必要があります(†
図7)。この空間は、保持器が隣接する構成部
品と接触して損傷することを防止します。この
空間の最小幅は

Ca=1,3s

ここで
Ca=空間の最小幅[mm]
s =1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する

通常位置からのアキシアル方向変位の許
容値[mm](†軸受寸法表)

s

Ca

Ca

図7

アキシアル方向押込み量

図8

取付け

必要なラジアル内部すきまを達成するため
に、各軸受のリングは工場でペアリングされ、
同一の識別番号が付けられて、通常は単一の
箱に同梱されます。取付けの前に両方のリン
グの番号が一致していることを確認してくだ
さい。内外輪のペアが異なる場合、ラジアル
内部すきまと最終的な組付け性能に悪影響
が出る場合があります。
内径テーパー穴超精密円筒ころ軸受を取付
ける際には、ラジアル内部すきまや予圧を正
確に調整する必要があります。この調整は、
テーパーシャフトに内輪を圧入することによっ
て行います(†図8)。圧入により内輪が膨張
し、取付けた軸受の内部すきまや予圧が決定
されます。適切に取り付けるためには、ころ
セットの内接円径または外接円径を正確に測
定する必要があります。GB 30およびGB 10  
(†図9)またはGB 49(†図10)シリーズのSKF
内部すきまゲージによって、簡単で正確な測
定が可能になります。内部すきまゲージの詳
細情報は、各種専用ゲージ(†391ページ)を
参照してください。

GB 30シリーズの内部すきまゲージを使用
してNN 30 Kシリーズ円筒ころ軸受を取付ける
方法を、以下に説明します。GB 10またはGB  
30シリーズの内部すきまゲージを使用して
N 10 Kシリーズ円筒ころ軸受を取付ける場合
にも、同じ手順が適用されます。GB 49シリー
ズの内部すきまゲージを使用してNNU 49 K 
シリーズ円筒ころ軸受を取り付ける場合に
も、同様の手順が適用されます。
内部すきまゲージを使用せずに取付ける場
合は、測定精度がそのアプリケーションに
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取付け

図9

GB 3006 … GB 3020
GB 1010 … GB 1020

GB 3021 … GB 3068

図10

GB 4920 …GB 4938 GB 4940 …GB 4960

281

3



円筒ころ軸受

要求されるすきま/予圧調整値を十分満たし
ているか確認してください。

GB30シリーズの内部すきまゲージの使
用によるNN30Kシリーズ軸受の取付け

NN 30 Kシリーズ軸受の取付けには、GB 30内
部すきまゲージ(†400ページ)、内径シリン
ダーゲージおよび適切な油圧工具を使用し
て、軸受をシャフトに圧入することを推奨しま
す。オイルインジェクションに関する措置は、
取外しの際に役に立ちます(†取付けおよび
取外しの準備、88ページ)。一般的な取付け
手順は、以下の通りです。

1 外輪の取付け
– ハウジングを適切な温度まで加熱して、
外輪を所定の位置に装着します。

2 ゲージの準備
– ハウジングと外輪を室温まで冷却しま
す。内径シリンダーゲージを軌道径に
セットし、インジケーターをゼロに設定し
ます(†図11)。
– ゼロ合わせを行ったシリンダーゲージ
を、GB 30ゲージの測定位置中心にセット
します(†図12)。シリンダーゲージが0
-補正値(GB 30取扱説明書に記載)を示
すまで、GB 30ゲージの調整ネジを使用
して調整します(作業終了までシリンダー
ゲージのインジケーターは動かさないで
ください)。
– GB 30ゲージの調整ネジを使用して、希
望の予圧量分GB30ゲージの内径を広げ
るか、あるいは、希望のすきま量分GB30
ゲージの内径を狭めます(調整する量は、
シリンダーゲージのインジケーターで読
み取ります)。次に、GB 30ゲージのイン
ジケーターをゼロに設定します。取付け
作業中、GB30ゲージインジケーターの
設定値(ゼロ)を動かさなでください。

3 内輪の取付け(仮組付け)
– シャフトの軸受取付け面に低粘度の油を
薄く塗布し、軸受内径穴テーパー面が
シャフトと十分に接触するまで、軸受を
挿入します。
– 調整ネジを使用して、GB 30ゲージを拡
げ、内輪のころ列上にセットし、調整ネジ
を解除して、ゲージをころ列の外周と接
触させます(†図13)。

 – GB30ゲージのインジケーターがゼロを
示すまで、内輪(ころ、保持器アセンブリ)
をGB30ゲージと一緒にアキシアル方向
に押込みます。GB30ゲージのインジ
ケーターがゼロを示した位置で、希望の
予圧またはすきまに対する内輪の正しい
位置となっています。
– 調整ネジを使用してGB30ゲージを拡
げ、ころ、保持器アセンブリからゲージを
取外します(取外し後は必ず調整ネジを
解除してください)。

4 内輪の取付け(本付け)
– ブロックゲージを使用して、軸受側面と
軸肩部の間の距離を測定します(†
図14)。円周上の複数の位置で測定し、
測定値のバラツキをチェックします。それ
ぞれの測定値の差は3~4 µmを上回って
はいけません。
– 予備加工された間座を測定した幅に研
削します。
– 一旦内輪を取外して、間座を取付け、再
度内輪を間座に密着するまで押込みま
す。
– 前述のように、調整ネジを使用して、GB 
30ゲージを拡げ、GB30ゲージを内輪の
ころ列上にセットします。調整ネジを解
除します。GB30ゲージのインジケーター
が再度ゼロを示せば、内輪は正しく取り
付けられています。調整ネジを使用して
GB30ゲージを拡げ、ころ、保持器アセン
ブリからゲージを取外します。
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取付け

図11

図13

図12

図14
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円筒ころ軸受

取付け前のラジアルすきま測定による、
内径テーパー穴軸受の取付け

正確なラジアル内部すきまや予圧の設定が
重要でない場合、あるいはSKF専用ゲージが
手元にない場合でも、必要なアキシアル方向
押込み量を計算で求めることができます。ま
ず初めに、組み立てた軸受をシャフトの基準
点にセットし、ダイヤルインジケーターを外輪
の外側面にセットして、ラジアル内部すきま
を測定します。この方法では、外輪とハウジ
ングの締まりばめによる、外輪軌道径の縮小
(ラジアルすきまの減少)は考慮されていませ
ん。外輪軌道径の縮小分を補正するために、
外輪軌道径は外径締まりばめ径の80%縮小す
ると仮定します。作業手順は下記のとおりで
す。

1 内輪の取付け(仮組付け)
– シャフトの軸受取付け面に低粘度の油を
薄く塗布し、軸受内径穴テーパー面が
シャフトと十分に接触するまで、軸受を
挿入します。
– この時、外輪ところの間にはすきまがな
ければなりません。
– 呼び径の小さい軸受では、取り付け前の
ラジアル内部すきまが15 µm程度である
場合もあります。0,1 mmのアキシアル方
向押込みによって、ラジアルすきまは最
大8 µm減少しますので注意してくださ
い。

2 取付け前内部ラジアルすきまの測定
– 軸受側面をガイドできる大きさの円盤を
軸受側面と押込み治具の間にセットしま
す。円盤はすきまの測定時に外輪側面を
案内するために必要ですので、軸受内輪
側面と平行でなければなりません(†
図15)。
– ラジアルすきまを測定するために、ダイ
ヤルインジケーターを外輪に当て、イン
ジケーターを0にセットします。
– 円盤で案内しながら外輪を上下に動かし
て、変位量を測定します。測定されたこ
の変位量が、取付け前の軸受のラジアル
すきまです。
– 測定の際、外輪には大きな力を加えない
でください。外輪の弾性変形によって測
定誤差が発生する可能性があります。

3 必要なアキシアル押込み距離Ba(†すきま
や予圧の調整、278ページ)を算出します。
その際に、外輪の締まりばめがある場合
は、その量を考慮してください。

4 間座幅の算出
– 軸受内輪側面とシャフト肩部の間の距離
Lを測定します(†図15)。円周上の複数
の位置で測定し、測定値のバラツキを
チェックします。それぞれの測定値の差
は3~4 µmを上回ってはいけません。
– 次式を使用して、間座の幅を計算しま
す。

B=L–Ba

ここで
B =間座の幅
L =軸受内輪と肩部の間の平均測定距

離
Ba=所望のすきま、または予圧を達成す

るために必要なアキシアル押込み
距離(†すきまや予圧の調整、278
ページ)

L

図15
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取付け

図16

5 軸受の取付け(本組付け)
– 予備加工された間座を前項で算出した
幅に研削します。
– 一旦軸受を取外して、間座を取付け、再
度内輪を間座に密着するまで押込みま
す。
– 適切な固定装置を使用して、内輪を固定
します。
– ハウジングを必要な温度まで加熱し、外
輪を取付けます。

オイルインジェクション法を使用した
脱着

大径軸受を使用する場合は特に、設計段階
で、軸受の脱着を容易にする、あるいは軸受
の脱着を可能にする対策を施す必要がありま
す。
内径d > 80 mmの超精密円筒ころ軸受の場
合、オイルインジェクション法を推奨します。
オイルインジェクション法では、高圧のオイル
が、油圧経路と円周溝を通って、軸受と軸受
取付け面の間に供給され、油膜を形成します
(†図16)。この油膜は、合せ面を分離してそ
の間の摩擦を大幅に削減し、軸受やスピンド
ルシャフトの損傷リスクをほとんどなくしま
す。この方法は一般に、テーパー軸に軸受を
直接脱着する際に使用されます。内径円筒穴
軸受の場合、オイルインジェクション法は取
外し時にのみ使用されます。
オイルインジェクション法を適用するに
は、シャフトに油圧経路と溝がなければなり
ません(†取付けおよび取外しの準備、88 
ページ)。
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円筒ころ軸受

呼び番号システム

軸受のデザイン

N 単列円筒ころ軸受
NN 複列円筒ころ軸受
NNU 複列円筒ころ軸受

寸法系列

10 ISO寸法系列10シリーズに準拠
30 ISO寸法系列30シリーズに準拠
49 ISO寸法系列49シリーズに準拠

軸受サイズ

05 内径寸法(x5)25mm~

92 (x5)460mm内径
/500
以上 内径コードなし[mm]

内部設計および内径穴形状

– 円筒穴(内径記号なし)
B 内部設計記号
K 内径テーパー穴、1:12テーパー

保持器

– 黄銅製もみぬき保持器、転動体案内(保持器記号なし)
PHA 炭素繊維強化PEEK製保持器、外輪案内
TN PA66保持器、転動体案内
TN9 ガラス繊維強化PA66保持器、転動体案内
TNHA ガラス繊維強化PEEK製保持器、外輪案内

ころ材料

– 炭素クロム鋼(ころ材質記号なし)
HC5 軸受等級窒化ケイ素Si3N4製ころ(ハイブリッド軸受)

精度等級および内部すきま

SP ISO精度等級4級に準拠した寸法精度、ISO精度等級5級を上回る回転精度
UP ISO精度等級4級に準拠した寸法精度、ISO精度等級4級を上回る回転精度
– SKF超精密ころ軸受標準ラジアル内部すきまC1(すきま記号なし)
C2 C1すきまより大きいラジアル内部すきま
CN 標準ラジアル内部すきま
C3 CNすきまより大きいラジアル内部すきま

その他の仕様

VR521 検査表付き軸受(NN 30シリーズの内径d > 130 mmでは標準)
VU001 内輪軌道面仕上げ研削取り代付き(NNU49シリーズ)
W33 外輪外周油溝と3箇所の給油穴
W33X 外輪外周油溝と6箇所の給油穴

例: N1016KPHA/HC5SP N 10 16 K PHA / HC5 SP

NN3020KTN9/SPVR521 NN 30 20 K TN9 / SP VR521

NNU49/500B/SPC3W33X NNU 49 /500 B / SPC3 W33X
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呼び番号システム
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40 68 15 23,3 25 2,9 30 000 36 000 0,19 N 1008 KPHA/SP
68 15 23,3 25 2,9 32 000 38 000 0,17 N 1008 KPHA/HC5SP
68 15 24,2 26,5 3,05 22 000 32 000 0,19 N 1008 KTNHA/SP
68 15 24,2 26,5 3,05 26 000 36 000 0,17 N 1008 KTNHA/HC5SP
68 15 25,1 28 3,2 15 000 17 000 0,19 N 1008 KTN/SP
68 15 25,1 28 3,2 18 000 20 000 0,17 N 1008 KTN/HC5SP

45 75 16 27 30 3,45 28 000 34 000 0,24 N 1009 KPHA/SP
75 16 27 30 3,45 30 000 36 000 0,2 N 1009 KPHA/HC5SP
75 16 28,1 31 3,65 20 000 28 000 0,24 N 1009 KTNHA/SP
75 16 28,1 31 3,65 22 000 32 000 0,21 N 1009 KTNHA/HC5SP
75 16 29,2 32,5 3,8 14 000 15 000 0,24 N 1009 KTN/SP
75 16 29,2 32,5 3,8 16 000 18 000 0,22 N 1009 KTN/HC5SP

50 80 16 28,6 33,5 3,8 26 000 30 000 0,26 N 1010 KPHA/SP
80 16 28,6 33,5 3,8 28 000 32 000 0,22 N 1010 KPHA/HC5SP
80 16 29,7 34,5 4,05 19 000 26 000 0,26 N 1010 KTNHA/SP
80 16 29,7 34,5 4,05 20 000 28 000 0,23 N 1010 KTNHA/HC5SP
80 16 30,8 36,5 4,25 13 000 14 000 0,26 N 1010 KTN/SP
80 16 30,8 36,5 4,25 15 000 17 000 0,23 N 1010 KTN/HC5SP

55 90 18 37,4 44 5,2 22 000 28 000 0,38 N 1011 KPHA/SP
90 18 37,4 44 5,2 24 000 30 000 0,32 N 1011 KPHA/HC5SP
90 18 39,1 46,5 5,5 17 000 24 000 0,39 N 1011 KTNHA/SP
90 18 39,1 46,5 5,5 19 000 26 000 0,35 N 1011 KTNHA/HC5SP
90 18 40,2 48 5,7 12 000 13 000 0,39 N 1011 KTN/SP
90 18 40,2 48 5,7 13 000 15 000 0,35 N 1011 KTN/HC5SP

60 95 18 40,2 49 5,85 20 000 26 000 0,4 N 1012 KPHA/SP
95 18 40,2 49 5,85 22 000 28 000 0,33 N 1012 KPHA/HC5SP
95 18 41,3 51 6,1 16 000 22 000 0,41 N 1012 KTNHA/SP
95 18 41,3 51 6,1 18 000 24 000 0,37 N 1012 KTNHA/HC5SP
95 18 42,9 53 6,3 11 000 12 000 0,41 N 1012 KTN/SP
95 18 42,9 53 6,3 12 000 14 000 0,37 N 1012 KTN/HC5SP

s1ss

TN(9), PHA TNHA

d1

r2

r4

r1

r3

dED

B

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min kg –

3.1 単列円筒ころ軸受
d 40~60 mm
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40 50,6 61 1 0,6 2 – 45 62 63 1 52,1 3,1
50,6 61 1 0,6 2 – 45 62 63 1 52,1 3,1
50,6 61 1 0,6 2 1,5 45 62 63 1 – 2,5
50,6 61 1 0,6 2 1,5 45 62 63 1 – 2,5
50,6 61 1 0,6 2 – 45 62 63 1 60 2,3
50,6 61 1 0,6 2 – 45 62 63 1 60 2,3

45 56,3 67,5 1 0,6 2 – 50 69 70 1 57,9 4,1
56,3 67,5 1 0,6 2 – 50 69 70 1 57,9 4,1
56,3 67,5 1 0,6 2 1,5 50 69 70 1 – 3,2
56,3 67,5 1 0,6 2 1,5 50 69 70 1 – 3,2
56,3 67,5 1 0,6 2 – 50 69 70 1 66,4 2,9
56,3 67,5 1 0,6 2 – 50 69 70 1 66,4 2,9

50 61,3 72,5 1 0,6 2 – 55 74 75 1 63 4,4
61,3 72,5 1 0,6 2 – 55 74 75 1 63 4,4
61,3 72,5 1 0,6 2 1,5 55 74 75 1 – 3,5
61,3 72,5 1 0,6 2 1,5 55 74 75 1 – 3,5
61,3 72,5 1 0,6 2 – 55 74 75 1 71,4 3,2
61,3 72,5 1 0,6 2 – 55 74 75 1 71,4 3,2

55 68,2 81 1,1 0,6 2,5 – 61,5 82 83,5 1 70,1 6,1
68,2 81 1,1 0,6 2,5 – 61,5 82 83,5 1 70,1 6,1
68,2 81 1,1 0,6 2,5 1,5 61,5 82 83,5 1 – 4,9
68,2 81 1,1 0,6 2,5 1,5 61,5 82 83,5 1 – 4,9
68,2 81 1,1 0,6 2,5 – 61,5 82 83,5 1 79,8 4,4
68,2 81 1,1 0,6 2,5 – 61,5 82 83,5 1 79,8 4,4

60 73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 – 66,5 87 88,5 1 75,2 6,5
73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 – 66,5 87 88,5 1 75,2 6,5
73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 1,5 66,5 87 88,5 1 – 5,2
73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 1,5 66,5 87 88,5 1 – 5,2
73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 – 66,5 87 88,5 1 85 4,7
73,3 86,1 1,1 0,6 2,5 – 66,5 87 88,5 1 85 4,7

daDa

ra

TN(9) PHA

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d d1 E r1,2 r3,4 s2) s1
2) da Da Da ra dn

3) Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大

   mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
3)TNHA保持器を備えた軸受の場合は、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

dn

dn
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65 100 18 42,9 54 6,3 20 000 24 000 0,43 N 1013 KPHA/SP
100 18 42,9 54 6,3 22 000 26 000 0,35 N 1013 KPHA/HC5SP
100 18 44 56 6,55 15 000 20 000 0,44 N 1013 KTNHA/SP
100 18 44 56 6,55 17 000 22 000 0,39 N 1013 KTNHA/HC5SP
100 18 44,6 58,5 6,8 10 000 11 000 0,44 N 1013 KTN/SP
100 18 44,6 58,5 6,8 11 000 13 000 0,39 N 1013 KTN/HC5SP

70 110 20 53,9 69,5 8 18 000 22 000 0,61 N 1014 KPHA/SP
110 20 53,9 69,5 8 20 000 24 000 0,5 N 1014 KPHA/HC5SP
110 20 55 72 8,3 13 000 19 000 0,62 N 1014 KTNHA/SP
110 20 55 72 8,3 15 000 20 000 0,55 N 1014 KTNHA/HC5SP
110 20 57,2 75 8,65 9 500 10 000 0,62 N 1014 KTN/SP
110 20 57,2 75 8,65 10 000 12 000 0,55 N 1014 KTN/HC5SP

75 115 20 52,8 69,5 8,15 17 000 20 000 0,64 N 1015 KPHA/SP
115 20 52,8 69,5 8,15 19 000 22 000 0,53 N 1015 KPHA/HC5SP
115 20 55 72 8,5 13 000 18 000 0,65 N 1015 KTNHA/SP
115 20 55 72 8,5 14 000 20 000 0,57 N 1015 KTNHA/HC5SP
115 20 56,1 75 8,8 9 000 9 500 0,65 N 1015 KTN/SP
115 20 56,1 75 8,8 9 500 11 000 0,57 N 1015 KTN/HC5SP

80 125 22 66 86,5 10,2 16 000 19 000 0,88 N 1016 KPHA/SP
125 22 66 86,5 10,2 18 000 20 000 0,73 N 1016 KPHA/HC5SP
125 22 67,1 90 10,6 12 000 16 000 0,88 N 1016 KTNHA/SP
125 22 67,1 90 10,6 13 000 18 000 0,79 N 1016 KTNHA/HC5SP
125 22 69,3 93 11 8 500 9 000 0,89 N 1016 KTN/SP
125 22 69,3 93 11 9 000 10 000 0,79 N 1016 KTN/HC5SP

85 130 22 70,4 98 11,2 11 000 16 000 0,89 N 1017 KTNHA/SP
130 22 70,4 98 11,2 13 000 17 000 0,79 N 1017 KTNHA/HC5SP
130 22 73,7 102 11,6 8 000 8 500 0,9 N 1017 KTN9/SP
130 22 73,7 102 11,6 9 000 10 000 0,8 N 1017 KTN9/HC5SP

90 140 24 76,5 104 12,5 10 000 14 000 1,2 N 1018 KTNHA/SP
140 24 76,5 104 12,5 12 000 16 000 1,05 N 1018 KTNHA/HC5SP
140 24 79,2 108 12,9 7 000 8 000 1,2 N 1018 KTN9/SP
140 24 79,2 108 12,9 8 500 9 500 1,1 N 1018 KTN9/HC5SP

3.1 単列円筒ころ軸受
d 65~90 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min kg –

s1ss

d1

r2

r4

r1

r3

dED

B

TN(9), PHA TNHA
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65 78,2 91 1,1 0,6 2,5 – 71,5 92 93,5 1 80,1 6,9
78,2 91 1,1 0,6 2,5 – 71,5 92 93,5 1 80,1 6,9
78,2 91 1,1 0,6 2,5 1,5 71,5 92 93,5 1 – 5,5
78,2 91 1,1 0,6 2,5 1,5 71,5 92 93,5 1 – 5,5
78,2 91 1,1 0,6 2,5 – 71,5 92 93,5 1 89,7 5
78,2 91 1,1 0,6 2,5 – 71,5 92 93,5 1 89,7 5

70 85,6 100 1,1 0,6 3 – 76,5 101 103,5 1 87,7 9,2
85,6 100 1,1 0,6 3 – 76,5 101 103,5 1 87,7 9,2
85,6 100 1,1 0,6 3 1,5 76,5 101 103,5 1 – 7,2
85,6 100 1,1 0,6 3 1,5 76,5 101 103,5 1 – 7,2
85,6 100 1,1 0,6 3 – 76,5 101 103,5 1 98,5 6,7
85,6 100 1,1 0,6 3 – 76,5 101 103,5 1 98,5 6,7

75 90,6 105 1,1 0,6 3 – 81,5 106 108,5 1 92,7 9,6
90,6 105 1,1 0,6 3 – 81,5 106 108,5 1 92,7 9,6
90,6 105 1,1 0,6 3 1,5 81,5 106 108,5 1 – 7,7
90,6 105 1,1 0,6 3 1,5 81,5 106 108,5 1 – 7,7
90,6 105 1,1 0,6 3 – 81,5 106 108,5 1 103,5 7,1
90,6 105 1,1 0,6 3 – 81,5 106 108,5 1 103,5 7,1

80 97 113 1,1 0,6 3 – 86,5 114 118,5 1 99,3 13
97 113 1,1 0,6 3 – 86,5 114 118,5 1 99,3 13
97 113 1,1 0,6 3 1 86,5 114 118,5 1 – 9,8
97 113 1,1 0,6 3 1 86,5 114 118,5 1 – 9,8
97 113 1,1 0,6 3 – 86,5 114 118,5 1 111,4 9
97 113 1,1 0,6 3 – 86,5 114 118,5 1 111,4 9

85 102 118 1,1 0,6 3 1 91,5 119 123,5 1 – 10
102 118 1,1 0,6 3 1 91,5 119 123,5 1 – 10
102 118 1,1 0,6 3 – 91,5 119 123,5 1 116,5 9,2
102 118 1,1 0,6 3 – 91,5 119 123,5 1 116,5 9,2

90 109,4 127 1,5 1 3 1 98 129 132 1,5 – 14
109,4 127 1,5 1 3 1 98 129 132 1,5 – 14
109,4 127 1,5 1 3 – 98 129 132 1,5 125,4 12
109,4 127 1,5 1 3 – 98 129 132 1,5 125,4 12

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
3)TNHA保持器を備えた軸受の場合は、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d d1 E r1,2 r3,4 s2) s1
2) da Da Da ra dn

3) Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大

   mm mm cm3

daDa

ra

TN(9) PHA

dn

dn
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95 145 24 80,9 112 13,4 10 000 14 000 1,25 N 1019 KTNHA/SP
145 24 80,9 112 13,4 11 000 15 000 1,1 N 1019 KTNHA/HC5SP
145 24 84,2 116 14 6 700 7 500 1,25 N 1019 KTN9/SP
145 24 84,2 116 14 8 000 9 000 1,1 N 1019 KTN9/HC5SP

100 150 24 85,8 120 14,3 9 500 13 000 1,3 N 1020 KTNHA/SP
150 24 85,8 120 14,3 11 000 15 000 1,15 N 1020 KTNHA/HC5SP
150 24 88 125 14,6 6 700 7 500 1,3 N 1020 KTN9/SP
150 24 88 125 14,6 7 500 8 500 1,15 N 1020 KTN9/HC5SP

105 160 26 108 146 17,3 9 000 13 000 1,65 N 1021 KTNHA/SP
160 26 108 146 17,3 10 000 14 000 1,45 N 1021 KTNHA/HC5SP
160 26 110 153 18 6 300 7 000 1,65 N 1021 KTN9/SP
160 26 110 153 18 7 000 8 000 1,45 N 1021 KTN9/HC5SP

110 170 28 125 173 20 8 500 12 000 2,05 N 1022 KTNHA/SP
170 28 125 173 20 9 500 13 000 1,8 N 1022 KTNHA/HC5SP
170 28 128 180 20,8 5 600 6 300 2,05 N 1022 KTN9/SP
170 28 128 180 20,8 6 700 7 500 1,8 N 1022 KTN9/HC5SP

120 180 28 130 186 21,2 8 000 11 000 2,2 N 1024 KTNHA/SP
180 28 130 186 21,2 9 000 12 000 1,9 N 1024 KTNHA/HC5SP
180 28 134 196 22 5 300 6 000 2,2 N 1024 KTN9/SP
180 28 134 196 22 6 300 7 000 1,9 N 1024 KTN9/HC5SP

3.1 単列円筒ころ軸受
d 95~120 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min kg –

s1ss

d1

r2

r4

r1

r3

dED

B

TN(9) TNHA
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95 114,4 132 1,5 1 3 1 103 134 137 1,5 – 14
114,4 132 1,5 1 3 1 103 134 137 1,5 – 14
114,4 132 1,5 1 3 – 103 134 137 1,5 130,3 13
114,4 132 1,5 1 3 – 103 134 137 1,5 130,3 13

100 119,4 137 1,5 1 3 1 108 139 142 1,5 – 14
119,4 137 1,5 1 3 1 108 139 142 1,5 – 14
119,4 137 1,5 1 3 – 108 139 142 1,5 135,3 13
119,4 137 1,5 1 3 – 108 139 142 1,5 135,3 13

105 125,2 146 2 1,1 3 1 114 148 151 2 – 18
125,2 146 2 1,1 3 1 114 148 151 2 – 18
125,2 146 2 1,1 3 – 114 148 151 2 144,1 18
125,2 146 2 1,1 3 – 114 148 151 2 144,1 18

110 132,6 155 2 1,1 3 1 119 157 161 2 – 21
132,6 155 2 1,1 3 1 119 157 161 2 – 21
132,6 155 2 1,1 3 – 119 157 161 2 153 21
132,6 155 2 1,1 3 – 119 157 161 2 153 21

120 142,6 165 2 1,1 3 1 129 167 171 2 – 34
142,6 165 2 1,1 3 1 129 167 171 2 – 34
142,6 165 2 1,1 3 – 129 167 171 2 162,9 22
142,6 165 2 1,1 3 – 129 167 171 2 162,9 22

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
3)TNHA保持器を備えた軸受の場合は、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

テーパー穴付き軸受
動定格 静定格

d d1 E r1,2 r3,4 s2) s1
2) da Da Da ra dn

3) Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大

   mm mm cm3

daDa

ra

TN(9)

dn
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25 47 16 26 30 3,15 19 000 22 000 0,12 NN 3005 K/SP NN 3005/SP

30 55 19 30,8 37,5 4 17 000 19 000 0,19 NN 3006 KTN/SP NN 3006 TN/SP

35 62 20 39,1 50 5,4 14 000 16 000 0,25 NN 3007 K/SP NN 3007/SP

40 68 21 42,9 56 6,4 13 000 15 000 0,3 NN 3008 KTN/SP NN 3008 TN/SP

45 75 23 50,1 65,5 7,65 12 000 14 000 0,38 NN 3009 KTN/SP NN 3009 TN/SP

50 80 23 52,8 73,5 8,5 11 000 13 000 0,42 NN 3010 KTN/SP NN 3010 TN/SP

55 90 26 69,3 96,5 11,6 10 000 12 000 0,62 NN 3011 KTN/SP NN 3011 TN/SP

60 95 26 73,7 106 12,7 9 500 11 000 0,66 NN 3012 KTN/SP NN 3012 TN/SP

65 100 26 76,5 116 13,7 9 000 10 000 0,71 NN 3013 KTN/SP NN 3013 TN/SP

70 110 30 96,8 150 17,3 8 000 9 000 1 NN 3014 KTN/SP NN 3014 TN/SP

75 115 30 96,8 150 17,6 7 500 8 500 1,1 NN 3015 KTN/SP NN 3015 TN/SP

80 125 34 119 186 22 7 000 8 000 1,5 NN 3016 KTN/SP NN 3016 TN/SP

85 130 34 125 204 23,2 6 700 7 500 1,55 NN 3017 KTN9/SP NN 3017 TN9/SP

90 140 37 138 216 26 6 300 7 000 1,95 NN 3018 KTN9/SP NN 3018 TN9/SP

95 145 37 142 232 27,5 6 000 6 700 2,05 NN 3019 KTN9/SP NN 3019 TN9/SP

100 140 40 128 255 29 5 600 6 300 1,9 NNU 4920 BK/SPW33 NNU 4920 B/SPW33
150 37 151 250 29 5 600 6 300 2,1 NN 3020 KTN9/SP NN 3020 TN9/SP

105 145 40 130 260 30 5 300 6 000 2 NNU 4921 BK/SPW33 NNU 4921 B/SPW33
160 41 190 305 36 5 300 6 000 2,7 NN 3021 KTN9/SP NN 3021 TN9/SP

NN 30 TN(9) NN 30 KTN(9) NNU 49 B/W33 NNU 49 BK/W33

D1 F

b

K

r1
r2

r3
r4

d

s

r3
r4

E d1D d

r1

r2

r1
r2

B

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm kN kN r/min kg –

3.2 複列円筒ころ軸受
d 25~105 mm
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25 33,7 41,3 – – 0,6 0,3 1 29 – – 42 43 0,6 40,5 0,9

30 40,1 48,5 – – 1 0,6 1,5 35 – – 49 50 1 47,6 1

35 45,8 55 – – 1 0,6 1,5 40 – – 56 57 1 54 1,9

40 50,6 61 – – 1 0,6 1,5 45 – – 62 63 1 60 1,8

45 56,3 67,5 – – 1 0,6 1,5 50 – – 69 70 1 66,4 2,4

50 61,3 72,5 – – 1 0,6 1,5 55 – – 74 75 1 71,4 2,7

55 68,2 81 – – 1,1 0,6 1,5 61,5 – – 82 83,5 1 79,8 3,6

60 73,3 86,1 – – 1,1 0,6 1,5 66,5 – – 87 88,5 1 85 3,8

65 78,2 91 – – 1,1 0,6 1,5 71,5 – – 92 93,5 1 89,7 4,1

70 85,6 100 – – 1,1 0,6 2 76,5 – – 101 103,5 1 98,5 5,9

75 90,6 105 – – 1,1 0,6 2 81,5 – – 106 108,5 1 103,5 6,3

80 97 113 – – 1,1 0,6 2 86,5 – – 114 118,5 1 111,4 8,3

85 102 118 – – 1,1 0,6 2 91,5 – – 119 123,5 1 116,5 8,4

90 109,4 127 – – 1,5 1 2 98 – – 129 132 1,5 125,4 11

95 114,4 132 – – 1,5 1 2 103 – – 134 137 1,5 130,3 12

100 125,8 113 5,5 3 1,1 0,6 1,1 106 111 116 – 133,5 1 113,8 13
119,4 137 – – 1,5 1 2 108 – – 139 142 1,5 135,3 12

105 130,8 118 5,5 3 1,1 0,6 1,1 111 116 121 – 138,5 1 119 15
125,2 146 – – 2 1,1 2 115 – – 148 150 2 144,1 17

Da da

ra

ra

dbdaDa

ra

da Da

ra

ra

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d d1、D1 E、F b K r1,2 r3,4 s2) da da db Da Da ra dn Gref
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値

dn

dn
NNU 49

NN 30
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110 150 40 132 270 30 5 300 6 000 2,05 NNU 4922 BK/SPW33 NNU 4922 B/SPW33
170 45 220 360 41,5 5 000 5 600 3,4 NN 3022 KTN9/SP NN 3022 TN9/SP

120 165 45 176 340 37,5 4 800 5 300 2,8 NNU 4924 BK/SPW33 NNU 4924 B/SPW33
180 46 229 390 44 4 800 5 300 3,7 NN 3024 KTN9/SP NN 3024 TN9/SP

130 180 50 187 390 41,5 4 300 4 800 3,85 NNU 4926 BK/SPW33 NNU 4926 B/SPW33
200 52 292 500 55 4 300 4 800 5,55 NN 3026 KTN9/SP NN 3026 TN9/SP

140 190 50 190 400 41,5 4 000 4 500 4,1 NNU 4928 BK/SPW33 NNU 4928 B/SPW33
210 53 297 520 56 4 000 4 500 6 NN 3028 K/SPW33 –

150 210 60 330 655 71 3 800 4 300 6,25 NNU 4930 B/SPW33 NNU 4930 BK/SPW33
225 56 330 570 62 3 800 4 300 7,3 NN 3030 K/SPW33 –

160 220 60 330 680 72 3 600 4 000 6,6 NNU 4932 BK/SPW33 NNU 4932 B/SPW33
240 60 369 655 69,5 3 600 4 000 8,8 NN 3032 K/SPW33 –

170 230 60 336 695 73,5 3 400 3 800 6,95 NNU 4934 BK/SPW33 NNU 4934 B/SPW33
260 67 457 815 83 3 200 3 600 12 NN 3034 K/SPW33 –

180 250 69 402 850 88 3 000 3 400 10,5 NNU 4936 BK/SPW33 NNU 4936 B/SPW33
280 74 561 1 000 102 3 000 3 400 16 NN 3036 K/SPW33 –

190 260 69 402 880 90 2 800 3 200 11 NNU 4938 BK/SPW33 NNU 4938 B/SPW33
290 75 594 1 080 108 2 800 3 200 17 NN 3038 K/SPW33 –

200 280 80 484 1 040 106 2 600 3 000 15 NNU 4940 BK/SPW33 NNU 4940 B/SPW33
310 82 644 1 140 118 2 600 3 000 21 NN 3040 K/SPW33 –

220 300 80 512 1 140 114 2 400 2 800 16,5 NNU 4944 BK/SPW33 NNU 4944 B/SPW33
340 90 809 1 460 143 2 400 2 800 27,5 NN 3044 K/SPW33 –

240 320 80 528 1 220 118 2 200 2 600 17,5 NNU 4948 BK/SPW33 NNU 4948 B/SPW33
360 92 842 1 560 153 2 200 2 600 30,5 NN 3048 K/SPW33 –

s

b

K

r3
r4

3.2 複列円筒ころ軸受
d 110~240 mm

NN 30 TN9 NN 30 K/W33 NNU 49 B/W33 NNU 49 BK/W33

D1 F

r1
r2

E d1D d

r1

r2

r1
r2

B

r3
r4

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm kN kN r/min kg –
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110 135,8 123 5,5 3 1,1 0,6 1,1 116 121 126 – 143,5 1 124 17
132,6 155 – – 2 1,1 3 120 – – 157 160 2 153 20

120 150,5 134,5 5,5 3 1,1 0,6 1,1 126 133 137 – 158,5 1 136,8 27
142,6 165 – – 2 1,1 3 130 – – 167 170 2 162,9 23

130 162 146 5,5 3 1,5 1 2,2 137 144 149 – 172 1,5 147 31
156,4 182 – – 2 1,1 3 140 – – 183 190 2 179,6 34

140 172 156 5,5 3 1,5 1 2,2 147 154 159 – 182 1,5 157 45
166,5 192 8,7 4,5 2 1,1 2,5 150 – – 194 200 2 188 52

150 190,9 168,5 5,5 3 2 1 2 160 166 172 – 200 2 169,9 57
179 206 8,7 4,5 2,1 1,1 2,5 161 – – 208 214 2 201,7 63

160 200,9 178,5 5,5 3 2 2 2 170 176 182 – 210 2 179,8 63
190 219 8,5 4,5 2,1 1,1 2,5 171 – – 221 229 2 214,4 78

170 210,9 188,5 5,5 3 2 2 2 180 186 192 – 220 2 189,8 72
204 236 8,9 4,5 2,1 1,1 2,5 181 – – 238 249 2 230,8 105

180 226,05 202 8,3 3 2 1 1,1 190 199 205 – 240 2 203,5 81
218,2 255 11,3 6 2,1 1,1 3 191 – – 257 269 2 248,9 138

190 236 212 8,3 3 2 1 1,1 200 209 215 – 250 2 213 85
228,2 265 11,3 6 2,1 1,1 3 201 – – 267 279 2 258,9 144

200 252,2 225 11,1 3 2,1 1,1 3,7 211 222 228 – 269 2 227 117
242 282 12,2 6 2,1 1,1 3 211 – – 285 299 2 275,3 191

220 272,2 245 11,1 3 2,1 1,1 3,7 231 242 249 – 289 2 247 150
265,2 310 15 7,5 3 1,1 2 233 – – 313 327 2,5 302,4 260

240 292,2 265,3 11,1 3 2,1 1,1 3,7 251 262 269 – 309 2 267 171
285,2 330 15,2 7,5 3 1,1 2 253 – – 333 347 2,5 322,4 288

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値

Da da

ra

ra

dbdaDa

ra

da Da

ra

ra

dn

dn
NNU 49

NN 30

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d d1、D1 E、F b K r1,2 r3,4 s2) da da db Da Da ra dn Gref
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm mm cm3

297

3.2



260 360 100 748 1 700 163 2 000 2 400 30,5 NNU 4952 BK/SPW33 NNU 4952 B/SPW33
400 104 1 020 1 930 183 2 000 2 400 44 NN 3052 K/SPW33 –

280 380 100 765 1 800 170 1 900 2 200 32,5 NNU 4956 BK/SPW33 NNU 4956 B/SPW33
420 106 1 080 2 080 196 1 900 2 200 47,5 NN 3056 K/SPW33 –

300 420 118 1 020 2 360 224 1 800 2 000 50 NNU 4960 BK/SPW33 NNU 4960 B/SPW33
460 118 1 250 2 400 228 1 700 1 900 66,5 NN 3060 K/SPW33 –

320 440 118 1 060 2 500 232 1 700 1 900 50 NNU 4964 BK/SPW33 NNU 4964 B/SPW33
480 121 1 320 2 600 240 1 600 1 800 71 NN 3064 K/SPW33 –

340 460 118 1 100 2 650 245 1 500 1 700 53 NNU 4968 BK/SPW33 NNU 4968 B/SPW33
520 133 1 650 3 250 290 1 400 1 600 94,5 NN 3068 K/SPW33 –

360 480 118 1 120 2 800 250 1 500 1 700 55 NNU 4972 BK/SPW33 NNU 4972 B/SPW33
540 134 1 720 3 450 310 1 300 1 500 102 NN 3072 K/SPW33 –

380 520 140 1 450 3 600 320 1 300 1 500 83,5 NNU 4976 BK/SPW33 NNU 4976 B/SPW33
560 135 1 680 3 450 305 1 300 1 500 105 NN 3076 K/SPW33 –

400 540 140 1 470 3 800 335 1 300 1 500 87,5 NNU 4980 BK/SPW33 NNU 4980 B/SPW33
600 148 2 160 4 500 380 1 200 1 400 135 NN 3080 K/SPW33 –

420 560 140 1 510 4 000 345 1 200 1 400 91 NNU 4984 BK/SPW33 NNU 4984 B/SPW33
620 150 2 120 4 500 380 1 100 1 300 140 NN 3084 K/SPW33 –

460 620 160 2 090 5 500 465 1 000 1 200 130 NNU 4992 BK/SPW33 NNU 4992 B/SPW33
680 163 2 600 5 500 440 1 000 1 200 190 NN 3092 K/SPW33

500 670 170 2 330 6 100 490 950 1 100 165 NNU 49/500 BK/SPW33X NNU 49/500 B/SPW33X

600 800 200 3 580 10 200 800 800 900 280 NNU 49/600 BK/SPW33X NNU 49/600 B/SPW33X

670 900 230 4 950 13 700 930 700 800 410 NNU 49/670 BK/SPW33X NNU 49/670 B/SPW33X

3.2 複列円筒ころ軸受
d 260~670 mm

NN 30 K/W33 NNU 49 B/W33 NNU 49 BK/W33

E d1D d

r1

r2

r3
r4

B

s

b

K

D1 F

r1
r2

r3
r4

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリー

ス量グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm kN kN r/min kg –
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260 325,6 292 13,9 3 2,1 1,1 4,5 271 288 296 – 349 2 294,5 366
312,8 364 15,3 7,5 4 1,5 5 275 – – 367 384 3 355,2 392

280 345,6 312 13,9 3 2,1 1,1 4,5 291 308 316 – 369 2 313,5 384
332,8 384 15,3 7,5 4 1,5 5 295 – – 387 404 3 375,3 420

300 379 339 16,7 3 3 1,1 5,5 313 335 343 – 407 2,5 362 420
359 418 16,7 9 4 2 8,9 315 – – 421 445 3 – –

320 399 359 16,7 9 3 2 5,5 333 355 363 – 427 2,5 – –
379 438 16,7 9 4 2 8,9 335 – – 442 465 3 – –

340 419 379 16,7 9 3 1,5 5,5 353 375 383 – 447 2,5 – –
408 473 16,7 9 5 3 10,9 358 – – 477 502 4 – –

360 439 399 16,7 9 3 1,5 5,5 373 395 403 – 467 2,5 – –
428 493 16,7 9 5 2,5 10,9 378 – – 497 520 4 – –

380 470,8 426 16,7 9 4 2,5 5,5 395 421 431 – 505 3 – –
448 513 16,7 9 5 2,5 11,9 398 – – 517 542 4 – –

400 490,8 446 16,7 9 4 2,5 5,5 415 441 451 – 524 3 – –
475 549 16,7 9 5 2,5 12,4 418 – – 553 582 4 – –

420 510,5 466 16,7 9 4 2 5,5 435 461 471 – 544 3 – –
495 569 16,7 9 5 2 12,4 438 – – 574 602 4 – –

460 567 510 16,7 9 4 2 3,2 475 504 515 – 605 3 – –
542 624 22,3 12 6 3 14,4 483 – – 627 657 5 – –

500 611,6 554 22,3 12 5 3 3,5 548 548 559 – 652 4 – –

600 733,2 666 22,3 12 5 2,5 5,5 648 662 672 – 782 4 – –

670 821,2 738 22,3 12 6 3 6 693 732 744 – 877 5 – –

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
2)1つの軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
3)D > 420 mmの軸受の場合は、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリー

ス量1)グリー
ス潤滑

オイルエ
ア潤滑

軸受、
動定格 静定格 テーパー穴 円筒穴

d d1、D1 E、F b K r1,2 r3,4 s2) da da db Da Da ra dn Gref
最小 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm mm cm3
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複式スラストアンギュラ玉軸受

SKF複式スラストアンギュラ玉軸受は、スピン
ドルシャフトをアキシアル方向に位置決めす
るために設計されています。この軸受は、
NN 30 KまたはN 10 Kシリーズ円筒ころ軸受と
同一のハウジングに、これらの軸受と組み合
わせて取付けられます(†図1)。この軸受の
組合せによって、ハウジング穴の機械加工を
単純化することが可能です。
複式スラストアンギュラ玉軸受は、対応す

る円筒ころ軸受と同じ呼び内径サイズおよび
外径サイズで製造されます。ただし、外輪の
外径公差については、軽から中程度の内輪荷
重がかかる超精密円筒ころ軸受の推奨ハウジ
ング内径公差(†シャフトとハウジングの推
奨はめあい、70ページ)で製作されたハウジン
グ穴において、適切なラジアル方向すきまを
確保できるようになっています。このすきま
は、スラスト軸受の外輪がハウジングのアキ
シアル方向に固定されていれば、ラジアル荷
重がスラスト軸受に影響することを防止する
のに十分です。

図1

内部設計とバリエーション

SKFは、2種類の複式スラストアンギュラ玉軸
受を供給します。

• 標準デザイン(BTWシリーズ、†図2):軸径
35~200 mm:最大負荷容量と最大システム
剛性用を実現
• 高速デザイン(BTMシリーズ、†図3):軸径
60~180 mm:最大回転速度性能を実現

両デザインとも、スチール製ボール仕様(標準)
またはセラミック製ボール仕様(ハイブリッド
軸受)があります。

BTMシリーズ軸受とBTWシリーズ軸受は内
径および外径がそれぞれ同じです。しか
し、BTMシリーズ軸受は、軸受組立幅が25%

BTW

図2
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内部設計とバリエーション

低く(†図4)、特に省スペース化に適していま
す。BTWシリーズ軸受とは負荷容量およびア
キシアル剛性が異なりますが、より高速での
回転が可能です。

標準デザイン軸受、BTWシリーズ

BTWシリーズ軸受(†図2)は、60°の接触角度
で背面組合せになった、2個の単列溝アン
ギュラスラスト玉軸受で構成されています。こ
の軸受構成と最大個数のボールにより、この
軸受は両方向の高いアキシアル荷重に対応で
き、高いシステム剛性を実現します。BTWシ
リーズ軸受は、分離可能です。2個の内輪が
軸方向に挟み込まれることで、あらかじめ設
定された予圧が発生します。

BTWシリーズ軸受は、ご要望に応じて外輪
に外周油溝と3箇所の給油穴を設置可能です
(油穴記号:W33、†表、304ページ)。内径テー
パ穴円筒ころ軸受の大径側に配置することが
できるように、内径寸法を大きくした仕様で
も供給可能です(BTW 60 CATN9/SPなど)。

BTM

図3

BTM

BTW

図4

高速設計軸受、BTMシリーズ

BTMシリーズ軸受(†図3)は、背面組合せの2
つの非分離型アンギュラ玉軸受で構成されま
す。両方向からのアキシアル荷重に対応する
ように設計されています。2個の内輪が軸方
向に挟み込まれることで、あらかじめ設定さ
れた予圧が発生します。
この高速設計軸受には、2種類の接触角度

が設定されています。

• 接触角度30°、角度記号:A
• 接触角度40°、角度記号:B

接触角度40°の軸受は高いアキシアル剛性が
求められる用途に適しているのに対して、接
触角度30°の軸受は高速回転に適していま
す。

ISO定義に従えば、BTMシリーズ軸受は、
30°または40°の接触角度を持ったラジアル軸
受です。しかしこの軸受は、アキシアル荷重に
対応するためのものであり、アキシアル方向
への基本定格荷重のみが軸受寸法表に記載
されています(† 312ページ)。
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複式スラストアンギュラ玉軸受

ハイブリッド軸受

ハイブリッドスラストアンギュラ玉軸受(ボー
ル材質記号: HC)には、軸受鋼製リングと軸受
等級窒化ケイ素(セラミック)製の転動体を備
えています。セラミックボールはスチールボー
ルと比較して軽量で、弾性係数が高く、熱膨
張率が低いため、ハイブリッド軸受には以下
のような利点があります。

• 高い剛性
• 優れた高速性能
• 遠心力と慣性力の低減
• 高速回転時に外輪と転動体接触部負荷を
最小化
• 摩擦熱の低減
• 省エネルギー
• 軸受とグリースの寿命延長
• 起動と停止が高速で繰り返される場合に、
転動体滑りによる油膜切れや保持器の損
傷が発生する可能性を低減
• 軸受内部の温度変化の影響を低減
• 予圧のコントロール精度の向上

窒化ケイ素の詳細については、軌道輪および
転動体の材料(† 51ページ)の項を参照してく
ださい。

保持器

BTWシリーズ軸受には、下記の保持器が標準
で採用されています。

 • d≤130mm
ガラス繊維強化型PA66保持器、スナップタ
イプ、ボール案内、保持器記号TN9

 • d≥140mm
黄銅製もみぬき保持器、スナップタイプ、
ボール案内、保持器記号M

表1

BTW..W33シリーズ軸受の外周油溝と潤滑穴寸法

内径 寸法

d b K

mm mm

35 5,5 3
40 5,5 3
45 5,5 3

50 5,5 3
55 5,5 3
60 5,5 3

65 5,5 3
70 5,5 3
75 5,5 3

80 8,4 4,5
85 8,4 4,5
90 8,4 4,5

95 8,4 4,5
100 8,4 4,5
110 8,4 4,5

120 8,4 4,5
130 11,2 6
140 11,2 6

150 14 7,5
160 14 7,5
170 14 7,5

180 16,8 9
190 16,8 9
200 16,8 9

K

b
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軸受のマーキング

BTMシリーズ軸受には、下記の保持器が標準
で採用されています。

 • d≤130mm
ガラス繊維強化型PA66保持器、ウィンドウ
タイプ、ボール案内、保持器記号TN9

 • d≥140mm
黄銅製もみぬき保持器、ウィンドウタイプ、
ボール案内、保持器記号M

これらの保持器は、高速回転性能、急激な始
動/停止、および荷重変動等、予圧が付加され
た軸受の回転を確実にサポートします。更
に、軸受内に充填されたグリースをしっかり
と保持します。
保持器の適合性に関する情報については、
保持器材質(† 55ページ)を参照してくださ
い。

軸受のマーキング

超精密複式スラストアンギュラ玉軸受の外輪/
内輪側面には、以下の様なマーキングが施さ
れています(†図5)。

1 SKF商標
2 軸受型番
3 製造国
4 シリアル番号、内輪識別記号
5 製造日コード
6 シリアル番号、外輪識別記号(BTWシリーズ
のみ)

BTWシリーズ軸受の識別番号

内輪/外輪の識別番号は、供給品として一緒に
保管しなければならない軸受部品を示しま
す。BTWシリーズ軸受内輪/外輪の組合せを
識別するために、識別番号の後ろに「A」また
は「B」の文字が付きます(例: 121A、図5)。

BTMシリーズ軸受のマーキング

外輪外径面の「V型」マーキングは、組合せ軸
受内で適切な予圧を得るための軸受の取付
け方法を示しています(†図6)。
内径呼び寸法から偏差は内輪の側面に表
示されています(単位: μm)。

図5 図6

1

2

34

5

6
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複式スラストアンギュラ玉軸受

軸受のデータ

主要寸法  • ISO15に準拠した内径および外径、ラジアル軸受用直径系列0
• その他の主要寸法は標準化されていませんが、一般的に流通して
いる同種の軸受との互換性を考慮してあります。

精度

詳細情報
(† 47ページ)

BTWシリーズ軸受
• 精度等級SPが標準です(†表2)。
• より高精度のUP級もご要望に応じて製作可能です(†表3)

BTMシリーズ軸受
• 精度等級P4C(†表4)

表2

等級精度SP

内輪と軸受高さ

d Δdmp ΔB1s ΔT2s Si
1)

超 以下 上 下 上 下 上 下 最大

mm μm μm μm μm

30 50 1 –11 0 –100 0 –200 3
50 80 2 –14 0 –100 0 –200 4
80 120 3 –18 0 –200 0 –400 4

120 180 3 –21 0 –250 0 –500 5
180 250 4 –26 0 –250 0 –500 5

外輪

D ΔDmp ΔC1s Se
超 以下 上 下 上 下 最大

mm μm μm 

50 80 –24 –33 0 –50 内輪の値と
同じ80 120 –28 –38 0 –50

120 150 –33 –44 0 –100

150 180 –33 –46 0 –100
180 250 –37 –52 0 –125
250 315 –41 –59 0 –125

精度記号の説明†表4、48ページ
1)荷重方向に測定した軌道面の振れによる概算値です。通常、取付け済み軸受のアキシアル振れは、記載された値より小さくな
ります。
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軸受のデータ

表3

精度等級UP

内輪と軸受高さ

d Δdmp ΔB1s ΔT2s Si
1)

超 以下 上 下 上 下 上 下 最大

mm μm μm μm μm

30 50 0 –8 0 –100 0 –200 1,5
50 80 0 –9 0 –100 0 –200 2
80 120 0 –10 0 –200 0 –400 2

120 180 0 –13 0 –250 0 –500 3
180 250 0 –15 0 –250 0 –500 3

外輪

D ΔDmp ΔC1s Se
超 以下 上 下 上 下 最大

mm μm μm 

50 80 –24 –33 0 –50 内輪の値と
同じ80 120 –28 –38 0 –50

120 150 –33 –44 0 –100

150 180 –33 –46 0 –100
180 250 –37 –52 0 –125
250 315 –41 –59 0 –125

精度記号の説明†表4、48ページ
1)荷重方向に測定した軌道面の振れによる概算値です。通常、取付け済み軸受のアキシアル振れは、記載された値より小さくなり
ます。

表4

精度等級P4C

内輪

d Δds ΔB1s ΔT2s Si
1)

超 以下 上 下 上 下 上 下 最大

mm μm μm μm μm

50 80 0 –7 0 –100 0 –200 3
80 120 0 –8 0 –200 0 –400 4
120 180 0 –10 0 –250 0 –500 4

外輪

D ΔDs ΔC1s Se
超 以下 上 下 上 下 最大

mm μm μm   

80 120 –28 –38 0 –100 内輪の値と同じ
120 150 –33 –44 0 –200
150 180 –33 –46 0 –250
180 250 –37 –52 0 –250

精度記号の説明†表4、48ページ
1)荷重方向に測定した軌道面の振れによる概算値です。通常、取付け済み軸受のアキシアル振れは、記載された値より小さくな
ります。
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複式スラストアンギュラ玉軸受

予圧

複式スラストアンギュラ玉軸受は、取付け時
に適切な予圧が付加されるように製造されて
います。

BTMシリーズ軸受では、以下の2種類の予
圧が選択できます。

• 組合せ/予圧記号DBA:軽予圧
• 組合せ/予圧記号DBB:重予圧

予圧は、製造時に外輪に対する内輪の差幅を
正確に調整することで得られます。予圧荷重
は表5に記載されており、取付け前の軸受に
適用されます。軸受部品および組合せ軸受
は、納入時の組合せのまま一緒に保管し、指
示された順番通りに取付けてください。詳細
情報は、軸受のマーキング(† 305ページ)を
参照してください。

締めしろによる予圧への影響

複式スラストアンギュラ玉軸受を、h4VE  公差
(推奨)で機械加工されたシャフトに取付ける
場合、すきまばめまたは締まりばめになりま
す。すきまばめは予圧に影響しません。締まり
ばめは予圧を増大させます。詳細については、
SKFアプリケーションエンジニアリングサー
ビスまでお問い合わせください。

表5

取付け前軸受の予圧荷重

内径 アキシアル予圧荷重
BTW BTM..A BTM..B

d DBA DBB DBA DBB

mm N N N

35 340 – – – –
40 360 – – – –
45 390 – – – –

50 415 – – – –
55 440 – – – –
60 470 200 600 250 750

65 490 200 600 250 750
70 515 250 750 350 1050
75 545 250 750 350 1050

80 575 300 900 400 1200
85 600 300 900 400 1200
90 625 400 1200 550 1650

95 655 400 1200 550 1650
100 690 400 1200 550 1650
110 735 600 1800 750 2250

120 800 600 1800 850 2550
130 870 800 2400 1050 3150
140 940 800 2400 1050 3150

150 1015 1000 3000 1300 3900
160 1100 1100 3300 1500 4500
170 1185 1350 4050 1800 5400

180 1290 1600 4800 2100 6300
190 1385 – – – –
200 1525 – – – –
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アキシアル剛性

アキシアル剛性

アキシアル剛性は、荷重下の軸受の弾性変形
(たわみ)によって決まり、荷重対たわみの比で
表すことができます。しかしながら、たわみと
荷重の関係は直線的ではないため、参考値が
記載されています(†表6)。上記の値は、静
的条件の下で取付けられ、中程度の荷重がか
かる軸受に適用されます。最新のコンピュー
ター手法を用いるとより精度の高いアキシア
ル剛性値を求めることができます。追加情報
については、SKFアプリケーションエンジニア
リングサービスにお問い合わせいただくか、
軸受の剛性(† 68ページ)を参照してください。

表6

静アキシアル剛性

内径 静アキシアル剛性
BTW BTM..A/DBA BTM..A/DBB BTM..B/DBA BTM..B/DBB

d

スチー
ルボー
ル

セラミック
ボール

スチー
ルボー
ル

セラミック
ボール

スチー
ルボー
ル

セラミック
ボール

スチー
ルボー
ル

セラミック
ボール

スチー
ルボー
ル

セラミック
ボール

mm N/μm N/μm N/μm N/μm N/μm

35 455 500 – – – – – – – –
40 481 529 – – – – – – – –
45 513 564 – – – – – – – –

50 559 614 – – – – – – – –
55 580 639 – – – – – – – –
60 618 680 196 218 296 328 321 356 484 537

65 653 719 206 229 313 347 342 380 510 566
70 673 741 227 252 342 380 389 432 587 651
75 714 786 234 259 354 393 402 447 603 670

80 735 809 252 280 380 422 426 472 635 705
85 763 840 259 287 390 432 435 483 656 728
90 792 871 292 324 441 490 495 550 747 829

95 822 904 299 331 453 503 509 565 767 852
100 880 968 315 350 476 529 534 593 809 898
110 893 982 357 396 541 600 591 656 886 983

120 979 1077 377 419 571 634 649 720 985 1093
130 1032 1135 428 475 649 720 719 798 1082 1202
140 1089 1198 440 488 667 740 739 821 1113 1236

150 1125 1238 483 536 733 814 807 896 1219 1353
160 1220 1341 516 573 784 870 882 979 1331 1478
170 1225 1348 551 612 833 925 928 1030 1399 1553

180 1314 1445 597 663 902 1002 1000 1110 1504 1669
190 1361 1497 – – – – – – – –
200 1395 1535 – – – – – – – –
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複式スラストアンギュラ玉軸受

等価軸受荷重
動等価軸受荷重

アキシアル荷重のみに対応する軸受の場合

P=Fa

静等価軸受荷重

アキシアル荷重のみに対応する軸受の場合

P0=Fa

到達可能回転数

軸受寸法表(† 312ページ)に記載された到
達可能回転数は、特定条件下で有効な指針
値です。詳細については、到達可能回転数
(44ページ)を参照してください。
重予圧のBTMシリーズ軸受(組合せ/予圧記

号:DBB)の到達可能回転数は、軽予圧軸受(組
合せ/予圧記号:DBA)の値の約75%になりま
す。

取付け
軸受部品および組合せ軸受は、納入時の組
合せのまま一緒に保管し、指示された順番通
りに取付けてください。詳細情報は、軸受の
マーキング(† 305ページ)を参照してくださ
い。
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呼び番号システム

呼び番号システム

軸受シリーズ

BTW 標準デザイン複式スラストアンギュラ玉軸受
BTM 高速デザイン複式スラストアンギュラ玉軸受

軸受サイズ

35 内径[mm]~

200

内部設計

A 接触角度30°
B 接触角度40°
C 接触角度60°
A 接触角度記号に続く2番目の記号(BTWシリーズのみ):内径テーパー穴

円筒ころ軸受大径側に取付ける大径穴軸受

保持器

M 黄銅製もみぬき保持器、スナップタイプ(BTWシリーズ用)、ウィンドウタイプ
(BTMシリーズ用)、ボール案内

TN9 ガラス繊維強化型PA66保持器、スナップタイプ(BTWシリーズ用)、ウィンドウ
タイプ(BTMシリーズ用)、ボール案内

ボール材質

– 炭素クロム鋼(ボール材質記号なし)
HC 軸受グレードの窒化ケイ素Si3N4製のボール(ハイブリッド軸受)

精度

P4C ISO精度等級4に近似の寸法精度とラジアル軸受用ISO精度等級4よりも優れた回転精度
(BTMシリーズ軸受のみ)

SP ISO精度等級5に近似の寸法精度とスラスト軸受用ISO精度等級4よりも優れた回転精度
(BTWシリーズ軸受のみ)

UP ISO精度等級4に近似の寸法精度とスラスト軸受用ISO精度等級4よりも優れた回転精度
(BTWシリーズ軸受のみ)

潤滑仕様(BTWシリーズ軸受のみ)

W33 外輪外周油溝と3箇所の潤滑穴

組合せ(BTMシリーズ軸受のみ)

DB 2列背面組合せ

予圧(BTMシリーズ軸受のみ)

A 軽予圧
B 重予圧
G… 特殊予圧、単位daN(例:G240)

呼び番号例: BTW70CTN9/SPW33 BTW 70 C TN9 / SP W33

BTM150AM/HCP4CDBA BTM 150 A M / HC P4C DB A
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35 62 34 16,8 39 1,83 11 000 14 000 0,35 BTW 35 CTN9/SP

40 68 36 19,5 46,5 2,24 10 000 13 000 0,42 BTW 40 CTN9/SP

45 75 38 22,1 54 2,6 9 500 12 000 0,53 BTW 45 CTN9/SP

50 80 38 22,5 60 2,85 9 000 11 000 0,58 BTW 50 CTN9/SP

55 90 44 30,2 80 3,8 7 500 9 000 0,87 BTW 55 CTN9/SP

60 95 33 21,6 43 1,86 10 100 12 900 0,85 BTM 60 ATN9/P4CDB
95 33 21,6 43 1,86 12 700 15 200 0,8 BTM 60 ATN9/HCP4CDB
95 33 25 50 2,12 9 000 11 500 0,85 BTM 60 BTN9/P4CDB
95 33 25 50 2,12 11 100 13 300 0,8 BTM 60 BTN9/HCP4CDB
95 44 30,7 83 4 7 500 9 000 0,93 BTW 60 CTN9/SP

65 100 33 22 47,5 2 9 500 12 100 0,9 BTM 65 ATN9/P4CDB
100 33 22 47,5 2 11 900 14 200 0,85 BTM 65 ATN9/HCP4CDB
100 33 26 54 2,32 8 400 10 900 0,9 BTM 65 BTN9/P4CDB
100 33 26 54 2,32 10 400 12 400 0,85 BTM 65 BTN9/HCP4CDB
100 44 31,9 90 4,3 7 000 8 500 1 BTW 65 CTN9/SP

70 110 36 27,5 58,5 2,45 8 700 11 100 1,2 BTM 70 ATN9/P4CDB
110 36 27,5 58,5 2,45 10 900 13 000 1,15 BTM 70 ATN9/HCP4CDB
110 36 32 67 2,85 7 700 9 900 1,2 BTM 70 BTN9/P4CDB
110 36 32 67 2,85 9 500 11 300 1,15 BTM 70 BTN9/HCP4CDB
110 48 39 112 5,3 6 700 8 000 1,35 BTW 70 CTN9/SP

75 115 36 27,5 61 2,6 8 200 10 400 1,3 BTM 75 ATN9/P4CDB
115 36 27,5 61 2,6 10 300 12 300 1,2 BTM 75 ATN9/HCP4CDB
115 36 32,5 69,5 2,9 7 300 9 400 1,3 BTM 75 BTN9/P4CDB
115 36 32,5 69,5 2,9 9 000 10 700 1,2 BTM 75 BTN9/HCP4CDB
115 48 39,7 116 5,6 6 300 7 500 1,45 BTW 75 CTN9/SP

80 125 40,5 33,5 73,5 3,1 7 600 9 700 1,75 BTM 80 ATN9/P4CDB
125 40,5 33,5 73,5 3,1 9 600 11 500 1,65 BTM 80 ATN9/HCP4CDB
125 40,5 39 85 3,55 6 800 8 700 1,75 BTM 80 BTN9/P4CDB
125 40,5 39 85 3,55 8 400 10 000 1,65 BTM 80 BTN9/HCP4CDB
125 54 47,5 140 6,55 5 600 6 700 1,95 BTW 80 CTN9/SP

BTW BTM

d1

r2

r1

r3
r4

H

D1d1

r2

r1

r3

r4

d

H

2C

D

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数1) 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリース

量グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d D H C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

4.1 複式スラストアンギュラ玉軸受
d 35~80 mm

1)BTMシリーズ軸受の回転数は、軽予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBA)の値です。重予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBB)の、到達可能回転
数は記載された値の約75%になります。
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35 50,8 17 50,2 1 0,3 45 57,3 58 1 0,3 – 1,9

40 56,4 18 55,9 1 0,3 50 63,4 64 1 0,3 – 2,5

45 62,5 19 61,9 1 0,3 56 69,9 71 1 0,3 – 3,1

50 67,5 19 66,9 1 0,3 61 74,9 76 1 0,3 – 3,3

55 75,2 22 74,4 1,1 0,6 68 84 85 1 0,6 – 4,8

60 75,9 – 81,5 1,1 0,6 66 – 91,8 1 0,6 74 7,8
75,9 – 81,5 1,1 0,6 66 – 91,8 1 0,6 74 7,8
75,9 – 81,5 1,1 0,6 66 – 91,8 1 0,6 74 7,8
75,9 – 81,5 1,1 0,6 66 – 91,8 1 0,6 74 7,8
80,2 22 79,4 1,1 0,6 73 89 90 1 0,6 – 5,2

65 80,9 – 86,5 1,1 0,6 71 – 96,8 1 0,6 79 8,4
80,9 – 86,5 1,1 0,6 71 – 96,8 1 0,6 79 8,4
80,9 – 86,5 1,1 0,6 71 – 96,8 1 0,6 79 8,4
80,9 – 86,5 1,1 0,6 71 – 96,8 1 0,6 79 8,4
85,2 22 84,4 1,1 0,6 78 94 95 1 0,6 – 5,6

70 88,55 – 94,9 1,1 0,6 76 – 106 1 0,6 86 11
88,55 – 94,9 1,1 0,6 76 – 106 1 0,6 86 11
88,55 – 94,9 1,1 0,6 76 – 106 1 0,6 86 11
88,55 – 94,9 1,1 0,6 76 – 106 1 0,6 86 11
93,5 24 92,5 1,1 0,6 85 103,4 105 1 0,6 – 7,4

75 93,55 – 99,9 1,1 0,6 81 – 111 1 0,6 91 11,8
93,55 – 99,9 1,1 0,6 81 – 111 1 0,6 91 11,8
93,55 – 99,9 1,1 0,6 81 – 111 1 0,6 91 11,8
93,55 – 99,9 1,1 0,6 81 – 111 1 0,6 91 11,8
98,5 24 97,5 1,1 0,6 90 108,4 110 1 0,6 – 7,8

80 100,8 – 107,8 1,1 0,6 86 – 121 1 0,6 98 16
100,8 – 107,8 1,1 0,6 86 – 121 1 0,6 98 16
100,8 – 107,8 1,1 0,6 86 – 121 1 0,6 98 16
100,8 – 107,8 1,1 0,6 86 – 121 1 0,6 98 16
106,2 27 105 1,1 0,6 97 117,3 119 1 0,6 – 11
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリース

量1)グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d d1 2C D1 r1,2 r3,4 da Da Da ra rb dn Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

    mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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85 130 40,5 33,5 78 3,15 7 300 9 300 1,85 BTM 85 ATN9/P4CDB
130 40,5 33,5 78 3,15 9 100 10 900 1,7 BTM 85 ATN9/HCP4CDB
130 40,5 40 88 3,6 6 400 8 300 1,85 BTM 85 BTN9/P4CDB
130 40,5 40 88 3,6 8 000 9 500 1,7 BTM 85 BTN9/HCP4CDB
130 54 48,8 146 6,7 5 600 6 700 2,05 BTW 85 CTN9/SP

90 140 45 39 91,5 3,55 6 800 8 700 2,45 BTM 90 ATN9/P4CDB
140 45 39 91,5 3,55 8 500 10 100 2,3 BTM 90 ATN9/HCP4CDB
140 45 46,5 102 4 6 000 7 700 2,45 BTM 90 BTN9/P4CDB
140 45 46,5 102 4 7 400 8 800 2,3 BTM 90 BTN9/HCP4CDB
140 60 55,9 173 7,65 5 000 6 000 2,7 BTW 90 CTN9/SP

95 145 45 40 93 3,6 6 500 8 300 2,55 BTM 95 ATN9/P4CDB
145 45 40 93 3,6 8 200 9 800 2,4 BTM 95 ATN9/HCP4CDB
145 45 46,5 106 4,05 5 800 7 400 2,55 BTM 95 BTN9/P4CDB
145 45 46,5 106 4,05 7 200 8 600 2,4 BTM 95 BTN9/HCP4CDB
145 60 57,2 180 7,8 5 000 6 000 2,8 BTW 95 CTN9/SP

100 150 45 41,5 102 3,8 6 300 7 900 2,65 BTM 100 ATN9/P4CDB
150 45 41,5 102 3,8 7 900 9 400 2,5 BTM 100 ATN9/HCP4CDB
150 45 48 116 4,3 5 600 7 100 2,65 BTM 100 BTN9/P4CDB
150 45 48 116 4,3 6 900 8 200 2,5 BTM 100 BTN9/HCP4CDB
150 60 59,2 193 8,15 5 000 6 000 2,95 BTW 100 CTN9/SP

110 170 54 57 137 4,8 5 600 7 100 4,25 BTM 110 ATN9/P4CDB
170 54 57 137 4,8 7 000 8 300 3,95 BTM 110 ATN9/HCP4CDB
170 54 65,5 153 5,5 4 900 6 400 4,25 BTM 110 BTN9/P4CDB
170 54 65,5 153 5,5 6 100 7 300 3,95 BTM 110 BTN9/HCP4CDB
170 72 81,9 260 10,4 4 300 5 000 4,7 BTW 110 CTN9/SP

120 180 54 58,5 146 5 5 200 6 700 4,55 BTM 120 ATN9/P4CDB
180 54 58,5 146 5 6 500 7 700 4,2 BTM 120 ATN9/HCP4CDB
180 54 69,5 166 5,7 4 600 5 900 4,55 BTM 120 BTN9/P4CDB
180 54 69,5 166 5,7 5 700 6 800 4,2 BTM 120 BTN9/HCP4CDB
180 72 85,2 280 10,8 4 000 4 800 5,05 BTW 120 CTN9/SP

4.1 複式スラストアンギュラ玉軸受
d 85~120 mm

d1

r2

r1

r3
r4

H

D1d1

r2

r1

r3

r4

d

H

2C

D

BTW BTM

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数1) 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリース

量グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d D H C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

1)BTMシリーズ軸受の回転数は、軽予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBA)の値です。重予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBB)の、到達可能回転
数は記載された値の約75%になります。

314



85 105,8 – 112,8 1,1 0,6 91 – 126 1 0,6 103 16,8
105,8 – 112,8 1,1 0,6 91 – 126 1 0,6 103 16,8
105,8 – 112,8 1,1 0,6 91 – 126 1 0,6 103 16,8
105,8 – 112,8 1,1 0,6 91 – 126 1 0,6 103 16,8
112 27 110 1,1 0,6 102 122,3 124 1 0,6 – 11

90 113 – 120,6 1,5 1 97 – 135 1,5 1 110 22
113 – 120,6 1,5 1 97 – 135 1,5 1 110 22
113 – 120,6 1,5 1 97 – 135 1,5 1 110 22
113 – 120,6 1,5 1 97 – 135 1,5 1 110 22
119 30 117,5 1,5 0,6 109 130,9 132 1,5 0,6 – 14

95 118 – 125,6 1,5 1 102 – 140 1,5 1 115 22
118 – 125,6 1,5 1 102 – 140 1,5 1 115 22
118 – 125,6 1,5 1 102 – 140 1,5 1 115 22
118 – 125,6 1,5 1 102 – 140 1,5 1 115 22
124 30 122,5 1,5 0,6 114 135,9 137 1,5 0,6 – 15

100 123 – 130,6 1,5 1 107 – 145 1,5 1 120 22
123 – 130,6 1,5 1 107 – 145 1,5 1 120 22
123 – 130,6 1,5 1 107 – 145 1,5 1 120 22
123 – 130,6 1,5 1 107 – 145 1,5 1 120 22
129 30 127,5 1,5 0,6 119 140,9 142 1,5 0,6 – 16

110 137,9 – 147,1 2 1 119 – 165 2 1 134 38
137,9 – 147,1 2 1 119 – 165 2 1 134 38
137,9 – 147,1 2 1 119 – 165 2 1 134 38
137,9 – 147,1 2 1 119 – 165 2 1 134 38
145 36 143,1 2 1 132 159,8 161 2 1 – 27

120 147,7 – 157,1 2 1 129 – 175 2 1 144 40
147,7 – 157,1 2 1 129 – 175 2 1 144 40
147,7 – 157,1 2 1 129 – 175 2 1 144 40
147,7 – 157,1 2 1 129 – 175 2 1 144 40
155 36 153,1 2 1 142 169,8 171 2 1 – 28

dn
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリース

量1)グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d d1 2C D1 r1,2 r3,4 da Da Da ra rb dn Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

    mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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130 200 63 73,5 186 6,1 4 700 6 000 6,9 BTM 130 ATN9/P4CDB
200 63 73,5 186 6,1 5 900 7 000 6,45 BTM 130 ATN9/HCP4CDB
200 63 85 208 6,8 4 200 5 400 6,9 BTM 130 BTN9/P4CDB
200 63 85 208 6,8 5 100 6 100 6,45 BTM 130 BTN9/HCP4CDB
200 84 106 360 13,2 3 600 4 300 7,6 BTW 130 CTN9/SP

140 210 63 73,5 190 6,1 4 400 5 700 7,85 BTM 140 AM/P4CDB
210 63 73,5 190 6,1 5 600 6 700 7,4 BTM 140 AM/HCP4CDB
210 63 86,5 216 6,95 3 900 5 100 7,85 BTM 140 BM/P4CDB
210 63 86,5 216 6,95 4 900 5 800 7,4 BTM 140 BM/HCP4CDB
210 84 106 375 13,2 3 200 3 800 8,6 BTW 140 CM/SP

150 225 67,5 86,5 228 7,1 4 100 5 300 9,6 BTM 150 AM/P4CDB
225 67,5 86,5 228 7,1 5 200 6 200 9 BTM 150 AM/HCP4CDB
225 67,5 104 260 8 3 700 4 800 9,6 BTM 150 BM/P4CDB
225 67,5 104 260 8 4 500 5 300 9 BTM 150 BM/HCP4CDB
225 90 127 440 15,3 3 000 3 600 10,5 BTW 150 CM/SP

160 240 72 98 260 7,8 3 900 5 000 12 BTM 160 AM/P4CDB
240 72 98 260 7,8 4 900 5 800 11 BTM 160 AM/HCP4CDB
240 72 114 290 8,8 3 400 4 500 12 BTM 160 BM/P4CDB
240 72 114 290 8,8 4 300 5 100 11 BTM 160 BM/HCP4CDB
240 96 140 510 16,6 2 800 3 400 13 BTW 160 CM/SP

170 260 81 118 315 9,15 3 600 4 700 16 BTM 170 AM/P4CDB
260 81 118 315 9,15 4 500 5 300 15 BTM 170 AM/HCP4CDB
260 81 140 360 10,4 3 200 4 100 16 BTM 170 BM/P4CDB
260 81 140 360 10,4 3 900 4 600 15 BTM 170 BM/HCP4CDB
260 108 174 610 19,6 2 400 3 000 17,5 BTW 170 CM/SP

180 280 90 140 365 10,4 3 400 4 400 21,5 BTM 180 AM/P4CDB
280 90 140 365 10,4 4 200 5 000 20 BTM 180 AM/HCP4CDB
280 90 163 425 11,8 3 000 3 800 21,5 BTM 180 BM/P4CDB
280 90 163 425 11,8 3 600 4 300 20 BTM 180 BM/HCP4CDB
280 120 199 710 22,4 2 000 2 600 23 BTW 180 CM/SP

190 290 120 203 735 22,8 2 000 2 600 24 BTW 190 CM/SP

200 310 132 238 865 25,5 1 900 2 400 31 BTW 200 CM/SP

4.1 複式スラストアンギュラ玉軸受
d 130~200 mm

d1

r2

r1

r3
r4

H

D1d1

r2

r1

r3

r4

d

H

2C

D

BTW BTM

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数1) 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリース

量グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d D H C C0 Pu
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

1)BTMシリーズ軸受の回転数は、軽予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBA)の値です。重予圧軸受(組合せ/予圧記号:DBB)の、到達可能回転
数は記載された値の約75%になります。

316



130 162,6 – 173,3 2 1 139 – 195 2 1 158 58
162,6 – 173,3 2 1 139 – 195 2 1 158 58
162,6 – 173,3 2 1 139 – 195 2 1 158 58
162,6 – 173,3 2 1 139 – 195 2 1 158 58
171 42 168,6 2 1 156 187,5 190 2 1 – 40

140 172,6 – 183,3 2,1 1 151 – 205 2 1 168 62
172,6 – 183,3 2,1 1 151 – 205 2 1 168 62
172,6 – 183,3 2,1 1 151 – 205 2 1 168 62
172,6 – 183,3 2,1 1 151 – 205 2 1 168 62
181 42 178,6 2,1 1 166 197,7 200 2 1 – 45

150 184,9 – 196,4 2,1 1,1 161 – 219 2 1 180 80
184,9 – 196,4 2,1 1,1 161 – 219 2 1 180 80
184,9 – 196,4 2,1 1,1 161 – 219 2 1 180 80
184,9 – 196,4 2,1 1,1 161 – 219 2 1 180 80
194 45 191,2 2,1 1 178 212,4 213 2 1 – 56

160 196,8 – 209,2 2,1 1,1 171 – 234 2 1 192 94
196,8 – 209,2 2,1 1,1 171 – 234 2 1 192 94
196,8 – 209,2 2,1 1,1 171 – 234 2 1 192 94
196,8 – 209,2 2,1 1,1 171 – 234 2 1 192 94
207 48 203,7 2,1 1 190 226 227 2 1 – 67

170 211,3 – 225,6 2,1 1,1 181 – 254 2 1 205 126
211,3 – 225,6 2,1 1,1 181 – 254 2 1 205 126
211,3 – 225,6 2,1 1,1 181 – 254 2 1 205 126
211,3 – 225,6 2,1 1,1 181 – 254 2 1 205 126
223 54 219,3 2,1 1 204 244,9 246 2 1 – 90

226,5 – 241,7 2,1 1,1 191 – 274 2 1 220 160
180 226,5 – 241,7 2,1 1,1 191 – 274 2 1 220 160

226,5 – 241,7 2,1 1,1 191 – 274 2 1 220 160
226,5 – 241,7 2,1 1,1 191 – 274 2 1 220 160
239 60 234,8 2,1 1 214 262,6 264 2 1 – 117

190 249 60 244,8 2,1 1 224 272,6 274 2 1 – 122

200 264 66 259,9 2,1 1 236 291 292 2 1 – 157
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主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリース

量1)グリース
潤滑

オイルエア
潤滑動定格 静定格

d d1 2C D1 r1,2 r3,4 da Da Da ra rb dn Gref
最小 最小 最小 最小 最大 最大 最大

    mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

超精密アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、
マシニングセンタのロータリーテーブル、割出
ヘッド、マルチスピンドルヘッドの支持等に使
用されます。SKFは、シャフト径80~850 mm用
の超精密アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受
を製造しています。軸受の内部設計と精密な
加工プロセスにより、ラジアル振れは精度等
級P4より優れ、アキシアル振れは精度等級P4
とほぼ同等になっています。

内部設計とバリエーション

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、単独の
ラジアル荷重、両方向のアキシアル荷重、お
よびモーメント荷重、さらにこれらの組合せ
荷重が同時に付加されても対応できます。
この軸受の構成は以下の通りです(†
図1)。

 • 2列のスラスト用ころ/保持器セットおよび、
ラジアル用総ころセット。

 • L型断面で2つの軌道を備えた内輪。1つの
軌道はスラスト用ころ/保持器セットに対応
し、他方はラジアル用総ころセットに対応
します。内輪には取付けボルト用の貫通穴
があります。
• ルーズフランジはもう一方のスラスト用こ
ろ/保持器セットを保持する軌道の役目を
持ちます。ルーズフランジは、輸送用ボルト
で内輪に固定されています。このボルトは
軸受を取付けるまで取外さないでくださ
い。フランジには取付けボルト用の穴があ
ります。
• 外輪には2つのスラスト用ころ/保持器とラ
ジアル用総ころセットを保持するための3
つの軌道があります。

標準軸受は、グリースなし(型番記号なし)で
供給されますが、グリースあり(型番記号G)で
も供給可能です。
グリースなしで供給される軸受は、軸受リ
ングの潤滑穴からグリースまたはオイルで適
切に潤滑する必要があります。製造時にグ
リースを充填した軸受は、通常の回転速度範
囲内であればほとんどの用途に適するグリー
スが使用されています。

図1

320



軸受のデータ

軸受のデータ

主要寸法 標準規格外

精度
詳細情報
(†47ページ)

• 表1に記載された精度で製造しています
• ご要望に応じてラジアル振れ、アキシアル振れを改善(表示値の
50%)した製品も製造可能です。

表1

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受の精度

内輪

d Δds Vdp Vdmp ΔHs ΔH1s Kia Si
超 以下 上 下 最大 最大 上 下 上 下 最大 最大

mm µm µm µm µm µm µm µm

50 80 0 –9 5 3,5 0 –175 25 –25 3 3
80 120 0 –10 6 4 0 –175 25 –25 3 3
120 150 0 –13 8 5 0 –175 30 –30 3 3

150 180 0 –13 8 5 0 –175 30 –30 4 4
180 250 0 –15 9 6 0 –200 30 –30 4 4
250 315 0 –18 11 8 0 –400 40 –40 6 6

315 400 0 –23 14 10 0 –400 50 –50 6 6
400 500 0 –27 17 12 0 –450 60 –60 6 6
500 630 0 –33 20 14 0 –500 75 –75 10 10

630 800 0 –40 24 16 0 –700 100 –100 10 10
800 1 000 0 –50 30 20 0 –850 120 –120 12 12

外輪

D ΔDs VDp VDmp Kea Se
超 以下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm µm µm

120 150 0 –11 7 5 内輪の値と同じ
150 180 0 –13 8 5
180 250 0 –15 8 6

250 315 0 –18 10 7
315 400 0 –20 11 8
400 500 0 –23 14 9

500 630 0 –28 17 11
630 800 0 –35 20 13
800 1 000 0 –45 26 17
1 000 1 250 0 –55 34 20

精度記号の説明†表4、48ページ
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

予圧と剛性

各列に多数の円筒ころが配置され、軌道と線
接触するため、任意の方向からの荷重による
弾性変形は最小限に抑えられます。
軸受の取付けが完了したときに、適正な予
圧が付加され、最大の剛性を達成できるよ
う、選別されたころが組み込まれています。
適切な予圧により、軸受寿命が延長され、剛
性と回転精度が向上するとともに、ノイズレ
ベルは削減できます。
予圧を厳密に制御した結果、任意の方向の
剛性は一定とみなすことができます。
大きなアキシアル荷重がアキシアル-ラジ
アル円筒ころ軸受に付加される場合、荷重を
受けるスラスト用ころセットがゆがんで反スラ
スト荷重側のころセットの予圧を減少させる
場合があります。深刻な場合には、反スラス
ト荷重側ころセットが完全に無負荷になるこ
とがあり、ころが滑りを起こして軌道を損傷
したり、保持器に許容できないストレスがか
かることがあります。詳細については、SKFア
プリケーションエンジニアリングサービスま
でお問い合わせください。
スラスト側ころセットの予圧荷重と剛性の

値は、アキシアル予圧抜け荷重とともに表2に
記載されています。これらの値は、適切に取
付けられた取付けボルトが、推奨値まで締め
られている場合に適用されます(†表7、
332ページ)。

摩擦

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受における摩
擦損失は、他のころ軸受同様に様々な要因に
依存します。一般的な情報は、摩擦(†37
ページ)を参照してください。
表3に記載されている摩擦モーメントの値
は、機能テストで測定された平均値です。参
考値としてのみ使用してください。テストは以
下の運転条件で実施されました。

• 潤滑剤:グリース、40 °C(105 °F)での基油
動粘度150 mm2/s
• 回転速度: 5 r/min
• 環境温度: 30~40 °C(85~105 °F)
• 取付けボルトはトルク推奨値dで締付け
(†表7、332 ページ)
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予圧と剛性

表2

予圧と剛性

軸受 アキシアル予圧
荷重1)

アキシアル予圧抜け
荷重1)

アキシアル剛性2) ラジアル剛性2) モーメント剛性2)

– kN kN kN/µm kN/µm kNm/mrad

NRT 80 A  1,3 2,8 4,9 3,1 7
NRT 100 A  1,7 3,8 7,2 3,7 15
NRT 120 A  1,9 4,3 8,1 4,5 22

NRT 150 A  2,2 4,8 9 5,5 35
NRT 180 A  2,5 5,5 10,3 5,8 53
NRT 200 A  2,8 6,2 11,6 6,5 73

NRT 260 A  7,2 16 14,5 8,3 150
NRT 325 A  12 26 28,6 8,9 413
NRT 395 A  14 30 33,6 10,6 672

NRT 460 A  16 34 38,5 12,1 1036
NRT 580 A  25 55 43,5 18,6 1838
NRT 650 A  27 59 60 17,2 3209
NRT 850 A  47 103 77 22,4 7011

1)値は平均値です。
2)ころセットの剛性値です。

表3

摩擦トルク

軸受 摩擦トルク
CRL

– Nm

NRT 80 A  3
NRT 100 A  3
NRT 120 A  6

NRT 150 A  12
NRT 180 A  13
NRT 200 A  14

NRT 260 A  25
NRT 325 A  45
NRT 395 A  55

NRT 460 A  70
NRT 580 A  140
NRT 650 A  200
NRT 850 A  300

摩擦トルクは参考値です

323

5



アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

潤滑

グリースとオイルのどちらを使用するかは、
アプリケーションの回転数と運転温度に基づ
いて選択します。アキシアル-ラジアル円筒こ
ろ軸受は、通常オイルバスまたはオイル循環
システムによって潤滑します。グリースは通
常、低速かつ低温の用途に使用されます。
グリースまたはオイルは、軌道輪の潤滑穴
から軸受に注入できます。軸受が過度に潤滑
されると、過大な摩擦熱によって軸受の運転
温度が上昇するので注意してください。
グリース封入済みアキシアル-ラジアル円筒
ころ軸受(型番記号G)の標準グリースについて
は、表4に記載されています。
最低の摩擦と温度を達成するために、アキ
シアル-ラジアル円筒ころ軸受は適切に慣ら
し運転を行う必要があります。通常の慣らし
運転の手順は、軸受を様々な速度ステップ(初
期値は最大運転速度の~15%から始め、10%ず
つ速度を増加させて)で、それぞれ1時間回転
させます。慣らし運転中、軸受の運転温度が
70 °C(160 °F)を超えないようにしてくださ
い。

表4

グリース潤滑軸受(型番記号G)のグリース仕様

特性 グリース仕様

増ちょう剤 リチウムコンプレックス石
けん

基油タイプ 鉱油

NLGIちょう度クラス 2

温度範囲
[°C] –30~+140
[°F] –20~+285

基油動粘度[mm2/s]
40 °C (105 °F) 185
100 °C (210 °F) 15

設計時の留意事項
推奨されるシャフトとハウジングのはめあい

超精密アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受の
シャフトとハウジングの軸受取付け部は、以
下の公差等級で製造してください。

• シャフトh5VE  (†表5)
• ハウジングJ6VE  (†表6、326ページ)

軸受取付け径と肩部の精度

超精密アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受が、
高度な回転精度と低い運転温度で使用され
る場合、関連する部品も軸受と同等レベルの
精度で製造されていなければなりません。
形状精度および表面粗さの推奨値は以下
に記載されています。

• 表5 (シャフト)
• 表6、326ページ(ハウジング)

軸受内輪穴と外輪外径の公差に対し、シャフ
ト径とハウジング径をこの推奨公差により製
造すると、すきまのある中間ばめとなります。
しかし場合によっては、内輪または外輪が締
まりばめになる場合があります。この場合、ラ
ジアルころセットの摩擦および摩擦熱と接触
応力が増加します。
内輪が回転するアプリケーションでは、運
転条件と回転精度を最適化するために、シャ
フトと内輪のはめあいは、できるだけゼロに
近いすきまばめにしてください。外輪が回転
する場合には、逆に、外輪とハウジングをゼ
ロに近いすきまばめとします。
シャフトと内輪でゼロに近いすきまばめを
実現するために、SKFではアキシアル-ラジア
ル円筒ころ軸受に検査票を添付しています。
この検査票には内輪内径呼び寸法からの内
径偏差値が記載されています。また、軸受呼
び高さからの偏差値および回転精度の測定
値も記載されています。
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設計時の留意事項

表5

シャフトの精度

軸径 精度 総ラジアル振れ 総アキシアル振れ 表面粗さ

da h5VE ra t1 t5 Ra
超 以下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm mm µm µm µm

50 80 0 –13 0,2 3 3 0,8
80 120 0 –15 0,2 4 4 0,8
120 150 0 –18 0,2 5 5 0,8

150 180 0 –18 0,2 5 5 0,8
180 250 0 –20 0,2 7 7 0,8
250 315 0 –23 0,5 8 8 0,8

315 400 0 –25 0,5 9 9 0,8
400 500 0 –27 0,9 10 10 0,8
500 630 0 –32 0,9 11 11 0,8

630 800 0 –36 1,3 13 13 0,8
800 1 000 0 –40 1,3 15 15 0,8

Bt5Bt1

Da

Ra

Ra

ra

B

表面粗さRaはISO1302に準拠

取付けボルト穴

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受の取付け
には、シャフトとハウジングに取付けボルト
用のねじ穴が必要です。取付ねじ穴の位置と
サイズの詳細は、軸受寸法表(†334ページ)
に記載されています。軸受保持ボルトと取外
し用ねじ穴の位置には、取付けボルト穴は必
要ありません。
軸受NRT 80 Aは、内輪と外輪にそれぞれ12

本の取付けボルトで固定してください。この
軸受では、軸受保持ボルトと取外し用ねじ穴
は、取付けボルト穴の間に120度の等間隔で
配置されています。
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

表6

ハウジングの精度

ハウジング穴径 精度 総ラジアル振れ 総アキシアル振れ 表面粗さ

Da J6VE ra t1 t5 Ra
超 以下 上 下 最大 最大 最大 最大

mm µm mm µm µm µm

120 150 18 –7 0,2 5 5 0,8
150 180 18 –7 0,5 5 5 0,8
180 250 22 –7 0,5 7 7 0,8

250 315 25 –7 0,5 8 8 0,8
315 400 29 –7 0,5 9 9 0,8
400 500 33 –7 0,5 10 10 0,8

500 630 34 –10 0,9 11 11 0,8
630 800 38 –12 0,9 13 13 0,8
800 1 000 44 –12 0,9 15 15 0,8

1 000 1 250 52 –14 1,3 18 18 0,8

Bt5Bt1

Da

Ra

Ra

ra

B

表面粗さRaはISO1302に準拠
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等価軸受荷重

負荷容量

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、単独の
ラジアル荷重、両方向のアキシアル荷重、お
よびモーメント荷重、さらにこれらの組合せ
荷重が同時に付加されても対応できます。軸
受には予圧が付加されており、通常は、軸受
の回転軸からずれた位置に作用するアキシア
ル荷重とラジアル荷重を支持するために使用
されるので、手計算による等価軸受荷重の評
価は概算値でしかありません。ラジアル方向
およびアキシアル方向の等価軸受荷重は、別
々に計算してください。これらから、各ころ列
について定格寿命を計算できます。より正確
な軸受荷重分析と定格寿命の計算が必要な
場合は、SKFアプリケーションエンジニアリン
グサービスまでお問い合わせください。
基本定格荷重は軸受寸法表(†334
ページ)に記載されています。

等価軸受荷重

動等価軸受荷重は次のように計算します。

• ラジアルころセットの場合は、以下を使用
します。
P=Fr
• スラストころセットの場合は、以下を使用
します。
P=Fa+4,4M/d1

静等価軸受荷重は次のように計算します。

• ラジアルころセットの場合は、以下を使用
します。
P0=Fr
• スラストころセットの場合は、以下を使用
します。
P0=Fa+4,4M/d1

ここで
P =動等価軸受荷重[kN]
P0=静等価軸受荷重[kN]
d1=内輪の外径[mm]

(†軸受寸法表、334ページ)
Fa=アキシアル荷重[kN]
Fr=ラジアル荷重[kN]
M =モーメント荷重[kNmm]
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

許容モーメント荷重

一般的に、アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受
の回転速度は低く、低速の旋回運動を行う
か、または動かない状態でも荷重がかかりま
す。これらの条件下で、最大許容モーメント
荷重は静的荷重制限によって制限され、以下
を使用して決定されます。

Mperm=0,23d1(C0a/s0–Fa)

ここで
Mperm=許容モーメント[kNmm]
C0a =スラストころセットの基本静定格荷

重[kN](†軸受寸法表、334ページ)
d1 =内輪の外径[mm](†軸受寸法表)
Fa =中心に作用するアキシアル荷重[kN]
s0 =安全係数(†許容静荷重、36ページ)

=4

回転または振動が頻繁に加えられる場合は、
定格寿命により許容モーメント荷重が制限さ
れる場合もあります。SKFアプリケーションエ
ンジニアリングサービスまでお問い合わせく
ださい。
図1を使用して、主に静荷重のかかる状態
で選択した軸受サイズの適合を簡単にチェッ
クできます。
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許容モーメント荷重
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グラフ1

許容モーメント荷重–静限界荷重
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

取付け

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、取付け
およびメンテナンスを適切に行えば寿命の長
い精密機器部品です。取付けを適切に行うに
は、経験、精度、清潔な作業環境、適切な
ツールや工具が必要です。

取付け説明

軸受の取付けに関する一般情報は、取付けと
取外し(†123ページ)を参照してください。
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受の取付

け時には、内輪側にはサポートリングを使用
する方法(†図2)と、直接取付ける方法
(†図3)があります。サポートリングを使用す
る場合は、幅全体で内輪をサポートするよう
にしてください。サポートリングの厚さは、
ルーズフランジの約2倍としてください。

注意:軸受が損傷する可能性を低減するた
め、転動体を介して力をかけないようにして
ください。締付け作業等で加わる力は、かな
らず取付けるリングに直接かけてください。

取付け手順

1 シャフトと内輪のすべての接合面に薄くオ
イルを塗布します。

2 軸受保持ボルト(輸送中に軸受を固定する
ために使用)を1/2回転緩めます。

3 軸受をルーズフランジ側から、軸受の取付
けボルト穴とシャフトのねじ穴の位相を合
わせて取付けます。この工程を容易にする
ために、インダクションヒーターで軸受を温
めたり、シャフトの取付けボルトにガイドス
タッドを挿入することも可能です。アキシア
ル-ラジアル円筒ころ軸受を80 °C (175 °F) 
以上に加熱しないでください。

4 軸受(サポートリングを使用する場合はサ
ポートリングも)がシャフトの肩部に密着
し、全ての部品が室温と同じになったら、
取付けボルトを挿入して、外輪を回転させ
ながら「指できつく」締めます。この手順に
より、ころが安定し、内輪の芯出しができま
す。

5 内輪の芯出しができた状態で、各取付けボ
ルトを3等配対角(†図4)で、表7 (†332
ページ)に記載された推奨トルク値の35%、
70%、最後に100%と徐々に締めます。

6 軸受の取付け後、軸受保持ボルトを緩めた
ままにしないでください。推奨トルク値ま
で締めなおすか、完全に取外してくださ
い。

7 外輪の取付けも同様の手順で行います。ハ
ウジングと外輪のすべての接合面にオイル
を薄く塗布します。

8 軸受/シャフトアセンブリをハウジングに取
付けます(†図5)。

9 軸受/シャフトアセンブリを回転させなが
ら、取付けボルトを挿入して「指できつく」
締めます。各取付けボルトは、ステップ5で
説明したように交互に締めます(†図6)。

回転精度と摩擦(回転トルク)のチェック

取付けが完了したら、回転精度と摩擦を
チェックする必要があります。摩擦が著しく
高い場合は、下記の3つの原因が考えられま
す。

• 軸受取付け面が仕様通りに機械加工され
ていない。
• 取付けボルトを締めすぎている。
• 軸受内のグリースの量が多すぎる。

取付け時に生じた可能性があるひずみを排除
するために、すべての取付けボルトを緩め、前
述の3段階のプロセスを使用して締めなおし
ます。

保管/輸送

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受は、必ず水
平に保管してください。
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取付け

図2

図4

図6

図3

図5
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アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

表7

推奨ボルト締付けトルク

軸受 締付けトルク ボルトサイズ
強度区分10,9

– Nm –

NRT 80 A 4,5 M4
8,5 M5

NRT 100 A 8,5 M5
NRT 120 A 14 M6

NRT 150 A 14 M6
NRT 180 A 14 M6
NRT 200 A 14 M6

NRT 260 A 34 M8
NRT 325 A 34 M8
NRT 395 A 34 M8

NRT 460 A 34 M8
NRT 580 A 68 M10
NRT 650 A 116 M12
NRT 850 A 284 M16

軸受予圧を増加させる可能性があるので高いトルク値を使
用しないでください。
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呼び番号システム

呼び番号システム

軸受シリーズ

NRT アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受

内径寸法

80 内径[mm]
–
850

内部設計

A 基本内部設計
B 新内部設計

その他の特徴

G グリース封入

例: NRT260A/G NRT 260 A / G
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80 146 35 23,35 12 130 0,3 0,3 55 102 37,5 200 350 700 2,4 200 NRT 80 A

100 185 38 25 12 160 0,6 0,3 58,3 116 68 390 280 560 4,1 260 NRT 100 A

120 210 40 26 12 184 0,6 0,3 64,4 140 72 440 230 460 5,3 315 NRT 120 A

150 240 40 26 12 214 0,6 0,3 67,1 160 75 480 210 420 6,2 350 NRT 150 A

180 280 43 29 15 244 0,6 0,3 89,7 236 80 560 190 380 7,7 400 NRT 180 A

200 300 45 30 15 274 0,6 0,3 93,5 270 85 630 170 340 9,7 500 NRT 200 A

260 385 55 36,5 18 345 0,6 0,6 108 355 95 780 130 260 18,5 630 NRT 260 A

325 450 60 40 20 415 0,6 0,6 134 450 153 1 660 110 220 25 700 NRT 325 A

395 525 65 42,5 20 486 1 1 147 530 166 1 960 90 180 33 800 NRT 395 A

460 600 70 46 22 560 1 1 201 765 180 2 240 80 160 45 1 000 NRT 460 A

580 750 90 60 30 700 1 1 229 965 285 3 550 60 120 89 1 250 NRT 580 A

650 870 122 78 34 800 1 1 413 1 600 365 5 000 55 110 170 1 450 NRT 650 A

850 1 095 124 80,5 37 1 018 1,5 1,5 473 2 120 415 6 400 40 80 253 1 800 NRT 850 A

r1

r1

N1

N2

d

D

d1

J1

J

r2

r2

N

CH

H1

a

 
主要寸法 基本定格荷重 到達可能回転数 質量 ロータ

リーテ
ーブル
推奨
径

型番 取付け穴 軸受保持ボルト
ラジアル アキシアル グリース

潤滑
オイル
潤滑

内輪 外輪 ピッチ サイズ 本数
動定格 静定格 動定格 静定格 取付け穴 取付け穴 取外し用

ねじ山
取外し用
ねじ山d1) D H H1 C d1 r1 r2 C C0 C C0

最小 最小 箇所 本 箇所 穴数   °

mm kN r/min  kg mm – – – – –

5.1 アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受
d 80~850 mm

1)ご要望に応じて特殊なシャフト径も製造可能です。SKFへお問い合わせください。
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92 5,6 102) 4 12 138 4,6 12 M5 3 12x30 M5 3

112 5,6 10 5,4 16 170 5,6 15 M5 3 18x20 M5 2

135 7 11 6,2 22 195 7 21 M8 3 24x15 M6 2

165 7 11 6,2 34 225 7 33 M8 3 36x10 M6 2

194 7 11 6,2 46 260 7 45 M8 3 48x7,5 M6 2

215 7 11 6,2 46 285 7 45 M8 3 48x7,5 M6 2

280 9,3 15 8,2 34 365 9,3 33 M12 3 36x10 M8 2

342 9,3 152) 8,2 34 430 9,3 33 M12 3 36x10 M8 2

415 9,3 15 8,2 46 505 9,3 45 M12 3 48x7,5 M8 2

482 9,3 15 8,2 46 580 9,3 45 M12 3 48x7,5 M8 2

610 11,4 18 11 46 720 11,4 42 M12 6 48x7,5 M10 2

680 14 20 13 46 830 14 42 M12 6 48x7,5 M12 2

890 18 26 17 58 1 055 18 54 M16 6 60x6 M16 2

a

N
2G

 ×
 3

 
主要寸法 基本定格荷重 到達可能回転数 質量 ロータ

リーテ
ーブル
推奨
径

型番 取付け穴 軸受保持ボルト1)

ラジアル アキシアル グリース
潤滑

オイル
潤滑

内輪 外輪 ピッチ サイズ 本数
動定格 静定格 動定格 静定格 取付け穴 取付け穴 取外し用

ねじ山
取外し用
ねじ山J N N1 a J1 N2

最小 最小 箇所 本 G 箇所 穴数xa[°]

  – mm – mm – – –

1)軸受保持ボルトはルーズフランジにねじ止めされています。
2)座ぐりは軸受内径側に開いています。
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

工作機械では、加工物や機械コンポーネント
を迅速、効率的かつ正確に位置決めできる送
りねじ駆動が必要です。SKF超精密スラストア
ンギュラ玉軸受で送りねじの両端を支持する
ことで、これらの要求を満たすことができま
す。この軸受は高いアキシアル剛性とアキシ
アル負荷容量を備えるとともに、高速回転性
能と加減速への追従性を備え、さらに、優れ
た回転精度を提供します。
送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受
は送りねじの支持だけでなく、ラジアル荷重
とアキシアル荷重を支持しながら、シャフト
をアキシアル方向に非常に正確に案内する必
要があるような、その他のアプリケーション
にも適しています。

内部設計とバリエーション

SKF送りねじ支持用超精密スラストアンギュラ
玉軸受のバリエーションは、送りねじ用サ
ポート軸受に対するほとんどすべての要求に
対応できます。SKFは3種類のサポート軸受を
供給しています。

• 単式軸受
• 複式軸受
• フランジ付きカートリッジユニット

送りねじ支持をサポートする軸受を選択する
場合の主な基準は、アキシアル剛性と負荷容
量、回転精度、回転数、および摩擦モーメント
です。そのほかにも、軸受配列のモーメント剛
性や、シャフトとハウジング間のミスアライメ
ントに対応できるかどうか、などの項目も検
討します。取付け方法とシールの要否も考慮
する必要があります。表1に、選択基準の概要
とそれぞれの軸受シリーズの適応度を示しま
す。
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内部設計とバリエーション

記号: ++非常に良い +良い o適している

表1

送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受の選択基準

軸受タイプ 単式軸受 複式軸受 ボルト取付け型
複式軸受

カートリッジユニット

軸受シリーズ BSA、BSD BEAS BEAM FBSA

選択基準

アキシアル剛性 ++ + + ++

アキシアル負荷容量 ++ ++ ++ ++

回転精度 ++ ++ ++ ++

速度性能 ++ + + +

摩擦モーメント ++ + + ++

配列の柔軟性 + o o ++

取付けの容易さ o + ++ ++

シール 非接触シール
(オプション)

接触シール/ 
非接触シール

接触シール/ 
非接触シール

薄層リング
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

単式スラストアンギュラ玉軸受

SKFでは、シャフト径12~75 mmの単式スラス
トアンギュラ玉軸受(†図1)を、BSAおよび
BSDシリーズで供給します。この軸受は非分
離型で接触角度は62°です。内外輪とも軌道
面端の面取りは研削仕上げされています。こ
の面取りにより、軌道面端部の応力が約30%
軽減され、従来設計品と比較して、大きなア
キシアル荷重および偶発的な過負荷に対する
耐性が向上しています。
単式軸受は、一方向のアキシアル荷重のみ
に対応するよう設計されており、逆方向から
のアキシアル荷重に対応する軸受を配置した
り、あるいは調整済みの組合せ軸受を使用し
たりします。軸受はユニバーサルマッチを標
準としており、最大4個の組合せセットまで設
定されています。これらの軸受は様々な配列
に対応でき、マッチング済み組合わ軸受と同
等の性能を発揮することができます。独自の
熱処理技術により、軸受使用期間中一定の軸
受予圧を維持できます。

マッチング済み組合せ軸受

単式軸受は、ご要望に応じてマッチング済み
組合せ軸受として供給可能です。ただし、標
準軸受は万能組合せが可能ですので、在庫を
削減するために、単列軸受を必要に応じて配
列することを推奨します。

図1
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内部設計とバリエーション

複式スラストアンギュラ玉軸受

複式スラストアンギュラ玉軸受は、限られた
スペースに容易に取付けられるよう設計され
ています。SKF複式スラストアンギュラ玉軸受
は、シール付き、グリース充填済みが標準で
す。これらの軸受には2つのシリーズが設定さ
れています。

 • BEASシリーズ複式スラストアンギュラ玉軸
受(†図2)、シャフト径8~30 mm

 • BEAMシリーズボルト取付け型複式スラスト
アンギュラ玉軸受(†図3)、シャフト径
12~60 mm

BEASシリーズ

BEASシリーズ軸受は、2列背面組合せの単式
スラストアンギュラ玉軸受に相当します。一体
型の外輪と2個の内輪で構成されており、非
分離型、接触角度は60°です。この軸受はラジ
アル荷重、および両方向のアキシアル荷重に
対応します。予圧(工場で事前設定)は、精密
ロックナット(†精密ロックナット、375 
ページ)などで、内輪を送りねじシャフトに固
定することによって付加されます。

BEAS軸受には、外輪外周に油溝と潤滑穴
が標準で設けてあり、必要に応じて簡単かつ
確実に軸受を潤滑できます。

BEAMシリーズ

BEAMシリーズ軸受は、BEASシリーズの外輪
を拡大し、取付けボルト用の穴を設置してい
ます。その他の内部設計は、BEASシリーズと
同じです。関連部品に直接ボルト付けできる
ので、設計と取付けのプロセスを簡素化する
ことが可能です。必要に応じて再給脂を可能
にするため、片側の側面と軸受外径面にグ
リース供給用のM6タップ穴が設置してありま
す。納品時に給油穴はセットビスでふさいで
あります。給油穴のある側面が機械取付け面
と反対側になるように取付けてください。精
度等級PEで製造されている軸受では、軸受
外径面の給油タップ穴はありません、側面の
給油タップ穴からのみ再給脂できます。

BEAM軸受には、軸受を送りねじシャフトか
ら取外すときに使用できる外周溝が外径面に
設けてあります。

図2 図3
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

フランジ付きカートリッジユニット

FBSAシリーズのカートリッジユニット(†図4)
は、迅速かつ容易に取付けが行えるよう、フ
ランジ付きのハウジングを備えています。こ
のカートリッジユニットには、シャフト径、
20~60 mm用のものがあり、SKF単式スラスト
アンギュラ玉軸受を組み込んでいます(†
340ページ)。研削面を除き、ユニットは黒染
めで表面処理されています。
このユニットには以下のような各種の軸受
配列があります(†図5)。

 • 2列背面組合せ、組合せ記号DB
 • 2列正面組合せ、組合せ記号DF
 • 2-2背面組合せ、組合せ記号QBC
 • 2-2正面組合せ、組合せ記号QFC

2列組合せ軸受のユニットではカートリッジ端
にフランジを設置したものもあります(設計記
号A)。その他の軸受配列もご要望に応じて製
造可能です。
カートリッジユニットは、機械取付け面に
ボルトで固定し、SKF精密ロックナット(†
375ページ)を使用して送りねじシャフトに取
付けてください。

カスタマイズソリューション

SKFサポート軸受のバリエーションは、幅広い
用途条件をカバーします。SKFでは、特殊なア
プリケーション向けにカスタマイズソリュー
ションも提供可能です。先進のシミュレー
ションプログラムが、製品開発のあらゆる段
階を支援します。詳細については、SKFアプリ
ケーションエンジニアリングサービスまでお
問い合わせください。

グリース軸受

開放型単式スラストアンギュラ玉軸受では、
ご要望に応じてシール付き軸受(シール記号
GMM、†シール付き軸受、344ページ)に使
用される標準グリースを塗布した状態で供給
することも可能です。
それぞれのアプリケーションの要求を満た
すため、ユーザー固有のグリースや充填量に
も対応できます。
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DB DF

QBC QFC

図5

図4

FBSA2 . ./DB FBSA 2 . ./QBC FBSA 2 . .A/QBC
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

保持器

送りねじ支持用のスラストアンギュラ玉軸受
では、シリーズによって異なる保持器が使用
されています。

• ガラス繊維強化PA66保持器、ウィンドウタ
イプ、ボール案内、保持器記号なし
• ガラス繊維強化PA66保持器、スナップタイ
プ、ボール中心、保持器記号なし

これらの頑丈な保持器は非常に軽量で、遠心
力を最小化し素早い加速および減速に対応し
ます。
材料の詳細については、保持器の材料

(†55ページ)の項を参照してください。

シール付き軸受

単式スラストアンギュラ玉軸受では、両側非
接触シール付き軸受の設定があります(シー
ル記号2RZ、†図6)。このシールは、内輪外径
との間に非常に狭い隙間を保っているため、
速度性能が損なわれることはありません。
複式スラストアンギュラ玉軸受には、標準
でシールが装着されています(†図7)。接触
シール(シール記号2RS)または非接触シール
(シール記号2RZ)の選択が可能です。非接触
シールは、内輪外径との間に非常に狭い隙間
を保っているため、速度性能が損なわれるこ
とはありません。
全てのシールは耐油性および耐摩耗性に優
れたNBR製で、鋼板で補強されています。
NBR製のシールで許容できる運転温度は
–40~+100 °C (–40~+210 °F)です。短時間であ
れば、最高120 °C(250 °F)まで許容されま
す。材料の詳細については、シールの材料
(† 56ページ)の項を参照してください。
カートリッジユニットでは、汚染物質侵入と
グリース漏出を防止するために、薄層リング
が両側に設置されています(†図8)。薄層リ
ングが、ユニット内に組み込まれた単式スラ
ストアンギュラ玉軸受の到達可能回転数を制
限することはありません。
シール付き軸受には、高品質で低粘度のリ

チウム系増ちょう剤および合成エステル/
PAO(単式軸受およびカートリッジユニット)ま
たはエステル油(複式軸受)を含むグリースが
標準で充填されています。グリース充填量
は、軸受内空間容積の25~35%までです。グ
リースの温度範囲は以下のとおりです。

• 単式軸受: –40~+120 °C (–40~+250 °F)
• 複式軸受: –55~+110 °C (–65~+230 °F)

通常の運転条件では、初期充填されたグリー
スの寿命は、軸受の疲労寿命を上回ります。
複式スラストアンギュラ玉軸受を、高荷重、高
速回転で長時間運転しなければならない場
合は、再給脂が必要になる場合があります。
再給脂を行う場合には、軸受が通常の運転
温度で回転している間に、ゆっくりとグリース
を給脂してください。過度の圧力によりシー
ルが破損することがあるので注意してくださ
い。
シール付き軸受を洗浄したり、80 °C  

(175 °F)を超える温度まで加熱したりしないで
ください。シール付き軸受を取付けのために
加熱する場合は、インダクションヒーターを
使用して短時間で軸受を取付けてください。
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2RZ

図6

2RS 2RZ

図7

図8
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

軸受組合せ配列の設計

送りねじ支持用の単式スラストアンギュラ玉
軸受は、柔軟な軸受配列設計が可能です。標
準で、4個までの組合せ軸受セットとして取付
けるためのユニバーサルマッチ加工が可能で
す。
ユニバーサルマッチ軸受は、互いに直接隣
接させてランダムに取付ける配列で、間座な
どの部品を使用することなく既定の予圧や効
果的な荷重バランスが得られるように特別に
製造されています。内径と外径、ならびにラジ
アル振れに関して非常に厳しい精度となって
います。

軸受組合せ配列

背面組合せ

背面組合せ(†図9)では、荷重負荷ラインは
軸受中心から外側へ広がります。両方向から
のアキシアル荷重に対応できますが、1つの軸
受で支持できるのは一方向のアキシアル荷重
だけです。
背面組合せで取付けられた軸受は、比較的

剛性の高い軸受配列となります。背面組合せ
は、軸受の荷重作用点距離が広いため、モー
メント荷重の支持に特に適しています。

正面組合せ

正面組合せ(†図10)では、荷重負荷ラインは
軸受中心側へ向かいます。両方向からのアキ
シアル荷重に対応できますが、1つの軸受で
支持できるのは一方向のアキシアル荷重だけ
です。
正面組合せは、背面組合せに比べ、軸受の

荷重作用点距離が短いため、モーメント荷重
の支持にはあまり適していません。

並列組合せ

並列組合せ軸受を使用すると、単列軸受と比
較して高いアキシアルおよびラジアル負荷容
量が得られます。並列組合せ(†図11)では、
荷重負荷ラインが平行になるため、ラジアル
およびアキシアル荷重は均等に配分されま
す。
組合せ軸受は、一方向からのアキシアル荷
重のみに対応できます。アキシアル荷重が両
方向に作用する場合、または複合荷重が存在
する場合は、並列組合せ軸受に対して、逆方
向からのアキシアル荷重に対応するために、
調整された軸受を追加する必要があります
(複数の追加が必要な場合もあります)。

例

ユニバーサルマッチ軸受およびマッチング済
み組合せ軸受は、そのアプリケーションに要
求される剛性や荷重に応じて様々な組合せ
での配列が可能です。軸受組合せ配列の例と
マッチング済み組合せ軸受に適用される組
合せ記号については、図12 (†348ページ)
を参照してださい。
軸受取付け位置間のミスアライメントが避
けられない場合は、正面組合せ配列を推奨し
ます。この配列は背面組合せ配列よりもミス
アライメントによる影響を受けにくくなってい
ます。
背面組合せ、または正面組合せの軸受に、
並列組合せの軸受を追加した配列は、通常、
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背面組合せ

図9

正面組合せ

図10

並列組合せ

図11

組合せ軸受の特定方向への剛性または負荷
容量を最大化するために選択されます。例え
ば垂直軸、長尺、テンション付加、オーバーハ
ングなどの、送りねじをサポートする必要が
ある場合等です。

自由側の軸受

送りねじと機械本体取付け部との温度差によ
るアキシアル方向変位を吸収するために自由
側軸受が必要な場合は、針状ころ軸受が特に
適しています。この場合、送りねじの重量だけ
が軸受にかかります。針状ころ軸受の詳細に
ついては、skf .comを参照してください。
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

2列組合せ軸受

3列組合せ軸受

背面組合せ
組合せ記号DB

2-1背面組合せ
組合せ記号TBT

2-2背面組合せ
組合せ記号QBC

3-1背面組合せ
組合せ記号QBT

並列組合せ
組合せ記号DT

3列並列組合せ
組合せ記号TT

4列並列組合せ
組合せ記号QT

正面組合せ
組合せ記号DF

2-1正面組合せ
組合せ記号TFT

2-2正面組合せ
組合せ記号QFC

3-1正面組合せ
組合せ記号QFT

4列組合せ軸受

図12
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軸受組合せ配列の設計

関連部品

超精密スラストアンギュラ玉軸受の高い回転
精度を活用するために、関連部品も、高い精
度で製造する必要があります。すべての寸法
および形状の偏差をできるだけ小さく抑えな
ければなりません。シャフトおよびハウジング
の軸受取付け部は、表2~4に記載されている
推奨公差で加工してください。

表3

ハウジングの形状精度

ハウジング径 公差 総ラジアル
振れ

総アキシ
アル振れ

D H5VE t1 t2
超 以下 上 下 最大 最大

mm µm µm µm

– 50 11 0 2,5 4
50 80 13 0 3 5
80 120 15 0 4 6
120 150 18 0 5 8

D

t1 A

t2 A

A

表4

ボルト取付け型軸受およびカートリッジユニットの
ハウジング穴および側面の形状精度

ハウジング内径 公差 総アキシアル振れ
Da、D2 H6VE t1
超 以下 上 下 最大

mm µm µm

50 80 19 0 5
80 120 22 0 6
120 150 25 0 8

Da, D2

At1 A

表2

シャフトの形状精度

軸径 公差 総ラジアル
振れ

総アキシ
アル振れ

d h4VE t1 t2
超 以下 上 下 最大 最大

mm µm µm µm

10 18 0 –5 2 2
18 30 0 –6 2,5 2,5
30 50 0 –7 2,5 2,5
50 80 0 –8 3 3

d

t1 A

t2 A A
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

アプリケーション例

送りねじは通常、背面または正面組合せ配列
の組合せ軸受で両側が支持されます(†
図13)。ユニバーサルマッチ加工された単式軸
受を使用すると、特定アプリケーションの要
求条件に合わせて配列を調整できます。シー
ル付き軸受(†図14)にはその他の利点があ
ります。軸受外のシール構造を省略できるこ
と、軸受が汚染物質から保護されているこ
と、さらに、取付け時に潤滑剤が不要なこと
です。
短い送りねじでは、片持ち式のサポートが

一般的です(†図15)。片持ち式のサポートに
は背面組合せ配列が適しています。
複式軸受(†図16)を使用すると、さらに部

品数を削減できます。ボルト取付け型の軸受
(†図17)は、ハウジングが不要で取付けが簡
単です。
テンションを付加した送りねじ向けには、
お互いに調整された並列組合せ軸受を両端
に使用すると、特に高い剛性の軸受配列を設
計できます。このような送りねじ機構設計に
は、フランジ付きカートリッジユニットが特に
適しています(†図18)。

図13

図14
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軸受組合せ配列の設計

図15

図18

図16 図17
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

軸受のマーキング

各超精密スラストアンギュラ玉軸受とカート
リッジユニットには、外側面に様々なマーキン
グが施されています(†図19)。

1 SKF商標
2 軸受型番/ユニット型番
3 製造国
4 製造日コード
5 「MATCHABLE」(マッチング可能)ラベル(単
式軸受のみ)

「V型」マーキング

ユニバーサルマッチングが可能な単式軸受の
外径「V型」マーキングは、組合せ軸受をアキ
シアル荷重に対してどの方向に取付けるかを
示します。「V型」マーキングの先端は、アキシ
アル荷重をサポートできる内輪の側面に向い
ています。軸受セットでは、内輪側面が広い
方側がアキシアル荷重をサポートし、「V型」
マーキングがアキシアル荷重と逆の方向を指
すように取付けてください(†図20)。両方向
のアキシアル荷重があり、正面組合せまたは
背面組合せ配列によってサポートするアプリ
ケーションでは、「V型」マーキングが指して
いる向きが多い方側が、大きなアキシアル荷
重をサポートします。

Fa

図20

F
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A
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           Austria                        2
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BSA 206 CGA

SKF

2 2K8

1

3 4

2GERMANY

BEAS 012042-2RS

一方向アキシアル荷重負荷 両方向アキシアル荷重負荷 カートリッジユニット

1 4

2 3

-

図19
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軸受のデータ

軸受のデータ

単式軸受 複式軸受 カートリッジ
ユニット

主要寸法 ISO15、BSA 2およびBSA 3 
シリーズはISO寸法系列02お
よび03にそれぞれ準拠
BSDシリーズ軸受はISO寸法
系列に一部準拠

非標準 非標準

精度

詳細情報
(†47ページ)

寸法精度P4
回転精度P2
規格値: ISO492 (†表5、
354ページ)
値は個々の軸受に適用され
ます。マッチング済み組合せ
軸受については、軸受取付け
面が適正に調整され、軸受
が適切に取付けられていれ
ば、アキシアル振れは通常
2,5 µm以内です。

回転精度P4
規格値: ISO492  
(†表5、
354ページ)
寸法精度
規格値:  
†表5、
354ページ

規格値:  
†表6、
354ページ
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

表5

単式および複式軸受の精度

内輪および軸受高さ
単式軸受 複式軸受

d Δds,Δdmp ΔTs Sia Δds,Δdmp ΔBs Sia
超 以下 上 下 上 下 最大 上 下 上 下 最大

mm µm µm µm µm µm µm

10 18 0 –4 0 –80 1,5 0 –5 0 –250 2
18 25 0 –4 0 –120 2,5 0 –5 0 –250 2
25 30 0 –4 0 –120 2,5 0 –5 0 –250 2,5

30 50 0 –5 0 –120 2,5 0 –5 0 –250 2,5
50 60 0 –5 0 –120 2,5 0 –8 0 –250 2,5
60 80 0 –5 0 –120 2,5 0 –8 0 –250 3

外輪
単式軸受 複式軸受

D ΔDs,ΔDmp Sea ΔDs,ΔDmp ΔCs Sea
超 以下 上 下 最大 上 下 上 下 最大

mm µm µm µm µm µm

30 50 0 –5 2,5 0 –10 0 –250 8
50 80 0 –6 4 0 –10 0 –250 10
80 110 0 –6 5 0 –10 0 –250 11

110 120 0 –6 5 0 –15 0 –250 11
120 150 0 –7 5 0 –15 0 –250 13

精度記号の説明†表4、48ページ

表6

カートリッジユニットの精度

d Δds,Δdmp ΔD2 ΔTs Sia
1)

超 以下 上 下 上 下 上 下 最大

mm µm µm mm µm

18 30 0 –4 0 –13 0 –1,5 2,5
30 50 0 –5 0 –15 0 –1,5 2,5
50 60 0 –5 0 –18 0 –1,5 2,5

精度記号の説明†表4、48ページ
1)単列軸受のアキシアル振れ。ハウジング取付け外径D2に対するフランジの直角度は、サイズによって異なり5~10 µmです。
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予圧

予圧
単式スラストアンギュラ玉軸受

個々の単式スラストアンギュラ玉軸受は、荷重
負荷方向が対向する軸受を設置しない限り、
予圧を付加することはできません。

SKF単式軸受では、標準でユニバーサル
マッチングが可能な、2種類の異なる予圧等
級が設定されています。

• 予圧等級A:軽予圧
• 予圧等級B:中予圧

予圧荷重は様々な要素に依存しますが、それ
らの数値は2列背面または正面組合せ配列の
組合せ軸受に適用されます。予圧荷重の値は
標準化されておらず、表7 (†356ページ)に
記載されています。表中の値は、はめあいや
運転条件の影響を反映していません。
ご要望に応じて、特殊予圧の組合せ軸受も
製造可能です。特殊予圧荷重は、組合せ記号
に続く特殊予圧記号Gで示されます。G以降の
数字が予圧荷重を表します。単位はdaNで
す。

3個または4個の軸受で構成される組合せ
軸受は、2個の軸受の予圧荷重よりも荷重が
大きくなっています。これらの組合せ軸受の
予圧荷重は、表7に記載の値に表8 (†356 
ページ)に記載された係数をかけて求めま
す。

複式スラストアンギュラ玉軸受

複式スラストアンギュラ玉軸受の予圧は標準
化されておらず、表9 (†357ページ)に記載
されています。表中の値は、はめあいや運転
条件の影響を反映していません。
ご要望に応じて、特殊予圧の軸受も製造可
能です。

カートリッジユニット

カートリッジユニットには、標準で予圧等級A
またはBの単式軸受が組み込まれています
(†表7、356ページ)。ご要望に応じて、特
殊予圧の軸受を組み込んだユニットも製造可
能です。特殊予圧荷重は、組合せ記号に続く
特殊予圧記号Gで示されます。G以降の数字
が予圧荷重を表します。単位はdaNです。
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

表7

単式軸受のアキシアル予圧、アキシアル剛性、摩擦モーメント、許容アキシアル荷重

型番 アキシアル予圧 アキシアル剛性 摩擦モーメント 許容アキシ
アル荷重予圧等級 予圧等級 予圧等級

A B A B A B

– N N/µm Nm kN

BSA 201 650 1300 400 510 0,016 0,028 6,25
BSA 202 770 1540 460 580 0,022 0,038 8,5
BSA 203 1040 2080 550 700 0,04 0,072 10,3

BSA 204 1480 2960 680 860 0,05 0,091 14,5
BSA 205 1580 3160 725 925 0,069 0,12 18
BSA 206 2150 4300 870 1110 0,12 0,21 22,6

BSA 207 2950 5900 1080 1370 0,18 0,32 29,6
BSA 208 3400 6800 1130 1440 0,212 0,46 37,9
BSA 209 3750 7500 1290 1640 0,23 0,52 40,2

BSA 210 4100 8200 1410 1800 0,31 0,68 42,5
BSA 212 6050 12100 1640 2080 0,54 1,05 65
BSA 215 6850 13700 1870 2380 0,65 1,4 76

BSA 305 2150 4300 870 1110 0,12 0,2 22,6
BSA 306 3000 6000 1010 1280 0,175 0,32 46
BSA 307 4100 8200 1120 1430 0,26 0,46 65
BSA 308 5100 10200 1340 1710 0,35 0,62 78,2

BSD 2047 1480 2960 680 860 0,05 0,091 14,5
BSD 2562 2150 4300 870 1110 0,115 0,21 22,6
BSD 3062 2150 4300 870 1110 0,125 0,215 22,6

BSD 3572 2950 5900 1080 1370 0,18 0,32 29,6
BSD 4072 2950 5900 1080 1370 0,18 0,32 29,6
BSD 4090 5100 10200 1340 1710 0,35 0,61 78,2

BSD 4575 2900 5800 1180 1500 0,25 0,41 40,2
BSD 45100 5850 11700 1470 1870 0,5 0,97 107,4
BSD 50100 6200 12400 1550 1970 0,52 0,97 107,4

BSD 55100 6200 12400 1550 1970 0,52 0,97 107,4
BSD 55120 7300 14600 1800 2300 0,72 1,26 130
BSD 60120 7300 14600 1800 2300 0,72 1,26 130

表8

組合せ軸受の予圧と摩擦モーメントの計算係数

軸受の数 配列


組合せ記号


係数


3 2-1背面組合せ TBT 1,35
2-1正面組合せ TFT 1,35

4 3-1背面組合せ QBT 1,55
3-1正面組合せ QFT 1,55
2-2背面組合せ QBC 2
2-2正面組合せ QFC 2
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予圧

表9

複式軸受のアキシアル予圧、剛性、摩擦モーメント

型番 アキシアル予圧 剛性 摩擦モーメント1)

アキシアル モーメント

– N N/µm Nm/mrad Nm

BEAS 008032 300 250 20 0,08
BEAS 012042 600 350 80 0,16
BEAS 015045 650 400 65 0,2

BEAS 017047 720 420 80 0,24
BEAS 020052 1650 650 150 0,3
BEAS 025057 1920 770 200 0,4

BEAS 030062 2170 870 300 0,5

BEAM 012055 600 350 80 0,16
BEAM 017062 720 420 80 0,24
BEAM 020068 1650 650 150 0,3

BEAM 025075 1920 770 200 0,4
BEAM 030080 2170 870 300 0,5
BEAM 030100 3900 950 470 0,8

BEAM 035090 2250 900 400 0,6
BEAM 040100 2550 1000 570 0,7
BEAM 040115 4750 1150 720 1,3

BEAM 050115 3100 1250 1000 0,69
BEAM 050140 5720 1350 1500 2,6
BEAM 060145 4700 1400 1750 2

1)値は接触シール軸受に適用されます(シール記号2RS)。非接触シール軸受(シール記号2RZ)の摩擦モーメントは上記に記載さ
れている値の50％です。
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

アキシアル剛性
単式スラストアンギュラ玉軸受

単式軸受のアキシアル剛性値は表7 (†356 
ページ)に記載されています。記載された値
は、2個の軸受を背面または正面組合せで配
列した、取付けられていない組合せ軸受に適
用されます。

3個または4個の軸受で構成された組合せ
軸受は、2個の軸受のセットよりも高いアキシ
アル剛性となります。これらの組合せ軸受の
アキシアル剛性は、表7に記載された値に、
表10の係数をかけて求めます。小さい値の係
数は軽アキシアル荷重の軸受(P ≤ 0,05 C)に適
用され、大きい値の係数は重アキシアル荷重
の軸受(P > 0,1 C)に適用されます。動等価軸
受荷重Pの求め方については、361ページを
参照してください。
高い予圧荷重の組合せ軸受は、より高いレ

ベルの剛性値となります。高い予圧荷重で
は、摩擦と軸受発熱が大幅に増加するため、
注意してください。極度に高いレベルの剛性
が必要な場合には、シミュレーションツール
SKFスピンドルシミュレーターを使用して、予
圧荷重による摩擦の変化を求めることができ
ます。詳細については、SKFアプリケーション
エンジニアリングサービスまでお問い合わせ
ください。

複式スラストアンギュラ玉軸受

複式軸受のアキシアル剛性およびモーメント
剛性の値は、表9 († 357ページ)に記載され
ており、標準で設定された予圧荷重に適用さ
れます。表中の値は、はめあいや運転条件の
影響を反映していません。

表10

組合せ軸受のアキシアル剛性の計算係数

軸受の数 配列


組合せ記号


係数


3 2-1背面組合せ TBT 1,45~1,65
2-1正面組合せ TFT 1,45~1,65

4 3-1背面組合せ QBT 1,8~2,25
3-1正面組合せ QFT 1,8~2,25
2-2背面組合せ QBC 2
2-2正面組合せ QFC 2

カートリッジユニット

カートリッジユニットのアキシアル剛性は
表11に記載されています。3個以上の単式軸
受を組み込んだユニットの場合は、この値に
表10に示される係数をかけた値となります。
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アキシアル剛性

表11

カートリッジユニットのアキシアル剛性と摩擦モーメント

型番 アキシアル剛性 摩擦モーメント
予圧等級 予圧等級
A B A B

– N/µm Nm

FBSA 204/DB 680 860 0,05 0,091
FBSA 204/DF 680 860 0,05 0,091
FBSA 204/QBC 1360 1720 0,1 0,182
FBSA 204/QFC 1360 1720 0,1 0,182

FBSA 205/DB 725 925 0,069 0,12
FBSA 205/DF 725 925 0,069 0,12
FBSA 205/QBC 1450 1850 0,138 0,24
FBSA 205/QFC 1450 1850 0,138 0,24

FBSA 206/DB 870 1110 0,12 0,21
FBSA 206/DF 870 1110 0,12 0,21
FBSA 206/QBC 1740 2220 0,24 0,42

FBSA 206/QFC 1740 2220 0,24 0,42
FBSA 206 A/QBC 1740 2220 0,24 0,42
FBSA 206 A/QFC 1740 2220 0,24 0,42

FBSA 207/DB 1080 1370 0,18 0,32
FBSA 207/DF 1080 1370 0,18 0,32
FBSA 207/QBC 2160 2740 0,36 0,64
FBSA 207/QFC 2160 2740 0,36 0,64

FBSA 208/DB 1130 1440 0,212 0,46
FBSA 208/DF 1130 1440 0,212 0,46
FBSA 208/QBC 2260 2880 0,424 0,92

FBSA 208/QFC 2260 2880 0,424 0,92
FBSA 208 A/QBC 2260 2880 0,424 0,92
FBSA 208 A/QFC 2260 2880 0,424 0,92

FBSA 209/DB 1290 1640 0,23 0,52
FBSA 209/DF 1290 1640 0,23 0,52
FBSA 209/QBC 2580 3280 0,46 1,04
FBSA 209/QFC 2580 3280 0,46 1,04

FBSA 210/DB 1410 1800 0,31 0,68
FBSA 210/DF 1410 1800 0,31 0,68
FBSA 210/QBC 2820 3600 0,62 1,36

FBSA 210/QFC 2820 3600 0,62 1,36
FBSA 210 A/QBC 2820 3600 0,62 1,36
FBSA 210 A/QFC 2820 3600 0,62 1,36

FBSA 212 A/QBC 3280 4160 1,08 2,1
FBSA 212 A/QFC 3280 4160 1,08 2,1
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

摩擦モーメント

送りねじ支持用のすべてのSKFスラストアン
ギュラ玉軸受は、低摩擦回転での運転が可能
なように設計されています。摩擦モーメント
は、予圧、回転速度、シール、および組合せ軸
受内の潤滑剤の量に依存します。起動トルク
は摩擦モーメントの約2倍です。

単式スラストアンギュラ玉軸受

単式軸受の摩擦モーメントの指針値は、表7  
(†356ページ)に記載されています。これら
の値は、2個の軸受を背面または正面組合せ
で配列し、シャフト等に取付けられていない
状態で、低速で回転した時の値です。

3個または4個の軸受で構成される組合せ
軸受の摩擦モーメントは、2個の軸受よりも高
くなります。これらの組合せ軸受の摩擦モー
メントは、表7の値に表8 (†356ページ)に
記載された係数をかけて求めます。

複式スラストアンギュラ玉軸受

複式軸受の摩擦モーメントの指針値は、表9  
(†357ページ)に記載されています。これら
の値は、低速で回転する、取付けられていな
い軸受に適用されます。

カートリッジユニット

カートリッジユニットの摩擦モーメントの指
針値は、表11 (†359ページ)に記載されて
います。これらの値は、低速で回転する取付
けられていないユニットに適用されます。

予圧抜け荷重

予圧をかけた組合せ軸受または複式軸受に
外部からアキシアル荷重がかかって、反荷重
側のボールセットが完全に無荷重状態なるこ
とを、予圧抜けといいます(†予圧を付加され
た組合せ軸受に外部荷重が与える影響、91 
ページ)。背面または正面組合せに配列され
た単式軸受および複式組合せ軸受の予圧抜
け荷重は、次の式で求められます。

Ka1=2,83F0

ここで
Ka1=予圧抜け荷重
F0 =外部アキシアル荷重が付加される前の

軸受への予圧荷重(†表7、356 
ページおよび表9、357ページ)

詳細については、SKFアプリケーションエンジ
ニアリングサービスまでお問い合わせくださ
い。
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等価軸受荷重

組合せ軸受の負荷容量

単式軸受の軸受寸法表に記載された動定格
荷重Cおよび静定格荷重C0、ならびに疲労限
荷重Puは、個々の軸受のアキシアル荷重に適
用されます。組合せ軸受については、それぞ
れの軸受に合わせて、表12に記載された係数
を単列軸受の定格値に適用することで求めら
れます。

等価軸受荷重
動等価軸受荷重

個々の単式軸受、組合せ軸受、または複式軸
受でアキシアル荷重とラジアル荷重の両方に
対応しなければならない場合、アキシアル荷
重の各方向の動等価軸受荷重は以下のように
求められます。

Fa/Fr≤2,35 † P=XFr+YFa
Fa/Fr>2,35 † P=0,97Fr+Fa

アキシアル荷重のみに対応する軸受の場合

P=Fa

表12

単式組合せ軸受の定格荷重、疲労限荷重、計算係数

軸受の数 配列 組合せ
記号

Vマーク
組合せ

荷重
方向

組合せ軸受の
定格荷重

組合せ軸受の
疲労限荷重

計算係数

     動定格 静定格  X Y

2 背面組合せ DB <> d C C0 Pu 2,04 0,54
正面組合せ DF >< d C C0 Pu 2,04 0,54
並列組合せ DT << d 1,63C 2C0 2Pu – –

3 2-1背面組合せ TBT <>> d C C0 Pu 1,54 0,75
<>> a 1,63C 2C0 2Pu 2,5 0,33

2-1正面組合せ TFT ><< a C C0 Pu 1,54 0,75
><< d 1,63C 2C0 2Pu 2,5 0,33

3個並列組合せ TT <<< d 2,16C 3C0 3Pu – –

4 3-1背面組合せ QBT <<<> a C C0 Pu 1,26 0,87
<<<> d 2,16C 3C0 3Pu 2,71 0,25

3-1正面組合せ QFT ><<< a C C0 Pu 1,26 0,87
><<< d 2,16C 3C0 3Pu 2,71 0,25

2-2背面組合せ QBC <<>> d 1,63C 2C0 2Pu 2,04 0,54
2-2正面組合せ QFC >><< d 1,63C 2C0 2Pu 2,04 0,54
4個並列組合せ QT <<<< d 2,64C 4C0 4Pu – –
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

ここで
P =動等価荷重[kN]
Fr=ラジアル荷重[kN]
Fa=アキシアル荷重[kN]
X =ラジアル荷重係数

– 単式軸受の場合†表12、361ページ
– 複式軸受の場合1,9

Y =アキシアル荷重係数
– 単式軸受の場合†表12
– 複式軸受の場合0,55

予圧はアキシアル荷重とみなされます。組合
せ軸受の場合は、いずれの配列でも動等価軸
受荷重は各荷重方向について個別に計算しな
ければなりません。

静等価軸受荷重

個々の単式軸受、組合せ軸受、または複式軸
受でアキシアル荷重とラジアル荷重の両方に
対応しなければならない場合、アキシアル荷
重の各方向の静等価軸受荷重は以下のよう
に求められます。

P0=Fa+4,35Fr

ここで
P0=静等価荷重[kN]
Fr =ラジアル荷重[kN]
Fa =アキシアル荷重[kN]

予圧はアキシアル荷重とみなされます。組合
せ軸受の場合は、いずれの配列でも静等価軸
受荷重は各荷重方向について個別に計算しな
ければなりません。
静等価軸受荷重の式は、負荷率Fa/Frが4以

上の場合に、個々の軸受および並列配列の軸
受に適用されます。Fa/Frが4~2,5の場合でも、
使用可能な近似値を求められます。

アキシアル負荷容量

アキシアル荷重が増加すると、軸受の接触状
態が変化します。接触角度の変化と接触円径
の増加により、軌道面端部における接触応力
(エッジストレス)が増加する場合があります。
SKF超精密軸受では、エッジストレスを軽減
するために、軌道端部に適切な面取りを設定
しています。上記のような対策は施されてい
ますが、最大アキシアル荷重の指針値(†
表7、356ページ)は超えないようにしてくだ
さい。

取付け

取付け方法は、軸受意匠箱の内側に印刷され
ているか、リーフレットとして同梱されていま
す。超精密軸受の取付けと取外しの一般情報
については、取付けおよび取外し(†123 
ページ)を参照してください。
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軸受のデータ

到達可能回転数

軸受寸法表に記載された到達可能回転数は、
特定条件下で有効な指針値です。詳細につい
ては、到達可能回転数(†44ページ)を参照し
てください。

単式スラストアンギュラ玉軸受

オイル潤滑での値は、オイルエア潤滑法に適
用します。他のオイル潤滑法が使用される場
合は係数により補正する必要があります。
グリース潤滑での値は、シール付き軸受ま
たは開放型軸受を、高品質で低粘度なグリー
スを適切な方法で充填して使用した場合に得
られる最大値です。詳細については、SKFア
プリケーションエンジニアリングサービスま
でお問い合わせください。
複数個を使用した組合せ軸受が互いに直
接隣接するように取付けられる場合は、軸受
寸法表(†366ページ)に記載された到達可
能回転数を引き下げる必要があります。この
ような場合の最大回転速度の値は、軸受寸
法表に記載された指針値に、予圧と配列内の
軸受個数に応じた速度低減係数(†表13)を
かけることで求められます。

複式スラストアンギュラ玉軸受

軸受寸法表(†368ページと370ページ)に
記載された到達可能回転数はシールのタイプ
により、以下のように制限されます。

• 接触シール軸受(シール記号2RS):シール
リップの許容スライド速度
• 非接触シール軸受(シール記号2RZ):グリー
ス潤滑で許容できる回転数

カートリッジユニット

カートリッジユニットについて軸受寸法表
(†372ページ)に記載された到達可能回転
数は、組み込まれている軸受セットの到達可
能回転数が適用されます。

表13

組合せ軸受の速度低減係数

軸受の数 速度低減係数
予圧等級

 A B

2 0,8 0,4
3 0,65 0,3
4 0,5 0,25
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送りねじ支持用スラストアンギュラ玉軸受

呼び番号システム

軸受シリーズ

BSA 2 ISO寸法系列02の単式軸受
BSA 3 ISO寸法系列03の単式軸受
BSD 単式軸受
BEAS 複式軸受
BEAM ボルト取付け型複式軸受
FBSA 2 フランジ付きカートリッジユニット

軸受サイズ

ISO寸法系列に準拠する単式軸受
01 内径12mm
02 内径15mm
03 内径17mm
04 内径(x5)20mm~

15 内径(x5)75mm

非標準の単式軸受
2047 内径20mm/外径47mm~

60120 内径60mm/外径120mm

複式軸受
008032 内径8mm/外径32mm~

060145 内径60mm/外径145mm

設計記号

C 内部設計記号(単式軸受のみ)
A フランジ位置特殊(カートリッジユニットのみ)

単式軸受–タイプと予圧

GA ユニバーサルマッチング、軽予圧
GB ユニバーサルマッチング、中予圧
G… ユニバーサルマッチング、特殊予圧、単位daN、例:G240

シール付き軸受

-2RS 両側接触シール、NBR
-2RZ 両側非接触シール、NBR

例: 単式軸受–BSA205CGB/GMM BSA 2 05 C GB /

単式組合せ軸受セット–BSA208C/TFTA BSA 2 08 C /

複式軸受–BEAM030080-2RS/PE BEAM 030080 –2RS

カートリッジユニット–FBSA206A/QBCA FSBA 2 06 A
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呼び番号システム

予圧

A 軽予圧
B 中予圧
G… 特殊予圧、単位daN(例:G240)

軸受配列

DB 2個の軸受を使用した背面組合せ軸受<>
DF 2個の軸受を使用した正面組合せ軸受><
DT 2個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<
TBT 3個の軸受を使用した2-1背面組合せ軸受<>>
TFT 3個の軸受を使用した2-1正面組合せ軸受><<
TT 3個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<<
QBC 4個の軸受を使用した2-2背面組合せ軸受<<>>
QFC 4個の軸受を使用した2-2正面組合せ軸受>><<
QBT 4個の軸受を使用した3-1背面組合せ軸受<>>>
QFT 4個の軸受を使用した3-1正面組合せ軸受><<<
QT 4個の軸受を使用した並列組合せ軸受<<<<

精度等級

– ISO精度等級class4の寸法精度、ISO精度等級class2の回転精度
PE ラジアル軸受で、径寸法公差を拡大、アキシアル振れは精度等級P5(BEAM/BEAS

シリーズのみ)

グリース

GMM 標準グリースを充填した開放型単式軸受

例 単式軸受    GMM

単式組合せ軸受セット    TFT A

複式軸受   - PE

カートリッジユニット    QBC A
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12 32 10 11,8 21,2 0,8 14 000 17 000 0,043 BSA 201 C

15 35 11 12,7 25,5 0,95 12 000 15 000 0,054 BSA 202 C

17 40 12 16,6 34,5 1,27 11 000 15 000 0,078 BSA 203 C

20 47 14 22 49 1,8 9 500 12 000 0,12 BSA 204 C
47 15 22 49 1,8 9 500 12 000 0,13 BSD 2047 C

25 52 15 22,4 52 1,93 9 000 11 000 0,15 BSA 205 C
62 15 28,5 71 2,65 8 000 9 500 0,24 BSD 2562 C
62 17 28,5 71 2,65 8 000 9 500 0,27 BSA 305 C

30 62 15 28,5 71 2,65 8 000 9 500 0,22 BSD 3062 C
62 16 28,5 71 2,65 8 000 9 500 0,23 BSA 206 C
72 19 41,5 104 3,9 7 000 9 500 0,41 BSA 306 C

35 72 15 36,5 98 3,65 7 500 9 000 0,3 BSD 3572 C
72 17 36,5 98 3,65 7 500 9 000 0,33 BSA 207 C
80 21 57 146 5,4 6 700 9 500 0,56 BSA 307 C

40 72 15 36,5 98 3,65 7 500 9 000 0,26 BSD 4072 C
80 18 42,5 112 4,15 6 300 7 500 0,43 BSA 208 C
90 20 64 170 6,3 6 000 7 000 0,68 BSD 4090 C
90 23 67 180 6,7 5 300 7 000 0,77 BSA 308 C

45 75 15 32,5 98 3,65 7 500 9 000 0,26 BSD 4575 C
85 18 45 134 4,9 6 300 7 500 0,51 BSA 209 C
100 20 65,5 183 6,7 5 600 6 700 0,77 BSD 45100 C

50 90 20 46,5 146 5,4 6 000 7 000 0,56 BSA 210 C
100 20 67 193 7,2 5 600 6 700 0,71 BSD 50100 C

55 100 20 67 193 7,2 5 600 6 700 0,66 BSD 55100 C
120 20 69,5 228 8,5 5 000 6 000 1,15 BSD 55120 C

60 110 22 69,5 216 8 5 000 6 000 0,95 BSA 212 C
120 20 69,5 228 8,5 5 000 6 000 1,05 BSD 60120 C

75 130 25 72 245 9,15 4 300 5 000 1,45 BSA 215 C

D2D1 d1

r2 r2

r1 r1

r1

r2r2
r1

D

H

d2d

a

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法 基準グリース

量グリース
潤滑

オイルエア潤滑
動定格 静定格

d D H C C0 Pu
最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

6.1 単式スラストアンギュラ玉軸受
d 12~75 mm
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12 17,8 22 22,1 26,7 0,6 26 17 29 0,6 0,4

15 20,8 25 25,1 29,6 0,6 29 20 32 0,6 0,5

17 24,1 29 29,1 34,4 0,6 33 23 37 0,6 0,5

20 29,4 34,5 29,1 40,7 1 40 24 42 1 1,2
29,4 34,5 34,6 40,7 1 40 27 42,5 1 1,4

25 33,4 38,5 38,6 44,7 1 44 32 47,5 1 1,5
39,9 46 46,1 53 1 51 34 57 1 2
39,9 46 46,1 53 1 52 34 57 1 2,4

30 39,9 46 46,1 53 1 51 38 57 1 2
39,9 46 46,1 53 1 51 37 57 1 2,2
43,9 51 51,1 59,5 1 57 40 65,5 1 3,5

35 48,6 55 55,1 62,7 1,1 59 44 64,8 1 2,5
48,6 55 55,1 62,7 1,1 60 44 66 1 3
50,1 58,5 58,6 68,6 1 66 47 72,5 1 4,2

40 48,6 55 55,1 62,7 1,1 59 47,5 65 1 2,5
50,3 58 58,1 66,5 1,1 64 48 74 1 3,7
57,5 66,5 66,6 77,3 1,5 73 53 81 1,5 5,2
57,5 66,5 66,6 77,3 1,5 74 53 81 1,5 6,4

45 54,3 60 60,1 66,9 1,1 64 53 69 1 2,7
59,4 67 67,1 75,5 1,1 73 53 79,5 1 4,5
61,7 71,5 71,6 82,3 1,5 77 59 90 1,5 5,9

50 64,4 72 72,1 80,5 1,1 78 59 84 1 5,2
66,9 77 77,1 87,8 1,5 82 65 90,5 1,5 6,5

55 66,9 77 77,1 87,8 1,5 82 67 91 1,5 6,5
80,9 91 91,1 101,8 1,5 96 69 110 1,5 7,5

60 76,9 87 87,1 97,8 1,1 93 71 102 1,5 8,5
80,9 91 91,1 101,8 1,5 96 73 111 1,5 7,5

75 91,2 100 100,1 110,8 1,5 107 85 122 1,5 11

Da da

ra

Da da

ra

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限

荷重
到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法 基準グリース

量1)グリース
潤滑

オイルエア潤滑
動定格 静定格

d d1 d2 D1 D2 r1,2 a da Da ra Gref
最小 最小 最大 最大

    mm mm cm3

1)初期グリース充填量の詳細†101ページ
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8 32 20 12,5 16,3 0,6 5 300 0,09 BEAS 008032-2RS
32 20 12,5 16,3 0,6 8 800 0,09 BEAS 008032-2RZ

12 42 25 16,8 24,5 0,915 4 000 0,2 BEAS 012042-2RS
42 25 16,8 24,5 0,915 6 700 0,2 BEAS 012042-2RZ

15 45 25 18 28 1,04 3 900 0,21 BEAS 015045-2RS
45 25 18 28 1,04 6 500 0,21 BEAS 015045-2RZ

17 47 25 18 31 1,16 3 800 0,22 BEAS 017047-2RS
47 25 19 31 1,16 6 300 0,22 BEAS 017047-2RZ

20 52 28 26 46,5 1,73 3 400 0,31 BEAS 020052-2RS
52 28 26 46,5 1,73 6 000 0,31 BEAS 020052-2RZ
52 28 26 46,5 1,73 6 000 0,31 BEAS 020052-2RZ/PE

25 57 28 27,6 55 2,04 3 400 0,34 BEAS 025057-2RS
57 28 27,6 55 2,04 5 600 0,34 BEAS 025057-2RZ

30 62 28 29 64 2,36 3 200 0,39 BEAS 030062-2RS
62 28 29 64 2,36 5 300 0,39 BEAS 030062-2RZ

2RS 2RZ

b

K

r3

H

r4

r2

D1 d1dD

a

r1

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能

回転数
質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の寸法

動定格 静定格
d D H C C0 Pu

最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min kg –

6.2 複式スラストアンギュラ玉軸受
d 8~30 mm
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8 19 26,5 3,1 1,2 0,3 0,6 43 12 26 0,3 0,6
19 26,5 3,1 1,2 0,3 0,6 43 12 26 0,3 0,6

12 25 33,5 3,1 2,5 0,3 0,6 56 16 35 0,3 0,6
25 33,5 3,1 2,5 0,3 0,6 56 16 35 0,3 0,6

15 28 36 3,1 2,5 0,3 0,6 61 20 35 0,3 0,6
28 36 3,1 2,5 0,3 0,6 61 20 35 0,3 0,6

17 30 38 3,1 2,5 0,3 0,6 65 23 40 0,3 0,6
30 38 3,1 2,5 0,3 0,6 65 23 40 0,3 0,6

20 34,5 44 3,1 3 0,3 0,6 74 26 45 0,3 0,6
34,5 44 3,1 3 0,3 0,6 74 26 45 0,3 0,6
34,5 44 3,1 3 0,3 0,6 74 26 45 0,3 0,6

25 40,5 49 3,1 3 0,3 0,6 84 32 50 0,3 0,6
40,5 49 3,1 3 0,3 0,6 84 32 50 0,3 0,6

30 45,5 54 3,1 3 0,3 0,6 93 40 54 0,3 0,6
45,5 54 3,1 3 0,3 0,6 93 40 54 0,3 0,6

Da da

ra

rb

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能

回転数
質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの寸法

動定格 静定格
d d1 D1 b K r1,2 r3,4 a da Da ra rb

最小 最小 最小 最大 最大 最大

   mm mm
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12 55 25 16,8 24,5 0,915 4 000 0,37 BEAM 012055-2RS
55 25 16,8 24,5 0,915 6 700 0,37 BEAM 012055-2RZ

17 62 25 19 31 1,16 3 800 0,45 BEAM 017062-2RS
62 25 19 31 1,16 3 800 0,45 BEAM 017062-2RS/PE
62 25 19 31 1,16 6 300 0,45 BEAM 017062-2RZ
62 25 19 31 1,16 6 300 0,45 BEAM 017062-2RZ/PE

20 68 28 26 46,5 1,73 3 400 0,61 BEAM 020068-2RS
68 28 26 46,5 1,73 3 400 0,61 BEAM 020068-2RS/PE
68 28 26 46,5 1,73 6 000 0,61 BEAM 020068-2RZ
68 28 26 46,5 1,73 6 000 0,61 BEAM 020068-2RZ/PE

25 75 28 27,6 55 2,04 3 400 0,72 BEAM 025075-2RS
75 28 27,6 55 2,04 3 400 0,72 BEAM 025075-2RS/PE
75 28 27,6 55 2,04 5 600 0,72 BEAM 025075-2RZ
75 28 27,6 55 2,04 5 600 0,72 BEAM 025075-2RZ/PE

30 80 28 29,1 64 2,36 2 600 0,78 BEAM 030080-2RS
80 28 29,1 64 2,36 2 600 0,78 BEAM 030080-2RS/PE
80 28 29,1 64 2,36 4 500 0,78 BEAM 030080-2RZ
100 38 60 108 4 2 600 1,65 BEAM 030100-2RS
100 38 60 108 4 4 300 1,65 BEAM 030100-2RZ

35 90 34 41 88 3,25 2 400 1,15 BEAM 035090-2RS
90 34 41 88 3,25 4 000 1,15 BEAM 035090-2RZ

40 100 34 43,6 102 3,75 2 200 1,45 BEAM 040100-2RS
100 34 43,6 102 3,75 3 800 1,45 BEAM 040100-2RZ
115 46 71,5 150 5,5 1 800 2,2 BEAM 040115-2RS
115 46 71,5 150 5,5 3 000 2,2 BEAM 040115-2RZ

50 115 34 46,8 127 4,65 2 000 1,85 BEAM 050115-2RS
115 34 46,8 127 4,65 3 600 1,85 BEAM 050115-2RZ
140 54 114 250 9,3 1 700 4,7 BEAM 050140-2RS
140 54 114 250 9,3 2 800 4,7 BEAM 050140-2RZ

60 145 45 85 216 8 1 600 4,3 BEAM 060145-2RS
145 45 85 216 8 2 600 4,3 BEAM 060145-2RZ

d = 60 mm PE

r3

r2

r1

d1

H1

a

D1D

N

3

J d

r4

M6

H

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能

回転数
質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅 の

寸法
 準拠の取付けボルト用穴

動定格 静定格 サイズ 寸法 ピッチ
d D H C C0 Pu 個数   °

最小 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min kg –

6.3 ボルト取り付け型複式スラストアンギュラ玉軸受
d 12~60 mm
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12 25 33,5 17 0,3 0,6 56 16 33 0,6 M6 42 6,8 3x120
25 33,5 17 0,3 0,6 56 16 33 0,6 M6 42 6,8 3x120

17 30 38 17 0,3 0,6 65 23 38 0,6 M6 48 6,8 3x120
30 38 17 0,3 0,6 65 23 38 0,6 M6 48 6,8 3x120
30 38 17 0,3 0,6 65 23 38 0,6 M6 48 6,8 3x120
30 38 17 0,3 0,6 65 23 38 0,6 M6 48 6,8 3x120

20 34,5 44 19 0,3 0,6 74 25 44 0,6 M6 53 6,8 4x90
34,5 44 19 0,3 0,6 74 25 44 0,6 M6 53 6,8 4x90
34,5 44 19 0,3 0,6 74 25 44 0,6 M6 53 6,8 4x90
34,5 44 19 0,3 0,6 74 25 44 0,6 M6 53 6,8 4x90

25 40,5 49 19 0,3 0,6 84 32 49 0,6 M6 58 6,8 4x90
40,5 49 19 0,3 0,6 84 32 49 0,6 M6 58 6,8 4x90
40,5 49 19 0,3 0,6 84 32 49 0,6 M6 58 6,8 4x90
40,5 49 19 0,3 0,6 84 32 49 0,6 M6 58 6,8 4x90

30 45,5 54 19 0,3 0,6 93 40 54 0,6 M6 63 6,8 6x60
45,5 54 19 0,3 0,6 93 40 54 0,6 M6 63 6,8 6x60
45,5 54 19 0,3 0,6 93 40 54 0,6 M6 63 6,8 6x60
51 65 30 0,3 0,6 106 47 65 0,6 M8 80 8,8 8x45
51 65 30 0,3 0,6 106 47 65 0,6 M8 80 8,8 8x45

35 52 63 25 0,3 0,6 107 45 63 0,6 M8 75 8,8 4x90
52 63 25 0,3 0,6 107 45 63 0,6 M8 75 8,8 4x90

40 58 68 25 0,3 0,6 117 50 68 0,6 M8 80 8,8 4x90
58 68 25 0,3 0,6 117 50 68 0,6 M8 80 8,8 4x90
65 80 36 0,6 0,6 134 56 80 0,6 M8 94 8,8 12x30
65 80 36 0,6 0,6 134 56 80 0,6 M8 94 8,8 12x30

50 72 82 25 0,3 0,6 141 63 82 0,6 M8 94 8,8 6x60
72 82 25 0,3 0,6 141 63 82 0,6 M8 94 8,8 6x60
80 98 45 0,6 0,6 166 63 98 0,6 M10 113 11 12x30
80 98 45 0,6 0,6 166 63 98 0,6 M10 113 11 12x30

60 85 100 35 0,6 0,6 168 82 100 0,6 M8 120 8,8 8x45
85 100 35 0,6 0,6 168 82 100 0,6 M8 120 8,8 8x45

ra

Da da

a

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能

回転数
質量 型番 寸法 取付け面の寸法および隅Rの

寸法
DIN912準拠の取付けボルト用穴

動定格 静定格 サイズ 寸法 ピッチ
d d1 D1 H1 r1,2 r3,4 a da Da ra J N 個数xa[°]

最小 最小 最小 最大 最大

   mm mm – mm –
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20 90 47 22 49 1,8 7 600 3 800 1,1 FBSA 204/DB
90 47 22 49 1,8 7 600 3 800 1,1 FBSA 204/DF
90 77 35,9 98 3,6 4 750 2 375 1,7 FBSA 204/QBC
90 77 35,9 98 3,6 4 750 2 375 1,7 FBSA 204/QFC

25 120 52 22,4 52 1,93 7 200 3 600 2,3 FBSA 205/DB
120 52 22,4 52 1,93 7 200 3 600 2,3 FBSA 205/DF
120 82 36,5 104 3,86 4 500 2 250 3,5 FBSA 205/QBC
120 82 36,5 104 3,86 4 500 2 250 3,5 FBSA 205/QFC

30 120 52 28,5 71 2,65 6 400 3 200 2,5 FBSA 206/DB
120 52 28,5 71 2,65 6 400 3 200 2,5 FBSA 206/DF
120 84 46,5 142 5,3 4 000 2 000 3,5 FBSA 206/QBC
120 84 46,5 142 5,3 4 000 2 000 3,5 FBSA 206/QFC
120 86 46,5 142 5,3 4 000 2 000 3,7 FBSA 206 A/QBC
120 86 46,5 142 5,3 4 000 2 000 3,7 FBSA 206 A/QFC

35 130 52 36,5 98 3,65 5 600 2 800 3,2 FBSA 207/DB
130 52 36,5 98 3,65 5 600 2 800 3,2 FBSA 207/DF
130 86 59,5 196 7,3 3 500 1 750 4,6 FBSA 207/QBC
130 86 59,5 196 7,3 3 500 1 750 4,6 FBSA 207/QFC

40 165 66 42,5 112 4,15 5 040 2 520 6,1 FBSA 208/DB
165 66 42,5 112 4,15 5 040 2 520 6,1 FBSA 208/DF
165 106 69,3 224 8,3 3 150 1 575 9,7 FBSA 208/QBC
165 106 69,3 224 8,3 3 150 1 575 9,7 FBSA 208/QFC
165 106 69,3 224 8,3 3 150 1 575 10 FBSA 208 A/QBC
165 106 69,3 224 8,3 3 150 1 575 10 FBSA 208 A/QFC

45 165 66 45 134 4,9 5 040 2 520 5,9 FBSA 209/DB
165 66 45 134 4,9 5 040 2 520 5,9 FBSA 209/DF
165 106 73,4 268 9,8 3 150 1 575 9,4 FBSA 209/QBC
165 106 73,4 268 9,8 3 150 1 575 9,4 FBSA 209/QFC

50 165 66 46,5 146 5,4 4 800 2 400 5,7 FBSA 210/DB
165 66 46,5 146 5,4 4 800 2 400 5,7 FBSA 210/DF
165 106 75,8 292 10,8 3 000 1 500 9,1 FBSA 210/QBC
165 106 75,8 292 10,8 3 000 1 500 9,1 FBSA 210/QFC
165 106 75,8 292 10,8 3 000 1 500 9,3 FBSA 210 A/QBC
165 106 75,8 292 10,8 3 000 1 500 9,3 FBSA 210 A/QFC

60 185 114 113 432 16 2 500 1 250 12,5 FBSA 212 A/QBC
185 114 113 432 16 2 500 1 250 12,5 FBSA 212 A/QFC

FBSA 2 . ./DB FBSA 2  . ./QBC

D2d1d

A3 A2

A1

A

D1
JH D3

D2d1d

A3 A2

A1

A

D1JH D3

6.4 フランジ付きカートリッジユニット
d 20~60 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付けボルト用の穴

予圧等級
動定格 静定格

d H A C C0 Pu A B

mm   kN  kN r/min kg –
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20 44,26 32 13 – 26 64 60 36 76 32 6,6 –
43,24 32 13 – 26 64 60 36 76 32 6,6 –
74,26 32 13 – 26 64 60 36 76 32 6,6 –
72,74 32 13 – 26 64 60 36 76 32 6,6 –

25 50,26 32 15 – 34 88 80 36 102 44 9,2 –
49,24 32 15 – 34 88 80 36 102 44 9,2 –
80,26 32 15 – 34 88 80 40 102 44 9,2 –
78,74 32 15 – 34 88 80 40 102 44 9,2 –

30 50,26 32 15 – 41 88 80 50 102 44 9,2 –
49,24 32 15 – 41 88 80 50 102 44 9,2 –
82,26 32 15 – 41 88 80 50 102 44 9,2 –
80,74 32 15 – 41 88 80 50 102 44 9,2 –
86,26 3,5 15 35 41 88 88 50 102 45 9,2 M8x1,25
86,26 3,5 15 35 41 88 88 50 102 45 9,2 M8x1,25

35 50,26 32 15 – 46 98 90 60 113 49 9,2 –
49,24 32 15 – 46 98 90 60 113 49 9,2 –
84,26 32 15 – 46 98 90 60 113 49 9,2 –
82,74 32 15 – 46 98 90 60 113 49 9,2 –

40 64,26 43,5 17 – 55 128 124 66 146 64 11,4 –
63,24 43,5 17 – 55 128 124 66 146 64 11,4 –
104,26 43,5 17 – 55 128 124 66 146 64 11,4 –
102,74 43,5 17 – 55 128 124 66 146 64 11,4 –
106,26 4 24 35 55 128 128 66 146 65,5 11,4 M10x1,5
106,26 4 24 35 55 128 128 66 146 65,5 11,4 M10x1,5

45 64,26 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
63,24 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
104,26 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
102,74 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –

50 64,26 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
63,24 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
104,26 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
102,74 43,5 17 – 66 128 124 76 146 64 11,4 –
106,26 4 24 35 66 128 128 76 146 65,5 11,4 M10x1,5
106,26 4 24 35 66 128 128 76 146 65,5 11,4 M10x1,5

60 114,26 20,5 25 40 80 145 145 92 165 74,5 11,4 M10x1,5
114,26 20,5 25 40 80 145 145 92 165 74,5 11,4 M10x1,5

N

J1

30°

45°

G

D2 d1d

A3

A2

~ 1

A1

A

C

D1
J HD3

FBSA 2 . .A/QBC

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労限荷重 到達可能回転数 質量 型番 寸法 取付けボルト用の穴

予圧等級
動定格 静定格

d A1 A2 A3 C d1 D1 D2 D3 J J1 N G

   mm mm
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精密ロックナット

緩み止めワッシャー付きの工業用ロックナッ
トは、ねじ山と側面の加工精度が不十分なた
め、超精密軸受の固定には適していません。
そのため、SKFでは非常に厳しい精度で製造
される、各種精密ロックナットを開発しまし
た。これらの精密ナットは取付けが容易で、
軸受やその他の部品を正確かつ効率的に
シャフトに固定できるので、工作機械アプリ
ケーションでの技術的および経済的な要求を
満たします。

基本設計

すべてのSKF精密ロックナットは、ナットを装
着するスピンドルシャフトのねじ側面とロック
ナット間の摩擦を利用して、適切な位置に固
定されます。この摩擦を付加するために、SKF
では、ロックピン付きとアキシアルロックスク
リュー付きの、異なる基本設計の精密ロック
ナットを製造しています。

ロックピン付き精密ロックナット

KMT/KMTAシリーズ精密ロックナット(†図1)
には、ナット外周に3本のロックピンが等間隔
に配置されています。このロックピンは荷重
を支えるねじ山側面と並行になっています
(†図2)。ロックピンを締付けると、ねじに予
圧がかかり、通常の運転条件下でナットのゆ
るみを防止するのに十分な摩擦が得られます
(†ゆるみトルク、378ページ)。

KMT/KMTAシリーズロックナットは、高精
度、容易な取付け、信頼性の高い固定が必要
とされるアプリケーションに最適です。等間
隔に配置された3本のロックピンにより、これ
らのロックナットはシャフトに対して正しい角
度で正確に固定されます。さらに、隣接する
部品のわずかなアンギュラ振れを補正するた
めの調整も可能です(†取付けと取外し、
379ページ)。

KMT/KMTAシリーズロックナットは、キー溝
またはキースロットのあるシャフトやアダプ
タースリーブには使用しないでください。ロッ
クピンがキー溝またはスロットに当たると損
傷する可能性があります。
どちらのロックナットシリーズも、標準で

200 mm (サイズ記号40)までのナットを製造
しています。ご要望に応じて、220~420 mm  
(サイズ記号44~84)のロックナットも製造が
可能です。詳細については、SKFアプリケー
ションエンジニアリングサービスまでお問い
合わせください。

KMTAロックナットは外径面が円筒状で、一
部のサイズではねじのピッチがKMTロック
ナットと異なります。スペースが限られている
アプリケーションでは、円筒状の外径面を

KMT KMTA

図1 図2
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基本設計

ギャップタイプシールの要素として使用する
ことも可能です。

アキシアルロックスクリュー付き精密
ロックナット

KMDシリーズ精密ロックナット(†図3)は、ア
キシアルロックスクリューで予圧されていま
す。ロックナットで軸受を締付けた後、ナット
後部のアキシアルロックスクリューを締めま
す(†図4)。これによりねじが予圧され、通常
の運転条件下でナットのゆるみを防止するの
に十分な摩擦を得ることができます(†ゆる
みトルク、378ページ)。

KMDロックナットの取付けと取外しは簡単
で、アキシアル方向の固定は効果的で確実で
す。ロックスクリューを使用してアキシアル位
置を微調整できます(†取付けと取外し、
379ページ)。

図4

KMD

図3
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精密ロックナット

製品データ

KMT/KMTAシリーズ KMDシリーズ

寸法規格 ISO965-3 ISO965-3
ロックスクリュー: DIN912-12 .9

精度 メートルねじ、5H: ISO965-3

ねじに対する基準側面の最大
アキシアル振れ(サイズ記号40以
下): 0,005 mm

メートルねじ、5H: ISO965-3

ねじに対する基準側面の最大
アキシアル振れ: 0,005 mm

シャフト側ねじ
(推奨)

メートルねじ、6g: ISO965-3

材料 スチール スチール
サイズ記号11および12:焼結
合金(材料記号P)

ゆるみトルク KMT、KMTA、およびKMDロックナットは、摩擦でシャフトに固定さ
れます。摩擦の程度は、取付け時に止めねじまたはアキシアルロッ
クスクリューにかかるトルク、シャフトねじの表面仕上げ、ねじ面の
潤滑剤付着量などによって異なります。

KMT、KMTA、およびKMDロックナットは、適切に取付けられ、ね
じ面の潤滑剤付着が限られた量であれば、通常の工作機械アプリ
ケーションに十分適用できることが経験的にわかっています。
詳細については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービス
までお問い合わせください。
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取付けと取外し

取付けと取外し

KMT/KMD精密ロックナットには、外周にフッ
クスパナまたはインパクトスパナのためのス
ロットが設けてあります(†図5、図6)。適合
スパナの型番は、製品寸法表のKMTナット
(† 384ページ)およびKMDナット(† 388
ページ)に記載されています。SKFスパナの詳
細については、skf .com/maproを参照してくだ
さい。ねじサイズが≤ 75 mm(サイズ記号≤ 15)
のKMTロックナットには、フックスパナ用ス
ロットの他に、スパナ用2面取りが設置してあ
ります。

KMTA精密ロックナットには、外周と片方の
側面に穴が設けてあります(†図7)。ピンレン
チ(ピンタイプのスパナ)またはトミーバーで締
付けられます。DIN1810に従って、適合スパ
ナが製品寸法表に記載されています。
すべてのSKF精密ロックナットは、(破損し
ない限り)繰り返し取付けおよび取外しするこ
とを前提に設計されています。

KMT

図5

KMTA

図7

KMD

図6
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精密ロックナット

KMT/KMTA精密ロックナット

固定

KMT/KMTAロックナットは、2段階で固定しま
す。

1 ロックピンがシャフトのねじ山とかみ合う
まで、止めねじ(セットビス)を慎重に締めま
す。

2 トルクレンチを使用して、推奨されるトルク
値(†製品寸法表、384ページおよび386 
ページ)まで、止めねじを交互に締めます。

調整

KMT/KMTAロックナットは調整可能です。等
間隔に配置された3本のロックピンにより、こ
れらのロックナットはシャフトに対して正しい
角度で正確に固定されます。さらに、隣接す
る部品のわずかなアンギュラ振れを補正する
ための調整も可能です。調整は以下の手順で
行います(†図8)。

1 最も振れの大きい位置の止めねじを緩めま
す。

2 残りのねじを同等に締めます。
3 緩めたねじを締めなおします。
4 シャフトに対して、ナットのアライメント
が、正しくなっているか確認します。

5 結果が適切でない場合は手順を繰り返し
ます。

取外し

KMT/KMTAロックナットを取外す際に、止め
ねじを緩めた後でもロックピンがシャフトの
ねじ山とかみ合っている場合があります。ゴ
ム製ハンマーを使用し、ナットのロックピン
周囲を軽くたたいて、ピンを緩めます。

* *

増し締めする止めねじ 増し締めする止めねじ

緩める止めねじ

例1 例2

緩める止めねじ

*) *)

*)最大振れ位置

図8
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取付けと取外し

KMD精密ロックナット

KMDロックナットは、ロックナットの前部と後
部の間にプロテクターがはさまった状態で供
給されます。アキシアルロックスクリューは、
プロテクターを保持するために「指できつ
く」締められています。ロックナットは以下の
手順で取付けます(†図9)。

1 ロックスクリュー(1)を1/2回転緩めます。
ロックスクリューは完全に取外さないでく
ださい。

2 ロックナットに装着してあるプロテクター
(2)を取り除きます。

3 ナットの前後の部品を一緒に持ってロック
ナットをシャフトにねじ込みます。ナットの
後部がシャフトのねじに達すると、2つの部
品の間におよそ以下のようなすきまができ
ます。
– 0,6 mm (KMD 4ロックナット)
– 1,0 mm (KMD 5~KMD 15ロックナット)
– 1,2 mm (KMD 16~KMD 21ロックナット)

これ以降の作業手順は、シャフト上の正確な
位置への取付け調整が必要かどうかで異なり
ます。

正確な位置決めが不要な場合

4 スパナをナット前部のスロットにかけて、
ロックナットをシャフトの所定の位置まで
ねじ込みます。

5 ロックスクリューを、推奨トルク値(†製品
寸法表、388ページ)まで、交互に締めま
す。スクリューサイズは製品寸法表に記載
されています。

1

2

図9

正確な位置決めが必要な場合

4 スパナをナット前部のスロットにかけて、
ロックナットをシャフト上の所定の位置近
くまでねじ込みます。

5 ロックスクリューを、推奨トルク値(†製品
寸法表)の半分まで、交互に締めます。スク
リューサイズは製品寸法表に記載されてい
ます。

6 スパナをナット前部のスロットにかけて、
ナットをシャフトの所定の位置にねじ込み
ます。

7 ロックスクリューを、推奨トルクまで交互に
締めます。
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精密ロックナット

呼び番号システム

シリーズ

KMT ロックピン付き精密ロックナット
KMTA 円筒状外径、ロックピン付き精密ロックナット(KMTナットと一部ねじのピッチ

が異なります)
KMD アキシアルロックスクリュー付き精密ロックナット(2部品構成)

サイズ記号

0 ねじ直径10mm
1 ねじ直径12mm
2 ねじ直径15mm
3 ねじ直径17mm
4 ねじ直径(x5)20mm~

84 ねじ直径(x5)420mm

材料

– スチール
P 焼結合金(KMD 11、KMD 12ロックナットのみ)

例: KMTA24 KMTA 24

KMD12P KMD 12 P
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呼び番号システム
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M 10x0,75 23 28 11 21 14 4 2 24 35 0,045 KMT 0 HN 2-3 M 5 4,5

M 12x1 25 30 13 23 14 4 2 27 40 0,05 KMT 1 HN 4 M 5 4,5

M 15x1 28 33 16 26 16 4 2 30 60 0,075 KMT 2 HN 4 M 5 4,5

M 17x1 33 37 18 29 18 5 2 34 80 0,1 KMT 3 HN 5-6 M 6 8

M 20x1 35 40 21 32 18 5 2 36 90 0,11 KMT 4 HN 5-6 M 6 8

M 25x1,5 39 44 26 36 20 5 2 41 130 0,13 KMT 5 HN 5-6 M 6 8

M 30x1,5 44 49 32 41 20 5 2 46 160 0,16 KMT 6 HN 7 M 6 8

M 35x1,5 49 54 38 46 22 5 2 50 190 0,19 KMT 7 HN 7 M 6 8

M 40x1,5 59 65 42 54 22 6 2,5 60 210 0,3 KMT 8 HN 8-9 M 8 18

M 45x1,5 64 70 48 60 22 6 2,5 65 240 0,33 KMT 9 HN 10-11 M 8 18

M 50x1,5 68 75 52 64 25 7 3 70 300 0,4 KMT 10 HN 10-11 M 8 18

M 55x2 78 85 58 74 25 7 3 80 340 0,54 KMT 11 HN 12-13 M 8 18

M 60x2 82 90 62 78 26 8 3,5 85 380 0,61 KMT 12 HN 12-13 M 8 18

M 65x2 87 95 68 83 28 8 3,5 90 460 0,71 KMT 13 HN 15 M 8 18

M 70x2 92 100 72 88 28 8 3,5 95 490 0,75 KMT 14 HN 15 M 8 18

M 75x2 97 105 77 93 28 8 3,5 100 520 0,8 KMT 15 HN 16 M 8 18

M 80x2 100 110 83 98 32 8 3,5 – 620 0,9 KMT 16 HN 17 M 8 18

M 85x2 110 120 88 107 32 10 4 – 650 1,15 KMT 17 HN 18-20 M 10 35

M 90x2 115 125 93 112 32 10 4 – 680 1,2 KMT 18 HN 18-20 M 10 35

M 95x2 120 130 98 117 32 10 4 – 710 1,25 KMT 19 HN 18-20 M 10 35

M 100x2 125 135 103 122 32 10 4 – 740 1,3 KMT 20 HN 21-22 M 10 35

60°

d4

B

d1 d3Gd5

7.1 ロックピン付きKMT精密ロックナット
M 10x0,75 – M 200x3


寸法 アキシア

ル負荷容
量

質量 型番 止め(セット)ねじ
ロック
ナット

適合スパナ サイズ 推奨締付け
トルク

G d1 d3 d4 d5 B b h M 静定格

mm kN kg – – Nm

b
h

M
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M 110x2 134 145 112 132 32 10 4 800 1,45 KMT 22 HN 21-22 M 10 35

M 120x2 144 155 122 142 32 10 4 860 1,6 KMT 24 HN 21-22 M 10 35

M 130x2 154 165 132 152 32 12 5 920 1,7 KMT 26 TMFN 23-30 M 10 35

M 140x2 164 175 142 162 32 14 5 980 1,8 KMT 28 TMFN 23-30 M 10 35

M 150x2 174 185 152 172 32 14 5 1 040 1,95 KMT 30 TMFN 23-30 M 10 35

M 160x3 184 195 162 182 32 14 5 1 100 2,1 KMT 32 TMFN 23-30 M 10 35

M 170x3 192 205 172 192 32 14 5 1 160 2,2 KMT 34 TMFN 30-40 M 10 35

M 180x3 204 215 182 202 32 16 5 1 220 2,3 KMT 36 TMFN 30-40 M 10 35

M 190x3 214 225 192 212 32 16 5 1 280 2,4 KMT 38 TMFN 30-40 M 10 35

M 200x3 224 235 202 222 32 18 5 1 340 2,5 KMT 40 TMFN 30-40 M 10 35


寸法 アキシア

ル負荷容
量

質量 型番 止め(セット)ねじ
ロック
ナット

適合スパナ サイズ 推奨締付け
トルク

G d1 d3 d4 d5 B b h 静定格

mm kN kg – – Nm
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M 25x1,5 35 42 26 20 32,5 11 4,3 4 130 0,13 KMTA 5 B 40-42 M 6 8

M 30x1,5 40 48 32 20 40,5 11 4,3 5 160 0,16 KMTA 6 B 45-50 M 6 8

M 35x1,5 47 53 38 20 45,5 11 4,3 5 190 0,19 KMTA 7 B 52-55 M 6 8

M 40x1,5 52 58 42 22 50,5 12 4,3 5 210 0,23 KMTA 8 B 58-62 M 6 8

M 45x1,5 58 68 48 22 58 12 4,3 6 240 0,33 KMTA 9 B 68-75 M 6 8

M 50x1,5 63 70 52 24 61,5 13 4,3 6 300 0,34 KMTA 10 B 68-75 M 6 8

M 55x1,5 70 75 58 24 66,5 13 4,3 6 340 0,37 KMTA 11 B 68-75 M 6 8

M 60x1,5 75 84 62 24 74,5 13 5,3 6 380 0,49 KMTA 12 B 80-90 M 8 18

M 65x1,5 80 88 68 25 78,5 13 5,3 6 460 0,52 KMTA 13 B 80-90 M 8 18

M 70x1,5 86 95 72 26 85 14 5,3 8 490 0,62 KMTA 14 B 95-100 M 8 18

M 75x1,5 91 100 77 26 88 13 6,4 8 520 0,66 KMTA 15 B 95-100 M 8 18

M 80x2 97 110 83 30 95 16 6,4 8 620 1 KMTA 16 B 110-115 M 8 18

M 85x2 102 115 88 32 100 17 6,4 8 650 1,15 KMTA 17 B 110-115 M 10 35

M 90x2 110 120 93 32 108 17 6,4 8 680 1,2 KMTA 18 B 120-130 M 10 35

M 95x2 114 125 98 32 113 17 6,4 8 710 1,25 KMTA 19 B 120-130 M 10 35

M 100x2 120 130 103 32 118 17 6,4 8 740 1,3 KMTA 20 B 120-130 M 10 35

M 110x2 132 140 112 32 128 17 6,4 8 800 1,45 KMTA 22 B 135-145 M 10 35

M 120x2 142 155 122 32 140 17 6,4 8 860 1,85 KMTA 24 B 155-165 M 10 35

M 130x3 156 165 132 32 153 17 6,4 8 920 2 KMTA 26 B 155-165 M 10 35

M 140x3 166 180 142 32 165 17 6,4 10 980 2,45 KMTA 28 B 180-195 M 10 35

M 150x3 180 190 152 32 175 17 6,4 10 1 040 2,6 KMTA 30 B 180-195 M 10 35

d4

B

J2

d1 d3G

30°

N2

N1

J1

7.2 ロックピン付きKMTA精密ロックナット
M 25x1,5 – M 200x3


寸法 アキシア

ル負荷容
量

質量 型番 止め(セット)ねじ
ロック
ナット

適合スパナ サイズ 推奨締付け
トルク

G d1 d3 d4 B J1 J2 N1 N2 静定格

mm kN kg – – Nm
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M 160x3 190 205 162 32 185 17 8,4 10 1 100 3,15 KMTA 32 B 205-220 M 10 35

M 170x3 205 215 172 32 195 17 8,4 10 1 160 3,3 KMTA 34 B 205-220 M 10 35

M 180x3 215 230 182 32 210 17 8,4 10 1 220 3,9 KMTA 36 B 230-245 M 10 35

M 190x3 225 240 192 32 224 17 8,4 10 1 280 4,1 KMTA 38 B 230-245 M 10 35

M 200x3 237 245 202 32 229 17 8,4 10 1 340 3,85 KMTA 40 B 230-245 M 10 35


寸法 アキシア

ル負荷容
量

質量 型番 止め(セット)ねじ
ロック
ナット

適合スパナ サイズ 推奨締付け
トルク

G d1 d3 d4 B J1 J2 N1 N2 静定格

mm kN kg – – Nm
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M 20x1 38 40 39 18 5 2 70 0,11 KMD 4 HN 5-6 M 4 4,2

M 25x1,5 43 45 44 20 5 2 95 0,14 KMD 5 HN 5-6 M 4 4,2

M 30x1,5 48 50 49 20 5 2 105 0,2 KMD 6 HN 5-6 M 4 4,2

M 35x1,5 53 58 57 22 6 2,5 120 0,24 KMD 7 HN 8-9 M 4 4,2

M 40x1,5 58 63 62 22 6 2,5 130 0,27 KMD 8 HN 8-9 M 4 4,2

M 45x1,5 66,5 71,5 70,5 22 7 3 150 0,36 KMD 9 HN 10-11 M 4 4,2

M 50x1,5 70 75 74 25 7 3 200 0,41 KMD 10 HN 10-11 M 4 4,2

M 55x2 75 80 79 25 7 3 160 0,46 KMD 11 P HN 12-13 M 4 4,2

M 60x2 80 85 84 26 7 3 175 0,5 KMD 12 P HN 12-13 M 4 4,2

M 65x2 85 90 89 28 8 3,5 295 0,63 KMD 13 HN 14 M 5 8,4

M 70x2 90 95 94 28 8 3,5 320 0,67 KMD 14 HN 14 M 5 8,4

M 75x2 95 100 99 28 8 3,5 340 0,72 KMD 15 HN 15 M 5 8,4

M 80x2 105 110 109 32 8 3,5 445 1,05 KMD 16 HN 17 M 6 14,2

M 85x2 110 115 114 32 10 4 470 1,2 KMD 17 HN 17 M 6 14,2

M 90x2 115 120 119 32 10 4 500 1,2 KMD 18 HN 18-20 M 6 14,2

M 95x2 120 125 124 32 10 4 525 1,25 KMD 19 HN 18-20 M 6 14,2

M 100x2 125 130 129 32 10 4 555 1,3 KMD 20 HN 18-20 M 6 14,2

M 105x2 130 135 134 32 10 4 580 1,35 KMD 21 HN 18-20 M 6 14,2

d1 d3d5 G

45°

B

b

h

7.3 アキシアルロックスクリュー付きKMD精密ロックナット
M 20x1 – M 105x2


寸法 アキシア

ル負荷容
量

質量 型番 ロックスクリュー
ロック
ナット

適合スパナ サイズ 推奨締付け
トルク

G d1 d3 d5 B b h 静定格

mm kN kg – – Nm

388
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各種専用ゲージ

従来の測定方法や測定器具は、高精度が要
求されるアプリケーションにおいて、そのシャ
フトテーパー部や円筒ころ軸受のころ外接/内
接円径の測定には必ずしも適していませんで
した。そのためSKFでは、内径テーパー穴円筒
ころ軸受の取付け時に必要となる、正確な測
定を行える各種ゲージを開発しました。これ
らのゲージは、精密なアプリケーション以外
でも、非常に有効です。

GRA 30シリーズリングゲージとDMBテー
パーゲージ(† 396ページ)は、最も一般的
な軸受取付けテーパーシャフトのチェックに
使用できます。GRAリングゲージは、特定の軸
受サイズの軸受取付けテーパーシャフトの
チェックのみに使用できます。DMBテーパー
ゲージは様々な径だけでなく、1:12以外の
テーパー角度にも使用できます。
内径テーパー穴円筒ころ軸受の取付け時

に、ラジアル内部すきまや予圧を正確に調整
するために、ころセットの外接/内接円径を正
確に測定する必要があります。GB 30シリー
ズ/GB 10シリーズ† 400ページ)、およびGB  
49シリーズ(† 404ページ)のSKF内部すきま
ゲージを使用すると、簡単かつ正確な測定が
できます。
その他のSKF測定装置の詳細については、

SKFアプリケーションエンジニアリングサー
ビスまでお問い合わせください。
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GRA 30リングゲージ

GRA30リングゲージ

GRA 30シリーズ(†図1)のSKFリングゲージ
は、通常NN 30 Kシリーズ円筒ころ軸受取付け
面のテーパーチェックに使用されます。
NNU 49 BKシリーズおよびN 10 Kシリーズ軸
受の軸受取付け面テーパーも、GRA 30シリー
ズのゲージでチェックできます。

GRA 30リングゲージは、d ≤ 200 mmのテー
パーシャフトに使用できます。d > 200 mmの
シャフトについては、テーパーゲージ(† DMB
テーパーゲージ、396ページ)の使用を推奨
します。d > 200 mm用のリングゲージは、重
量が重くなるため取扱いが困難です。

測定対象

GRA 30リングゲージは主に、シャフトの基準
面に対する軸受取付けテーパー面の位置を決
定するために使用されます。GRA 30リング
ゲージの基準面は、内径の大きい側です。
シャフトの基準面は、リングゲージ基準面の
前または後ろのどちらでも構いません。GRA 
30リングゲージは、軸受取付けテーパー面の
中心線とシャフト基準面が直角になっている
かをチェックするためにも使用できます。
その際には、リングゲージ基準面とシャフト
基準面との間の距離を、円周上の数か所で測
定し、その偏差を確認します。
テーパー形状の誤差は、ブルー当たりで検
出できます。

図1

軸受取付けテーパーシャフトの径寸法

SKFは、軸受寸法表(† 294ページ)に記載さ
れたNN 30 Kシリーズ軸受に対し、軸受取付け
テーパーシャフト寸法(†394ページ)を使用
することを推奨します。他の寸法または軸受
シリーズを使用する場合は、基準長Bcは常
に、スペーサーリングの幅Bb(†シャフト寸法
表、394ページ)より長くなければなりませ
ん。これは、達成すべき軸受内部すきま、ま
たは予圧に応じて、軸受がリングゲージよりも
テーパーシャフトの大径側に位置する必要が
あるためです。したがって、基準長は常にス
ペーサーリングの幅よりも、少なくともBc – Bb
(†シャフト寸法表)の長さに対応する分だけ
長くなるようにしてください。
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NN 3005 K 25,1 27 4 4,2 ±0,1 19 25 46 16 0,13 GRA 3005

NN 3006 KTN 30,1 32 6 6,2 ±0,1 24 30 52 19 0,18 GRA 3006

NN 3007 K 35,1 37 6 6,2 ±0,1 25 35 57 20 0,21 GRA 3007

NN 3008 KTN 40,1 42 8 8,2 ±0,1 28 40 62 21 0,26 GRA 3008

NN 3009 KTN 45,1 47 8 8,2 ±0,1 30 45 67 23 0,31 GRA 3009

NN 3010 KTN 50,1 52 8 8,2 ±0,1 30 50 72 23 0,34 GRA 3010

NN 3011 KTN 55,15 57 8 8,3 ±0,12 32,5 55 77 26 0,42 GRA 3011

NN 3012 KTN 60,15 62 10 10,3 ±0,12 34,5 60 82 26 0,45 GRA 3012

NN 3013 KTN 65,15 67 10 10,3 ±0,12 34,5 65 88 26 0,51 GRA 3013

NN 3014 KTN 70,15 73 10 10,3 ±0,12 38,5 70 95 30 0,69 GRA 3014

NN 3015 KTN 75,15 78 10 10,3 ±0,12 38,5 75 100 30 0,73 GRA 3015

NN 3016 KTN 80,15 83 12 12,3 ±0,12 44,5 80 105 34 0,88 GRA 3016

NN 3017 KTN9 85,2 88 12 12,4 ±0,15 44 85 112 34 1 GRA 3017

NN 3018 KTN9 90,2 93 12 12,4 ±0,15 47 90 120 37 1,3 GRA 3018

NN 3019 KTN9 95,2 98 12 12,4 ±0,15 47 95 128 37 1,55 GRA 3019

NN 3020 KTN9 100,2 103 12 12,4 ±0,15 47 100 135 37 1,7 GRA 3020

NN 3021 KTN9 105,2 109 12 12,4 ±0,15 51 105 142 41 2,1 GRA 3021

NN 3022 KTN9 110,25 114 12 12,5 ±0,15 54,5 110 150 45 2,6 GRA 3022

NN 3024 KTN9 120,25 124 15 15,5 ±0,15 58,5 120 162 46 3,05 GRA 3024

NN 3026 KTN9 130,25 135 15 15,5 ±0,15 64,5 130 175 52 3,95 GRA 3026

db

d1

da

Bc

Bb

Bd

d

B


軸受 軸受取付け部 リングゲージ
型番 寸法 寸法 質量 型番

da db Bb Bc Bd d d1 B
呼び
寸法

公差

– mm mm kg –

8.1 GRA 30リングゲージ
d 25~200 mm
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NN 3028 K 140,3 145 15 15,6 ±0,15 65 140 188 53 4,75 GRA 3028

NN 3030 K 150,3 155 15 15,6 ±0,15 68 150 200 56 5,6 GRA 3030

NN 3032 K 160,3 165 15 15,6 ±0,15 72 160 215 60 6,8 GRA 3032

NN 3034 K 170,3 176 15 15,6 ±0,15 79 170 230 67 8,8 GRA 3034

NN 3036 K 180,35 187 20 20,7 ±0,15 90,5 180 245 74 11,5 GRA 3036

NN 3038 K 190,35 197 20 20,7 ±0,18 91,5 190 260 75 13 GRA 3038

NN 3040 K 200,35 207 20 20,7 ±0,18 98,5 200 270 82 15 GRA 3040


軸受 軸受取付け部 リングゲージ
型番 寸法 寸法 質量 型番

da db Bb Bc Bd d d1 B
呼び
寸法

公差

– mm mm kg –
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各種専用ゲージ

DMBテーバーゲージ

DMBシリーズのSKFテーパーゲージにより、外
径テーパー面の径と角度を迅速かつ正確に
チェックできます。機械加工中の中間チェッ
クだけでなく、最終チェックにも適していま
す。DMBテーパーゲージは、d = 40~360 mmの
テーパーシャフトに使用できます。

DMBテーパーゲージ(†図2)は以下の部品
で構成されています。

 • 2個のサドル(a)、決められた間隔で固定
• ゲージピン(b)、各サドルに配置
 • 2個の調節可能ラジアルストッパー(cとd)、
各サドルにゲージから90°の間隔で配置
• アキシアルストッパー(e)、ゲージをテーパー
シャフト上でアキシアル方向に位置決め

ゲージピンとラジアルストッパーは、0°~6°の
任意のテーパー角度とゲージ範囲内の任意の
径を測定するよう設定可能です。スケール上
のマークは、1:12および1:30のテーパーに対
応する設定位置を示しています。

DMBテーパーゲージには、2個のダイヤルイ
ンジケーターが標準で付属しています。ご要
望に応じて、カスタマイズされた基準テー
パーを供給することも可能です。

測定方法

スケールを使用して、ラジアルストッパーと
ゲージピンを所望の径とテーパー角度に設定
します。次に、測定するテーパーシャフト上
で、アキシアルストッパーを調整します。ゲー
ジを基準テーパーに当て、ダイヤルインジ
ケーターをゼロに合わせます。これで、ゲージ
の測定準備が完了しました。
測定する際には、測定するテーパーシャフ
トにDMBテーパーゲージを置き、アキシアル
ストッパーが基準面に当たっていることを確
認します。次に、ダイヤルインジケーターの値
を読み取ります。それぞれのダイヤルインジ
ケーターの値は、直径の偏差を示していま
す。また、2つのダイヤルインジケーターの値
の差は、テーパー角度の偏差を示します。
測定中は、ゲージを水平面から約10°傾け
ます(†図3)。ゲージは、この位置でラジアル
ストッパーとアキシアルストッパーにより、安
定した状態となります。

精度

DMBテーパーゲージの測定精度は、d < 280  
mmでは1 µm以内、d ≥ 280 mmでは1,5 µm以
内です。

図2

a

c

d

e

b
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DMBテーバーゲージ

10° 

図3
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40 55 36 18 28 140 320 2,5 DMB 4/5,5

50 85 38 20 30 160 350 2,5 DMB 5/8,5

80 120 48 30 40 190 380 3 DMB 8/12

120 160 58 40 50 190 425 3,5 DMB 12/16

160 200 74 50 64 190 465 4,5 DMB 16/20

200 240 84 60 74 215 505 5,5 DMB 20/24

240 280 99 75 89 240 540 7 DMB 24/28

280 320 114 90 104 265 590 8,5 DMB 28/30

320 360 114 90 104 290 640 10 DMB 32/36

d

A2

A1

H

L A

8.2 DMBテーパーゲージ
d 40~360 mm


テーパー テーパーゲージ
径 寸法 質量 型番

d A A1 A2 H L
最小 –

mm mm kg –
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各種専用ゲージ

GB30/GB10内部すきま
ゲージ
GB30/GB10シリーズのSKF内部すきまゲージ
は、NN 3006 K~NN 3068 Kの複列円筒ころ軸
受(GB 30ゲージ)、およびN 1010 K~N 1020 K 
の単列円筒ころ軸受(GB 10ゲージ)で使用す
るように設計されています。一般に、GB 30シ
リーズのゲージはN 10 Kシリーズの単列軸受
にも使用することが可能です。GB 30/GB 10 
シリーズ内部すきまゲージは、ころが内輪軌
道に接している場合に、ころセットの外接円
径を正確に測定できます。
サイズによって、GB 30/GB 10シリーズ内部
すきまゲージは、直径方向に対面する2つの
研削済み測定ゾーンを保持する2ピースまた
は、スロット付きのゲージ本体で構成されま
す(†図4)。ゲージ本体は、調整ねじで拡張す
ることが可能です。そのため、ころまたは測定
ゾーンを破損することなく、保持器/ころを組
付けた内輪に、ゲージをセットすることがで
きます。ゲージ本体の片方に取付けられた測
定ゾーンにより、対面する測定ゾーンで測定し

たころ外接円径を、ダイヤルインジケー
ターで読み取ります。

図4

GB3006~GB3020
GB1010~GB1020

GB3021~GB3068
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GB 30/GB 10内部すきまゲージ

使用方法

通常の使用手順は以下のとおりです。

1 スピンドルハウジングに取付けられた外輪
の軌道径に内径測定器をセットし、ダイヤ
ルインジケーターをゼロに合わせます。

2 内径測定器を、GB 30/GB 10ゲージの測定
ゾーンの中心におきます。GB 30/GB 10ゲー
ジを、内径測定器の表示がゼロ–補正値
(GB 30/GB 10の取扱い説明書に記載された
補正値）になるまで調整します。

3 さらに、ゲージ寸法を希望の予圧分だけ増
加させるか、希望のすきま分だけ減少させ
て、GB 30/GB 10ゲージを調整します。
GB 30/GB 10ゲージのダイヤルインジケー
ターをゼロに合わせます。

4 軸受内輪(ころ/保持器セット)を軸受取付け
テーパー部に装着します。GB 30/GB 10ゲー
ジをころセットの位置に合わせ、GB 30/
GB 10ゲージのダイヤルインジケーターが
ゼロを示すまで、内輪をテーパーシャフト
に押込みます。

詳細については、280ページの取付けを参照
してください。

精度

GB 30/GB 10ゲージの精度は、ゲージサイズ
≤ 20 (GB 3006~GB 3020およびGB 1010~ 
GB 1020)では1 µm以内、ゲージサイズ≥ 21 
(GB 3021~GB 3068)では2 µm以内です。
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NN 3006 KTN 107 175 36 2 GB 3006

NN 3007 K 112 180 37 2 GB 3007

NN 3008 KTN 117 185 39 2 GB 3008

NN 3009 KTN 129 197 40 2,5 GB 3009

NN 3010 KTN 134 202 40 2,5 GB 3010
N 1010 K 134 207 33 2 GB 1010

NN 3011 KTN 144 212 43 3,5 GB 3011
N 1011 K 144 217 35 2,3 GB 1011

NN 3012 KTN 152 222 44 4 GB 3012
N 1012 K 152 225 36 2,7 GB 1012

NN 3013 KTN 157 225 44 4 GB 3013
N 1013 K 157 230 36 3 GB 1013

NN 3014 KTN 164 232 48 5 GB 3014
N 1014 K 164 237 38 3,2 GB 1014

NN 3015 KTN 168 236 48 5 GB 3015
N 1015 K 168 241 38 3,4 GB 1015

NN 3016 KTN 176 244 52 6 GB 3016
N 1016 K 176 249 40 4 GB 1016

NN 3017 KTN9 185 253 53 6,5 GB 3017
N 1017 K 185 258 41 4,5 GB 1017

NN 3018 KTN9 198 266 56 8 GB 3018
N 1018 K 198 271 43 5,5 GB 1018

NN 3019 KTN9 203 271 56 9 GB 3019
N 1019 K 203 276 43 5,8 GB 1019

NN 3020 KTN9 212 280 56 9 GB 3020
N 1020 K 212 285 43 6,5 GB 1020

GB 3006 ~ GB 3020 GB 3021 ~ GB 3068

GB 1010 ~ GB 1020

H

L A

H 

AL

8.3 円筒ころ軸受用GB 30/GB 10内部すきまゲージ
NN 3006 KTN ~ NN 3068 K
N 1010 K ~ N 1020 K


軸受 内部すきまゲージ
型番 寸法 質量 型番

L H A

– mm kg –
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NN 3021 KTN9 322 350 46 10,5 GB 3021

NN 3022 KTN9 332 362 46 11 GB 3022

NN 3024 KTN9 342 376 48 12 GB 3024

NN 3026 KTN9 364 396 54 13 GB 3026

NN 3028 K 378 410 54 14,5 GB 3028

NN 3030 K 391 426 58 15 GB 3030

NN 3032 K 414 446 60 16 GB 3032

NN 3034 K 430 464 62 17 GB 3034

NN 3036 K 454 490 70 17,5 GB 3036

NN 3038 K 468 504 70 18 GB 3038

NN 3040 K 488 520 74 19 GB 3040

NN 3044 K 575 514 85 26 GB 3044

NN 3048 K 605 534 87 28 GB 3048

NN 3052 K 654 580 104 41 GB 3052

NN 3056 K 680 607 106 45 GB 3056

NN 3064 K 725 640 122 60 GB 3064

NN 3068 K 738 665 122 64 GB 3068


軸受 内部すきまゲージ
型番 寸法 質量 型番

L H A

– mm kg –
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各種専用ゲージ

GB49内部すきまゲージ

GB 49シリーズのSKF内部すきまゲージは、
NNU 4920 BK~NNU 4960 BKの複列円筒ころ
軸受に使用するよう設計されています。GB 49 
内部すきまゲージは、ころが外輪軌道に接し
ている場合に、ころセットの内接円径を正確
に測定できます。

GB 49内部すきまゲージにはサイズにより、
形状が異なります(†図5)。これらのゲージ
は、スロット付きゲージ本体を備えており、材
料固有の弾性によって、ゲージングリングが
適切な圧力でローラーに押し付けられるよう
になっています。ゲージングリング外側の円
筒面には、直径方向に対向する研削済みの測
定ゾーンがあります。ゲージ本体は、調整ねじ
で圧縮できます。そのため、ころまたは測定
ゾーンを破損することなく、ゲージをころセッ
ト内側に設置することができます。

図5

GB4920~GB4938 GB4940~GB4960
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GB 49内部すきまゲージ

使用方法

通常の使用手順は以下のとおりです。

1 GB 49ゲージを外輪ころセットの内側に挿
入し、測定ゾーンがころセットに接触するま
で調整ねじを緩めます。

2 GB 49ゲージのダイヤルインジケーターを
ゼロに合わせます。

3 調整ねじを使用してGB 49を圧縮し、外輪
アセンブリから取外します。

4 調整ねじを使用して、ダイヤルインジケー
ターが再びゼロを指すようにGB 49を拡張
します。

5 あぶみ型ゲージをGB 49ゲージにセットし、
あぶみ型ゲージのダイヤルインジケーター
をゼロに合わせます。

6 あぶみ型ゲージを、シャフトに装着した軸
受内輪の軌道径に当て、ダイヤルインジ
ケーターで内輪の径が大きくなるのを監視
しながら、インジケーターがゼロ+希望の
予圧またはゼロ–希望のすきまになるま
で、内輪をテーパーシャフトに押し込みま
す。

詳細については、280ページの取付けを参照
してください。

精度

GB 49ゲージの精度は、サイズ≤ 38 (GB 4920~ 
GB 4938)では1 µm以内、サイズ≥ 40  
(GB 4940~GB 4960)では2 µm以内です。
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NNU 4920 BK/SPW33 128 138 2,5 GB 4920

NNU 4921 BK/SPW33 128 143 3 GB 4921

NNU 4922 BK/SPW33 128 148 3 GB 4922

NNU 4924 BK/SPW33 133 162 3,5 GB 4924

NNU 4926 BK/SPW33 138 176 4 GB 4926

NNU 4928 BK/SPW33 138 186 4,5 GB 4928

NNU 4930 BK/SPW33 148 204 6 GB 4930

NNU 4932 BK/SPW33 148 212 6,5 GB 4932

NNU 4934 BK/SPW33 148 224 8 GB 4934

NNU 4936 BK/SPW33 157 237 9,5 GB 4936

NNU 4938 BK/SPW33 157 248 10,5 GB 4938

NNU 4940 BK/SPW33 105 263 12 GB 4940

NNU 4944 BK/SPW33 105 283 13 GB 4944

NNU 4948 BK/SPW33 105 303 14 GB 4948

NNU 4952 BK/SPW33 120 340 15 GB 4952

NNU 4956 BK/SPW33 120 360 17 GB 4956

NNU 4960 BK/SPW33 135 387 19 GB 4960

H

A A

H


軸受 内部すきまゲージ
型番 寸法 質量 型番

A H

– mm kg –

8.4 GB 49円筒ころ軸受用内部すきまゲージ
NNU 4920 BK/SPW33 ~ NNU 4960 BK/SPW33

GB 4920 ~ GB 4938 GB 4940 ~ GB 4960
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テキスト索引

A

A  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  333
アンギュラ玉軸受  197
スクリュードライブ用スラスト軸受  342, 364–365
複式スラストアンギュラ玉軸受  303, 311

AC  130, 196 
ACB  196 
ACD  196 
ACE  196 

B

B  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  333
アンギュラ玉軸受  196–197
円筒ころ軸受  286
スクリュードライブ用スラスト軸受  365
複式スラストアンギュラ玉軸受  303, 311

C

C  
アンギュラ玉軸受  130, 196-197
スクリュードライブ用スラスト軸受  364
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

C2  273, 286 
C3  273, 286 
CB  196 
CD  196 
CE  196 
CN  273, 286 
CNC旋盤スピンドル  57–58

D

D  196–197
DB   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  342–343, 348, 365
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

DBA  308, 310, 311 
DBB  308, 310, 311 
DF   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  342–343, 348, 365

DT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

E

E  196
EP添加剤  
オイル潤滑に関する留意事項  121
グリース潤滑に関する留意事項  99–100
適合性  55, 100

F

F  130, 196–197
FB  196 
FE  196 
FKM  † フッ素ゴム(FKM)

G

G  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  320, 324, 333
アンギュラ玉軸受  142, 196

G…   
アンギュラ玉軸受  151, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  355, 364–365
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

GA   
アンギュラ玉軸受  196
スクリュードライブ用スラスト軸受  364

GB   
アンギュラ玉軸受  196
スクリュードライブ用スラスト軸受  364

GC  196 
GD  196 
GMM  342, 365 

H

H  120, 137–139, 197
H1  120, 137–139, 197 
HC   
アンギュラ玉軸受  133, 197
複式スラストアンギュラ玉軸受  304, 311

HC5  268, 286 

I

ISO  
一般計画  46
エンベロープ要件  71–72
オイル汚染レベル  122

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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公差等級  24, 73
公差グレード  77
公差標準  46–47
寸法シリーズ  46
直径シリーズ  27, 46

IT公差等級  77

K

K  264–265, 286

L

L  120, 137–140, 197
L1  120, 139, 197 

M

M  
アンギュラ玉軸受  197
複式スラストアンギュラ玉軸受  304–305, 311

MA  134, 196 

N

NBR  †アクリロニトリル−ブタジエンゴム(NBR)
NitroMax  52–53
ハイブリッドアンギュラ玉軸受  141

NLGIちょう度クラス  99

O

Oリング  
アンギュラ玉軸受  120, 136–140
段付きスリーブ  81, 83

P

P  378, 382
P2  197 
P4  197 
P4A  197 
P4C  311 
PA66  † ポリアミド66(PA66)
PA9A  197 
PAO  104
PBC  197 
PBT  197 
PE  341, 365 
PEEK  † ポリマーエーテルケトン(PEEK)
PFC 197
PFT 197
PG 197
PHA 264,267,268,286
PT  197 
PTFE  109

Q

QBC  
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  342–343, 348, 365

QBT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

QFC   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  342–343, 348, 365

QFT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

QT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

R

RS  344–345, 363, 364 
RZ  344–345, 363, 364 

S

S  136, 196
SKF LubeSelect  100
SKF Microdosageシステム  121
SKFスピンドルサービスセンター  125, 166
SKFスピンドルシミュレーター  33, 358
SP   
円筒ころ軸受  273, 286
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

SPC2  273, 286 

T

TBT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

TFT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

TN  264, 267, 286 
TN9   
円筒ころ軸受  264, 267, 286
複式スラストアンギュラ玉軸受  304–305, 311

TNHA   
アンギュラ玉軸受  134, 196
円筒ころ軸受  264, 267, 268, 286

TT   
アンギュラ玉軸受  144, 197
スクリュードライブ用スラスト軸受  348, 365

U

UP   
円筒ころ軸受  286
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

V

V  141, 196
VR521  286 
V字型マーク  
アンギュラ玉軸受  145
スクリュードライブ用スラスト軸受  352
複式スラストアンギュラ玉軸受  305

VU001  267, 286 

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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W

W33  
円筒ころ軸受  266, 286
複式スラストアンギュラ玉軸受  311

W33X  286 

あ

青色染料  393
アキシアル位置  78–87
精密ロックナット  78, 375–389
段付きスリーブ  79, 80–87

アキシアルクランプ力  184, 186–188
アキシアル剛性  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323
アンギュラ玉軸受  173–182
円筒ころ軸受  275–276
スクリュードライブ用スラスト軸受  339, 356–359
標準的なスピンドル軸受システム  67
複式スラストアンギュラ玉軸受  309

アキシアルドライブアップ  278–279, 280, 284
アキシアル嵌め合い力  184, 186–188
アキシアル方向変位  
アンギュラ玉軸受  31、69, 91, 166
円筒ころ軸受  31, 264, 269, 280
軸受選択時の留意事項  31
嵌め合い選択時の留意事項  70, 72
アキシアル予圧  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323
アンギュラ玉軸受  151–172
スクリュードライブ用スラスト軸受  355–357, 358
複式スラストアンギュラ玉軸受  308

アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  319–335
温度制限  324
型番システム  333
関連コンポーネント  324–326, 330
公差等級と公差  24, 321
剛性  322–323
軸受寸法表  334–335
軸受の損傷  322
締め付けトルク  332
潤滑  320, 324
寸法標準  321
等価軸受荷重  327
取付け  330–332
取付けボルト  330–332, 335
内部設計とバリエーション  22, 320
慣らし運転  324
嵌め合い  324–326
負荷容量  30, 322, 327, 328–329
保管  330
保持器  320
保持ボルト  330, 335
摩擦  322–323, 330
輸送  330
予圧  322–323, 324
予圧解除力  322–323
用途  320

アキシアルロックスクリュー  377, 378, 381
アクリロニトリル−ブタジエンゴム(NBR)  56
アダプタースリーブ  376
あぶみ型ゲージ  405
油汚れ  133, 268, 304
アルミニウム増ちょう剤  110
アンギュラ玉軸受  127–261
アキシアル変位  31, 69, 91, 166
位置  183–189
オイルノズル位置  118, 199–261
温度上昇と速度との関係  38
温度制限  136
型番システム  196–197
間座付き  166–172, 192–193

基準グリース量  102, 199–261
軌道輪の取付けと締め付け  183–189
公差等級と公差  24, 146–150
剛性  67–69, 173–182
高速設計軸受  129, 132
高負荷容量軸受  129, 131
ご注文の例  141
軸受寸法表  198–261
軸受配置  141–144
再給脂間隔  106–109
再利用  124
シール付き軸受  136, 192
品揃え  128–129
潤滑(オイル)  113–122, 136–140, 192
潤滑(グリース)  99–112, 136, 192
初期グリース充填量  101–102, 105
寸法シリーズ  27, 129, 130
寸法標準  146
接触角度  130–131
速度  28–29, 38–40, 42, 192–193
直接オイルエア潤滑用バリエーション  120, 136–140
つり上げ力  91–92
等価軸受荷重  190–191
取付け  123, 136, 145, 194
取付け時の調整  166–172, 192
取外し  124
内部設計とバリエーション  21, 128–141
NitroMax製軌道輪付き  52–53, 141
ハイブリッド軸受  133, 141, 167, 198–261
ばねを使用  64, 90, 93, 165, 190
嵌め合い  71–74
負荷容量  30, 189
保持器  134–135
マーク  145, 194
マッチング済みセット  141–144
ユニバーサルマッチ軸受  141–144, 194
予圧  50, 69, 90–93, 151–172
用途  58–64, 131–132
安全係数  † 静安全係数
一体型シール  
アンギュラ玉軸受  136
スクリュードライブ用スラスト軸受  344–345
設計時の留意事項  98
タイプと設計  32

医療機器  131
印刷機  131
インジェクター  116–117
インダクションヒーター  123
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受の取付け用  330
シール付き軸受の加熱用  136, 345
受座  
精度  75–77, 324–326
(スクリュードライブの)精度  349
嵌め合い  70–74, 324–326
(スクリュードライブの)嵌め合い  349
薄肉リング  75, 81, 123
運転温度  37
オイル量との関係  113
再給脂間隔への影響  109
シール材料  56
速度との関係  38
慣らし運転中  112, 124
保持器の材料  55
予圧および内部すきまへの影響  37
運動学的潤滑剤枯渇  52, 264
エーテル  56
エステル  56
エステル油  
シール付き軸受  104
適合性  109

エンジン試験用動力計　　131
円筒ころ軸受  263–299
アキシアルドライブアップ  278–279, 280, 284
アキシアル変位  31, 264, 269, 280
オイルノズル位置  199, 266, 289–299
温度上昇と速度との関係  38

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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型番システム  286
間座付き  78, 282–285
基準グリース量  103, 289–299
公差等級と公差  24, 269–272
剛性  275–276
再給脂  106–109, 266
再利用  124
仕上げ研削許容量  267
識別番号  273, 280
軸受寸法表  288–299
潤滑特性  266, 268
初期グリース充填量  101, 103, 105
寸法標準  269
設計時の留意事項  278–280
速度  28, 40, 42, 264, 268, 277
単列溝軸受  264, 288–293
テーパー穴付き  264–265, 272
テーパー受座チェック用のゲージ  391–407
等価軸受荷重  277
取付け  278–279, 280–285, 401, 405
取付け中の調整  278–279, 280–283, 392
取外し  124
内部すきま  273–274, 275, 278–279
内部設計とバリエーション  21, 264–268
ハイブリッド軸受  268, 288–293
嵌め合い  71–72, 74
負荷容量  30
複式軸受との組合せ  302–303
複列溝軸受  265–267, 294–299
フランジ  264
保持器  264, 267, 268, 280
マーク  273, 280
予圧  50–51, 94, 275, 278
用途  57–59, 62
予研削軌道付き  267

遠心力  
アンギュラ玉軸受  132、162, 166, 167
ハイブリッド軸受  34, 37
エンドプレート  183–189
エンベロープ径  280, 392, 400, 404
エンベロープ要件  † ISOエンベロープ要件 
オイルインジェクション法  
円筒ころ軸受  285
ダクト、溝、穴の寸法  88–89
段付きスリーブ  80, 86–87
注油器および圧媒体  87

オイル  121
オイル-スポット  † オイルエア
オイルエア  116–121
軸受温度および摩擦損失への影響  113
潤滑オイル  121
直接オイルエア潤滑  120, 136–140
到達可能速度  40–41, 44

オイル交換間隔  121
オイル潤滑  113–122
汚染レベル  122
温度および摩擦損失への影響  113
グリース潤滑と比較して(速度性能)  45
潤滑オイル  121
オイル循環  113, 114, 121
オイルジェット  115
潤滑オイル  121
達成可能速度  44

オイル滴下  115
オイルノズル  116–117
アンギュラ玉軸受  118, 199–261
円筒ころ軸受  119, 266, 289–299
複式スラストアンギュラ玉軸受  119, 313–317
オイル分配溝  89
オイルミスト  115
潤滑オイル  121
達成可能速度  44

オイル流速  113–114
黄銅  
アンギュラ玉軸受の保持器  134–135
円筒ころ軸受の保持器  265, 267

材料特性  55
複式スラストアンギュラ玉軸受の保持器  304-305

汚染  
ISOオイル汚染レベル  122
オイルによる保護114, 116
グリースによる保護  99
再給脂間隔への影響  109
シールによる保護  32, 95–98
軸受の損傷  124
取付け前/取付け後の保護  123, 125

オゾン  56
温度  
環境  39
運転  37

か

カートリッジユニット  342–343, 372–373
位置  342
温度制限  344–345
型番システム  364–365
公差等級と公差  353–354
剛性  358–359
シール付き軸受  344–345
軸受寸法表  372–373
スクリュードライブ用の他の軸受と比較して  339
寸法標準  353
速度  344, 363
内部設計とバリエーション  22, 342–343
表面処理  342
摩擦モーメント  359–360
予圧  355
用途  350–351
外周油溝  
アンギュラ玉軸受  120, 136–140
円筒ころ軸受  266
シャフト  96–97
スクリュードライブ用スラスト軸受  341
複式スラストアンギュラ玉軸受  303–304

回転精度  
受け座および肩部  75–76, 325–326
(スクリュードライブ用)受け座および肩部  349
公差の記号の定義  49
軸受  24–25
回転センター  59, 131
外部シール  95–98
開放型軸受  
初期グリース充填量  101–105
保管可能期間  125

外輪回転荷重  71–72
撹拌  111, 113
荷重  
再給脂間隔への影響  109
軸受選択時の留意事項  30
定格荷重  33–36
必要最小荷重  34

型番システム  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  333
アンギュラ玉軸受  196–197
円筒ころ軸受  286
スクリュードライブ用スラスト軸受  364–365
精密ロックナット  382
複式スラストアンギュラ玉軸受  311
カラー  † 間座
ガラス繊維強化保持器  
アンギュラ玉軸受  134–135
円筒ころ軸受  264, 267, 268
材料特性  55
仮取付け  282–285
カルシウム増ちょう剤  
グリース選択時の留意事項  99–100
適合性  110
環境温度  
グリース選択時の留意事項  99

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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軸受の速度性能への影響  39
環境に関する留意事項  
オイルエア潤滑  116
オイルミスト潤滑  115
フッ素ゴム(FKM)  56

間座  78  
アンギュラ玉軸受  166–172, 192–193
円筒ころ軸受  78, 282–285
オイルエア潤滑  116
軸受の慣らし運転への影響  111

関連コンポーネント  20
受け座および肩部の精度  75–77, 325–326
(スクリュードライブ用)受け座および肩部の精度  349
取付けおよび取外しの準備  88–89
キー溝  376
キースロット  376
擬似圧痕  100
基準グリース量  101
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  103、289–299
アンギュラ玉軸受-  102, 199–261
スクリュードライブ用スラスト軸受  104, 367
複式スラストアンギュラ玉軸受  104, 313–317

起動  
グリース充填量の効果  37
グリース選択時の留意事項  100
慣らし運転時  111–112, 124
ハイブリッド軸受のメリット  133, 268, 304
予圧のメリット  90

基本静定格荷重  36
基本定格寿命  34
基本動定格荷重  33
基油粘度  † 粘度
許容速度39
金属加工機  57–63, 132
金属同士の接触  113
空気流  
オイルエア潤滑システム  121
外部シール配置  96
再給脂間隔への影響  109
グリース  

SKFグリース  99
シール付き軸受  104
選択基準  99–100
増ちょう剤の適合性  110
保管  122
グリース潤滑  99–112
オイル潤滑と比較して(速度性能)  45
サービス寿命  106
再給脂  106–109
初期グリース充填量  101–105
到達可能速度  42–43
慣らし運転  111–112
グリース充填量  
シールアンギュラ玉軸受  136
初期グリース充填量  101–105
スクリュードライブ用シールスラスト軸受  344
摩擦への影響  37

クリープ  70
車のホイール  † レーシングカーのホイール
黒染め  342
傾斜  76
形状精度  
受け座および肩部  75–77, 325–326
(スクリュードライブ用)受け座および肩部  349

計測装置  131
経年劣化  55–56, 101, 114, 125
ケトン  55, 56
ゲージ  391–407
円筒ころ軸受取付け用  280–283
テーパーゲージ  396–399
内部すきまゲージ  280–283, 400–407
ボアゲージ  282
リングゲージ  393–395
ゲージブロック  282–283
研削許容量  † 仕上げ研削許容量
研削盤  64, 93, 131, 132

研磨機  131
公差  47
記号と定義  48–50

工作機械  
軸受選択時の留意事項  23–32
用途  57–64, 131–132
工作機械スピンドル  † スピンドル
公差グレード  † IT公差等級
公差等級  
受座  71–74, 325–326
(スクリュードライブ用)受座  349
軸受  24–25

鉱酸  56
剛性  66–69
アンギュラ玉軸受  173–182
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323
円筒ころ軸受  275–276
軸受選択時の留意事項  26, 27
スクリュードライブ用スラスト軸受  339, 356–359
複式スラストアンギュラ玉軸受  309
合成オイル  
グリース選択時の留意事項  99
適合性  109
保持器材料への影響  55

硬度  
軸受鋼  51, 54
窒化ケイ素  54
NitroMax  53

鉱油  56, 99
適合性  109

固定側/自由側軸受システム  31
コレクター  96–97
混和性  109–110

さ

サービス寿命  
グリース  99, 106
NitroMax製リング付き軸受  52
ハイブリッド軸受  34, 37, 52

再給脂  
間隔と調整  106–109
シール付き軸受  32, 101
摩擦モーメントへの影響  37

再給脂不要  101
最小荷重34
材料  51–56
軸受  51–54
シール用  56
精密ロックナット  378
保持器  55

さび防止  100–101, 125
仕上げ研削許容量  
アンギュラ玉軸受の間座  166–172
円筒ころ軸受の内輪  267

シール付き軸受  32, 95–98  
アンギュラ玉軸受  136, 192
グリースの仕様  104
材料  56
スクリュードライブ用スラスト軸受  344–345
洗浄  136, 345
保管可能期間  125

直火  56
識別番号  
円筒ころ軸受  273, 280
複式スラストアンギュラ玉軸受  305
軸受の再使用  124
軸受システム  57
軸受の損傷  
汚染  124
擬似圧痕  100
クリープ  70
スキッドの油汚れ  133, 268, 304, 322
破壊  52

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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軸受の加熱  † 熱間取り付け
システム剛性  † 剛性
湿度  125  
グリースによる保護  99
再給脂間隔への影響  109
シールによる保護  95
潤滑性能への影響  122
取付け前/取付け後の保護  123

締まりばめ  71
アキシアル位置  78–79
アンギュラ玉軸受  74
円筒ころ軸受  31, 74
段付きスリーブ  80–81, 84
予圧と内部すきまへの影響  50–51
ラジアル位置  70

締め付けトルク  
アンギュラ玉軸受の取付け  183–189
精密ロックナット  384–388

シャフトシステム  20
シャフト方向  
オイルエア潤滑に関する留意事項  117
グリース選択時の留意事項  99–100
再給脂間隔への影響  109

修理  125
寿命  33–35
潤滑  
オイル  113–122
グリース  99–112
潤滑穴  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  324
アンギュラ玉軸受  120, 136–140
円筒ころ軸受  266
スクリュードライブ用スラスト軸受  341
複式スラストアンギュラ玉軸受  304

潤滑オイル  † オイル
潤滑間隔  117
潤滑剤  
オイル  121
グリース  99–101, 104, 110
保管  122
潤滑油供給ダクト  89
循環運転  35, 106
衝撃荷重  
許容静荷重  36
グリース選択時の留意事項  98–99
ばねを使用した予圧の適合性  93
寿命の計算に関する留意事項  35

衝撃靱性  52–53
焼結鋼  378, 382
正面組合せ配置  
アンギュラ玉軸受  142–144
スクリュードライブ用スラスト軸受  342–343, 346–348
初期グリース充填量  101–105
シリアル番号  
アンギュラ玉軸受  145
複式スラストアンギュラ玉軸受  305

シリコンウェハーチップ  61
シリコン-フェニル  109
シリコン-メチル  109
針状ころ軸受  347
靱性  † 衝撃靱性
浸漬  106
振動  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  328
グリース選択時の留意事項  99–100
トラブルシューティング  124

信頼性  34–35
再給脂間隔への影響  109

垂直シャフトの配列  
オイルエア潤滑  117
グリース潤滑  99
再給脂間隔への影響  109
スクリュードライブ用スラスト軸受  346–347
用途  61, 131–132
スキッド  90–91, 322

ハイブリッド軸受のメリット  133, 268, 304
すきま  
内部すきま  50–51
ハウジング受座  30, 74, 302
すきまばめ  71
自由側軸受用  31
剛性への影響  31, 68
ラジアル位置  70

スクリュー駆動軸受  † スクリュードライブ用スラスト軸受
スクリュードライブ  338, 350–351
スクリュードライブ用スラスト軸受  337–373
温度制限  344–345
カートリッジユニット  342–343, 372–373
型番システム  364–365
関連コンポーネント  349
基準グリース量  104, 367
公差等級と公差  24, 353–354
剛性  339, 356–359
再給脂  106–109, 341, 344
シール付き軸受  339, 344–345
軸受配置  346–348
自由側軸受  347
潤滑  99, 106, 342, 344
初期グリース充填量  101, 104–105
寸法標準  353
接触角度  340, 341
洗浄  345
選択基準  339
速度  41, 43, 339, 344, 363
単式軸受  340, 366–367
つり上げ力  94, 360
等価軸受荷重  361–362
取付け  123, 339, 345, 352, 362
取外し  341
内部設計とバリエーション  22, 338–345
負荷容量  30, 339, 346, 361
複式軸受  341, 368–372
保持器  344
マーク  352
摩擦モーメント  339, 346–360
マッチング済みセット  340, 346–348
ミスアライメント  346
モーメント剛性  357
予圧  50, 94, 355–357, 358
ユニバーサルマッチ軸受  340, 346–348, 352
用途  350–351

スチール  51–54
ステンレス鋼  † NitroMax
スパナ  379, 384–388
スピンドル  
サービス  125, 166
用途  57–64

スピンドルサービスセンター  † SKFスピンドルサービスセンタ
ー

スピンドルシミュレーター  † SKFスピンドルシミュレーター
スプラッシュガード  96–97
スペーサー  † 間座
スラストアンギュラ玉軸受  
カートリッジユニット(スクリュードライブ用)  342–343, 

372–373
内部設計とバリエーション  21–22
複式軸受  301–317
単式軸受(スクリュードライブ用)  340, 366–367
複式軸受(スクリュードライブ用)  341, 368–371

スラスト軸受  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  319–335
カートリッジユニット(スクリュードライブ用)  342–343, 

372–373
単式軸受(スクリュードライブ用)  340, 366–367
複式軸受  301–317
複式軸受(スクリュードライブ用)  341, 368–371

スリーブ  
間座  78
段付きスリーブ  79, 80–87

寸法安定性  † 熱安定性
寸法シリーズ  † ISO寸法シリーズ

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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寸法精度  
受け座および肩部  71–74, 325–326
(スクリュードライブ用)受け座および肩部  349
公差の記号の定義  48–49
軸受  24–25

寸法標準  46
静安全係数  36
静荷重  36
精度  
受け座および肩部  75–77, 325–326
(スクリュードライブ用)受け座および肩部  349
公差の記号の定義  48–49
軸受  24–25

精密ロックナット  78, 375–389
アキシアルロックスクリュー  377, 388–389
型番システム  382
材料  378
軸受寸法表  384–389
公差  378
潤滑  378
スパナ  379, 384–388
寸法標準  378
設計  376–377
段付きスリーブと比較して  79
取付け  379–381
取付け時の調整  380, –381
取外し  379–380
ねじの標準  378
ゆるみトルク  378
予圧  376–377
ロックピン  376, 384–387

絶縁耐力  54
石けん110
切削液  96, 106, 122
接触  26, 131, 132
接触角度  
アンギュラ玉軸受  130–131
剛性への影響  26, 68–69
スクリュードライブ用スラスト軸受  340–341
速度性能への影響  30
つり上げ力への影響  91–92
負荷容量ヘの影響  30
複式スラストアンギュラ玉軸受  303

接触シール  
外部シール配置  98
スクリュードライブ用スラスト軸受  32, 344–345

セット  
アンギュラ玉軸受  141–144
スクリュードライブ用スラスト軸受  340, 346–348

セットねじ  † 止め(セット)ねじ
セラミック  54
線形ばね  † ばね
洗浄  
再給脂前の軸受  109
シール付き軸受  32, 136, 345
選択基準  20–32
旋盤  57–58, 131, 166
増ちょう剤  110
速度  38–45
オイル潤滑  40–41, 44–45
許容速度  39
グリース潤滑  42–45
軸受選択時の留意事項  28
達成可能速度  44
標準的なスピンドル軸受システム  45

速度係数  33

た

ターボチャージャー  131
耐食性  
グリースによる保護100–101
取付け前の保護  125
NitroMax  52–53

ダイヤルインジケーター  
テーパーゲージ  396
内部すきまゲージ  282–284, 400–401
楕円の切欠き  36
たわみ  66, 68
炭化水素  56
単位換算表  10
単式軸受  340, 366–367
カートリッジユニット  342–343, 372–373
単式スラストアンギュラ玉軸受(スクリュードライブ用)  340, 

366–367
温度制限  344–345
カートリッジユニット  342–343, 372–373
型番システム  364–365
基準グリース量  104, 367
組合せ  340, 346–348
公差等級と公差  24, 353–354
剛性  356, 358
軸受寸法表  366–367
軸受配置  346–348
シール付き軸受  344, 345
スクリュードライブ用の他の軸受と比較して  339
寸法標準  353
速度  344, 363
内部設計とバリエーション  22, 340
負荷容量  356, 361
摩擦モーメント  356, 360
予圧  355–356
用途  350–351
弾性変形  66, 68
弾性率  54
弾性流体潤滑(EHL)  100
炭素繊維強化保持器  55
アンギュラ玉軸受  134–135
円筒ころ軸受  264, 267

段付きスリーブ  79, 80–87
Oリング付き  80, 81, 83
Oリングなし  80, 81, 82
材料  84
寸法  81–83
設計  80, 84
取付け  86–87, 123–124
取外し  87
嵌め合い  80, 84
負荷容量  84–85

断面高さ  
軸受選択時の留意事項  27
速度性能への影響  38

単列円筒ころ軸受  264, 288–293
アキシアルドライブアップ  278–279
アキシアル変位  264, 269, 280
基本設計軸受  264
剛性  275–276
公差等級と公差   24, 269–272
高速設計軸受  264
軸受寸法表  288–293
潤滑特性  268
初期グリース充填量  101, 103, 105
寸法標準  269
速度  264, 268, 277
テーパー受座チェック用のゲージ  391–407
等価軸受荷重  277
取付け  278–279, 401
内部すきま  273–274, 275, 278–279
内部設計とバリエーション  264
ハイブリッド軸受  268
複列円筒ころ軸受と比較して  264
保持器  264, 267
予圧  275, 278

窒化ケイ素(Si3N4)  
材料特性  54
ハイブリッドアンギュラ玉軸受  133
ハイブリッド円筒ころ軸受  268
複式ハイブリッドスラストアンギュラ玉軸受  304

中間ばめ  71

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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超高圧添加剤  † EP添加剤
調整  
アンギュラ玉軸受  166–172, 192
円筒ころ軸受  278–279, 280–283, 392
精密ロックナット  380–381
超精密軸受  
選択基準  20–32
タイプと設計  21–22

ちょう度クラス  † NLGIちょう度クラス
直接オイルエア潤滑  120
軸受のバリエーションと寸法  136–140

直径シリーズ  † ISO直径シリーズ
つり上げ力  
アンギュラ玉軸受  91–92
スクリュードライブ用スラスト軸受  94, 360
複式スラストアンギュラ玉軸受  94

ディスタンススリーブ  86
ディスタンスリング  278
テーパー穴  264–265, 272
テーパー受座  
リングゲージによる精度のチェック  393
テーパーゲージによる精度のチェック  396–397

テーパーゲージ  396–399
テスト運転  124
電気抵抗  54
電動スピンドル  † モーター内蔵スピンドル
等価軸受荷重  
静  36
動  33

到達可能速度  28, 44
オイル潤滑  40–41, 45
グリース潤滑  42–43, 45
動粘性率  † 粘度
トミーバー  379
止め(セット)ねじ  
スクリュードライブ用スラスト軸受  341
精密ロックナット  378, 380, 384–388
複式スラストアンギュラ玉軸受  341

ドライブアップ  † アキシアルドライブアップ
トラブルシューティング  124
取付け  123–124
アンギュラ玉軸受  136, 145, 194
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  330–332
円筒ころ軸受  280–285
設計時の留意事項  88–89
複式スラストアンギュラ玉軸受  305, 310
精密ロックナット  379–381
段付きスリーブ  86–87, 123–124
スクリュードライブ用スラスト軸受  339, 345, 352, 362
取付け液  87
取付けボルト  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  330–332, 335
スクリュードライブ用スラスト軸受  371, 373

取外し  123–124
アンギュラ玉軸受  124
円筒ころ軸受  124
スクリュードライブ用スラスト軸受  341
精密ロックナット  380
設計時の留意事項  88–89
段付きスリーブ  80–81, 87

取外し液  87
ドリルヘッド  60, 131, 132, 166
トルクレンチ  380

な

内部すきま  50–51
円筒ころ軸受  273–274, 275, 278–279
摩擦への影響  37

内部すきまゲージ  280–283, 400–407
内面研削盤  64, 132, 165
ナトリウム増ちょう剤  110
慣らし運転  111–112
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  324

グリース充填の摩擦に対する効果  37, 101, 124
ねじ穴  
シャフト  89
ハウジング  88
複式スラストアンギュラ玉軸受  355

熱安定性  51, 53
熱間取り付け  123–124
アンギュラ玉軸受  194
シール付き軸受  136, 345
熱収縮  31
熱処理  
炭素クロム鋼  51
NitroMax  52–53

熱膨張  31
窒化ケイ素とスチール  54
予圧および内部すきまへの影響  50–51, 93

熱膨張率  
窒化ケイ素とスチール  54
NitroMax  53
予圧に対する影響  162

粘土  110
粘度  
グリース選択時の留意事項  99–100
シール付き軸受のグリース  104
潤滑油  121
取付け液および取外し液  87

は

排水  
オイルエア潤滑  117
多段式のラビリンスシール配置  96–97

ハイブリッド軸受  
アンギュラ玉軸受  133,141, 167, 198–261
円筒ころ軸受  268, 288–293
基本静定格荷重  36
再給脂間隔への影響  106–108
材料特性  54
速度  38, 40–43
定格寿命  34
NitroMax製軌道輪付き  52–53, 141
複式スラストアンギュラ玉軸受  304, 312–317
摩擦挙動  37

背面組合せ配置  
アンギュラ玉軸受  142–144
スクリュードライブ用スラスト軸受  341, 342–343, 346–348
複式スラストアンギュラ玉軸受  303
ハウジングカバー  79
多段式のラビリンスシール配置  96–97

破壊  52
薄層リング  339, 344–345
場所  
アキシアル  78–87
精密ロックナット  376–377
段付きスリーブ  79, 80–87
ラジアル  70–77

ばね  64, 90, 93, 165
ばねの曲線  91
幅シリーズ  46
嵌め合い  
アキシアル位置  78–79
剛性への影響  68
シャフト  71, 73–74, 325
ハウジング  72–74, 326
表面粗度の影響  75
予圧および内部すきまへの影響  50–51, 90, 94
ラジアル位置  70

パラレルメカニズム機械(PKM)  131
バリウム増ちょう剤  110
張り出しシャフト  346–347, 350–351
半導体産業  61, 131
ハンマー  380
微少量潤滑(MQL)  
オイルエア潤滑  116

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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SKF Mircrodosageシステム  121
非接触シール  
アンギュラ玉軸受  32, 136
スクリュードライブ用スラスト軸受  32, 344–345
外部シール配置  96–97
表面処理  342
表面粗度  75, 77, 325–326
疲労強度  52–53, 141
ピンレンチ  379
フェノール樹脂  
アンギュラ玉軸受の保持器  134–135
材料特性  55
複式軸受  301–317
スクリュードライブ用  341, 368–371
複式スラストアンギュラ玉軸受  301–317
円筒ころ軸受との組合せ  302–303
オイルノズル位置  119, 313–317
温度上昇と速度との関係  38
型番システム  311
基本設計軸受  302–303, 312–317
基準グリース量  104, 313–317
剛性  67, 309
公差等級と公差  24, 306–307
高速設計軸受  302–303, 312–317
識別番号/シリアル番号  305
軸受寸法表  312–317
再給脂間隔  106–109
潤滑(オイル)  116–117, 119
潤滑特性  303–304
初期グリース充填量  101, 104–105
寸法標準  306
接触角度  303
速度  38, 41, 43, 310
つり上げ力  94
等価軸受荷重  310
取付け  123, 305, 310
内部設計とバリエーション  21–22, 302–305
ハウジングのラジアルすきま  30, 74, 302
ハイブリッド軸受  304, 312–317
嵌め合い  71–72, 74, 308
負荷容量  30
保持器  304–305
マーク  305
予圧  50, 94, 308
用途  57, 59
複式スラストアンギュラ玉軸受(スクリュードライブ用)  341, 

368–371
温度制限  344–345
型番システム  364–365
公差等級と公差  353–354
シール付き軸受  344, 345
軸受寸法表  368–371
スクリュードライブ用の他の軸受と比較して  339
寸法標準  353
速度  344, 363
剛性  357–358
ボルト取付け用  341, 370–371
摩擦モーメント  357, 360
予圧  355, 357

複列円筒ころ軸受  265, 294–299
アキシアルドライブアップ  278–279
アキシアル変位  264, 269, 280
オイルノズル位置  199, 266, 295–299
基準グリース量  103
公差等級と公差   24, 269–272
剛性  275–276
仕上げ研削許容量  267
軸受寸法表  294–299
初期グリース充填量  101, 103, 105
寸法標準  269
速度  264, 268, 277
単列円筒ころ軸受と比較して  264
テーパー受座チェック用のゲージ  391–407
等価軸受荷重  277
取付け  280–285, 401, 405
内部すきま  273–274, 275, 278

内部設計とバリエーション  21, 265–267
ハイブリッド軸受  268
保持器  267
予圧  275, 278
用途  57
フッ素ゴム(FKM)  
アンギュラ玉軸受のシール  136
材料特性  56

フライス盤  59, 62–63, 131–132, 141, 166
フランジ付きハウジング  342–343, 372–373
プリント基板穴開機  132
振れ  † 回転精度
プロテクター  381
粉塵  
再給脂間隔への影響  109
取付け前/取付け後の保護  123

並列配置  
アンギュラ玉軸受  142–144
スクリュードライブ用スラスト軸受  346–348

偏心荷重  327
ボアゲージ  282, 401
望遠鏡  131
防腐剤  125
ボート用ジャイロスタビライザー  131
ボーリングマシン  131
ボールねじ支持軸受  † スクリュードライブ用スラスト軸受
保管  
軸受  125, 330
潤滑剤  122

保管可能期間  125
保持器  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  320
アンギュラ玉軸受  134–135
円筒ころ軸受  264, 267, 268, 280
機能  23
材料  51, 55
スクリュードライブ用スラスト軸受  344
複式スラストアンギュラ玉軸受  304–305

保持器付きスラスト円筒ころ  320
保持ボルト  330, 335
ポリアミド66(PA66)  
円筒ころ軸受の保持器  264, 267
材料特性  55
ポリグリコール  109
ポリ尿素  110
ポリフェニルエーテル  109
ポリマー  
アンギュラ玉軸受の保持器  134–135
円筒ころ軸受の保持器  264, 267, 268, 280
材料特性  55–56
ポリマーエーテルケトン(PEEK)  
アンギュラ玉軸受の保持器  134–135
材料特性  55
ボルト  
取付けボルト  330–332, 335, 371, 373
保持ボルト  330, 335

ボルト取り付け  
カートリッジユニット(スクリュードライブ用)  342–343, 

372–373
複式軸受(スクリュードライブ用)  341, 370–371

ほろーシャフト  
円筒ころ軸受  279
段付きスリーブ  81, 84
嵌め合い  71

ポンプ効果  96

ま

マーク  
アンギュラ玉軸受  145, 194
円筒ころ軸受  273, 280
スクリュードライブ用スラスト軸受  352
複式スラストアンギュラ玉軸受  305

マイクロタービン  131

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。
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索引

注記:接頭記号および接尾記号は太字で示されています。

摩擦  37
オイル潤滑  113–115
グリース潤滑  37, 100, 111
シールによって生成される  96, 98
速度性能への影響  38–39
ハイブリッド軸受  37
予圧と内部隙間の影響  37

摩擦損失  53, 99, 113
摩擦モーメント  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323
グリース潤滑  111
スクリュードライブ用スラスト軸受  357, 360
摩耗  

NitroMaxの耐性  52
ハイブリッド軸受の耐性  34

マシニングセンタ  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  320
アンギュラ玉軸受  62–63, 131–132, 141, 166
円筒ころ軸受  62

マッチング済みセット  
アンギュラ玉軸受  141–144
スクリュードライブ用スラスト軸受  340, 346–348

マルチスピンドルヘッド  320
ミスアライメント  75
スクリュードライブ用スラスト軸受  346

水  
NBRの耐性  56
グリース選択時の留意事項  99–100
潤滑剤の保管可能期間への影響  122
洗浄  100

密度  37, 54
無水フッ化水素  56
綿繊維強化保持器   55
アンギュラ玉軸受    134–135 
面取り寸法  46–47
公差の記号の定義  48
最大面取り寸法限界  47, 50
モーター内蔵スピンドル  
アンギュラ玉軸受  62–64, 132
円筒ころ軸受  62, 264
オイルの清浄度要件  122

モーメント荷重  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  327, 328
アンギュラ玉軸受  142, 167
スクリュードライブ用スラスト軸受  346

モーメント剛性  323
木工機械  132

や

油圧ナット  86
ユニバーサルマッチ軸受  
アンギュラ玉軸受  141–144, 194
スクリュードライブ用スラスト軸受  340, 346–348, 352

油浴  114
達成可能速度  44

ゆるみトルク  378
予圧  90–94
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323, 324
アンギュラ玉軸受  50,69, 90–93, 151–172
円筒ころ軸受  50–51, 94, 275, 278
再給脂間隔への影響  108
スクリュードライブ用スラスト軸受  50, 94, 341, 355–357, 

358
精密ロックナット  376–377
速度性能への影響  64
複式スラストアンギュラ玉軸受  50, 94, 308
摩擦への影響  37

予圧解除力  322–323
予圧非調整軸受  141
用途  
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  320
アンギュラ玉軸受  58–64, 131–132

円筒ころ軸受  57–59, 62
工作機械  57–64
スクリュードライブ用スラスト軸受  350–351
複式スラストアンギュラ玉軸受  57, 59

予研削軌道  267

ら

ラジアル位置  70–77
ラジアル剛性  68–69
アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  322–323
円筒ころ軸受  275–276
標準的なスピンドル軸受システム  67

ラジアルすきま  30, 74, 288
ラジアル内部すきま  50–51
円筒ころ軸受  273–274, 275, 278–279

ラビリンスシール  
多段式のシール配置  96–97
段付きスリーブと一体  80, 84
リチウム増ちょう剤  
グリース選択時の留意事項  99–100
シール付き軸受  104
適合性  110

リングゲージ  393–395
冷却  39, 99, 113, 116
冷却材  23, 51, 122
レーシングカーのホイール  131
ロータリーテーブル  320, 324
ろ過  114, 117
ロックナット  † 精密ロックナット
ロックピン  376
ロックワッシャー  376
ロボット関節部  131

わ

割出ヘッド  320
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型番 製品 軸受寸法表
  No . ページ1)

製品索引

1)軸受寸法表の開始ページ

70.. アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../..H 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../..H1 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../..L 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../..L1 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../HC ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../HC..H 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../HC..H1 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../HC..L 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
70../HC..L1 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
718.. アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
718../HC ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719.. アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../..H 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../..H1 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../..L 直接オイルエア潤滑用アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../HC ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../HC..H 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../HC..H1 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
719../HC..L 直接オイルエア潤滑用ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
72.. アンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
72../HC ハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198

BEAM .. ボルト取付け用複式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .3 370
BEAS .. 複式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .2 368
BSA 2.. 単式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .1 366
BSA 3.. 単式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .1 366
BSD .. 単式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .1 366
BTM .. 複式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 4 .1 312
BTM ../HC ハイブリッド複式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 4 .1 312
BTW .. 複式スラストアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 4 .1 312

DMB .. テーパーゲージ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 .2 398

FBSA 2.. フランジ付きハウジングのカートリッジユニット .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6 .4 372

GB 10.. 円筒ころ軸受用内部すきまゲージ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 .3 402
GB 30.. 円筒ころ軸受用内部すきまゲージ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 .3 402
GB 49.. 円筒ころ軸受用内部すきまゲージ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 .4 406
GRA 30.. リングゲージ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 .1 394

KMD .. アキシアルロックスクリュー付き精密ロックナット  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 7 .3 388
KMT .. ロックピン付き精密ロックナット  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 7 .1 384
KMTA .. ロックピン付き精密ロックナット  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 7 .2 386

N 10.. 単列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .1 288
N 10../HC5 ハイブリッド単列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .1 288
NN 30.. 複列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .2 294
NN 30../..W33(X) 再給脂機能を備えた複列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .2 294
NNU 49.. 複列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .2 294
NNU 49../..W33(X) 再給脂機能を備えた複列円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3 .2 294
NRT .. アキシアル-ラジアル円筒ころ軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 5 .1 334
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1)軸受寸法表の開始ページ

S70.. シール付きアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
S70../HC シール付きハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
S719.. シール付きアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
S719../HC シール付きハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
S72.. シール付きアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
S72../HC シール付きハイブリッドアンギュラ玉軸受  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 .1 198
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